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     第一章　対日電撃戦


    



    『革命部の栄光のために！』


    　掛け声と共に、俺たちはミサイルを撃ち放った。


    　宙には、白い煙を吐いて打ち上がる、総計二〇〇〇基の巡じゆん航こうミサイルだ。攻撃目標は日本の各軍港に停泊する艦隊と、各航空基地にある戦闘機である。


    　四五〇隻せきのタンカーや貨物船、空母に満載された偽ぎ装そうコンテナミサイルシステム『クラブＫ』は二〇〇〇を超えている。そのコンテナから一本ずつ、この電撃戦に参加させるのだ。それに加え、宇宙からはアテスミサイルも一八基が飛来することになっている。これだけのミサイルによる一いつ斉せい攻撃は、前代未聞のものだった。


    　全世界から宣戦布告を受けた俺たちの新生国家『大革命部帝国』は、国連に加か盟めいし多くの国から国家として承しよう認にんを受けるための道筋をつけるために、この大戦に勝ちきらねばならない。


    　世界諸国は猿さる島しま国連軍を編制する準備に入っている。だが本当に全世界を相手にする消しよう耗もう戦を始めれば、いつか軍備は底を尽いてしまうことになるだろう。そのため俺たちは、国連軍の編制が完了する前に、電撃戦で、敵主要戦力のみを相手取ることがベストだった。だから、最初に宣戦布告してきた怒りに燃える日本を降くだし、日米同盟に基づき割って入ってきたアメリカを降せば、この二国との決戦だけで実質的に世界に勝てると踏んだのだ。とりわけアメリカさえ降せば、もはや地球上で俺たちに戦争を吹っかけてくる相手はいない。あとは政治的な戦いに持ち込めれば、俺たちの可能性は大きく開けてくる。それが、莉り音おんが立案した作戦計画──『地球の夜明け作戦』の全ぜん貌ぼうだった。


    　猿島から見上げるミサイル群の航行は、不思議とゆっくり感じられた。


    　パソコンのモニタを通して、数あま多たの光点が瞬またたき、扇おうぎ状に広がってゆく。


    　点つけっぱなしだった複数のテレビから、各局のキャスターらの叫び声が聞こえる。


    「ご、ご覧ください！　大量のミサイルが飛来する映像です！」


    「大変な事態です！　本土へ向けて膨ぼう大だいな数のミサイルが発射されました！　東京へも容よう赦しやなく向かっています！」


    「ああ！　そんな！　日本はどうなってしまうのでしょうか!?」


    「つ、津つ波なみのようなミサイルの来襲です……！　避難してください！　今すぐ避難を！　隠れるところがあればどこへでも！　地下鉄、地下街……とにかく、安全な場所へ！」


    　各テレビ局の慌あわてぶりは尋じん常じようじゃなかった。東京や横よこ浜はまを直撃すると考えているのだろう。


    　遠目には、三〇〇を超えるミサイルが横よこ須す賀かからほど近くに展開する日本艦隊に吸い込まれていくのが見えた。猿島から横須賀は、目と鼻の先だ。日本の大艦隊が、横須賀港を出て俺たちの視線が届くギリギリのところに陣取っている。この艦隊への攻撃が先駆けとなる。


    　テレビでは、キャスターらの絶叫と共に、この模様がリアルタイムで中継されていた。洋上には、猿さる島しまから一定の距離を取りつつも、多数のマスコミのヘリがいる。彼らはライブで映像を世界へと配信していた。膨ぼう大だいなミサイルが間近を通り過ぎていくという、世にも稀まれな、驚異的映像だろう。


    　ミサイルを追っていた映像は、横よこ須す賀かの艦隊へと切り替わっていった。


    　日本の護衛艦隊群が展開している。一見、心細く見える小型艦かん艇ていばかりだが、電子機器を満載し、その迎げい撃げき能力は世界最さい高こう峰ほうだ。大戦に敗れたとはいえ、経済大国として長年にわたり装備の新鋭化に取り組んできた結果、今でも日本の海軍はアメリカに次ぐ実力を持っている。専守防衛を念ねん仏ぶつのように唱となえながら、アジアでは突出した過か剰じようすぎる装備を持っているのが自衛隊の本当の姿だ。そして日本が持つ艦隊のなかでもっとも規模が大きいものが、いま目前にしている横須賀の護衛艦隊群だった。


    　艦隊の中央にいるのがイージス護衛艦だろう。どの艦艇も米粒のようだ。海上自衛隊所属の複数のヘリが、果か敢かんにミサイルへ身を晒さらしていた。ミサイルとの距離を測り、信号を艦隊群に送り届ける役目だろう。


    　ミサイル群は高度を落とし、艦隊へと疾しつ駆くしていく。


    　直線軌き道どうに入っていたミサイル三〇〇のうち、突然、なぜか数十本の軌道がブレだした。次第にブレは大きくなり、幾いくつかは海に突っ込んで爆発してしまった。ざっと見た限りでは、二〇～三〇ほどだろうか。


    「あっ、何やってるの!?」


    　食い入るようにテレビの映像に魅入っていた沙さ織おりは、意表を衝かれたようだった。


    　莉り音おんが早口で説明する。


    「ＥＣＭ（電子的妨ぼう害がい装置）によるジャミングよ。こればかりは仕方ないわ。でも、これだけの数の軌道を逸そらすのは不可能よ。大丈夫だから、まぁ見てなさい」


    　高度を下げていたミサイル群は、次々と海面スレスレまで近づいた。レーダーで捕捉しづらい水面へと、高度を下げたのだ。


    　そして時速九七〇キロという亜音速で滑かつ空くうしていたミサイル群は、海面傍そばでブースターを切り離し、突とつ如じよとして速度が増し始めた。先ほどと打って変わったように、ミサイルは光を帯びてきたように俺には見えた。


    　クラブＫは、最後まで亜音速で突き刺さってゆく巡じゆん航こうミサイルとは特色が異なり、目標に突入する直前には、ロケットモーターによってマッハ三にまで加速する。


    　無数の光は、槍やりのように護衛艦隊群へと突っ込んでいく。


    　対するイージス護衛艦もミサイルを空に向けて発射してきた。


    「居並ぶ護衛艦隊が迎撃ミサイルを発射しました！　どんどん発射していきます！」


    　テレビから、キャスターの興奮しきった声。


    　各護衛艦が放つミサイルは、一度にせいぜい数本ずつ。電子戦担当の護衛艦から指示を受け取って、ミサイル発射担当艦のプログラムが稼か働どうし始めたのだ。しかし、迎げい撃げきに参加しているミサイル担当の護衛艦は、せいぜい一〇隻せきほどである。俺たちのミサイルと比べれば、圧倒的に数が足りなかった。


    　ましてや、亜音速の巡じゆん航こうミサイルならまだしも、超音速で疾しつ駆くするミサイルをすべて撃ち落とすのは無理というものだ。


    　護衛艦の迎撃ミサイルも中空で姿勢を制御し、三〇〇のミサイル群へと突っ込んでくる。ミサイル同士がかち合うのはすぐだった。


    　幾いくつかのミサイルは真っ正面からぶち当たり、爆発と轟ごう音おんを響かせた。


    「や、やった！　護衛艦隊の迎撃が、次々と『人類の敵』のミサイルを撃ち落としています！」


    　キャスターは歓喜の声を上げた。


    　たしかに日本の迎撃は成功しているかに見えた。爆煙と海しぶきで周囲一面は目視しづらくなっていたから、固かた唾ずを呑のんで戦況を見守る全世界の人々には、すべてのミサイルが呑み込まれた風に見えただろう。


    「二二四番さん、二二五番さん、二二九番さん、二四〇番さん、二四六番さん、二五七番さん、二六二番さんロストです！　えっと……えっと……もっとあります！」


    　律りち義ぎにも、柚ゆずさんは迎撃されたミサイルを読み上げていく。しかしロストするスピードが報告に追いつかず、すべてをチェックするのは諦あきらめたらしい。


    　恒こう太たはアゴに手を当てて、まんざらでもなさそうに言う。


    「ほう……俺は逃げろと忠ちゆう告こくしてやったのだがな。なかなかの国こく士しではないか」


    「こちらに攻撃はしてこないまでも、防衛行動はするということだな……」


    　俺はうなずいた。


    　日本は、恒太から核兵器で恫どう喝かつされているのである。「もし猿さる島しまに攻撃を加えてくるようなことがあれば、大革命部帝国は核攻撃も辞さない」と恒太はキッパリ演説で言い放っていた。


    　なんといっても恒太は、ジェノサイドをものともしない虐ぎやく殺さつジャンキーだと世間では考えられている。三度のメシよりも虐殺が好きな男として、世界にあまねく名を轟とどろかせているのだ。


    　この状況、十分に判断を下す時間もないのに、大事を決断できる政治家などいるわけがない。国土が焦しよう土どと化す可能性のある選択を、いったいどんな政治家ができるというのか。


    　まだ海が爆煙で覆おおわれていたが、「ダン、ダン、ダン」という定期的なリズムが響き渡ってきた。砲撃だ。テレビの音声から少し遅れて、ここまで直接聞こえてくる。


    　すべての護衛艦の主砲が、爆煙の方向へ向けて撃ち方を始めていた。


    　たちまち爆煙から、くっきりとミサイル群の姿が飛び出てきた。ある程度ロストしたのだろうが、もともと数が多かったこともあり、パッと見では減っているようには思えない。ゆっくりと数を数えているヒマもない。


    「あああ……『人類の敵』のミサイルが迎げい撃げきを抜けてきます……！　艦隊に迫ってる！　あと一〇〇〇〇メートルほどでしょうか!?」


    　二〇秒以内にミサイルは到達するはずだ。


    　全護衛艦の一いつ斉せい砲撃も熾し烈れつを極めていた。凄すさまじい速射音がテレビを通して伝わってくる。近接防御火器システムＣＩＷＳ──超高速で接近するミサイルを撃ち落とすためのシステムだ。しかし、ミサイルに対抗できる時間は一〇秒もない。


    「二二八番さん、二三九番さん、二四五番さん、二四八番さん、二七〇番さん……他にもいっぱいロストです！」


    　柚ゆずさんが悲しげに声を張り上げた。


    　砲撃は継続しつつも、各護衛艦はチャフをばら撒き、回避行動を取り始めていた。チャフとはＥＣＭのひとつで、そこに標的が存在すると誤認させる妨害片だ。


    　だが無理だ。間に合わない。


    　次の瞬間、空高く一本の火柱が吹き上がった。わずかに遅れて、轟ごう音おんが耳に飛び込んでくる。


    　瞬またたく間まに火柱が、海面や岸壁を覆おおい尽くしていく。機関銃一〇〇台を間近で掃射したようなうなりが連続した。


    「あああああああ！　横よこ須す賀かの……横須賀の艦かん艇てい群が……！」


    　この世の終わりとでも言わんばかりのキャスターの絶叫だ。


    　テレビには、ヘリからの映像が映し出されている。一面、火の海と化していた。命中を回避した艦艇は砲撃を繰り返していたが、容よう赦しやなく後続のミサイルが襲いかかっていく。なにせミサイルの数が多すぎる。


    　核弾頭を搭とう載さいしたミサイルが幾いくつか日本へ向かってきたとしたら、自衛隊には迎撃する力はあるだろう。しかし、あらゆる方向から入り乱れる大量のミサイルを回避する術すべなど、あるはずもない。


    　日本には、整備された五つの軍港がある。横須賀、呉くれ、佐さ世せ保ぼ、舞まい鶴づる、大おお湊みなとだ。軍港としての立地条件に恵まれ、いずれも明治期から整備されてきた。なかでも横須賀と呉は、海上自衛隊の最新鋭艦が集中している。横須賀だけでも四〇艦近くが在艦し、世界的に見ても希け有うな最新鋭技術で固められた大艦隊である。


    　それが今、ミサイルの雨の前に消え去ろうとしていた。ミサイルは大半の艦艇に命中していた。衛星から送られてくるデータからは、三〇ほどの艦艇の大破が報告されている。艦隊の主力であるイージス護衛艦きりしまやこんごうも無傷では済まなかった。こんごうは炎上して沈みかけており、きりしまは甲かん板ぱんをミサイルがかすったのか、ブリッジの一部がもぎ取られていた。


    　別のテレビ映像では、不気味に滑かつ空くうしていく数あま多たの白い物体が映し出されていた。


    　キャスターが絶叫している。


    「膨ぼう大だいなミサイル群が東京の上空を埋うめ尽くしています！　か、核兵器が搭とう載さいされているかもしれません！」


    　東京の空だ。渡り鳥の群れが整然と空を通り過ぎていくように見えた。


    　映像は、地上で人々が狼ろう狽ばいする姿に切り替わる。人々はパニックに陥おちいっていた。もうすぐ死ぬと思い込み、泣き叫んでいる人もいる。


    　だが人々の心配は杞き憂ゆうだ。東京には自衛隊の中ちゆう枢すうがあるが、軍備を備えているわけではない。俺たちは見向きもしていなかった。狙ねらいはあくまでも、自衛隊の航空戦力と海上戦力の無力化だ。


    　それからテレビ映像は、次々と飛来するミサイルが地上基地を攻撃する様子をリアルタイムで映し出していった。火を噴き燃え上がるＦ15Ｊが格納された航空基地、土ど手てっ腹ぱらから濛もう々もうと煙を上げて転てん覆ぷくしていく護衛艦……。


    「春かす日が恒こう太た……！　皆さん、これが『人類の敵』春日恒太の正体です！　これはまさにジェノサイド！　各地でジェノサイドを引き起こし続けています！　いったい誰が、『人類の敵』春日恒太を止めることができるのでしょうか！」


    　テレビから流れるキャスターのアナウンスは慟どう哭こくと悲鳴に満ちていた。


    　お互いに宣戦布告した国同士の軍への攻撃が、ジェノサイドに該がい当とうするわけもない。しかも俺たちは、最小限の被害を目指すピンポイントの攻撃を遵じゆん守しゆしていて、一般市民を巻き込むような総力戦やテロ行為を行っているわけではない。


    　そんな事情などおかまいなしで、涙声で叫ぶキャスターは先を続けてゆく。


    「鬼き畜ちくの所業ッ！　悪あく逆ぎやく非ひ道どうとは、『人類の敵』春日恒太のためにあるような言葉です！」


    　その言葉を聞き届け、一列に並ぶテレビの前、恒太は不敵に微笑ほほえんだ。


    「ククク、悪逆非道……悪くないではないか。偉大なる反逆児──春日恒太には相応ふさわしいフレーズだよ」


    「世界中で蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われてるってことよ？」


    　沙さ織おりが眉をひそめた。


    「フッ、愚ぐ民みんどもに嫌われれば嫌われるほど、高こう邁まいなる正義の力は増してゆく。悪逆非道は、英雄にとって力の源みなもとにほかならない。このキャスター、よくわかってるじゃないか」


    「『人類の敵』認定されて喜ぶのは、世界でも恒太一人だけよね……」


    　日本各地に点在する航空基地と海上基地は、猿さる島しまを中心点として扇おうぎ状に広がる比較的ゆったりとしたペースの巡じゆん航こうミサイル群が呑のみ込んでいった。


    　日本が開戦を決意して以来、メディア各社は全基地にクルーを張り付けていたようで、各基地が爆破炎上する生々しい模様が全世界にライブ中継されていった。


    　ミサイルの目標が半分に近づいたころ、俺は空を見上げた。


    　宇宙に設置したアテスミサイルは二七〇基。そのうち九基が核弾頭を搭載していて、すでに一基を太平洋上に投下してしまっている。核弾頭搭載アテスミサイルは残り八基だ。


    「そろそろだな。命中率は上がっているが……当たるかどうか。横よこ須す賀かなら、ここからも確認できる」


    「日本の海上戦力の無力化は、イージス艦かん艇てい群を沈めてこそだからね。アレが残ってる限り、そうそう素直に降こう伏ふく勧告を受けてはくれないでしょう」


    　横須賀のイージス艦艇のうち、こんごうは大破したことを確認しているが、きりしまには被害を与えながらも撃ち漏もらしていた。きりしまが海に浮いている限り、残った護衛艦を統制して防空戦闘を継続するだけの能力が残っているということだ。


    「柚ゆず、アテスミサイルの到着予定時間を言え」


    　将軍のような恒こう太たに、柚さんが懸けん命めいに応じる。


    「はい！　えっと……着弾まで……四五秒です！」


    　頭上に、光の点が瞬またたいた。横須賀を狙ねらう光だ。太陽光が眩まぶしく、ぼやっとしていて、くっきり見えるわけではない。しかし間違いなく物体が、宙に浮かんでいるのがわかる。重力に引き寄せられた物体は、猛烈な速度で落下していた。


    　ミサイルの急接近を感じ取ったのだろう、残った護衛艦隊は砲塔を垂直に持ち上げ、頭上へ掃射を開始した。


    　無理だ。巡じゆん航こうミサイルならまだしも、頭上から一万キロを超える速度で落下する小さなミサイルに、ピンポイントで砲弾や迎げい撃げきミサイルをぶつけるのは不可能に近い。


    　護衛艦隊群は、猿さる島しまからも目視できる距離にいる。掃射音はここまで響き、テレビから送り届けられる同じ音と重なって、奇妙な二重奏を奏かなでていた。


    　見る間に光が加速してくるのが感じ取れた。三つの光が地上へと吸い込まれていく。


    　とたん、護衛艦隊の上方、光がバラバラに枝分かれするのが見えた。ミサイルには、複数の弾頭を搭とう載さいしている。弾頭が多数に分離したのだ。


    　そのまま光は、艦艇目がけて降り注そそぐ。


    　艦艇にヒットしたアテスミサイルの弾頭は、一撃で大爆発を引き起こした。光が、艦艇を真っ二つに切り裂いたように見えたほどだ。八割の弾頭は命中せず海に落ちたが、海面が大きく盛り上がり、傍そばにいた炎上中の艦艇が転てん覆ぷくするほどだった。先ほどの巡航ミサイルの攻撃よりも、二回り大きいインパクトだ。


    　遅れて、音が弾はじけた。耳をつんざく轟ごう音おんが押し寄せてきたのだ。


    「きゃぁ！」


    　沙さ織おりが耳を押さえて小さく悲鳴を上げた。次に押し寄せた風圧で、そのまま沙織は尻しり餅もちをついた。


    　咄とつ嗟さに俺は近寄り、手を差し伸べる。


    「沙さ織おり、大丈夫か!?」


    「ご、ごめん、大丈夫だから」


    　俺も立っているのがやっとなほどの衝撃だった。


    　一方、テレビでも、各軍港にアテスミサイルが降り注ぐ様子が、キャスターの叫きよう喚かんと共に映し出されていた。


    　呉くれはちょうど巡じゆん航こうミサイルの攻撃と重なり、軍港は一面の大炎上を引き起こしていた。佐さ世せ保ぼは順番が逆になり、巡航ミサイル群の到達を前にして中核の護衛艦が沈んでしまっていた。たった数基のアテスミサイルの攻撃力が際きわ立だっていた。


    「海上自衛隊の呉基地の模様をライブ中継でお届けしています！　見てください！　見渡す限りの炎です！　現在、もうもうと立ち込める黒煙のなか、自衛隊員が必死の消火作業に当たっていますが、炎の威力は増すばかり！」


    　レポーターがカメラに向かって力説しているとき、その背後で、ドウンと大音響がこだました。ほぼ同時、風圧でキャスターがカメラにぶち当たり、カメラ諸もろ共ともに崩れ落ちた。傍そばでかなり大きな規模の爆発があったのだ。


    　呉では、ミサイル攻撃は一巡しているはずだ。おそらく、保管庫にあった爆発物に引火し、テレビクルーを弾はじき飛ばしたのだろう。


    　すぐにカメラが持ち直された。レポーターもヨロヨロと起き上がり、大声で連呼を続ける。


    「じ、人類の皆様！　これが……これが『人類の敵』春かす日が恒こう太たによる大虐ぎやく殺さつの生々しい現場です！　今こそ我われ々われ人類は心をひとつにし、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵に立ち向かわなくてはなりません！」


    　レポーターは大粒の涙を流していた。世界最先端の艦かん艇ていが次々と沈み、無む惨ざんにも基地が爆発炎上する状況と相まって、レポーターの涙は人々の心に響くに違いない。


    　別のチャンネルでは、航空自衛隊の小こ松まつ基地が燃えている様子が映し出されていた。


    「ご覧ください！　Ｆ15Ｊの格納庫から火の粉が上がっています！　小松基地では、警戒飛行に出ていた四機を残して、配備されていた二つの飛行隊の約四〇機が壊滅的被害を受けている模様です！　隊員たちが懸けん命めいの消火活動に取り組んでいますが、火の勢いは留とどまるところを知りません！」


    　さらに別の局は、炎上する基地の前で泣き崩れている自衛隊員に、レポーターが無理やりマイクを向けていた。


    　レポーターが隊員を責める。


    「自衛隊は何をやっているのですか!?　標的になってるだけじゃないですか！」


    「各基地では努力しています……。ミサイルもかなりの数を迎げい撃げきしており、各隊員が身体を張って基地を守っています……。しかし……これでは数が多すぎる……核弾頭を搭とう載さいしたミサイルが紛まぎれ込んでいるかも知れず……こんなものは想定外です……」


    　たどたどしく、隊員が涙交じりに説明した。


    「どうしてやられるがままに任せているのですか!?　『人類の敵』春かす日が恒こう太たに対して、効果的な反撃はないのですか!?」


    　レポーターは熱くなっていた。自衛隊員を責めても何の解決にもならないが、忸じく怩じたる思いに地じ団だん太だを踏んでいるのだろう。


    「出動命令が出ないのです……。平然と大量破壊兵器を使用するような敵であって、我われ々われが攻撃すれば容よう赦しやなく核兵器を本土に放つと宣言している巨悪です……。政府としても、うっ……」


    　そこで自衛隊員の言葉は途切れ、口元を押さえて泣き出した。


    「……」


    　無む慈じ悲ひなレポーターも、さすがにそれ以上の質問は憚はばかられたようだ。


    「日本国民の皆さん……世界各国の皆さん……誠まことに申し訳ありません……。『人類の敵』春日恒太に、なすすべもなく屠ほふられるのは、死ぬより辛つらいです……」


    　そう言って、自衛隊員はガクリと崩れ落ちた。


    　映像が佐さ世せ保ぼへと飛んだ。


    　佐世保では、ちょうどミサイル群が降り注ぎ始めていて、艦隊が炎上する模様を映し出していたのだ。アテスミサイルによってイージス護衛艦を先に撃沈している佐世保は、効果的な反撃手段をほとんど持っていなかった。各艦かん艇ていは対空砲を掃射しているが、これだけのミサイルを撃破するのは困難な仕事だ。抵抗空むなしく、各艦艇には次々とミサイルが吸い込まれていく。


    　中ちゆう枢すうとなる艦船が予あらかじめ撃破されていた佐世保は統制が取れず、横よこ須す賀か以上に甚じん大だいな被害が発生した。


    　現地のレポーターはカメラに向かって叫ぶ。


    「か、核攻撃ではありません！　しかし、佐世保にいる艦隊は各個撃破され、濛もう々もうと煙を上げています！　皆さん、これが『人類の敵』春日恒太によるジェノサイドの実像です！」


    　映像はスタジオに切り替わった。キャスターの深刻な顔。キャスターの背景では、リアルタイムで炎上中の映像が流れている。


    「防衛省の関係筋から入ってきた情報によりますと、海上戦力および航空戦力をピンポイントで狙ねらわれ、壊滅的被害を受けたとのことです。海上自衛隊の基地である横須賀、呉くれ、佐世保に集結する艦隊は八割を喪そう失しつ。および各地の航空自衛隊基地に在ざい籍せきしているＦ15Ｊ、Ｆ２など航空戦力の六割を喪失。有効な残存戦力は壊滅状態にあるとのこと。繰り返します、有効な残存戦力は壊滅状態にあり──」


    　キャスターは悄しよう然ぜんとしながら、機械のように文章を読み上げていた。


    　俺は皆を振り返って言う。


    「こうしてテレビを通して敵方の情報をリアルタイムで知れるのは、つくづく不思議なことだな」


    「電撃戦は成功と見ていいでしょう。この強襲によって日本は大戦力を喪失し、単独で戦闘行動ができる状況じゃなくなった」


    　莉り音おんは淡たん々たんとしたものだ。


    「何もかもが想定通り……。この俺が幼少のころから暖めていた『地球の夜明け作戦』は、見事なまでに成功だ。我が帝国が地球の支配者となる日は近い……」


    　いつも通りの恒こう太たに、沙さ織おりが厳しく指摘する。


    「あんたが考えてたことじゃないでしょ！　作戦も、それから作戦名も、ぜーんぶ莉音が考えたことなの。それ、わかってる？」


    「おやおや……小娘は何もわかっていないようだな。本作戦の成功は、この俺が核で日本の軍の動きを封じ込めたからこそなのだ」


    「まだ前半が終了しただけだぞ。『地球の夜明け作戦』の成否は、日本を降くだし、アメリカを叩たたくという二段階作戦だ。まだ日本が降こう伏ふくしたわけじゃないし、何より重要なのはアメリカとの決戦に打ち勝てるかどうかだ」


    　俺も冷静に言った。


    「よかろう。この俺が日本を降伏に追い込んでやる。やれやれ、皇帝使いが荒い臣しん下かどもを持つと苦労する」


    「恒太くんに頼ってばかりで、ごめんなさいって思います」


    　柚ゆずさんは心から申し訳なさそうな表情をしていた。


    「あんた、どうするつもりよ？　恒太が勝手に動くとロクなことないんだから」


    「簡単だ。俺がスピーチで降伏勧告すればいい。さすれば日本は、すぐさま俺に泣きついてくるだろう」


    　沙織と恒太のやり取りに、莉音が口をはさむ。


    「待って。攻撃戦力を喪失しただけじゃ、そんなに簡単に降伏までしてこないわ。まずは急ぎ情報収集に取りかかりましょう。これから六〇分間、手分けして日本の残存戦力を確認。それから、アメリカの動向には注意して。すでに宣戦布告は喰らってるから、艦隊の展開が済めば、いつ攻撃を受けてもおかしくないからね」


    　すぐに俺が同意する。


    「そうだな、焦あせらず冷静にいこう。次の一手は、敵の情報を分析してからだ」


    「柚ちゃんと沙織は、衛星を通して日本の海・空軍の残存兵力を探さぐって。陸上自衛隊の動きも注視しておいてもらえる？」


    「わかった。柚さん、頑張りましょうね」


    「はい、わかりましたぁ！」


    「巳み継つぐはテレビで、主要な国際チャンネルを確認しておいてもらえる？　テレビの情報はあんまり参考にならないけど、世論がどう動くのかは重要だから。とくに、日本の世論を重点的にチェックね」


    「了りよう解かいした」


    「私は衛星を通して、第七艦隊、第五艦隊、第三艦隊の動向を追ってみる。もし隙すきがあれば、急きゆう遽きよアメリカに宣戦布告して、攻撃を加えることもありえるからね。心の準備だけはしておいて」


    　俺と沙さ織おりと柚ゆずさんは揃ってうなずいた。


    「じゃあさっそく取り組みましょう。六〇分後に報告し合い、次の展開の決断を下すからね」


    「恒こう太たの仕事がないみたいね。これで安心していられるわ」


    　何を思ったのか、唐とう突とつに恒太がズイと進み出てきた。そして尊大に俺たちを眺め回し、重々しく口にする。


    「世界皇帝として命令を下す。沙織および柚は、衛星で日本の残存戦力の確認。巳み継つぐはテレビを通し、愚ぐ民みんどもの声を聞け。莉り音おんはアメリカ艦隊の動向をチェックし、攻撃を加える隙すきを探さぐれ。そしてこの俺が、『地球の夜明け作戦』の総合プロデューサーだ」


    「はぁ……恒太が何もしないでいてくれるのが、せめてもの救いね……」


    　ため息をついた沙織は、呆あきれた表情で恒太を見やった。


    「世界皇帝の役割は極めて重い……しかし俺は世界でもっとも有能な男だからこそ、地球に責任を持たなくてはいかん。人類の新しい未来は、ほかならぬ春かす日が恒太が創り出さなくてはならないのだ。我が臣しん下か諸君、帝国の威光を背負い突き進みたまえ！」


    「頑張ろうって思います！」


    　勇いさんで応じたのは柚ゆずさんだけだった。


    



    　　　　　　　　　　◇


    



    　幾いくつもの主要チャンネルを同時に聞き分けるという難題をこなし、俺は世界の動きを確認していった。日本はすでに戦闘の継続以前の状態になっていて、政府閣かく僚りようから学識経験者、庶しよ民みんまでが入り乱れ、小お田だ原わら評ひよう定じようの様相を呈していた。


    　日本の大手メディアはすっかり思考能力を喪そう失しつし、政府発表を垂たれ流す場と化していた。その政府発表もさっぱり要領を得ず、二転三転することも多くなっている。現在の日本は、有事における国家統制が難しい。この状況なら、仕方ないことだろう。


    　一方、海外のマスメディアが各地の自衛隊基地の状況をリアルタイムで配信し、どのくらいの損害が出ているかを分析してくるので、大まかな状況は摑つかむことができた。海外のマスメディアは戦争に慣れている。それに日本のメディアと違い、自国軍の悲惨な総崩れを伝えるわけではなかったため、比較的冷静に物事を見ようとするだけの気持ちが保たもてたのだろう。


    　まず間違いなく、日本は海・空軍の戦闘能力をだいぶ喪失したはずだ。実質的に、日本との戦闘は終了したものと見なしてよさそうだった。


    　だが、もっとも俺が辟へき易えきしたのは、この戦闘を、敵国民まで巻き込んで殺さつ戮りくするような国家総力戦と勘違いしている論調があまりに多かったことだ。俺たちがなりふり構わず、日本国民を根絶やしにしようとしているようにすら受け取られる報道が、ごく普通にまかり通っていた。


    　たしかに、多くの人が戦争と聞けば、国家総力戦を思い浮かべるに違いない。第二次世界大戦が強烈なインパクトとして国民に浸しん透とうし、それが最後の戦争になっている日本では、とくにそういう傾向がある。だがしかし、それはすでに旧時代の観念だ。


    



    　文明の進化と共に、戦争のスタイルも進化してきた。


    　古代から帝国主義時代の前期まで、人類は長きにわたり、戦争には『決戦方式』を採用してきた。大軍同士が戦術を駆使して真っ正面からぶつかり合い、その勝敗によって戦争の帰結が決まるスタイルだ。軍を率ひきいる首脳陣も、いかにして決戦に勝つかに労力のすべてを注いできた。そして一度の決戦で、その戦争の勝敗が決まった。ある意味で効率的な、泥どろ沼ぬまの戦いに陥おちいるのを避けるための、人類が無意識に編み出した知恵でもあったのだろう。


    　かつて人類が行おこなってきた戦争の大半が『決戦方式』で、一九〇四年の日にち露ろ戦争がこのスタイルの最後の花形だった。


    



    　しかし国民国家の力が強大化し、効率的に人間を殺傷できる弾道兵器の破壊力が大きく向上したことで、戦争のあり方が変わってゆく。弾道兵器とは、発射してしまうと途中で軌き道どうを変えられない爆弾や砲弾のことを指す。


    　弾道兵器の破壊力が決定的になったことによって、戦争は、社会全体を動員する『総力戦』の様相を呈するようになった。大量の兵士を動員し、素早く各種兵器を量産し、物資を前線に輸送する方法を突き詰めていけば、国家がすべてを統制する総力戦に落ち着くのである。


    　もはや軍対軍の一度や二度の決戦で勝負はつかなくなった。社会のすべてを動員し、敵の社会基盤を根こそぎ破壊し打ち砕くところまでいかないと、戦争の帰結が決まらないようになったのだ。まさに国家対国家の、社会全体の魂たましいを懸かけた、血みどろの戦いが運命づけられたのである。


    　勝つためには、とにかく敵の社会を完かん膚ぷ無なきまでに破壊することが必要不可欠なことであり、そのためには社会基盤の根幹である民間人を大量に殺傷するのもやむを得ないわけだ。こうして戦争には、勝つにせよ負けるにせよ、あまりに途方もない労力を要するようになった。


    『総力戦』によって行われたのが第一次世界大戦や第二次世界大戦であり、戦争による死者数は目を剝むくようなスケールにまで増大するようになった。


    



    　国家総力戦が行き着いた果て──一九四五年、人類の歴史に核兵器が登場することになった。


    　この究極の破壊兵器の登場は、戦争に大きな変化をもたらした。次に総力戦を行えば、お互いの社会が核兵器によって木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んでしまう。そこには勝敗など存在しない。それゆえ次世代の戦争に勝利を収めるためには、宇宙から敵の核兵器の配備状況をリアルタイムで偵てい察さつし、正確な位置を知り、ピンポイントに標的に攻撃を加える必要があった。


    　こうして一九六〇年代後半、発射した後でも目標へ誘導可能な精密誘導兵器が登場することになる。この命中精度の向上が、戦争に劇的なイノベーションをもたらした。


    『総力戦』の時代は終わり、それに取って代わったのが『ハイテク戦』である。キーポイントは、最小限の高性能兵器で、高い命中精度を以もつて、ピンポイントに敵の攻撃能力を奪い去ることだ。


    『ハイテク戦』では、敵社会を根こそぎ破壊する必要もなければ、都市を壊滅するのも不要であり、民間人を犠ぎ牲せいにすることもほとんどない。何十万、何百万の陸軍を投入することも不要だ。それどころか、小銃を抱かかえた歩ほ兵へいによる陸上戦自体があまり発生しない。最先端技術で武装し、高度に訓練された少数の兵士が、遠えん隔かく地から電撃的に、ピンポイントで敵の攻撃能力を破壊するだけでいいのだ。


    　その最たる姿がミサイルや無人兵器であり、もはや前線に大部隊や物資や兵器を輸送する必要もない。空母も戦艦も、時代遅れのシロモノだ。遥はるか遠方から、効率的に、敵の軍備だけを叩たたくのが現代の戦争の有り様なのである。


    　たとえば一九九一年に起こった湾岸戦争は、旧時代の『総力戦』を引きずったイラクと、新時代の『ハイテク戦』で武装したアメリカ（多た国こく籍せき軍ぐん）の、まさに次元違いの戦争であった。終始アメリカはイラクを圧倒し、ほとんど犠ぎ牲せいも出さずに、わずかな期間で中東随ずい一いちの軍備を誇っていたイラクを完敗させたのだ。


    　だから革命部の軍備は、その路線を忠ちゆう実じつに守り、鍛きたえ上げてきたものにほかならない。海面に配備する大量の巡じゆん航こうミサイルも、宇宙に配備しているミサイルも、高い命中精度を持ち、敵の軍備をピンポイントで破壊するのに十分だ。加えて核まであるとなれば、わずか五人の革命部と刺し違えるような総力戦を行おこなおうとする国家などありやしない。


    　俺たちはただ闇やみ雲くもに建国へ突っ走ったわけではない。数名で戦争をこなすことができるだけの準備を、オーソドックスな手順を踏んで、着実にやってきたのである。


    



    　求めていた情報は、テレビを通してだいぶ収集できていた。


    　ある大手メディアでキャスターとコメンテーターが議論していたので、最後にそれだけ確認してみようと、他のテレビの音量を下げて俺は聞き入った。


    「──今まで見てきましたように、『人類の敵』春かす日が恒こう太たの非人道的行為は底が知れません……。いったいどこまで被害を拡大させれば気が済むのでしょうか？」


    　キャスターの問いに、コメンテーターは深刻な面持ちになる。


    「この度たびの『人類の敵』春日恒太の無差別攻撃によって、最低でも一〇万人を超える民間人の死傷者が出ていることは確実視されています……。これほどの規模のテロ行為は、歴史上他に類を見ません……。恐るべき状況です……」


    　これ以上ないほどの感情論だった。


    　俺たちは軍備のみに絞り、忠ちゆう実じつなピンポイント攻撃を敢かん行こうしている。何十万人もの民間人の死傷者などいるわけがない。あからさまな情報操作だ。


    「一部の政治家の間では、『人類の敵』春かす日が恒こう太たと政治的決着を図ってはという声も聞かれ始めました。その辺りについては、どうお考えですか？」


    「果たして、核兵器で平然と大量虐ぎやく殺さつを行おこなう人物と妥だ協きようなどできるのでしょうか？　どうすればこの局面を打破できるのか、誰にもわからないのです」


    「しかしこのままでは──」


    　キャスターが次の質問をしようとしたとき、横から紙が差し入れられるのが見えた。


    　サッと紙を確認したキャスターは、顔を上げ、早口でまくしたてる。


    「速報が入って参まいりました。今からアメリカ国防長官が、ホワイトハウスにて記者会見を開くとのこと。映像を切り替えます」


    　すぐに画面は、ホワイトハウスの記者会見場へと切り替わった。


    　演説台に進み出た国防長官は、記者会見場に集まる人々を見回して、真剣な様子で語り始める。


    「この度たび、日本で起こったジェノサイドにおいて、少なく見積もって民間人三〇万人もの犠ぎ牲せい者が出たことが確認された」


    　記者たちはざわついた。


    　情報操作が加速度を増して過激化している。そんな事実があるわけがない。


    　万一ミサイルがどこかの都市を攻撃していようものなら、テレビカメラは真っ先にその映像を配信するはずだ。だが、カメラが映し出していたのは軍の基地だけである。


    「我われ々われがこの事態を看かん過かすることはできない。アメリカ全軍が臨戦態勢に入っている。猿さる島しまの偵てい察さつ、および艦隊の展開はもうすぐ完了する見込みだ。全艦隊の戦闘爆撃機と、グアムのアンダーセン空軍基地に派は遣けんしているステルス戦略爆撃機Ｂ-２を動員し、春日恒太が保有するミサイル発射台の掃そう討とうを図ることになる。これ以上、『人類の敵』春日恒太にジェノサイドを行わせてはならない」


    　国防長官は演台に手をつき、重々しく続ける。


    「作戦名は『地球の救護作戦』。作戦の開始時刻は、この会見の直後。ただいまをもって、全軍が攻撃態勢に入ることを世界に報告したい」


    　アメリカの「地球」を冠する似たような作戦名に俺は苦笑した。『地球の夜明け作戦』ＶＳ『地球の救護作戦』だ。お互いに、どれだけ壮大なのか。


    　通常、アメリカ軍が大規模に動くときは、記者たちに作戦概がい要ようをしっかり説明し、準備した上で攻撃行動に入る。しかし今回は速攻だった。会見の直後に来るというが、どのくらいかかるだろうか。グアムから来るとすれば、一〇分はかかるはずだが……。


    　予想を巡めぐらしつつ、ふと俺は空を見上げてみた。すると遠方の空に、小さな黒い物体が──。


    「き、来たッ！　アメリカだ！」


    　俺は叫び、椅い子すを蹴けり飛ばして立ち上がった。


    　余よ裕ゆうそうに柚ゆずさんが応じてくる。


    「レーダーには反応がないって思います」


    　モニタで敵の行動を確認している柚さんは、敵機が迫っているなどとまるで思っていないのだ。


    　ドウン、という爆発音と共に、地面が揺れたように感じた。


    　猿さる島しまを取り囲む艦かん艇てい群のもっとも外側に浮かんでいたタンカーが一隻せき大破し、黒煙を上げるのが見えた。


    「迎げい撃げきして！　防空ミサイル！」


    　そう言いながら莉り音おんが慌あわてて柚さんに近寄り、椅子に手をかけてパソコンを見やった。


    「はい！　目標、レーダー不詳のアメリカ軍機！　イスカンデルより、赤外線追尾ミサイル発射します！」


    　たちまち数十機の黒い機体が迫ってきて、俺たちの艦艇に向けてミサイルを発射してくる。見る間に、数十のミサイルが艦艇に突き刺さっていった。爆発はコンテナに満載しているミサイルを誘爆させ、狙ねらわれた艦艇は一ひと溜たまりもなく木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んでいく。


    　対艦ミサイルを撃ち終えた米軍機が猿島の上空を通り過ぎるのとほぼ同時、こちらの陸上配備のイスカンデルからも、多数のミサイルが飛び立った。その数、およそ二〇〇。


    　俺たちのミサイルは米軍機に追いすがってゆく。遥はるか上空へ舞い戻ろうとする米軍機の群れを、どこまで討ち果たせるだろうか。高速で去りゆく米軍機とミサイルは、姿を確認するのも困難になっていった。すでに幾いくつかのミサイルは追尾を振り切られ、フラフラとした機動で海に落ちていく様子が見えた。


    　ふいに恒こう太たが声を上げる。


    「演説の用意だ！　今すぐにやるぞ！」


    「こんなときに何言ってんだ!?」


    　俺も大声で問い返すと、恒太は熱心に語る。


    「こんなときだからこそだ！　今押さえておかないと、第二派、第三派が来るぞ！　アメリカと真っ正面から対たい峙じするときは、こちらが先制を取らなくてはならない！」


    　恒太の言うことはわかった。俺たちは迎撃能力に劣おとっている。主要戦力を壊滅に追い込んだ日本よりも、俺たちの方が遥かに防衛力は弱体だ。準備を急いだために、独自の防衛網を構築している時間がなく、ロシアの戦略迎撃システム・イスカンデルをそのまま活用しているだけにすぎない。


    　対して、俺たちは攻撃能力には自信を持っている。数を揃えた巡じゆん航こうミサイルを始め、アテスミサイルに核まである。攻撃力だけは最終地点に到達していると言えるだろう。アメリカに決戦を挑いどむなら、俺たちは守りに回ってはならないのだ。


    　そこまで判断し、俺はサーバへと駆け寄りながらまくしたてる。


    「沙さ織おり、演説台を用意してくれ！　俺は映像を送るから！」


    「わかった！」


    　沙織もすぐにうなずいた。


    　映像はいつでも配信できるようにしてある。サーバを操作し、俺は恒こう太たを見やった。


    「準備ＯＫだ」


    「よかろう。それと、統合防衛システムを渡してもらおう。愚ぐ民みんどもに我が力を見せつけるのに必要だからな」


    　恒太はノートパソコンを取り上げ、カメラの前に進み出る。


    「巳み継つぐと沙織はテレビを確認せよ。この俺の映像が流れ始めたら、崇すう高こうなるスピーチを愚民どもへ送り届けてやる」


    　演説台に進み出た恒太は胸を張り、偉そうにアゴを上げた。


    　遠方で幾いくつかの爆発音が響く。何機かを撃ち落としたのだろうか。莉り音おんと柚ゆずさんは、迎げい撃げきミサイルの確認に躍起になっていた。今後の米軍機の飛来に対し、どこまで有効な迎撃ができるのか検討する必要がある。


    　俺と沙織はテレビを並べてある場所で、チャンネルを回し始めた。やはりテレビ局は俺たちが配信する映像を常時監視していたようで、恒太が現れるとすぐに、映像が次々と切り替わってゆく。


    「早くも映像が流れてる。いつでも大丈夫だぞ」


    　俺は恒太を見やって報告した。


    　すると恒太はゴホンと咳せきをつき、カメラを見み据すえた。


    　演台にノートパソコンを置いた恒太は、静かに語り始める。


    「地球人諸君、そして未来の帝国臣しん民みん諸君。燦さん然ぜんと輝く新世紀のグランドデザインを描えがき出す世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　いつものような初しよっ端ぱなの挨あい拶さつだ。


    「始めに、アメリカに対して言っておく。今すぐ攻撃をやめなければ、アメリカ全土に核兵器の雨を降らせることになる。攻撃をやめよ！　今すぐだ！」


    　恒太は強めの語調で言い放ち、ガツンと演台を拳こぶしで叩たたいた。


    「大革命部帝国が正式に宣戦を布告し、戦せん端たんを開いたのは日本のみである。未いまだアメリカに宣戦を布告していない。にもかかわらず、一方的に帝国に攻撃を加えてくるアメリカの卑ひ劣れつ……いかにこの俺が心優しき皇帝として名を馳はせていようとも、堪かん忍にんにも限度というものがある。今後、貴様らがたった一発の弾丸を大革命部帝国へ放っただけでも、この俺は全力で攻撃を開始するだろう」


    　日本のときと同じように、再び同じ方法でアメリカを抑え込もうとしているのだ。二度目は、どこまで通用するだろうか。


    　いずれにしろ今は、可能な限り時間を引き延ばし、攻守逆転するために全力を注がなくてはならない。俺たちにとっては、攻撃だけがこの戦争に打ち勝つ唯ゆい一いつの方法だ。


    「これはブラフではない。その証しよう拠ことして、アメリカの無人地帯に、これから核兵器を喰らわせてやろう。攻撃予定地点はフォートスミス近郊のウォシタ山地だ。地上到達時刻は約一五分後。ありったけのテレビカメラをセットしておけ」


    　恒こう太たはノートパソコンに視線を落とし、指を走らせた。かと思えば、パッと顔を上げてカメラ目線になった恒太は、おもむろに腕を振り上げた。


    「喰らえ愚ぐ民みんども！　神聖なる我が鉄てつ槌ついを！」


    　そう叫び、恒太は腕を振り下ろしてエンターキーを激しく叩たたいた。


    「ククク、たった今、我が力の一いつ端たんを解放してやったぞ。一五分後、貧民諸君はこの俺の決意を目撃するだろう。わずか〇・一％の力を開放しただけだが、それでも地球を破壊し尽くすに余りある。恐れおののくがいい、春かす日が恒太の高潔なる意志の力に！」


    　誇らかに、そう恒太は宣言した。


    　やがて声のトーンを抑え、落ち着いた調子で恒太はスピーチを続けてゆく。


    「さて哀あわれなる愚民諸君、今日は意義深い話を聞かせてやろう。世界皇帝の素晴らしき説せつ法ぽうに胸熱くするがいい」


    　伝えるべきことは伝え終わっているはずだ。それなのに、これ以上何を話そうというのか。傍そばでスピーチを眺めやっている俺たちは訝いぶかしんだ。


    「今ここで明かそう。アウクスブルクでの春日恒太狙そ撃げき事件……いずれ全世界の歴史教科書に掲載されるほどの大事件だが……あれは、俺が自みずから仕掛けた自作自演だよ。この俺が、自分で自分を撃たせたというわけだ。……ほほう、意味がわからない？　なるほど、たしかに諸君らの知能では理解が及ばぬのだろう。だがしかし、事実なのだから仕方ない」


    　俺は頭を抱かかえた。言わなくてもいいことを、わざわざ宣言するのはどうしてなのか。『人類の敵』の破壊力が増すだけなのに……。


    　隣では沙さ織おりが息を呑のんでいる。俺は映像を止めようかと一瞬思案したが……しかしここまで明かしておいて、途中でぶつ切りにするのはもっと印象が悪い。


    「もちろん世界恐きよう慌こうも俺の手によって仕掛けられたものだ。俺は諸君らにキッカケを提供したにすぎないが、諸君らが勝手に盛り上がり、自ら進んで地じ獄ごくの釜かまに落ちていったというわけだ」


    　意味深に恒太は左眼に手をあてがい、不敵に微笑ほほえんだ。


    「世界最さい高こう峰ほうの天才である俺が仕掛けた謀ぼう略りやくは、さかのぼれば数あま多たある。国際商業銀行が天てん下か無む双そうの銀行になったのも、貧民どもが熱狂的に俺を支援したのも、ＫＫネクストの成功も、すべては俺がプロデュースしたものだ。地球の動きはすべて、この俺の手のひらの上にあった」


    　今度はうんざりした表情で、恒こう太たは首を振る。


    「……やれやれ、まだ理解できないのか？　世界とは、そうして動いているのだよ。俺は当然の手を打ってきたまでなのだ。いいか、たとえ諸君らの脳みそがチリ屑くずのようにちっぽけだろうとも、たまには自分の頭を使ってみろ。アメリカ政府が、全世界の愚おろかなマスコミどもを操あやつり、大革命部帝国に対して仕掛けている情報操作も同じことだ。この俺が数々のジェノサイドを引き起こしているなど、そんな戯ざれ言ごとを諸君らは信じるのか？　いつまで妄もう想そうに浸ひたり続ければ気が済むのだ？」


    　ズイと恒太は演台に身を乗り出す。


    「諸君らの驚異的な頭の悪さには心底うんざりだ。断言しよう、世の中の人間、世の中の出来事、世の中の情報──その九八％はクズである」


    　雄大に手を広げた恒太は、まさに『人類の敵』そのものだった。


    「本来なら、世界にはびこるクズどもを一いつ掃そうすれば済む話なのだが……しかし世界皇帝たるもの、そんな見るも無む惨ざんな愚ぐ民みんどもをあまねく新世紀へ導みちびいてやるのが義務というもの。いかに無知で浅はかで自じ業ごう自じ得とくだとしても、それを温かく許容し、無限の包容力をもって接してやるのが王者の務めというものだ。なに、最初からクズの大集団だとわかっていれば、諸君らの途方もない低脳ぶりを見せつけられても、改めて落ち込むに値あたいしない」


    　もはや内容の良し悪しを判断するレベルにはなかった。恒太らしいといえば間違いなく恒太らしいスピーチなのだが……世界の憎しみを一心に浴びたいとしか思えなかった。どれだけマゾなのか……。


    　迎げい撃げき状況を確認していたはずの莉り音おんも、ポカンと口を開いて恒太の演説を傍ぼう観かんしている。柚ゆずさんだけは瞳をキラキラさせて聞き入っていた。


    「大丈夫だ。この俺が、どうしようもない諸君らに代わり、新しい世界を創り出してみせる。諸君らは安心して見ているがいい。大革命部帝国は、世界各国の不当なる宣戦布告に打ち勝ち、必ずや世界大戦を乗り越えるだろう」


    　爽さわやかな調子で恒太は断言した。しかし演説に聴き入っている世界の人々は、今ごろ怒りが頂点に達しているだろう。


    「世界皇帝たるこの俺は、神こう々ごうしい道を歩んできた。俺の軌き跡せきは天下の王道だ。大革命部帝国は、閉へい塞そくした世界に新しい命を吹き込もうとする一筋の光こう明みようだ。我が帝国だけが、世界の輝かしき明日を照らし出す。世界の未来とは、大革命部帝国のことなのだ！」


    　拳こぶしで演台をガツンと叩たたきながら、恒太は熱烈に言い放った。


    「さあ、時間だ。およそ一分後、俺が開発した宇宙ミサイルが地上に突き刺さるだろう。我が帝国に攻撃を仕掛けてくれば、どのような相手でも身を滅ほろぼすことがわかるはずだ。春かす日が恒こう太たの揺るがぬ信念に刮かつ目もくするがいい。では愚民諸君、そして将来の帝国臣しん民みん諸君、また会おう」


    　恒太が壇上を離れたので、俺はそこで映像を切った。


    　スピーチが終わってすぐ、各テレビ局は内容に言及している時間的な余よ裕ゆうはないようで、次々と映像を切り替えていった。アナウンサーが解説をまくしたてている局もあるし、淡たん々たんと映像を流しているだけの局もある。フォートスミスから眺めるウォシタ方面の映像だ。かなり長距離用の望遠レンズを使い、全景を映し出している。


    　テレビが映し出す現地のレポートから、ざわつきが聞こえた。レポーターが指差した中空へカメラが向くと、燃えるような小さな光が地上へ落ちてくるのが見えた。アテスミサイルだ！


    　光は猛スピードで地表へと迫ってきた。大気と鉄てつ塊かいの間に発生する巨大な摩ま擦さつ熱ねつのせいで、ミサイルは煌こう々こうと光を放っている。


    　そのまま地表へ突き刺さるかと思った瞬間──辺り一面を光が包み込んだ。地上へと到達する直前、中空で、ミサイルが核爆発を起こしたのだ。


    　テレビ映像では、巨大な火山が噴火したような黒煙が膨ぼう張ちようしていく。数秒遅れて、地鳴りのような音。


    　カメラの傍そばにいると思われる人々の悲鳴と絶叫。テレビカメラが激しく震しん動どうした。


    　インパクトは強烈だった。テレビではアナウンサーが絶句し、民衆は泣き叫んだ。


    　アメリカ人のショックは激しく、アメリカの局が流す番組は慟どう哭こくに満ちていた。


    　アメリカは歴史上、国土に、軍事兵器による大規模な攻撃を喰らったことは一度もない。その歴史を、恒太の宣言による核攻撃は、あっさりと覆くつがえしてしまったのである。侵しん略りやくされることを知らなかったアメリカを恒太は脅おどし、挙あげ句くの果てにサラリと核ミサイルによる攻撃を喰らわせ、アメリカ人のプライドをズタズタに引き裂いてしまったのだ。彼らが感じる衝撃は、察するに余りある。


    　つい先ほどの、人類を罵ば倒とうしまくった恒太のスピーチと相まって、世界市民の憎ぞう悪おと絶望は頂点を突き抜けていた。怒りと罵倒がテレビを支配し、恒太は『人類の敵』を遥はるかに超える不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵の象徴となっていた。


    　テレビでは、幾いく度ども幾度も核爆発の模様が繰り返された。これでもか、これでもかと言わんばかりに、テレビは爆発の映像を繰り返し、ノイローゼになる人が続出するほどだった。人々は絶望一色に染まり、世界は恒太への呪のろいの言葉で満ち[image: ]あふれた。


    



    　　　　　◇


    



    　テレビ映像には、アメリカの公聴会が映し出されていた。核攻撃を受けて、緊急で開かれることになったらしい。


    　いの一番で証言台に立ったのは、ＣＩＡ長官ワレス・ウィットロックだった。


    「私は自分の役目を憎まなくてはならない。ＣＩＡとして、このような事態を防ぐことはできなかったのか……いま私は、絶望と悔かい恨こんで血を吐くような思いです」


    　ウィットロックは厳しい面おも持もちを浮かべ、淡たん々たんと続けてゆく。


    「『人類の敵』春かす日が恒こう太たによる核攻撃の規模があまりにも大きいため、正確な調査結果を今すぐ発表できる状況にはありません。しかし総力を挙あげて被害の調査に当たっています。また軍も破壊された地域に展開し、生き残っている人々を救出するため、昼夜を問わず懸けん命めいな作業を続けています」


    　いかにも核で都市を狙ねらったかのような物言いだ。


    「今回の核攻撃で、どんなに少なく見積もっても、死亡者数は数十万に達する見込みです。関連省庁が総力を挙げ、可能な限り速すみやかな報告ができるよう心がけます」


    　議員たちから激しい苦痛の声が上がった。怒りを露あらわにし、机を拳こぶしで叩たたいている議員までいる。


    　猿さる島しま大だい虐ぎやく殺さつや太平洋大虐殺のように、今度もまた、ある程度なら俺も噓うその死者を発表するだろうと予想はしていたが……あまりに数がインフレしすぎている。もはや誰もが冷静ではなくなっており、正確な数など気に留めるような状況ではないとウィットロックは判断し、数十万にまで数字を巨大化させたのだろう。


    「また先の、大量の巡じゆん航こうミサイルによる日本への攻撃による犠ぎ牲せい者は、さらに五〇万人を想定しなくてはなりません。最終的には日米合わせて一〇〇万人を超える可能性もあり……我われ々われは、歴史上稀まれに見るジェノサイドを今まさに目まの当たりにしていると言えるでしょう……」


    　これ見よがしにウィットロックは唇をかみしめた。


    「世界最大規模のテロとされる二〇〇一年の九・一一事件での死者数は約三〇〇〇人ですから、その数百倍を優に超える被害です。しかもなお、敵は我々を何度でも破壊できる力を持ち続けている。予断を許さない状況にあるのです」


    　それから感情論を煽あおる言葉が幾いくつも繰り返された末、議場は質疑応答に移っていく。


    　議員のひとりが質問に立った。


    「『人類の敵』春日恒太は、核弾頭を搭とう載さいした宇宙ミサイルが二七〇〇〇基であると言い放ちました。あまりに誇こ張ちようされた数字だと思いますが、ＣＩＡはどのように推計していますか？」


    「たしかに誇張された数字ではありますが……核ミサイルは五〇〇〇基に近いのではないかと考えています。地球を一〇〇回は破壊できるほどの量です」


    　重々しい口調で、ウィットロックは質問に応じた。


    　議員たちから驚嘆の声が上がる。


    　──いくらなんでもＣＩＡは、恒太の誇張をある程度は見破っているだろうに……。


    　さすがに俺も冷や汗をかいた。


    　テレビのコメンテーターでさえ二七〇〇〇基は大げさで、実数は二〇〇〇基あるか怪しいと指摘していた。だいたい、アテスミサイルの打ち上げにはコストも資源も相当かかるし、千単位を打ち上げるほどの時間もなかった。しかも、大規模な核工場もなかった俺たちに、それだけの数の核弾頭が作れるわけもない。


    　ＣＩＡ関係者なら、ちょっと調べるだけで五〇〇〇基どころか、核ミサイルはせいぜい一〇〇基未満であることを誰よりも理解できるはずだ。


    　実際には核弾頭は九基で、そのうち二基はすでに使用済み。通常弾頭を搭とう載さいしたアテスミサイルの総数も二七〇基しかないわけで……。


    　何の意図もなしにＣＩＡがこれほど敵を誇こ張ちようすることはない。俺たちの宇宙戦力を異様に誇張する理由が、何かあるはずだ。いったい、どんな作戦を用意しているのだろうか。身構えておかなくてはならない。
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    　公聴会の直後、立て続けにアメリカ国防長官の記者会見があった。


    　集まる記者たちが、長官へ向けて次々に質問を重ねてゆく。


    「アメリカは攻撃を中止しているようですが……まさか『人類の敵』春かす日が恒こう太たとの停戦を考えているのですか!?」


    「攻撃を一時中止しただけだ。態勢を立て直し、作戦を練ねっている。停戦は検討していない」


    　事務的な口調で長官は応じた。


    「では、政治的決着を図るつもりは一切ないと？」


    「今のところ、ない」


    「『今のところ』ですって!?　将来は『あるかもしれない』というニュアンスですか!?」


    「不透明だ。ノーコメントにしてもらいたい」


    　長官の曖あい昧まいな発言に、記者たちは激怒した。暴言を吐く記者までいて、会見は揉もめに揉め始めた。


    　アメリカとて、この映像は俺たちがチェックしていることを当然知っているはずだ。アメリカの動向を俺たちに悟らせないための、慎しん重ちような発言だと思う。


    　ある記者が立ち上がり、長官へ息巻く。


    「大革命部帝国は、アメリカへの核攻撃を辞さないというスタンスを示し、実際に核兵器を投下しました。何十万人という、おぞましい壊滅的被害が報告されています。この敵の核戦力に、どうやって対処するつもりです？」


    　長官は演台に両手をついて、大きく息を吐いた。その表情は、いかにも答えにくそうな様子だ。


    「……。全力で作戦を検討している。目下、予断を許さない状況だ。今はそれしか言えない」


    「検討中と仰おつしやいますが……打つ手はあるのですか!?」


    「……あると思う」


    「思う？　そんな曖あい昧まいな答弁で、この地球的危機を乗り越えられると思っているのですか!?」


    　記者の追求はやまなかった。


    「国防省としては、あらゆるオプションを想定している。ホワイトハウスにも作戦の意見具ぐ申しんをしているところだ。困難なミッションを遂すい行こうできるかどうかは、大統領の決断に懸かかっている」


    「どういう意味です!?　『人類の敵』を打ち倒す作戦を、水面下で進めているということですか!?」


    「我われ々われの文明は今、地球を人ひと質じちにした恐るべきテロリズムの脅きよう威いに晒さらされている。これは人類にとって未知の領域だ」


    　そこまで言って長官はゴホンと咳せき払ばらいし、難しい顔つきで続ける。


    「『人類の敵』春かす日が恒こう太たという究極のテロリズムに対抗する作戦は、規模が大きくなりすぎ、国防省単独で決断できる状況ではない。外交問題に発展する可能性もある。今ここで詳細を打ち明けることはできない」


    「外交問題などと悠ゆう長ちようなことを言っている場合ですか!?　全世界の国と人々が、この会見を祈るような気持ちで注視しています。人類は、アメリカに期待しているのです！　文明が滅ほろびるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのですよ！」


    　記者も必死なのだろう。口調には真しん摯しな熱がこもっていた。


    「わかっている。用心深く作戦を立て、大胆に行動することになる。その日を境さかいに、人類は大きな転機を迎えるかもしれない」


    「転機もなにも、『人類の敵』の経済的侵しん略りやくに、世界は一度、大たい敗はいを喫きつしているのです。すでに春日恒太によって地球経済はボロボロにされており、復興には途方もない時間がかかります。我々の転機は過ぎ去っているはずです」


    「困難な戦いは始まったばかりだということだ。『人類の敵』春日恒太という歴史上最大のウイルスが出現したことによって、何もかもが予断を許さない状況にある。あらゆる堪たえがたい事態を想定しておいてほしい」


    「対応は常に後手後手に回っています。大革命部帝国に振り回されてばかりだ。人類に、明日の希望はあるのですか!?」


    「これだけは言える。アメリカは、『人類の敵』春日恒太になど屈しない。アメリカに戦う意志がある限り、必ずや世界はこの戦いに勝ち残れるはずだ。希望を強く持ってほしい」


    　その後も曖昧な答弁ながら、最終的にアメリカは必ず勝てるはずだと、長官は切々と訴うつたえ続けた。
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    　国防長官の演説が終わり、俺たちはテーブルで向き直った。


    　岸壁側の売店から持ってきた簡かん易いテーブルやパイプ椅い子すである。恒こう太たの椅子だけはオフィスチェアだった。売店にひとつだけあった安物のオフィスチェアだが、俺たちのパイプ椅子と並べれば、ずいぶん豪華に見える。


    「アメリカはずいぶん曖あい昧まいなスタンスだな。らしくない」


    　俺の言葉に、すかさず莉り音おんが応じる。


    「アフガニスタンやイラクとの戦争とは違って、アメリカがこちらを圧倒してるわけじゃないからね。テレビでの発言としては、アレで精一杯でしょ。必ず何か仕掛けてくる。海岸線には注意しないと」


    「艦かん艇ていの幾いくつかに搭とう載さいしてる哨しよう戒かい用のレーダーも万全だし、イスカンデルには対潜ミサイルも積んである。そう簡単に近づけないよ。ましてや敵は、こちらの正確な戦力を把は握あくしてないんじゃないか？」


    「ううん、ジリヤのところから派は遣けんされてきた海軍軍人たちが保護されているみたいだから、地上戦力だけなら情報が漏もれてる可能性は高いはず」


    　尊大に胸を張った恒太が口をはさんでくる。


    「なに、恐れることなど何もない。アメリカが慎しん重ちよう姿勢なのは、この俺に恐れをなしたからなのだよ」


    「ある意味その通りよね……。私も恒太が怖いし……」


    　そう言って、沙さ織おりはため息をついた。


    「立ち止まるな。アメリカが立ち往おう生じようしている今こそ攻勢のときだ。俺が一〇年前から構想していた『地球の夜明け作戦』は順調に進展中なのだからな」


    　莉音はうなずく。


    「そうね、作戦は順調なのよ。立ち止まらずに攻勢をかけましょう。アメリカに宣戦布告する前に、このタイミングで日本を降こう伏ふくさせておかなくちゃ」


    「惜しみなくミサイルを注ぎ込んだおかげで、日本の攻撃能力はだいぶ奪い去ったと思う。でもさ、こっちには陸上戦力がない。占領なんてできないぞ」


    「陸軍？　問題ない。世界皇帝が自みずから出陣しよう。六〇年前、砂漠のパンサーと謳うたわれた華か麗れいなる戦車戦の腕を見せてやる」


    「岸壁の売店に自転車があったわ。恒太にゴムボートで海を越えてもらって、素敵な自転車戦を見せてもらいましょうか」


    　肩をすくめて沙織が言った。


    「フッ、なるほど。ハイテク化が極まった現代だからこそ、あえて自転車で挑いどめと言うのだな？　新しいじゃないか……うむ、面白い軍事作戦だ。いいだろう、自転車を雄ゆう大だいに乗りこなし、自転車一台で日本を軍事的に攻略し、この俺の軍人としての偉大さを全力で世界に見せつけてやる。自転車を担かついで海を渡り、陸上自衛隊の抵抗など払はらい除のけ、横よこ須す賀かから国会議事堂まで走破してみせよう」


    「やだ……すごくカッコ悪いわ……」


    「トライアスロンみたいだな」


    　莉り音おんが割って入り、話を戻す。


    「待って。日本は有効な戦力を喪そう失しつし、核兵器の脅きよう威いを見せつけられたばかり。私たちの残存核戦力が七つしかないと知れれば別だけど、ＣＩＡ長官が五〇〇〇基と言い放った今なら、日本の政治的妥だ協きようを引き出すには絶好のタイミングよ」


    「でも莉音、肝心の外交交こう渉しようはどうするの？」


    　沙さ織おりは首をかしげた。


    「官邸にホットラインを繫つないで、私が総理と話してみましょう。日本と革命部の手打ちの方法がないかどうかをね」


    「ムチャクチャ激怒して話し合いにならないんじゃないか？」


    　俺が大おお原はら総理なら、怒りくるうに違いない。だからといって外務省と悠ゆう長ちように官かん僚りよう的な話し合いをしている場合でもないので、やはり直接ホットラインを繫ぐのがベターだろうが……まともな話ができるのだろうか。


    「そりゃ逆上するだろうけど……あの総理は、政治家としては一流よ。どんなに激げつ昂こうしていても、腹のなかでは冷徹に政治的解決法を模索できるタイプなのは間違いない。日本を降こう伏ふくさせるまでには至らなくても……これから始まる対米戦に、中立を守ってくれるだけでも重要な成果だからね」


    　そんな莉音の説明に、恒こう太たは呆あきれたように首を振った。


    「やれやれ……つくづく莉音は甘ちゃんだな。がっかりだ。やはり俺がやるしかない。この俺がひとりで、日本を政治的に攻略してやる。フッ、あまりにかけ離れた頭脳を持っていると孤独なものだ」


    「ちょ、ちょっと！　あんたが総理と話したらメチャクチャになるだけでしょ！　余計なことやめなさい！」


    　そう沙織がまくしたてたが、恒太は誇らしげに断言する。


    「総理と話す必要などない。この俺のスピーチだけで日本は陥かん落らくするだろう」


    「どうするつもり？」


    　莉音は恒太に視線を向けた。


    「なに、簡単なことだ。ライブ中継で降伏勧告してやるのだよ。未いまだかつてない、新しい降伏劇となる。日本を皮切りにして、いずれ世界各国に降こう伏ふくを促してゆく。それだけで我が帝国は世界を支配することができるだろう」


    「テレビ演説でやるの……!?」


    　莉り音おんは息を呑のんだ。


    「当然だろう。劇的効果が重要なのだ。これも偉大なる春かす日が恒こう太たによる世界支配の布ふ石せき……。戦略家なら、二手三手先まで読んで行動していくべきだ」


    　恒太の自信に満ちた表情に、莉音が困った様子でうなずく。


    「わ、わかった……。そこまで言うなら、一度は恒太に任せてみましょう。恒太の目もく論ろ見みはダメでもともとだし、私が総理と交こう渉しようするのはそのあとでもいいからね。恒太が失敗したらホットラインで……」


    「大丈夫かしら……」


    「まぁ恒太は乗り越えてきてるからな……。具体的には、どんな論理展開で降伏を迫っていくつもりなんだ？」


    「案ずることはない。すべて任せろ。諸君らは大船に乗ったつもりで俺のスピーチを聴いておけ。なにせ俺は人類の究極のトップ──世界皇帝なのだぞ。俺の言葉を聴いただけで、世界は涙に包まれるだろう」


    「自称・世界皇帝だけどな」


    「きっと絶望の涙よね」


    　俺と沙さ織おりは呆あきれ果てたが、柚ゆずさんは嬉うれしそうに声を上げる。


    「皆さん喜んでくださるって思います！　恒太くんがお話しするのを、世界中の人たちがいつも待っているんです」


    「それからこの機会に、もっとも重要なことを決めておかねばならん」


    「ど、どんなことよ？」


    　おそるおそる、沙織が訊きいた。


    「世界の統治方法だよ。我が大革命部帝国は、世界をあまねく支配下に置いてゆく。それゆえ、広大に広がる帝国を管理運営する方法を決定しておかねばならんだろう」


    「あんた……気が早すぎでしょ……。まずは『地球の夜明け作戦』が成功してからじゃないの？」


    「実はもう取り決めてある。今、それを発表しよう」


    　恒太は、沙織の指摘に耳を傾けるつもりもないようだった。


    「今後、世界皇帝の前で開く会議を『帝前会議』と名付け、帝国の最高意志決定機関とする。帝前会議で取り決められた内容はすべてに優先し、決定を遵じゆん守しゆしなくてはならない」


    　誇らしげに言って、恒太は意味深に俺たちを眺め回す。


    「まずは莉音。我が帝国の、陸・海・空・宇宙軍の統合参さん謀ぼう本部長に任命する。軍事作戦を立案し、世界支配に貢こう献けんせよ。また、諜ちよう報ほう活動にも従事し、動きがあれば逐ちく次じこの俺に報告することも忘れてはならない。帝国のキーになる役目だぞ。もっとも、主要な軍事プランは一〇年前に俺が莉音に授けてあるから、細部を調整していく作業がメインとなるだろう」


    　莉り音おんは目を見開き、呆ぼう然ぜんとしているだけだった。


    「次に巳み継つぐ。内務大臣に任命する。愚ぐ民みんどもから税金を取り立てる重要な役目だ。どれほどの重税でも構わんぞ。愚民どもは甘やかすとつけ上がるだけだからな。治安維持やマスメディアの統制も忘れるな。そしてゴールドを全世界から強制的に没ぼつ収しゆうし、帝国の金庫に収めろ。我が帝国が新体制を創り上げるための経済的な裏付けになる。反逆者はシベリア送りだ」


    「死亡フラグ立ちまくりな悪役だなおい……」


    　俺は顔から流れる汗をふいた。


    「沙さ織おりは外務大臣だ。好きにしろ」


    「はぁ？　そ、それだけ!?　ていうか、どうしてあんたに任命されなくちゃいけないのよ！」


    「最後に柚ゆず。自販機大臣として活躍してもらうぞ。人類のジュース政策を担当せよ。なにせ大革命部帝国が誕生して以来、唯ゆい一いつずっと続いてきた国策事業だ。誇りを持って励むがいい」


    「信じられないって思います……。自販機大臣……とっても、とっても嬉うれしくて、なんだか夢みたいです……」


    　柚さんは、それでいいらしかった。


    「帝前会議は以上だ。さあ諸君、第一号議案──日本への降こう伏ふく勧告は決定している。二〇分後に皇帝自みずからスピーチを行おこなおう。キリキリ準備したまえ！」


    　そう命じる恒こう太たの態度だけは、本物の世界皇帝のようだった。
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    「強きよう靱じんな意志で世界の悪に立ち向かう歴戦の世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　恒太のスピーチが始まっていた。


    　本人の希望で、壇上には電話が置いてある。官邸と恒太を繫つなぐホットラインになるという。といっても、官邸の方はここの電話番号がわからない。恒太の合図があり次第、官邸のメールアドレスに情報を流すことになっていた。


    「大革命部帝国は日本へと宣戦布告し、総計二〇〇〇基を超えるミサイル電撃戦によって、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの勝利を収めるに至った。一方的な戦いの模様は、諸君らがすでにテレビでリアルタイムに目撃した通りだ。全世界が、すでに我が力を理解したことだろう」


    　こうまで一方的な展開になったのは、恒太が核兵器で日本の世論を脅きよう迫はくし、日本がこちらに攻撃を加えるのを躊ちゆう躇ちよしたためだ。その政治的混迷の隙すきを突き、電撃戦を成功させただけである。俺たちの装備は攻撃能力のみに特化しているから、速攻するしかなかったのだった。


    「この俺は古こ今こん無む双そうッ！　最初からわかりきっていたことだ。なぜ俺は最強なのか……その理由が、諸君らにはわかるだろうか。フッ、簡単なことだよ。大革命部帝国には、究極の正義があるからだ。熱く滾たぎる革命への想いが帝国の意志へと転化し、あらゆる不合理に立ち向かう力になる」


    　恒こう太たは雄大に片手を広げ、胸を張って続けてゆく。


    「さあ、世界市民諸君。今こそ我が帝国臣しん民みんを名乗るがいい。春かす日が恒太と共に歩む明日には、輝かしき世界が広がっているはずだ。帝国の使命は、新しい地球政府を打ち立て、未来へ向けて永続する世界システムを創り上げることにある。もちろん地球政府を統括するのは、やはりこの俺しかいないだろう。いかなる困難もはねのけ、この俺はやり遂とげる」


    　一見まともなことを主張しているような気もするし、その割りには自分がトップでなくては我慢がならないようでもある。天才なのか阿あ呆ほうなのか、恒太はまるでわからない……。


    「世界市民諸君。帝国が革命へ向かう道程は、諸君らと共にある。偉大なる春日恒太は、諸君らの想いを代弁する存在だ。吹けば飛ぶような無力で頭の悪い諸君らに代わり、宇宙的な奇才であるこの俺が、世界のために起たち上がってやろうというのだよ。それが真の英雄に与えられるミッションなのだ。この俺は、世界皇帝としての義務と責任を果たすだろう」


    　そこで恒太は間を置いた。大きく息を吐き、何かを決意したように身を乗り出す。


    「その第一歩をここに刻もう。心して聞きたまえ。大革命部帝国は、日本に対し降こう伏ふく勧告を行おこなう。今すぐ降伏を受け入れよ。さすれば我が帝国は、大いなる慈じ悲ひを以もつて、日本をかけがえのない友ゆう邦ほうとして迎え入れる用意がある」


    　テレビの音声はだいぶ絞ってあるのに、キャスターがなにやら叫ぶような声が聞こえた。降伏を呼びかけられること事態が、よほどショックなのだろう。


    「だが無条件降伏する必要はない。条件は、たったふたつ」


    　恒太は意味深に指を二本立てる。


    「ひとつめ──猿さる島しまは、大革命部帝国の崇すう高こうなる大地である。たとえ小さな領土でも、ここから全世界へと広がってゆく約束された天地なのだ。ゆえに、日本は猿島に対する領土的野心を放ほう棄きすることを要求する。これは至し極ごく当然の降伏条件であると言えるな」


    　ゆっくりと、かみしめるように恒太は続けてゆく。


    「ふたつめ──いずれ春日恒太が各国に導入していく世界システムを受け入れることだ。その代わり大革命部帝国が、世界恐きよう慌こうによってズタズタに引き裂かれた金きん融ゆう経済をすべて建て直してやろう。そのために我が帝国は興おこったのだ。帝国に降伏すれば、行き詰まった経済を無償で建て直し、強固な統治システムを提供してやろうというのだよ。なんという優しさだろう！」


    　今度は両手を大きく広げ、恒太は寛大さをアピールした。


    「降伏に付ふ随ずいした条件は、たったそれだけだ。他には何もない。世界皇帝であるこの俺は、大いなる慈愛を以て、各地域の自治を認めてやる。各文明のさまざまな特色があろうからな。降伏することによるデメリットは少ない。いやむしろ喜んで降伏せよ。世界皇帝の誠直なる処置に、感動しながら降こう伏ふくするべきだ」


    　フッと演台から身を引いた恒こう太たは、淡たん々たんとした口調になる。


    「さて、この俺の優しさに、今度は日本政府が応える番だ。見ろ、この俺の手元には一台の電話がある。この番号を、今から総理官邸に通達することにしよう」


    　恒太は俺を向いて、うなずいた。


    　それを合図に、すかさず俺は予あらかじめ用意していたメールを、総理官邸のアドレスに送付した。これで電話番号は官邸に届いたはずだ。


    「たった今、この俺の忠ちゆう実じつな部下が、日本の総理官邸にメールを送ったところだ。そこに電話番号が書いてある。降こう伏ふくを望むなら、この電話に連絡を入れてこい。世界皇帝自みずから、受け入れてやる」


    　そして恒太は、壇上のノートパソコンを持ち上げながら切々と語る。


    「いいか、よく聞くがいい。このノートパソコンは、大革命部帝国の統合防衛システムに直結している。そして俺は、日本全土に二〇〇基の宇宙ミサイルの照準を合わせている。俺がこのボタンを押せば、ただちに核の雨が降り注ぐことだろう」


    　事務的なことを報告するような恒太のトーンは、より切迫した空気を感じさせた。


    「さて、心優しいこの俺は、五分間だけ待ってやることとしよう。その間に降伏せよ。さすれば日本の輝かしい未来は約束される。だが……五分待ち、それでも電話が鳴らなければ、俺はセットしてある宇宙ミサイルのボタンを押すだろう。このボタンを押せば、もはや二度と後戻りはできん。ミサイルの特性上、軌き道どうを大きく変えることはできんのだからな」


    　恒太はノートパソコンを演台に置き、カメラを見み据すえて告げる。


    「さあ地球市民諸君、運命の五分間がスタートだ」


    　それから恒太は腕を組み、口元にニヤリとした笑みさえ浮かべて、挑戦的な様子でカメラを見やっていた。


    　テレビでは、あらゆるチャンネルで、収しゆう拾しゆうがつかないほどの騒動になっていた。核兵器から身を隠すために避難を呼びかけるキャスターもいれば、今すぐ降伏すべしと主張する解説者もいたし、一億死すとも降伏など断固拒否だと主張する評論家もいた。ある局では渋しぶ谷やセンター街の大混乱を映し出していて、人々が逃げ惑まどい、右う往おう左さ往おうする様子を追っていた。交差点の中央で泣き叫んでいる人がいたり、もうすぐ死ぬのだと思い込み地面に大の字に寝転がっている人もいるようだ。地球は……とりわけ核兵器によって降伏を迫られた日本は、ほとんど騒乱状態になっていた。


    「二分経過」


    　ノートパソコンで時間をチェックした恒太は、無む慈じ悲ひに告げた。そしてまた尊大に腕を組み直す。


    　全世界が固かた唾ずを呑のんで見守っていた。


    　世間の喧けん噪そうなどおかまいなしに、時間だけは刻々と過ぎてゆく。


    　電話は未いまだ鳴らない。


    「三分経過。ほう……滅ほろび去りたいのか？　止めはせん。しかし、実に愚おろかな決断だよ」


    　さも嘲ちよう笑しようするように恒こう太たは言った。だが、よく見れば、その額ひたいには汗が浮かんでいた。恒太としても、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負なのだろう。


    「四分経過。残り一分だ」


    　あるチャンネルでは「これが最後の番組になるかもしれません！」とアナウンサーが叫んでいた。またあるチャンネルでは、目を血走らせて息を荒らげるキャスターが、「それでも人類は素晴らしい！」などと意味不明の熱弁を繰り広げていた。


    　もうすぐ五分だ。


    「三〇、二九、二八、二七、二六──」


    　恒太のカウントダウンが始まった。


    　ゆっくりと、恒太はパソコンに手をかける。


    「──一七、一六、一五、一四、一三──」


    　まだ鳴らない。


    　隣の沙さ織おりは息を殺して固まっているし、莉り音おんも額に汗して演台上の電話を注視している。


    ──頼む早く鳴ってくれ……。
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    　心から、俺は祈っていた。


    　もしかしたら、全世界の人々も同じ想いなのかもしれない。


    「──一〇、九、八、七──」


    　そのとき──。


    　プルルルル……プルルルル……。


    　──電話だ！


    　恒こう太たはカウントダウンを止め、鳴り続ける電話にゆっくりと手を伸ばす。


    　威厳ある手つきで、恒太は受話器を取り上げた。


    「大革命部帝国の建国の父にして世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ。用件を聞こう」


    　恒太の重々しい声が響き渡った。

  



  
     第二章　降伏文章調印


    



    　東京湾。


    　猿さる島しまを取り囲む艦船のなかでもっとも大きなタンカーのブリッジ内に用意した会議室に、俺たちはいた。


    　会議室のテーブル上では、大革命部帝国と日本国の国旗のミニチュアがはためいている。


    　テーブルを挟はさみ、大革命部帝国側からは恒太、日本側からは大おお原はら総理を含めて四名がこの場で向かい合っていた。そして俺と莉り音おんがカメラの操作、沙さ織おりと柚ゆずさんは配信状況をチェックしている。テーブルにはカメラが向けてあり、日本の四人と恒太が映像には映し出されていた。


    　日本の外交使節四名は苦く渋じゆうに満ちた表情で立っている。恒太は一歩進み出た。


    　恒太は日本側の外交使節に向けて、尊大に言い放つ。


    「ふむ、よくぞ来た。世界皇帝として、日本の外交使節を温かく受け入れるとしよう」


    　大原総理は言葉を発せず、ただただ肩を震ふるわせていた。


    　この降こう伏ふく文章調印式の模様は、俺たちのカメラを通して全世界へと配信されている。また、マスコミ各社のヘリが猿島の遥はるか遠方で、このタンカーにカメラを向けていた。ここからヘリは米粒のように見えるが、数が多い。一〇〇社近くがヘリを飛ばしているのではないだろうか。


    　彼らは相当な距離を保たもっているから、追い払う必要もない。ヘリから映し出す各社の映像も、世界へ配信されている。だが彼らのカメラからの映像は、距離があるため蜃しん気き楼ろうのように揺らめくもので、あまり良い映像とは言えなかった。それに調印式は、タンカーのブリッジ内で行おこなう以上、彼らのカメラが式の模様を直接捉えることはない。だからテレビ局は、俺たちが届ける映像を中心に番組を構成している。


    　当事者である日本のテレビでは、一億総悲ひ嘆たん状態。徹底抗戦を訴うつたえる声はあるが、停戦は仕方なしとする絶望感の方が多数を占めていた。頭のなかが真っ白……というのが、今の日本国民の気分ではなかろうか。


    「改めて、降こう伏ふく文章を確認しよう」


    　朗ろう々ろうとした声で恒こう太たは続けてゆく。


    「大革命部帝国は、日本の降伏を許きよ諾だくする。よろしいか？」


    　恒太は大おお原はら総理を覗のぞき込んだが、総理はうつむいたまま唇をかみしめ、何も応えなかった。うなずきさえしなかった。しかし恒太は同意を示したものと見なしたのだろう、勝手に話を進めてゆく。実際、この場にいるということは、降伏を受け入れていることが前提なのだ。


    「ひとつ。日本は不当に専有していた猿さる島しまの領有権を永久に放ほう棄きし、猿島が大革命部帝国の固有の領土であることを確認する」


    「くっ……」


    　大原総理は痛つう恨こんの表情を浮かべた。


    「ふたつ。日本政府が持つ日本銀行の株式のすべてを、大革命部帝国政府に譲じよう渡とする。かつまた日本銀行を超法規的組織とし、あらゆる日本国法の影響を受けないものとする。以降、日本銀行は大革命部帝国政府が管かん轄かつし、日銀総裁には帝国政府が任命した者を送り込むことになる。最初に就任する日銀総裁は、もちろん俺になるだろう。国際的銀行マンとして定評のあるスーパーエースなのだから当然だ。世界皇帝と兼任せざるを得ない」


    　いつものように恒太は傲ごう然ぜんと言い放った。恒太は、日銀総裁にまでなるらしい……。


    「大革命部帝国から日本への降伏条件は以上だ。要求はわずかこの二つのみ！　なんという寛大な世界皇帝だろうか。質問があれば聞こう。言ってみたまえ」


    「……」


    　唇をかみしめた大原総理は、うつむいたままだった。


    「案ずることはない。日本は自由だ。どのような政治体制を採用するかも、諸君らに任せよう。本来なら、たとえ一時的にでも春かす日が恒太の独裁を導入するのを勧めたいところだが……まぁいい。引き続き愚ぐ民みん政治を望むなら、いつまででも好きなだけ続けるがいい。この俺は世界でもっとも慈じ悲ひ深い英雄として有名なのだ。思わず目を背そむけたくなるような諸君らの衆愚さえ、受け入れてやる度量がある」


    　そう言って、恒こう太たは雄大に手を広げた。


    　よくもまぁ平然と民衆を敵に回すようなことばかり言うものだ……。子供のころから変わっていないが、頭とう取どり時代はそういう態度が世間に受けていた。反発も多かったけれど、それが世界の注目を一心に集める最大の要因になっていたし、反響は非常に大きかった。政治家や経営者らの上うわっ面つらだけの言動にいい加減うんざりしていた人々が、「常に本音で語る銀行トップ」として恒太を評価し、独自の地位を確立していたものだ。民衆にとっては、ハリウッドスターのようなものだったのだろう。


    　だが今では立場が違いすぎる。人類最大の反逆者となった恒太が言えば、それは地球を滅ほろぼそうとしているようにしか聞こえない。


    「そして我が帝国政府は、降こう伏ふくした国を温かく歓迎しよう。あらゆる支援を約束する。日本は世界恐きよう慌こうから、もっとも早く立ち直ることができるはずだ。まずは第一弾として、この俺が総裁に就任した日本銀行に、帝国政府が一〇〇〇兆円分に相当する金地金を現物出資する。大幅に信用が増ぞう幅ふくされた日本銀行が執とるあらゆる政策は、経済活動の復活に大いなる力を果たすことだろう。日本国民諸君、安心したまえ。恐慌による諸君らの苦境はここで終わる。日本は世界でもっとも早く、痛手から立ち直ることができるだろう。ふむ……日銀総裁……世界皇帝にはいささか劣おとるが、この俺が就任する地位としてはまずまずだろう。愚ぐ民みんどものためだ、俺が努力してやるのは仕方ない」


    　仕方ないと言いつつ、恒太はまんざらでもなさそうだった。


    「さらには、日本が他国から攻撃を受けた場合、大革命部帝国が総力を挙あげて防衛する責任を負おおう。親愛なる衛星国に仇なすものは我が敵だ。巨大宇宙戦艦に乗ったつもりで任せておけ」


    　そうカメラ目線で断言してから、恒太は大おお原はら総理に向き直る。


    「質問がなければ調印といこう」


    「……」


    　総理は涙をこらえるのに必死なようだった。


    　その様子に、質問はないと判断したのか、恒太はテーブル上の降伏文書を引き寄せ、サラサラとサインしていく。やたらと長いサインには、次のように書かれていた。


    



    　──大革命部帝国皇帝にして地球を統すべる世界皇帝　偉大なる春かす日が恒太


    



    　そして恒太は、テーブル上、降伏文章とペンを大原総理の方へと押しやった。


    　総理は打ち震ふるえていた。そして怒りのあまりだろう、ついに涙を流し始めた。それでも大原総理は気丈にも震える手つきでペンを取り、はらはらとこぼれ落ちる涙をふきもせずに、降伏文章にサインをした。


    



    　──日本国内閣総理大臣　大おお原はら英えい士じ


    



    　総理は一言も言葉を発しなかった。


    　これにて、日本の降こう伏ふくが決定だ。


    　書類を見届けた恒こう太たは、「うむ」と大きくうなずいた。


    「よかろう。日本国民諸君、我が友ゆう邦ほうに一番最初に加われる幸運に、全力で感謝するがいい！」


    　カメラ目線になった恒太は、激しい身振りを交まじえて言い放った。


    「はい、終了。映像は切ったわ」


    　カメラの後ろで撮影に従事していた莉り音おんは、そう言って手を叩たたいた。これで調印式も、中継も終わりだ。


    「おつかれさまです。ご足そく労ろうおかけしました」


    　俺は進み出て、旧知の大原総理に頭を下げた。


    　とたん、大原総理は、堪たえに堪えていたものを吐き出すように、莉音に向けて突進してきた。


    「……え？」


    　一瞬、莉音は呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。


    　そして大原総理は莉音の肩に摑つかみかかり、腕を振り上げて莉音に拳こぶしを繰り出した。


    「ちょ、ちょっと総理!?」


    「おのれ羽は月づき莉音……！　貴様は、貴様は日本人じゃないのか!?　よくもこんなことを……！　たとえ俺がここで死んでも、貴様を呪のろい殺してやるぞ……！」


    　肩を摑まれながらも、わずかに後退しながら莉音は両腕でガードし、総理の拳を受け流す。それでも総理は、流れる涙を止めもせず、莉音に何度も拳を喰くらわせようと試こころみた。


    　莉音なら、反撃することも、総理を振り払うことも簡単なはずだった。しかし莉音はあえてそれをせず、総理の殴なぐるに任せ、拳を受け流すことに終始した。気の済むに任せようというのだろう。


    　代わりに俺が総理に駆け寄り、後ろから抱きつくような格好で、総理を引き離す。


    「落ち着いてください！　外交交こう渉しようの場ですよ!?」


    　総理は肘ひじを振り上げ、後ろから押さえにかかる俺に振り下ろしてきた。


    「あつっ!?」


    　その不意打ちをまともに喰らってしまい、俺は思わず押さえる腕を緩ゆるめた。


    　続けざまに総理は振り向き、今度は俺に殴りかかってきた。


    「ふざけるな貴様！　羽月巳み継つぐ、今ここで殺してやる！」


    　俺はあえて防御もせず、総理の拳を受け止めた。


    「キャッ！　巳継！」


    　沙さ織おりが驚いて声を上げるのが聞こえた。


    　だがしょせん、武道の心得もない高年の拳こぶしである。まるで腰がなっていない。ちっとも痛くはないのだ。莉り音おんと取っ組み合いをしてじゃれ合う方がよほど痛い思いをする。これで少しでも気持ちが晴れるなら、殴なぐられてやった方がいい。


    　総理の興奮は頂点に達していた。抑えていたものが爆発したのだろう。


    　さすがに今度は側そつ近きんの二人が、総理の両腕を押さえる。


    「総理……我われ々われは降こう伏ふくしたのです……」


    　切々と、総理の腕を摑つかんだ側近が訴うつたえた。


    「ふざけるな……！　何が降伏だ！　こんなテロリストどもに核を突きつけられて……日本が……こんなものが許されるはずがない……！」


    「世界経済も壊滅状態です……。世界的に貿易も流通も滞とどこおっており、食の確保すらままなりません。もはや常識が通用しない世界になりました。今は、一日でも早い復興を考えるのが最さい善ぜんかと……」


    　俺たちと総理の間にはパイプがあった分だけ、総理の憤激は倍加しているのだろう。別に友達というわけじゃないが、お互い顔見知りであり、俺たちが献けん金きんしていた関係がある。


    　たぶんまったく面識がない者同士だったとしたら、お互い感情的な言葉もなく、淡たん々たんと事務的に議事が済んだに違いない。どんな諍いさかいも、身内同士の方が怒りは増大してしまうものだ。


    　珍しく莉音は控えめな態度で、申し訳なさそうに口にする。


    「ごめんね総理。気持ちはわかるけど、私たちにも引けないことがあるの。でもいずれ、わかってもらえるときがくる。ここで総理を言葉で説得するよりも、行動で示すべきだと思ってるわ」


    「……いつか必ず、俺がおまえらを殺してやるぞ」


    　そんな総理の言葉に対抗することもなく、莉音は静かにうなずいた。


    「いいわよ。覚悟はしている。いつでも命を取りに来てちょうだい」


    　総理はゼイゼイと肩で息をして、莉音を睨にらみつけた。


    　両腕を側近に押さえられ、総理はいくらか落ち着きを取り戻したようだった。そして総理は側近が抑える腕を振りほどき、ネクタイを締め直す。


    「俺の人生で、おまえらほど憎いと思った相手はいない。首を洗って待っていろ。全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて、後悔させてやる」


    　莉音は総理の言葉を受け流し、緊張して棒立ちのままだった柚ゆずさんを振り向いた。


    「柚ちゃん。マスターロム、総理に渡してくれる？」


    「はい」


    　柚さんは足下に置いてあったバッグから、もぞもぞとファイルを取り出した。四〇枚ほどのロムが束になっているファイルだ。


    　おそるおそるといった様子で、柚さんは総理に両手で差し出す。


    「は、はい。どうぞ」


    　総理は、柚ゆずさんの手からファイルを奪い取った。


    「なんだこれは？」


    「今後、私たちが日本の中央銀行を管理運営することで、破綻した金融システムを再生させる。そのためのシステムのすべてが詰まってるから。大事に持って帰ってね」


    「……畜生め」


    　わざと聞こえるように、総理は口にした。


    「中央銀行の裏付けとして一〇〇〇兆円相当の金を提供するわけだから、少しは感謝してほしいところだけどね。それから、これ、総理とのホットライン用」


    　莉り音おんは、柚さんの足下のバッグからノートパソコンを取り出し、総理に押しつける。


    「総理とはコンタクトする必要が出てくると思うから、肌身離さず持っていてもらえる？　ここと官邸だけを結ぶ、私たち独自のテレビ会議システムが入ってる」


    「業務の連絡なら官庁に直接連絡しろ。おまえの声なぞ聞きたくもないからな」


    　そう言って、総理はノートパソコンを後ろに控える側そつ近きんに預け渡した。


    　もとより総理に拒否する選択肢はないのだ。いくら口では怒りを露あらわにしていても、俺たちが提示する条件は受け入れなくてはならない。そして、わざわざそれを口にして強要するほど、俺たちは野や暮ぼではない。総理とて理解しているが、感情的に反発しているだけなのだ。


    「細かいことなら担当者にコンタクトするけど、国家の大事を決める重要な話がないとは言えないでしょう？　私たちとのホットラインはあった方が日本のためだと思うけど」


    「ふん」


    「交こう渉しようは以上。お帰り頂いただきましょうか」


    　そう言って、莉音は司令室の扉に腕を伸ばした。


    　ふいに、何を思ったのか、恒こう太たがズイと進み出てくる。


    「以上だ。何か質問は？」


    　まるで今までの交渉を自分が取り仕切ったとでも言わんばかりに、恒太が高慢に口をはさんだ。


    　総理は、恒太に冷眼を向ける。


    「春かす日が恒太……貴様、『人類の敵』にまで認定されて、よくも平然としていられるな……！」


    「それが英雄の定めだからな。愚ぐ民みんどもが嫉しつ妬とに狂えば狂うほど、俺のパワーは増してゆく。愚民どもに評価されて喜ぶなぞ、凡ぼん人じんの証明にほかならない。すべては、己おのれの信念を全まつとうできるかどうかだ」


    　その言葉に、総理は一瞬、目を見開いて恒太を見やった。


    　恒太は続ける。


    「世界革命は、俺が生まれたときから計画していたこと。愚民どもの評価が、それと何の関係があるというのだ？」


    「……やはり、とんでもない男だったな。もちろん、悪い意味でだ」


    　それだけを言い残し、総理たち一行はタンカーの司令室をあとにした。


    　見送るために、俺たちも続いて甲かん板ぱん上に出る。遠方に見える空には、マスコミ各社のヘリが多数はためいていた。テレビは今確認することはできないが、タンカーのブリッジから人影が外に出てきたことで、再び報道は盛り上がりを見せているだろう。


    　タンカー横に停泊している海上自衛隊の小型輸送船。


    　俺たちは、総理らが乗り込むのを見送った。その間、一言も言葉を交わさなかった。


    　一行が乗り込むと、輸送船は静かに走り出す。総理は、二度と俺たちを振り返ろうとはせず、ただじっと日本本土を見やっているだけだった。


    



    　　　　　◇


    



    　総理らが戻ったあと、俺たちは先ほどのテーブルを囲んでいた。


    　左眼に手を当てた恒こう太たが、なぜか身み震ぶるいしながら口にする。


    「ついにこの俺は勝利を遂とげたぞ。日本が弱かったのではない、この俺が強すぎたのだ……。この俺が編み出した『地球の夜明け作戦』はやはり圧倒的……」


    「何もかも自分がやったみたいに言って！　莉り音おんの作戦なんだからね。勘違いしないでおきなさい」


    　沙さ織おりに続き、莉音も口にする。


    「まだ前半戦が終わったばかりよ。最難関の後半戦が残ってる。今はまだ、核兵器があるから膠こう着ちやくしているだけ」


    「慌あわてることはない。世界は『人類の敵』春かす日が恒太の強大な力に恐れおののいている。まずは日本を我が支配下に組み込むのだ。よかろう、すがりついてくる愚ぐ民みんどもは手厚く保護してやるのが世界皇帝としての義務というもの。恐きよう慌こうと戦争の復興は任せておけ」


    「自分で『人類の敵』って付けちゃってるよ……。実はお気に入りだったのか……」


    　俺は冷や汗をかいた。『人類の敵』などという異名を一方的に付けられて喜ぶ男は、世界でただひとり、恒太だけだろう。


    「いいんだ、それで……」


    　沙織も呆あきれたらしい。


    　莉音が言う。


    「今は睨にらみ合いの状態だけど、もし次に攻撃があるとしたら、相応の準備を整えてくるはず。今度はどんなに脅おどしをかけてもアメリカは後戻りしないと思う。そのときが本当の決戦よ」


    「こっちも出し惜しみなしで攻撃を加えないとな。アテスミサイルもめいっぱい活用するまでだ」


    　俺はうなずいた。もとより覚悟していたことだ。


    「切り札のアテス大恒こう太たミサイルがまだ二五二基が残っている。巡じゆん航こうミサイルも合わせれば、アメリカ艦隊を撃滅することはいとも容易たやすい仕事だよ。この俺の華か麗れいなる戦略戦術に任せておけ」


    「恒太くんがいれば何でも簡単にできちゃうんですね。神さまみたいです」


    　柚ゆずさんは、ありがたそうに恒太に手を合わせて拝おがんだ。


    「フッ、万物を司つかさどる神だからな」


    「油断はしないで。どんな事態になっても対応できるよう、冷静にいきましょう。あと少しだからね。さあ、私たちも国土に戻りましょうか」


    　莉り音おんは俺たちを促した。


    「凱がい旋せん式を挙行せねばならんな。巳み継つぐ、白馬を用意しろ」


    　尊大に胸を張った恒太は、なぜか俺に命じてきた。


    「出迎えてくれる市民なんていないだろうよ……」


    　そして締てい結けつしたばかりの降こう伏ふく文章を抱かかえ、俺たちは猿さる島しまへと帰還したのだった。


    



    　　　　　◇


    



    　条約締結後、世界の世論には微弱な変化が観察された。


    　存外にまともな日本との条約締結を、意外な思いで受け止める人々がいたのである。


    



    「想像していたほど、『人類の敵』春かす日が恒太の戦後処理は苛か烈れつではないのではないか？」


    



    「『人類の敵』春日恒太の発言──日本の中央銀行に、経済復興を成なし遂とげるだけの裏付けを無条件で出すというのは本当なのか？　そんな都合の良いことが、本当にありえるのか？」


    



    「正直なところ、一〇〇〇兆円分の資産を供出するという『人類の敵』春日恒太の宣言にはいささか驚いた。その言葉が事実かどうかまだ不明だが、少なくとも後にジェノサイドが実行された形跡はなさそうだ」


    



    　このように、疑ぎ惑わくを感じつつも、「降伏したはずの日本が、思ったほど過か酷こくな状況にはなっていないのは予想外」という反応が見られたのである。日常的に優しい人物よりも、いつも傍ぼう若じやく無ぶ人じんな乱暴者が、ふとした拍ひよう子しにちょっとだけ優しさを垣かい間ま見せる方が効果的ということだろう。


    　もちろんこういった反応は一部に見られただけで、恒こう太たがおぞましい人物だと見なされていることに変わりはなかった。次のように「騙だまされるな」と呼びかける声が圧倒的だったからだ。


    



    「また騙されるに違いない。忘れてはならない、我われ々われ世界市民は『人類の敵』春かす日が恒太によって手て酷ひどく裏切られているのだ。この虐ぎやく殺さつ者を決して信じてはいけない」


    



    「もともと世界経済を破壊したのは『人類の敵』春日恒太だ。その当人が、ぬけぬけと『救ってやる』などと発言すること自体が滑こつ稽けい極まる。甘かん言げんに乗せられてはダメだ」


    



    「思い出せ。世界をメチャクチャにしたのは『人類の敵』春日恒太だ。こいつは大量の人々を、虫ケラのように殺さつ戮りくする独裁者なのだぞ？　こいつがどんな発言をしようと、世界最大の鬼き畜ちくであることに何の変わりもない」


    



    　だがとにかく、こうした世論の微妙な変化によって、戦争が終結したあとの一筋の光こう明みようが俺たちには見えたのだった。この戦争に勝ちきることができれば、情報操作で俺たちが優位に立てるときがやってくる。何はともあれ、今は戦争に勝つことが唯ゆい一いつの突破口だった。


    



    　　　　　◇


    



    　その日は何事もなく過ぎていった。


    　地球経済の壊滅、大革命部帝国の建国宣言、世界各国が交戦状態へと突入、日本の降こう伏ふくなど、歴史的大イベントが津つ波なみのように押し寄せ、世界は右へ左への大騒ぎを演じていた。だが、当事者である俺たちは気楽なものだ。夜には、星が見える砲台跡にテレビを並べ、みんなで鍋をつつき合いながら世間の騒乱状態を眺めていた。


    　ＣＮＭではキャスターと専門家との議論が行おこなわれていたので、俺たちは音量を上げて聴き入った。


    「海空軍に壊滅的打撃を受けた日本が、『人類の敵』春日恒太から核を喉のど元に突きつけられ、降伏にまで追い込まれましたね。この事態を、どのように分析しておられますか？」


    　キャスターの質問に、専門家が応じる。


    「意外と知られていませんが……日本は最新鋭の護衛艦を幾いくつも保有し、強大な海軍を有する軍事大国でもありました。その日本が、わずか一度の攻撃によって、海軍戦力の八〇％、空軍戦力の六〇％を喪そう失しつし、攻撃能力を失ってしまったのです。これは衝撃的な事態といってよいでしょう」


    「十分な防衛力があった日本が、なぜここまで被害を拡大させたのです？」


    「『人類の敵』春かす日が恒こう太たの核兵器使用宣言によって、非常に困難な立場に追いやられたからです。『たとえ一発の銃弾であっても、猿さる島しまに攻撃を加えれば、躊ちゆう躇ちよなく核兵器を使用する』──そう宣言してから、春日恒太は大量のミサイルによる電撃的な攻撃に踏み切りました」


    　専門家は厳しい顔つきになって続ける。


    「……肝心の核弾頭を、ピンポイントで消し去ることも不可能。なぜなら核弾頭は宇宙に浮いているからです。こうした状況で、皆さんには攻撃を加えることができますか？」


    「……」


    　キャスターはすぐには答えられないようだった。


    「ここからは政治判断の領域ですが……核による一定の被害を覚悟の上で、一気に猿島の制圧を目指すという方法もあったかもしれません。ですが、いったいどんな政治家が、わずか一時間や二時間でそれを決断できるというのでしょう」


    「し、しかし、それでは私たち人間は……『人類の敵』春日恒太に勝つことができません」


    　まるで恒太が人間ではないかのようなキャスターの物言いだ。宇宙からやってきた悪の帝王といった位置付けなのだろうか。なんという恒太が喜びそうなシチュエーション……。


    　チラと恒太を見やると、誇らしげにほくそ笑んでいた。


    「我われ々われ人間は、このような戦いを想定していなかったのです。一般的な想定は、国家同士の大規模な戦争か、小規模なテロリストの掃そう討とう戦ですよ。ですが『人類の敵』春日恒太は、どちらにも該がい当とうしません。テロリストを遥はるかに超えており、しかし国家という枠わく組みでも語れない。大革命部帝国はわずか人口数名で、高度な社会インフラを持っているわけでもありません。そんな自称国家と、何千万人の人口を抱かかえて充実したインフラを持つ国が、対等な条件で戦えるわけがありますか？　大量破壊兵器でのつぶし合いなど、できるわけがない……」


    　専門家は悔くやしげに首を振った。


    「数名と一億人が大量破壊兵器による損害覚悟の上で戦うとなれば、一億人の方が割りに合わなすぎる……ということですね？」


    「そういうことです。一億人の方は、黙って降こう伏ふくするしか選択肢がないでしょう。考えるほどにこれは、非常に恐るべき戦いです。日本の置かれた状態は、決して他ひ人と事ごとではないのです。明日は我が身と考えなくてはなりません。人類の歴史は、未知の領域に踏み込んだと言えるのではないでしょうか」


    「これから国際社会は、どのような方策を取っていくことになるでしょう？」


    　絶望的な表情でキャスターは質問した。


    「日本との決着の方法を鑑かんがみるに、まったく政治的な話ができない相手ではないことも、我々は知りました。大革命部帝国は、世界恐きよう慌こうによって打撃を受けた日本経済の建て直しのために、一〇〇〇兆円もの現物を無償で投入すると宣言しています。この条約を評価する意見もあります。もちろん、それが本当に実行されるのか疑問視する声は大きく、私たちはその動向を注視しておく必要がありますが……」


    「それはつまり……大革命部帝国を国家として認め、国際社会が受け入れる選択もありえる、ということなんでしょうか……？」


    　専門家は言葉を濁にごす。


    「……あくまで可能性です。政治的解決も選択肢のひとつとして浮上してくるでしょう」


    「し、しかし……『人類の敵』春かす日が恒こう太たは、何百万人を平然と虐ぎやく殺さつした史上最悪の男ですよ？　子供を笑いながら自みずからの手で銃殺し、逃げ惑まどう人々を捕まえて火あぶりにするという、おぞましいサタンの化け身しんです」


    　凄すさまじいイメージだ……。人間を火あぶりなど、古代人か中世の魔女狩り並みじゃないか……。


    　まぁ実際、恒太が虐殺しまくっているＣＧ映像が幾いく度ども幾度も放映され、視聴者の脳にすり込まれている。もはや人々の魂たましいにすり込まれているレベルだろう。だから、こういうイメージが出来上がるのは仕方のないことなのかもしれない。


    　専門家は顔を歪ゆがめつつ、うなずく。


    「それはその通りです。私も『人類の敵』を憎む気持ちは皆さんと変わりません。それでも、被害を拡大させていいのですか？　『人類の敵』が放つ一撃で、大都市が丸ごと吹き飛んでしまうのですよ？」


    「テロリストとの妥だ協きようはあってはならないことです。もし私たち人間が『人類の敵』春日恒太の恫どう喝かつに屈し、大革命部帝国を国家として認めるようなことがあれば、大いなる禍か根こんを残すのではないでしょうか」


    「ですから、すでに大革命部帝国は、テロリストなどという次元ではありません。世界恐きよう慌こうの引き金を引くほどの経済力を持ち、大量の最新兵器で武装し、日本すら降こう伏ふくに追い込んだ強大なる組織なのです」


    「このような場で個人的な心情を申し上げるのは公正ではないと思っていますが……どうしても私は、次々とジェノサイドを引き起こすような男を受け入れる気持ちにはなれません。もし『人類の敵』春日恒太によって虐殺された人のなかに、自分の親や兄弟がいたとしたら……私は……。『人類の敵』春日恒太の手にかかって近親が虐殺された人は、今や数百万人に達するのです」


    　言いながら、キャスターは祈りを捧ささげるようなポーズを取った。さらにキャスターは目に涙をにじませ、拳こぶしをテーブルに打ち付けた。


    　本来、キャスターは中立的な立場で報道しなくてはならないのに、もはや立場をかなぐり捨てていた。心の底から恒太への怒りを感じているに違いない。それに今は戦時であり、このような感情論で敵を悪に仕立て上げることは大いに許容されるのだろう。もっとも、キャスターは情報操作などはまったく意図しておらず、素直で率直な、心からの気持ちを表明しているはずだ。


    「……わかりますよ。私も悔くやしい。なんとかして、この状况を打開する術すべを見つけましょう……。今こそ世界の人々が心をひとつに合わせるべきなのです……」


    　専門家は客観的な分析を交まじえる解説を早々と諦あきらめ、キャスターに大いに賛意を示したのだった。感情論に真っ正面から勝負を挑いどむことほど不毛なことはない。面倒だと思ったのか打算か知らないが、専門家も感情論に便乗することにしたのだろう。


    　俺は、鍋なべを囲む皆を眺めやって言う。


    「ひどい放送だな。ここまであからさまに感情論に訴うつたえてくるなんて。もっと上う手まくやれよと言いたいところだ」


    「非常事態だからね。世界システム崩ほう壊かいや世界大戦の真っ直ただ中なかに、のうのうと中立的な報道をするマスコミなんてひとつもないわよ」


    　莉り音おんは飄ひよう々ひようとしていた。


    「テレビの皆さん、恒こう太たくんの話題ばかりですね。やっぱり恒太くんは世界中の人から、とっても尊敬されているんだって思います」


    　世界で一番恒太を尊敬しているのは、間違いなく柚ゆずさんだと思う。


    　沙さ織おりが優しく言い聞かせる。


    「柚さん、尊敬じゃなくて、恒太は強烈に敵視されてるの。しかも全世界から」


    「フッ、愚ぐ民みんどもが好き勝手にほざいておるわ。俺のことが好きで好きでたまらないのだな。七〇億の人間どもにストーキングされている気分だよ。愛されすぎるのも困りものだ」


    「どうして恒太って、そんな風に都合よく脳内変換できるのかしら……」


    「恒太の脳内変換能力は、本当に羨うらやましい特技だよな。情報操作で大量殺人鬼にされて喜ぶなんて、俺には難なん易い度どが高すぎる」


    「英雄、かくあるべし。この俺は何億人を平然と虐ぎやく殺さつした巨星なのだ。なんなら虐殺数を一兆人にしておけ。一億年後まで歴史に名を残さざるを得ない」


    　恒太は堂々と胸を張った。


    「ねえ、本ッ当にそれでいいの？」


    「人類の数より虐殺数が多すぎる……」


    　沙織と俺は啞あ然ぜんとしたが、恒太はどこまでも誇らしそうだった。


    　俺は莉音を見やって訊きく。


    「ところで、夜も更ふけてきたな。今晩、どうする？」


    「四交替で眠りましょう。レーダーを監視しつつ、テレビで世界各国の動向をチェック。何かあったらすぐに叩たたき起こしてね」


    「了解した。四交代だとひとり余るな」


    「沙織と柚ちゃんは一緒に担当してもらいましょう」


    　なるほど、たしかに柚さんには、臨機応変な判断が難しいだろう。だからといって柚さんだけを除のけ者ものにするわけにもいかない。莉り音おんの判断は適切だ。


    「沙さ織おり、頼むわね」


    「わかった、任せて。頑張りましょうね、柚ゆずさん」


    「はい！　副部長として一生懸けん命めい、頑張ろうって思います！」


    　話が決まったところで、唐とう突とつに恒こう太たが口をはさんでくる。


    「よかろう。指示を出す。四交代で監視体制を取るぞ。監視要員は俺、莉音、沙織柚タッグ、巳み継つぐの順だ。わずかでも動きがあれば即行動せよ」


    　沙織は何か言おうとしたが、やがて諦あきらめたようにため息をついただけだった。


    　さらに恒太は続ける。


    「本来なら、世界皇帝自みずから監視に立つようなことはありえない。しかしこの俺は、部下と苦労を共に分かち合うことで尊敬を一身に集める大将軍でもある。普通の将軍とは一味違うのだ。ならばこそ、諸君らだけに末端業務を丸投げするつもりはない。もっと俺を崇すう拝はいしていいのだぞ」


    「とっても優しい将軍様だって思います」


    　柚さんは感謝でいっぱいといった面持ちだった。


    「ありがたくて涙が出てくるな」


    「バカもここまで究極になると、なんだか崇拝したい気分になってくるから不思議ね……」


    　俺と沙織は呆あきれて顔を見合わせた。


    



    　　　　　◇


    



    　身体を揺すられ、俺は目が醒さめた。


    　ここは仮設テントのなか。俺は毛布から顔を出す。


    　沙織と柚さんが声をかけてくる。


    「おはよう、巳継」


    「おはようございます、巳継くん」


    「交替の時間か……」


    　時計は午前四時。


    　俺は上半身を起こしながら訊きく。


    「変わり、なかったか？」


    「うん。なんにも。とくに重要な会見もなかったわ。それに夜だとマスコミのヘリも飛んでこないし、静かなものだった」


    「そっか。おつかれさん。あとは俺がやるから、二人は緊張を解いて、朝までゆっくり眠りなよ」


    「もう少しだね」


    「ああ、もう少しだ」


    　俺は言葉に力を込めた。


    　そして俺と沙さ織おりは顔を見合わせ、はにかんだ。それ以上、俺たちには言葉は不要だ。力を合わせて乗り越えてきたすべてのことが、百万の言葉より雄ゆう弁べんに、お互いの想いを代弁してくれる。


    「最後まで、皆さんと一緒に頑張りたいって思います」


    　いつも笑顔の柚ゆずさんに、俺は努めて明るく口にする。


    「柚さん、頑張ったね。世界革命の成じよう就じゆまでもうすぐだ。最後まで一気に駆け抜けよう」


    「いろいろ考えると、興奮しちゃって眠れないかもしれません」


    「フフ、じゃあ柚さん。ぐっすり眠れるように、一緒の毛布で寝ましょうか」


    　沙織の言葉に、柚さんはみるみる顔を輝かせた。


    「はい！　とっても嬉うれしいです」


    「おやすみ。朝には起こしてあげるから、頭を空っぽにして休んでほしい」


    「わかりましたぁ。巳み継つぐくん、頑張ってください」


    「おやすみ、巳継」


    　それから俺は自分でコーヒーを淹いれ、レーダーやパソコン、テレビを雑然と並べた中央の椅い子すに腰かけた。


    　テレビは相も変わらず大騒動の真っ直ただ中なかだ。ネットはと言えば、恒こう太たを罵ののしる言葉で埋うめ尽くされている。テレビやネットが重要な情報源になっている多くの人は、これらを見ただけで絶望し、世界が終わりに近づき、人類が着々と滅亡に近づいていると錯さつ覚かくするに違いない。


    　世相のチェックのために俺は主要なチャンネルを切り替えていく。とくに新しい動きはないようだった。紋もん切きり型で、どれも似たようなものばかりだ。実につまらない。これらの番組を見ていると、世界の実態が臨場感を持って見られるとでも言うのだろうか。


    　しかし猿さる島しまから見える夜空には星が瞬またたき、月夜に海が煌きらめいている。息を呑のむほど美しい。メディアがいかに世界の混乱を煽あおろうとも、景色が変わるわけでもなければ、海が干ひ上あがるわけでもない。今ここにある静せい寂じやくには何の変化もありやしないのだ。テレビやパソコンのモニタを通して世界を認識することほど愚おろかしいことはない。こんなものを通して社会との一体感を感じたいとしたら、それはなんて可哀かわい想そうな世界を生きている人だろう。


    　チャンネルを漫然と切り替えながら、恒太が人々を愚ぐ民みんやクズだという言葉で連呼したくなる気持ちが、否いやが応おうでもわかる気がした。


    



    　　　　　◇


    



    　そろそろ、東の空にうっすらと明るみが差し込む頃ころ合あいだ。


    　計器類に目を通す。異常なし。静かで、敵が動いている様子はなかった。


    　複数台が並ぶテレビモニタの音声は抑えてある。幾いくつかのテレビのチャンネルを切り替えながら、何か動きがないか探さぐった。騒ぎは拡大しているが、重要な動きはなさそうである。


    　仮設テントのなかでは、皆ぐっすりと寝入っていた。緊張が絶えない日々を送っているせいで、俺たちは切迫感にも慣れていた。革命部を創業してさまざまな事件に追いまくられてきて、緊迫と隣り合わせの日常と上う手まく付き合う術すべを、皆は身体で覚えてきたのだ。


    　どんな場所でも眠ることに慣れている莉り音おんは、気持ちよさそうにスースーと寝息をたてている。今はできるだけ静かに眠らせてあげたいものだ。


    　恒こう太たは寝姿まで偉そうだ。夢の世界でも王になっているのだろうか……ニヤリと笑みを浮かべていた。今ごろは天魔界とかいう場所で、神として部下たちに命令を下しているのかもしれない。あるいはロボット兵器にでも乗って仲間に指令を出し、強大な敵と戦っている最中だろうか。


    　沙さ織おりと柚ゆずさんはひとつの毛布にくるまり、抱き合って眠っている。沙織は柚さんの面倒をよくみてくれていると思う。柚さんはひとりでの生活が困難で、傍そばで付き添う人が欠かせないらしい。その付添人の役目を以前は莉音が担になっていたけれど、今ではその大部分を沙織が肩代わりしてくれている。
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    　俺はコーヒーを一口すすり、テレビに視線を戻した。


    　幾いくつかのチャンネルを見ると、なぜか同じ場所を映し出していた。ホワイトハウスだ！


    　動きがあったに違いない。スタジオでキャスターがわめいているチャンネルのボリュームを少しだけ上げてみると、慌あわてた調子でまくしたてている。


    「ホワイトハウスから、大統領が緊急で演説するという発表が入ってきました。日本降こう伏ふく後、初めての演説です。世界にとって非常に重大な分岐点になるものと思われます」


    　アメリカは今、日中だ。


    「映像をホワイトハウスに切り替えます」


    　ホワイトハウス前に設置されたステージに、ちょこんと演台が置かれている。記者たちがステージを取り囲んでいるが、まだ誰も舞台に姿を現していないようだ。


    　皆を叩たたき起こさなくては──。


    　俺は莉り音おんの側そばに近寄り、肩に手をかけようとした。すると、まだ触れてすらいないのに、それだけで莉音はハッとしたように意識を取り戻した。そして唐とう突とつに飛び起きたので、俺はいささか面食らった。そうだった……莉音は常に危険に身を置く冒険家稼か業ぎようだったから、どんなときでも眠りは浅い。


    「おはよう。何かあった？」


    　莉音の意識ははっきりしていた。


    「アメリカ大統領の演説だ。これは確認しておいた方がいい」


    「わかった、沙さ織おりと柚ゆずちゃんは私が起こすから、恒こう太たをお願い」


    　俺はうなずいて、恒太の傍に近寄った。見下ろせば、本当に幸せそうな表情で寝ていやがる。戦争の真っ直ただ中なかだというのに……。


    　あまりに幸せそうなので、嫉しつ妬とすら感じてしまいかねないほどだった。なんて羨うらやましいヤツだろうか。


    「恒太、起きてくれ。スピーチの出番が回ってくるかもしれないぞ」


    　起こそうとして、俺は肩を激しく揺すった。


    　目を見開いた恒太は、唐突に叫ぶ。


    「国王より託されしこの剣を握り、正義を貫つらぬくことの重み……切り裂かれたその身で思い知るがいい！　喰らえ、ブラッディーゴッドエクスカリバァァアアアアアアア黒く血塗られた神の剣！」


    　莉音がプッと吹き出した。


    　起きたばかりの沙織は、呆あきれたような表情だ。


    　当の恒太は辺りをキョロキョロと眺め回したかと思えば、意外そうに目を見開いた。


    「な、に……!?　召還されたのか？　フッ、ならば仕方ない。こちら側の世界でも、戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、名めい誉よ勲くん章しようを受章してみせよう」


    「自みずから世界皇帝を名乗ってるヤツが、どこの国王から勲章を受章するっつーんだ？」


    　俺は突っ込んだ。


    「そうか……ここはチャンネル67の世界……。そういえばそうだったな。俺が世界皇帝だ」


    「おまえは幾いくつの世界を旅してるんだよ……」


    「まったく……全世界を敵に回して戦ってるのに、なんて緊張感のないヤツなのかしら……」


    　沙さ織おりはうんざりしたように首を振ったが、柚ゆずさんは笑顔満面だ。


    「おはようございます！　恒こう太たくん、今日はこちらの世界で頑張ってくださいね」


    「臣しん下かが朕ちんに何の用だ？　いいぞ、言ってみろ。今朝は気分がいい。いかなる望みでも叶かなえてみせよう」


    「大統領の演説がもうすぐ始まる。アメリカはすでに俺たちに宣戦布告してる状態だ。アメリカ側が万全の準備を整えたからこそ、大統領がスピーチするんだろう。この演説が分岐点になるかもしれない」


    「ほう、マーク・カーチスか。ヤツとはマスコミどもを集めた国際会議で、何度かトップ会談をしたことがある仲だ。聴いてやろう。だがヤツは、しょせん金きん融ゆう資本の手下だぞ。ただの小こ僧ぞうだよ。頭のてっぺんからつま先まで王者たる俺とは、そもそも格が違う」


    「ついさっきまで、どっかの国王の手下だったじゃねぇか……」


    「何を言う。王国をたったひとりで背負う恐るべき剣豪だったのだぞ？　国王とて俺には頭が上がらん。英雄たる俺の存在なくして、王国の繁栄はありえないのだからな」


    　恒太が何か語っていたが、気にせず俺たちはテレビ前に集まった。複数台のモニタが並んでいるから、大半をミュートに切り替え、ひとつのチャンネルだけに絞る。


    　まだ大統領は登場していない。


    　莉り音おんが、俺たちを見回して口にする。


    「巳み継つぐの指摘通り、このタイミングでの大統領のスピーチは、アメリカの方針を公おおやけにする重要な意味を持つでしょうね」


    「あわよくば、私たちと政治的な話し合いを持とうっていう呼び掛けかもしれないわよね？」


    　沙織は期待を込めるようにして訊きいた。


    「うーん、どうかしら……たしかに、その可能性はゼロじゃないはずだけど」


    「領土を切り取られた日本がすでに降こう伏ふくしてるからな。国際社会が、日本を救うという名目はすでに立たなくなっている」


    　俺が言うと、莉音は首をかしげる。


    「でもアメリカは、国土に核を落とされてるからね。アメリカ人の衝撃と怒りは計り知れない。黙って許すとは思えないから、一戦は避けられないように思う」


    「恐れをなしたのだよ。『人類の敵』春かす日が恒太の大いなる威光にな」


    　恒太はそう言って尊大に足を組み、王のようにアゴを上げて命じる。


    「沙織、茶だ。湯を沸かせ。一日の始まりは水分補給からだ。世界皇帝が熱い茶を欲しているのだぞ」


    「自分で淹いれなさいよ！　ポットならそこにあるわよ」


    　沙さ織おりは忌いま々いましげに、鍋なべやコップを山積みにしてある場所を指差した。


    　代わりに柚ゆずさんが応じる。


    「ギャラクシードリンクならありますよ。リュックに入れてきたものがあと一本しか残っていないので大切に取っておいたんですが、喉のどが渇いているなら恒こう太たくんにあげようって思います」


    「おっと残念だ。俺は朝から水分を補給しないことに決めている。心こころ遣づかいには感謝したいところだが、人は簡単に習慣を変えられないものなのだよ」


    　つい先ほどの自分の言葉を、恒太は平然と翻ひるがえした。


    　沙織は静かに席を立つ。


    「じゃあ恒太以外のを準備するわね。莉り音おん、巳み継つぐ、柚ゆずさん、コーヒー飲むでしょ？」


    「ああ、頼む」


    「お願いね」


    「はい！　お願いします沙織さん」


    　俺と莉音と柚さんはすぐにうなずいたが、恒太は口くち惜おしそうにつぶやく。


    「……お、おのれ小娘……茶一杯の恨うらみは高くつくのだぞ……」


    「朝は水分補給しないって、あんた自分で言ったばかりじゃない。淹れてあげようかと思ったのに、習慣なら仕方ないからね」


    「くっ、まさか小娘にこの俺があしらわれるとは……思わぬ誤算……」


    　それから沙織は、手て際ぎわよく皆のコーヒーを淹れてカップを渡してくれた。


    　なんだかんだ言いつつ、沙織は恒太の分も淹れ、そっけなくカップを手渡した。ぶつぶつ文句を言っていた恒太も、それを当然のように受け取った。


    　まだカーチス大統領は出てこないようだ。会場では記者たちがざわついている。


    　テレビはホワイトハウス前を映し出しながらも、大統領がこれから行おこなうスピーチがどのようなものになるか、解説者を交まじえてさまざまな議論を重ねていた。


    　やがて俺たちがコーヒーを飲み干したころ、大統領が颯さつ爽そうとした足取りで記者会見場の壇上に上がる姿が映し出された。表情は引き締まり、いかにも重大な決意を抱かかえてきたという雰ふん囲い気きが滲にじみ出ている。


    　カーチス大統領はステージの中央に立ち、静かに演台に手を乗せた。騒然としている記者やテレビカメラの一群を悠ゆう々ゆうと眺め回す。そして大きく息を吐き、重々しい顔で大統領は演説を始めてゆく。


    「人類文明は今、重大なる岐路に立たされている。私たち世界市民は、邪じや悪あく極まる『人類の敵』春かす日が恒太によって、まざまざと悪逆非道のジェノサイドをこの目に見せつけられたばかりだ」


    　落ち着いたトーンで演説は始まった。


    「私たちは、文明が滅亡するかどうかの狭はざ間まに立っている。……これは現実だ。今ここにある現実なのだ」


    　大統領は「現実」という単語に力を込めた。


    「我われ々われの情報機関が、総力を挙あげて敵の軍事力をくまなく調査したところ……『人類の敵』が保有する宇宙核兵器は、二万基を超えることが明らかになった。これは、人類を幾いく度ども皆殺しにできる数である。一万年の永きにわたり、人類が営々と築き上げてきた文明は、歴史上未いまだかつて経験したことのない危機に瀕ひんしているのだ」


    　テレビを見やっていた俺たちは凝ぎよう固こし、息を呑のんだ。


    　まさかの二万基宣言……。恒こう太たも核兵器の数を二万七〇〇〇基と煽あおりに煽ったが、カーチス大統領も便乗して煽りすぎだ……。


    　こう来るとは少しも想定していなかった。恒太の大げさすぎる話を逆手に取り、その虚言を半ば事実と認定してしまい、人々を恐怖に駆り立てる材料に利用してくるなんて……。


    　一本取られたなんて冗じよう談だんを言っている場合ではない。想定を遥はるかに超えている。その情報操作合戦のスケールと成り行きに、さすがに俺は震ふるえた。


    「『人類の敵』によって引き起こされたジェノサイドの悲劇は、決して他ひ人と事ごとでは済まされない。わずか一日の間に、『人類の敵』は猿さる島しま大だい虐ぎやく殺さつを引き起こし、あまつさえ太平洋、アメリカで核兵器を使用してみせた。春かす日が恒太が殺さつ戮りくした人々は、すでに一〇〇〇万人を超えているのだ。『人類の敵』は人の心を持っていない。戦せん慄りつの凶きよう刃じんによって、全世界が滅亡の淵ふちに立たされているのだ」


    　いつの間にか虐殺人数も、一〇〇〇万の大台に乗っていた。核兵器二万基宣言の直後だからなのか、不自然に聞こえないから不思議だ……。


    「殺戮された人々は、私たちの友だった者たちだ。つい昨日まで、人生に夢を描えがいていた者たちだ。その人々が、『人類の敵』春日恒太というバグの出現によって、無む惨ざんに人生を絶たれてしまった。……私たちの両親、兄弟、友人たち……彼ら彼女らが残ざん忍にんに殺戮される場面を思い描いてみてほしい。それが、一〇〇〇万もの人々の間で、現実に起こったことなのだ！」


    　まさしく感情論全開である。


    　ここまで演説を聴けば、すぐに政治的妥だ協きように持ち込むことができそうにないことはわかった。やはりアメリカとは、一戦交まじえなくてはならないのだ。妥協を引き出すには、米軍に一定以上のダメージを与える以外に道はない。


    「この現実の途方もなさに、物事を投げ出さないでほしい。もはや我々には、逃げる場所などないのだから。いかなる犠ぎ牲せいを覚悟してでも、戦わなくてはならない。友のために、両親のために、子供たちのために。『人類の敵』を打ち倒すことでしか、私たちの大切な人の未来を守ることはできないのだ」


    　演説のトーンは徐々に高まってきた。


    「犠ぎ牲せいを乗り越えて進もう。恐怖を乗り越えて先へ進もう。絶望を乗り越えて共に進もう。守るべき者たちのためになら、私たちはいかなる犠牲も厭いとわないのだということを、誇らかに『人類の敵』に示そう！　私たちが力をひとつにまとめたならば、必ずや『人類の敵』に打ち勝てるはずだ！」


    　綺き麗れいな言葉を並べ立てているが、これは情報操作の基本的なタイプ──恐怖を煽あおる公式通りのものだった。意図的に恐怖を煽り、事前に用意しておいた解決策へと民衆を駆り立てる方法だ。今回の場合、次のようなものだろう。


    



    「我が国は滅亡の危機に瀕ひんしている」→「戦争しようぜ！」


    



    　この型は非常に多用されており、わかりやすく、それでいてもっとも民衆を扇せん動どうしやすい情報操作の王道だ。この感情論に[image: ]あふれる大統領の演説は、多くの人々の心に届くだろう。民主主義社会は、大衆の動物的感性をいかに揺り動かすかがすべてと言っても過言ではない。


    　市民をクズ呼ばわりする恒こう太たの吹っ切れた演説と、友情と絆きずなに訴うつたえかける大統領の温かい演説では、もともと勝負にならない。だが、どちらも民衆の底抜けな滑こつ稽けいぶりを確信し、愚ぐ弄ろうしていることでは、実はまったく変わらないものだった。


    「今こそ団結のときなのだ！　心をひとつにし、社会をひとつにし、私たちは一いち丸がんとなって『人類の敵』に挑いどまなくてはならない。私たちの誇りある星せい条じよう旗きの下もとに、すべての人の力を集めよう。営々と築き上げられてきた文明を救うため、すべてを政府に統合して『人類の敵』を打ち破ろう！　ひとつに結集した私たちの理想、ひとつに集中した私たちの富とみ、ひとつに合わさった私たちの軍事力ならば、いかなる敵にも打ち勝てるはずだ。たとえそれが、恐るべき『人類の敵』であろうとも！」


    　俺は仰ぎよう天てんした。ホワイトハウスの意図が垣かい間ま見えたからだ。


    　やたらと大統領が「心をひとつ」「一丸となって」などと言い回すのにはワケがあるに違いない。この機会に恐怖を極限まで煽ることによって、人々の抵抗力をマヒさせ、政府による統制経済を実施するつもりなのではないだろうか。


    　資本主義の崩ほう壊かいを食い止めるため、この戦争を利用して、資本主義を丸ごと管理下に置いてしまう意図が見え隠れしていた。有あり体ていに言えば、政府がすべてを管理する──民間の貴重な資産を奪い取ることで、瓦が解かいした資本主義を立て直そうと言うのだ。民主主義では実現が難しい国家管理の資本主義（state capitalizm）を、正義の名の下で一気に推おし進める最大の好機なのだろう。さすがはアメリカ……こうした演説の節ふし々ぶしに込められる深しん謀ぼう遠えん慮りよが一味も二味も違う。


    「私は合衆国大統領の名において『国家緊急事態宣言』を発令し、『人類の敵』を打ち倒すまで、国家統制を実施することを宣言したい」


    　やはり来た。これが実現すれば、経済が崩ほう壊かいしたままの国々よりも、アメリカはいち早く持ち直すかもしれない。


    「思い出してほしい。アメリカは、常に栄光に満ちていた。国土が核兵器に狙ねらわれても、世界が『人類の敵』の魔手に侵おかされようとも、私たちが絶えず育はぐくんできた無限大の正義なら、巨悪を討ち果たすことができるはずだ」


    　大統領のトーンは激しさを増した。


    「恐れてはならない。我われ々われの手には無限大の正義がある。『人類の敵』によって世界各国で繰り広げられるジェノサイドを止めるのは、アメリカの義務なのだ」


    　身振り手振りがオーケストラの指揮者じみてきた。


    「怯ひるんではならない。我々の手には無限大の正義がある。世界の破滅を企たくらむ『人類の敵』から地球を救い出すために、今こそアメリカ人は起たち上がらなくてはならない！」


    　大統領のキャッチフレーズは『無限大の正義』なのだろう。実にアメリカらしいというか何というか……。冷静に聞けば、恒こう太たに勝まさるとも劣おとらない中二病な気がするが、人々はこのスピーチに心揺さぶられるに違いない。


    「アメリカが敗れれば、『人類の敵』の凶きよう刃じんによって、人類文明は終しゆう焉えんを迎えることになるだろう。『人類の敵』に打ち勝たねば地球の未来はないのだ。このような苦難のときにこそ、アメリカ人の力をひとつに結集し、『人類の敵』が望むハルマゲドンに立ち向かおう。いかなる犠ぎ牲せいも災さい厄やくもはねのけて、歯を食いしばって前へ進もう」


    　いつの間にか恒太は、ハルマゲドンを望んでいることにされていた。見事なまでにハリウッド的な、「正義ＶＳ悪」の構図である。


    「強大な『人類の敵』が残ざん酷こくなハルマゲドンを望んでいようとも、私たちの手のなかには無限大の正義がある。私たちは、自由主義世界に残された、最後の希望の灯とも火しびなのだ」


    「最後の希望の灯火」などと言うほど、アメリカは弱くない。むしろ地球の覇者だと思うが、物語的王道を描こうとすれば、そういう立場にする必要があるのだろう。


    「我々は『人類の敵』に打ち勝つ、大切な人を守るために。我々は『人類の敵』に打ち勝つ、アメリカの心と力をひとつにして。我々は『人類の敵』に打ち勝つ、守るべき自由主義世界のために。我々は『人類の敵』に打ち勝つ、惨むごたらしいハルマゲドンを打ち破るために」


    　大統領は大きく息を吸い込んだ。


    「アメリカ将兵諸君、無限大の正義を胸に、誇りを持って前進せよ。アメリカ市民諸君、『人類の敵』を打ち破るため、私財をなげうってでも、無限大の正義のために起ち上がろう。私たちの未来は、私たち自身の力によって切り開かれなくてはならない。さあ、今こそ戦うべき時だ。栄はえあるアメリカの未来のために！　私たちは打ち勝つ、脈々と受け継がれてきた地球文明を守り通すために！」


    　感極まったように、大統領は拳こぶしを強く握りしめて叫んだ。


    　直後、人々は歓声を上げ、大統領の言葉に大いなる讃さん辞じを表明したのだった。


    　テレビの音声を弱め、俺たちは向き直った。


    「来るわね」


    　莉り音おんの一言に、俺はうなずく。


    「来るな」


    　多くの言葉は必要なかった。アメリカ軍が押し寄せてくる。最初からわかっていたことだ。日本を降こう伏ふくに追いやったことで、もしかしたら政治的妥だ協きようの余地があるかもしれないと、わずかに望みを見い出していたが、それは叶かなわぬ希望だったらしい。いずれにしろアメリカとは一戦交まじえ、敵の攻撃能力を奪い取らなければ、俺たちに勝利はないのだ。


    　恒こう太たが得意げにうそぶく。


    「マーク・カーチスも愚ぐ民みんどもを手玉に取る手法に磨きがかかってきたようだな。なかなかの名演技だったぞ。計測したところ、この俺のスピーチ力の五％のレベルに達していた。人間にしては上出来だ。俺が指導してやっただけのことはある」


    「まぁ、あんたは人間じゃないからね」


    　淡たん々たんと、沙さ織おりが応じた。


    　柚ゆずさんは嬉うれしそうに言う。


    「恒太くんは新人類さんですよ。だって恒太くんがそう言ってたんです」


    「その通り。『人類の敵』春かす日が恒太は世界で最初に記録されたニューモデルなのだ。愚ぐ民みんどもとは根本からして性能が違う。心せよ、諸君らは神の前にいるのだぞ」


    「じゃあ神ならどんな戦争でも簡単に勝てそうね。あんたに任せておけば、アメリカにも楽勝なのかしら」


    「楽勝すぎる。トランプで沙織に勝つより易やさしいぞ」


    「あれ？　トランプ勝負なら……ババ抜きも大貧民も……たしか私の方が恒太に勝ち越してたような……」


    「おやおや、沙織は記憶が混乱しているようだな。俺が沙織に負けたことなど一度もない。あるわけがない。教官として、ルールを覚えさせるために、わざと負けてやったことならあるがな」


    「……」


    　沙織はため息をつき、沈黙した。


    　俺が口をはさむ。


    「悠ゆう長ちように構えているヒマはないぞ。いよいよアメリカ軍が本格的な攻勢に乗り出してくるはずだ。こちらも応戦する態勢にしておかなくちゃならない。早ければ今日中……いや、大統領の演説前に攻撃準備が完了しているとすれば……数時間以内に始まるかもしれない」


    「イスカンデルはいつでも迎げい撃げきできる状態にある。だけど本気のアメリカ軍機が多数来襲してきたら、対応するのは至難の技よ。向こうの攻撃が始まれば、防衛に徹するのは避けて、こちらも全力で攻撃するしかないわね。叩たたき合いの勝負なら、多数のアテスミサイルを有する私たちは対等に勝負ができるはず」


    　そう莉り音おんが応じた。


    「アメリカ側は私たちに宣戦布告してる状態だけど、私たちの方はまだよね？　いきなり米軍艦隊にミサイル攻撃ってわけにもいかないんじゃない？」


    　沙さ織おりの問いに、俺が応じる。


    「もう核兵器をアメリカ本土に落としてるからな。始まってるみたいなものだ」


    「でも恒こう太たが核兵器を落とすことは公おおやけで宣言したあとだからね。軍同士で兵へい刃じんを交まじえるなら、正式に宣戦布告はしておかなくちゃならない。……恒太、準備はいい？」


    　莉音が話を振ると、恒太が待ってましたと言わんばかりに鼻で笑った。


    「フッ、俺の準備ができていないわけがない。いつでも発進できる。世界皇帝のみが乗ることを許される黄金のアーマードスーツなら、単騎で米軍のすべてを撃滅できる」


    「う、ううん……そういうことじゃなくて……宣戦布告の準備のことよ」


    　莉音は冷や汗をかいたようだった。


    「なにを当然すぎることを。発進する前に、宣戦布告を済ませておくのが紳しん士し淑しゆく女じよのたしなみだ。このあと、すぐに行おこなうこととしよう」


    「お願いね。ミサイルの照準も、米軍艦隊にターゲットしておくから」


    　ふいに恒太はアゴに手をやり、何やら真剣な面おも持もちでつぶやく。


    「……それにしても、考えてみれば凄すさまじいな」


    「な、何がよ？」


    　沙織は眉をひそめた。


    「俺の活躍がだ。世界皇帝の膨ぼう大だいな職務をこなし、自ら宣戦布告を行い、自らがアーマードスーツで出撃し、たった一機で巨大な米軍艦隊を薙なぎ払う……。なんだこのオールマイティーぶりは……。なんという強さ……。これはもう『皇帝無む双そう』というタイトルでゲームを発売せねば……今すぐ任天堂かソニーに打診するべきだ。うむ、『人類の敵』春かす日が恒太が主役のゲームを発売するぞ。一〇〇〇万級ヒットは確実……」


    「あんたの膨大な職務って何かあったっけ？　ぜんぶ丸投げじゃないの！」


    　たまらず沙織がツッコミを入れた。


    「世界を巻き込んだ大戦争中に、ゲーム企画の打診してる場合じゃないだろ……」


    　うんざりして俺は言った。恒太は主役というより、ラスボスの背後に控える、さらに上の黒幕のような扱いになると思う。


    　莉音が手をパンと打つ。


    「ほら、とにかく開戦の用意をしましょう。必ずアメリカ軍が全力攻撃を仕掛けてくるわ。宣戦布告を済ませ、万全の攻撃準備を整えておきましょう」


    「そうだな。『地球の夜明け作戦』が成功するかどうかの分ぶん水すい嶺れいだ。最終決戦になるだろう」


    「全力を出し切りましょう。私たちは、このためにやってきたんだもの」


    「部活にとって決勝戦ですね！　最後まで一生懸けん命めい、悔くいのない試合をしようって思います！」


    　柚ゆずさんにとっては、世界大戦も高校インターハイも変わらないのかもしれない……。


    「俺の手には残り二五二基のアテスミサイルがある。見ているがいい。ククク、米軍艦隊など、世界皇帝の一撃の下もとに葬ほうむり去ってくれよう！」


    　恒こう太たが自みずから出撃すると言っていたのは、どうやら聞き間違えだったらしい。


    



    　　　　　◇


    



    「未来の地球を創始する伝説の革命家にして世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　恒太のスピーチが始まった。


    　まともに仕事をしたことがない恒太だが、スピーチでの威い風ふう堂どう々どうとした態度にはいつも舌を巻いてしまう。演説の中身はぶっ飛んでいても、思わず引き込まれてしまい、なんだかとても正しいことを言っているような気分になってしまうのだ。昔から、およそ緊張や気恥ずかしさとは無縁な男なのである。


    「まずはアメリカ大統領マーク・カーチスに、讃さん辞じを送らねばなるまい。愚ぐ民みんどもを牛ぎゆう耳じるための演説としては優れたものだったと、大いに褒ほめておこう。そうだ、やはり民主主義における演説は、そうでなくてはいかん。アメリカは、この戦争を口実にして、愚民どもを統制下に置いていくつもりなのだろう？　哀あわれな貧民どもから財産を奪い取り、破は綻たんした国家を立て直そうというわけだ。なるほど、重税をかけるよりよほど早い」


    　わざわざカーチス大統領に讃辞を述べるとは、恒太の余よ裕ゆうの表われなのかもしれない。


    「だが大革命部帝国は、すでに民主主義など遥はるかに超越した新生国家である。アメリカ合衆国などという旧態依然とした老化世界とは、もはや比べることすら愚おろかしい、次元が違う存在だ。我が帝国は必ずや地球を平定し、天下統一を成なし遂とげ、黄金時代を創り出すだろう」


    　まるで救世主とでも言わんばかりに、恒太は崇すう高こうに両腕を広げた。


    「三〇〇〇年の昔、ギリシアで芽生えた民主主義は、衆愚ゆえに滅ほろび去った。その後、長年にわたって、民主主義を復活させようなどと考える愚かな為い政せい者しやは一人も出なかった」


    　そこで恒太は演台にドンと拳こぶしをつき、身を乗り出す。


    「だが、いつの時代も悪の芽は潰ついえない。再び復活した恐るべき民主主義は、その闇やみの力をもって地球を覆おおい尽くし、暗黒時代の幕が開くに至ったのだ。民主主義の本当の力の根こん源げんは、真の権力者の顔が見えないことにある。ゆえに民主主義による独裁は、歴史上空前の強大な力を持っている」


    　恒こう太たはニヤリと笑みを浮かべ、カメラを指差した。


    「貴様らごとき低脳集団には、民主主義などという魔性の力を使いこなすには一〇〇億年早い。ならばこそ、春かす日が恒太のような英雄を世界皇帝として仰ぎ、その偉大なる大樹に寄り添って素晴らしき世界を創り出すことが、諸君らが長期間にわたって健全な生活を送るための最さい善ぜんの道である」


    　いつにも増して激しいスピーチだった。演説は始まったばかりだが、今回はどんな方向にいってしまうのだろうか……。たびたび強烈な言葉を弄ろうしても、最終的には予定しているところへ着地する恒太なら、たぶん大丈夫だと思うが……。


    　そのとき唐とう突とつに、柚ゆずさんが声を上げる。


    「あっ!?　ミサイルさんです！」


    　演説を注視していた俺と莉り音おんと沙さ織おりは、咄とつ嗟さに計器類に視線を走らせた。


    　レーダーが、多数のミサイルを捉えている。ついに来た。それほど驚くことではない。想定内だ。


    　方向から考えると、おそらくグアムの米軍基地から飛んできた巡じゆん航こうミサイル群。レーダーが捕ほ捉そくしているのは一〇〇ほどだろうか──迎げい撃げきするには難しい数である。ましてやこちらの防衛は二〇〇台のイスカンデルに頼るのみであり、日本やアメリカほど総合的な迎撃能力が高いわけではない。


    　レーダーが捉えているのはミサイルだけだが、前回の攻撃と同様、爆撃機も続いて来ると思って間違いないだろう。ステルス機はグアムから、通常の爆撃機は第七艦隊や第五、第三艦隊から飛んでくる。遅くとも三分後には交戦状態に突入するはずだ。


    　恒太は演説を続けていた。


    　俺はカメラに映らないギリギリのところまで恒太に近寄り、小声で声をかける。


    「来たぞ。アメリカの攻撃だ。打ち切ってくれ」


    　だが恒太は、チラと俺を見やって小さく首を横に振っただけだった。すぐにカメラに向き直り、再び激しい身振り手振りを交まじえて語ってゆく。


    「地球市民諸君。よく聞いてほしい。この俺はたしかに諸君らを暗あん愚ぐ極まる無能集団だと考えているが、同時に、諸君らを常とこ闇やみの淵ふちから救い出し、諸君らに相応ふさわしい新しい統治システムを提供したいと切に願っている。だからこそこの俺は、世界皇帝としてここに起たったのだ！」


    　恒太は演説を途中で切り上げるつもりは毛頭ないようだった。


    　仕方なくカメラを回したまま、俺たちは迎撃態勢に入ることにした。ミサイルを撃ち込まれれば、俺たちの艦船は一撃で沈むだろう。しかし猿さる島しまの拠きよ点てんだけは死守せねばならない。


    「暗黒の民主主義を打ち破り、世界に新たな光をもたらすのは、新時代の英雄たる春日恒太の独裁をおいてほかになしッ！　それゆえ大革命部帝国が掲かかげる新しい時代の政治体制は、『絶対恒太制』とする。天下万民が春日恒太の旗の下もとに結集することで、次代の地球をグランドデザインするのだ」


    　スピーチを横目に莉り音おんはテキパキと指示を飛ばし、迎げい撃げきミサイルの発射体勢に入っていた。


    「世界市民を真に愛するこの俺は、いかなる犠ぎ牲せいを払ってでも人類を新たなる次元へと誘いざなってみせる。大革命部帝国は、そのためにのみ存在する。大革命部帝国が切り開く未来は、輝かしいものになるとここに誓ちかおう！」


    　ミサイルの照準はセット完了だ。いつでもいける。


    　莉音の合図で、すかさず柚ゆずさんが発射ボタンを押した。地上配備のイスカンデルから迎撃ミサイルが幾いくつも打ち上がる。ミサイル同士が衝突する時間は、あと三〇秒もないだろう。


    「たとえこの身のすべてに代えてでも、俺たちはやり遂とげる。革命部はやり遂げる。俺たち五人は、世界を変革するために命を懸かけてここまで駆け上がってきたのだ！」


    　猛然と、幾つものミサイルが降り注いできた。


    　俺たちが放ったミサイルは迎撃に成功したものもあったが、ほとんどは易やす々やすと防衛網をすり抜けてくる。


    　やはり戦闘機も続いてきた。Ｆ22やＦ15である。最寄りの艦隊から飛んでくるのだ。


    　アメリカ側が放った巡じゆん航こうミサイルや対艦ミサイルは、次々と艦船に突っ込んでいく。もっとも外周に停泊していた三〇万トンのタンカーには一〇を超えるミサイルが殺到し、海しぶきと共にその巨大な体たい躯くが持ち上がり切り裂かれた。完全にオーバーキルである。タンカーに満載していたクラブＫのミサイルも誘爆し、海面は大きくせり上がり、しぶきが暴風雨のように荒れ狂った。


    「ひとつの旗の下もとに結集した俺たち革命部員は、最後の最後まで一緒だ。俺たちはありとあらゆる苦難を乗り越え、ここまで勝ち上がってきた。五人が力を合わせたからこそ成なし遂とげられたことだ。そして俺たちならば、世界革命をやり遂げる。革命部の力は途方もないのだ」


    　迎撃できなかった敵ミサイルが、外側の艦船を次々と呑のみ込んでいく。


    　俺たちも負けじと息つく間まもなくイスカンデルから迎撃ミサイルを撃ち出すが、その大半は効果を上げることができず、海へと消えていくのだった。


    「さあ来るがいい国連軍よ。さあ来るがいいアメリカ軍よ。貴様らごとき、真の理想を探求する俺たちの敵ではないのだ。人間の生しよう涯がいにおいて、革命に勝まさる偉業なし！　俺たちの人生はここにあった！」


    　ついに陸でも爆発が巻き起こった。爆撃機が、イスカンデルにミサイルを投下してきたのだ。


    　こんな状況のなかでも恒こう太たはスピーチを続けていた。爆撃音にも劣おとらない朗ろう々ろうとした恒太の声が響いている。


    「全世界よ、希望を胸に抱き直視すべし。大革命部帝国は、旧世界の頂点──アメリカ合衆国に対し宣戦を布告する！」


    　ついに恒太が、アメリカに宣戦布告を告げる声が聞こえた。


    「今こそ新しい世界を創らねばならない。俺たち五人の決起が、人類に与えられた最大にして唯ゆい一いつの好機なのだ。全世界市民よ起たて！　その手に自分自身の人生を取り戻すために！」


    　空にはミサイルが飛び交い、爆煙と海しぶきが辺りを包み込んでいた。


    　このままではじり貧だ。やはり俺たちは、攻撃だけが唯一の防御なのである。


    「俺たちが先陣を切って行こう！　世界市民よ、後に続け！　我が旗の下もとに集え！　革命部の栄光のために！」


    　スピーチが終わったのを見て取って、素早く俺はカメラを切った。


    　恒こう太たが演台を離れ、俺たちの傍そばへと駆け寄ってくる。


    「いくぞ者ども！　宣戦布告は済んだ！　全力攻撃だ！」


    「ああ、わかってる。こっちも本気の攻撃開始だ！」


    　すかさず俺はうなずいた。


    　莉り音おんが声を上げる。


    「ミサイル第一陣、配備状況は!?」


    　沙さ織おりがパソコンに映し出された配備状況を読み上げる。


    「第七艦隊に巡じゆん航こうミサイル八〇〇、第五艦隊に巡航ミサイル六〇〇、第三艦隊に巡航ミサイル六〇〇、いつでも目標へ撃てる状態よ」


    「アテスミサイルは？」


    「通常弾頭アテスミサイル、一〇基を第七艦隊に、二〇基をグアムの基地にセット完了してる」


    　沙織の言葉にうなずき、莉音は柚ゆずさんに指示を出す。


    「柚ちゃん、イスカンデルで可能な限り迎げい撃げきを続けて」


    「頑張ろうって思います！」


    　敵の爆撃機はときおり地上に爆薬を投下していく。それを排除する困難な役目を担になうのは柚さんだ。


    　とにかく航空攻撃の大本である空母を沈めないとラチがあかない。そして空母なら、巡航ミサイルの飽ほう和わ攻撃で必ず沈む。それからＢ-２の主要な拠きよ点てんになっており、かつまたミサイルを撃ち出してくるグアムの米軍基地にはアテスミサイルだ。


    「沙織は第二陣をセットして。五分後、続けて撃つわよ」


    「わかった」


    「巳み継つぐ、恒太、一緒に撃ちましょう」


    　そう言って、莉音はエンターキーに手を置いた。


    「ＯＫだ」


    「よかろう。手を貸してやる」


    　俺と恒太は素早く手を添えた。


    「せーの」


    『革命部の栄光のために！』


    　大荒れの状況のなか、俺たちは力の限り叫んでいた。


    　対アメリカ戦の幕開けを告げるミサイル第一陣が、爆撃の間かん隙げきをぬって宙へと飛び立っていった。

  



  
     第三章　対世界戦


    



    　アメリカの巡じゆん航こうミサイルが、途切れることなく断続的に猿さる島しまへと襲いかかってきていた。航空機による攻撃を合わせて、海上に浮かぶ艦船はすでに二〇〇隻せきが沈んでいる。米軍航空機は海上艦船への攻撃に集中しているから、猿島陸上への被害は相対的に少ないが、それでもイスカンデルも海上近辺に設置したものを中心に五〇は大破炎上していた。


    　敵の攻撃拠きよ点てんは、第七艦隊、第五艦隊、第三艦隊、沖縄、グアムから分散しているが、最大の拠点は間近の空母ジョージ・ワシントンだ。東京湾を出てすぐの場所に展開している第七艦隊は、俺たちの目と鼻の先にいる。まずはこれを叩たたかないことには始まらない。


    　俺たちが第七艦隊へ放ったミサイルの到着は早かった。ミサイル群は白煙を吐き、猛然と艦隊に襲いかかってゆく。


    　第七艦隊に合わせた巡航ミサイルは八〇〇、アテスミサイルが二〇。それが一度に襲いかかるのだ。いかに世界最大の艦隊といえど、日本の各艦隊と同じ運命を辿たどるに違いない。この物量による一いつ斉せい攻撃が効果的なのは、ハイテク装備で四方を固めた日本艦隊を一いつ掃そうしたことで実証済みだ。


    　テレビでは、ミサイルの撃ち合いが、アナウンサーの激しい絶叫によって報道されていた。迎げい撃げきミサイルによる防衛に徹していた俺たちが、ついに攻撃行動に移ったことによって、東京湾の空は、歴史上かつてない数のミサイルや戦闘機が飛び交う一大決戦場と化していた。


    「大革命部帝国が撃ち放った大量の巡じゆん航こうミサイルが、扇おうぎ状に広がり、第七艦隊に向かっていきます！　日本の悲劇が繰り返されるのでしょうか!?」


    　興奮した実況中継がテレビから飛び込んでくる。俺たちの押したボタンによって、地球の物事がこうして動く様をリアルタイムで眺めるのは、なんだか奇妙な感覚がした。


    　戦況を見つめていた莉り音おんが、冷静に言う。


    「ミサイル第二陣セット。一撃目で撃ち漏もらした第七艦隊の艦かん艇ていは、一隻せき残らず完かん膚ぷ無なきまでに沈めるわよ」


    　アメリカの爆撃もいよいよ激しくなってきていた。


    　俺たちは爆撃の目印にならないように仮設テントを急いで回収し、すぐ後ろの塹ざん壕ごうへと拠きよ点てんを移していた。そのおかげで、イスカンデルを狙ねらう空対地ミサイルによる直撃から逃のがれることができていた。


    　しかし、猿さる島しまの岸壁に展開するイスカンデルの被害は目に見えて大きくなっている。アメリカ戦さえ乗り切れば勝ちが見えるといっても、軍備がいつまで保もつかわからない。俺たちとアメリカのどちらが先に音ねを上げるか、これは地球の運命を賭かけた壮大なチキンレースだった。


    　だが俺たちには、宇宙に展開する無傷のアテスミサイルが切り札として残っていた。アテスミサイルは攻撃力も大きく、核を搭とう載さいしているものまである。こういう状況になると、核カードが非常に重要な切り札になってくれる。巡航ミサイルが尽きても、戦えないわけじゃない。


    　もちろんアメリカの方にも、核を搭載した一万ものＩＣＢＭ（大陸間弾道ミサイル）がある。その底力たるや、尋じん常じようなレベルではない。ただし、お互いに切り札を使うときには、地球の破滅を覚悟しなくてはいけなかった。


    　ちょうどテレビの中継は、第七艦隊へミサイルが集中する模様をリアルタイムで映し出していた。ミサイル群は弾頭部を切り捨て、ロケットモーターを点火して突入していく。


    　日本艦隊のときと同じく、幾いくつかのミサイルは軌き道どうが大きく逸それたり、途中で撃ち落とされたりした。しかし数が多い。最大速度まで加速したクラブ巡航ミサイルが、第七艦隊へ次々と吸い込まれていく。


    　ドウンという轟ごう音おんと共に、大きな水柱が上がった。巨体を揺らしたのはジョージ・ワシントン！


    「ああああああ！　ミサイルが！　『人類の敵』が撃ちはなったミサイルが、ジョージ・ワシントンの脇わき腹ばらを捉えました！」


    　最初に到達したミサイルが、ジョージ・ワシントンにクリーンヒットしたのだ。幸さい先さきがいい。


    　もっとも空母は図体だけが大きくて、いったん守勢に回ると限りなく脆もろいシロモノだ。その点、攻撃力のみに特化し、迎撃能力に劣おとる大革命部帝国と似たようなものだろう。いくら周りを最新鋭の護衛艦で固めていても、殺到する数百のミサイルから空母を守ることは不可能に近い。


    　ジョージ・ワシントンへのヒットに続き、数あま多たのミサイルが艦かん艇てい群に群がっていった。次々と炎を吹き上げ、艦隊は煙に包まれてゆく。


    「猛烈なミサイルのラッシュです！　一帯が轟ごう音おんと煙、水柱に包まれ、識別が困難な艦もあります！　ま、まさにこれは……地じ獄ごくのような光景！」


    　悲鳴に似たキャスターの叫び。


    　爆発音が連続し、東京湾沖は黒煙の焦しよう土どと化していた。さしもの第七艦隊も、雨のように降り注ぐミサイルをかわす術すべはない。


    　その直後、今度は槍やりのような光が艦隊の中心を目がけて駆け下りてきた。アテスミサイルだ。大気圏を突破して落下し、それ自体が猛烈な熱のエネルギーを帯びているアテスミサイルは、通常弾頭としての攻撃力でこれに勝まさるものはない。


    　第七艦隊は全火力をクラブ巡じゆん航こうミサイル撃げき墜ついに注いでいたため、真上から落下する弾頭を叩たたき落とす手段を持たなかった。光の点は中空でしだれ柳やなぎのようにバラバラに分割し、大量の炸さく薬やくを積んだ弾頭が艦隊に降り注いでゆく。


    　直後、弾頭が旗き艦かんブルーリッジを直撃し、轟音を響かせ船体を真っ二つに切り裂いた。そして海中で大爆発を引き起こし、水柱が空高く舞い上がる。


    「そんな……！　ブルーリッジが……第七艦隊の旗艦、ブルーリッジが沈みます……！」


    　キャスターの沈むという形容は妥だ当とうではない。ほとんど一瞬で、アテスミサイルはブルーリッジを消し飛ばした。


    　叩き折られた船体は、海の藻も屑くずとなって呑のみ込まれてゆく。ブルーリッジは第七艦隊の中心であり、最先端技術の粋すいを集めたアメリカ海軍の象徴のような艦である。この艦が轟ごう沈ちんした意味は大きい。


    　炎上中のジョージ・ワシントンにも、容よう赦しやなく弾頭が降り注いだ。巨大なジョージ・ワシントンは船体が断ち割られることはなかったが、代わりに弾頭が甲かん板ぱんを突き破り、大爆発を引き起こしていた。船底まで被害が及んでいるのは明らかで、多数の艦載機と共に海に沈むのは時間の問題に違いない。


    　あらゆるテレビチャンネルが、劇的な米軍の機動艦隊壊滅をセンセーショナルに煽あおっていた。


    



    「第七艦隊に壊滅的な被害が生じている模様です。被害状況は未いまだ明らかではありません……しかし目視できる限り、すべての艦艇が被害を受けており、第七艦隊の壊滅は確実と思われます。アメリカ海軍の至宝──第七艦隊のこのような無む惨ざんな末路を、いったい誰が予想しえたでしょうか……」


    



    「『人類の敵』の凶きよう刃じんによって、日本の海空軍に続き、第七艦隊まで打ち倒されようとしています！　高度に洗練された艦隊を続けざまに打ち破ったのは、スタンダードな性能を持つ巡じゆん航こうミサイルが大量に運用されたことと、宇宙からの攻撃によるものです！」


    



    「第七艦隊の悲劇を尻しり目めに、アメリカ軍も、沖縄やグアム、第二艦隊から、断続的に航空攻撃を加えています！　猿さる島しま近海に浮かぶ『人類の敵』の艦船のうち、すでに半数は轟ごう沈ちんしています！　まさしく叩たたき合いの勝負！」


    



    「小お笠がさ原わら沖おきに展開する第三艦隊、三重県沖に展開する第五艦隊にも巡航ミサイル群が襲いかかっており、多くの艦かん艇ていに被害が及んでいるとの未確認情報が入って参まいりました。軍からの続報待ちですが、予断を許さない状況に陥おちいっているようです。我われ々われの局が艦隊に派は遣けんしているクルーとも連絡が通じない状況です」


    



    「太平洋上に展開する各国軍も、懸けん命めいに米軍を支援し、大革命部帝国に対する航空攻撃に参加し始めました！　見てください、イギリス空母イラストリアス、フランス空母シャルル・ド・ゴールから次々と艦載機が飛び立っていく映像です！」


    



    「世界中の人々が、『人類の敵』春かす日が恒こう太たを打ち倒してほしいと、ひたむきに祈りを捧ささげています。この強大な敵に立ち向かうべく、世界は今、ひとつに団結しているのです！」


    



    　しかし俺たちの被害も相当なものだった。


    　アメリカによる航空攻撃やミサイル攻撃も熾し烈れつを極めていて、艦船の五〇％、地上配備のイスカンデルも三〇％の損失を出していた。その分だけ、俺たちの戦力が削り取られているということだ。幸さいわい、宇宙ミサイルは活きているから、戦闘の継続ができないわけじゃない。それでも、地上の巡航ミサイルが激減することで、戦略の幅はかなり狭せばまってしまう。


    　ミサイルも航空機も、絶え間なく飛んでくる。第七艦隊に壊滅的被害を与えたことはたしかに大きいが、行動範囲が全世界に及ぶアメリカは並みの国家じゃない。戦局を打開するには、重要な地上基地にも攻撃を加える必要があった。


    　パソコンのモニタを見やっていた沙さ織おりが悲痛な声を上げる。


    「空母アーク・ロイヤル、左さ舷げんに被弾！　あぁ、もう保もたないわ」


    　大量のクラブＫコンテナを満載している艦だ。俺たちが猿島へやってくるとき数日暮らした艦でもある。元イギリス海軍のインヴィンシブル級航空母艦。廃はい棄き処分にされる前、ジリヤが引っ張ってきた軽空母である。すでに何発か爆撃を喰らっていたが、なんとか保ってくれていた艦だった。


    「アーク・ロイヤルに積載しているクラブ巡じゆん航こうミサイル、全弾発射用意」


    　すかさず莉り音おんが指示を出した。


    　一撃で紙のように粉ふん砕さいされる一般艦かん船せんと違い、旧軍艦なら沈むまでに多少の時間はある。むしろハイテク装備の護衛艦よりも、古い時代の軍艦の方が遥はるかに装甲は厚いため、ギリギリまで耐えてくれるのだ。


    　沙さ織おりが莉音に顔を上げる。


    「どこへ撃つ？」


    「……ちょっと待って」


    　そう莉音が言うと、すっと恒こう太たが口をはさむ。


    「嘉か手で納なだ」


    「目標、嘉手納航空基地。セット完了」


    　沙織は、素早く指示された通り発射準備を整えた。


    　恒太が叫ぶ。


    「撃てッ！」


    　傾きが激しさを増したアーク・ロイヤルから、ミサイルがナナメ上空に舞い上がる。しばらくヨロヨロと滑かつ空くうしていたミサイルは、中空で体勢を立て直し、力強く沖縄へと向かっていった。
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    　戦況は膠こう着ちやくしつつあった。


    　アメリカが最初に加えてきたミサイルと爆撃機による一いつ斉せい攻撃は、だいぶ落ち着いてきていた。爆撃機による攻撃は断続的に続いているが、明らかに数が減っていた。それに加えて、ミサイルがタイミングを合わせて大量に突っ込んでくることはなくなってくれたのだ。アメリカの主要艦隊に大きな損害が出ているため、戦線を立て直さなくてはならないのだろう。


    　俺たちの方も、第一陣のミサイルを撃ち尽くし、第二陣は少量を放っただけだ。大革命部帝国も過半を超える軍備を破壊され、かなり苦しい状況にある。一進一退の攻防だ。


    　モニタを注視する皆を眺め回し、俺は言う。


    「まずいぞ。このままでは俺たちの海上や地上基地が一いつ掃そうされるのは時間の問題だ」


    「こうした叩たたき合いを読んで、アテスミサイルを多数残してある。一発で、巡航ミサイルの数十倍の攻撃力がある。心配ない」


    　恒太には自信があるようだった。


    「しかし、もともとアテスミサイルは多くない。巡航ミサイルがなくなれば、多方面での作戦を乗り切る力はなくなるぞ。残りの全力を振り絞って、一気に決着をつけないか？」


    「アテスミサイルまですべて撃ち尽くすのも考えものだ。死力を振り絞った一いつ斉せい攻撃で撃ち漏もらしが出てくれば、勝てる見込みは潰ついえてしまう。偉大なる軍司令官は、虎とらの子この予備部隊をギリギリまで手元に置いておくものなのだ」


    「戦力の喪そう失しつを待てって言うのか？　このままじゃ消しよう耗もうする一方で、恒こう太たの言う虎の子の予備部隊もなくなってしまうんだぞ」


    「外交的勝利がすべてだ。時間の経過と、双方の戦力の消耗が、いずれ交こう渉しようのキッカケを与えてくれる」


    「その外交的勝利を得るためには、アメリカ軍の攻撃能力をできるだけ奪う必要があるだろう。クラブＫを積んだ艦船が一いつ掃そうされる前に、クラブ巡じゆん航こうミサイルはすべて撃ち放ち、それに合わせて最大の戦果を挙あげるため、アテスミサイルの大半を動員して総攻撃を加えるべきだ」


    「逸はやる気持ちはわかる。だがこちらが辛つらいときは、敵もまた一緒。クラブＫの艦船など囮おとりのようなもので、いくら破壊されても焦あせる必要はない。ここは耐えるべきときだろう。エースは最後まで温存しておけ」


    「今エースを活用せずして、いつ使うんだ。一進一退の攻防にある今こそ、切り札で一斉攻撃を加えるベストなタイミングだろう」


    　俺と恒太の意見は鋭く対立した。


    　だが、お互い言葉を荒らげているわけでもないし、喧けん嘩かしているわけでもない。俺にも恒太にも、お互いの我がを通そうと張り合うつもりは毛頭なかった。もとより俺たちの仲で、自尊心がどうのというのはバカげてる。今もっとも良いと思われる方針を見い出せれば、それでいいのだ。ここにいるメンバーも皆、そのことはわかってる。


    　沙さ織おりも意見を言う。


    「私も、総攻撃をかけるタイミングだと思うわ。このままじゃたぶん……アメリカ軍の損そん耗もうよりも、私たちの方が早く戦力を消耗してしまうと思う。叩たたき合いを続けれ続けるほど、私たちに勝つ見込みはなくなっていくんじゃないかしら。転機を作らないと……」


    「ふむ。柚ゆずはどう思うのだ？」


    　恒太はうなずき、柚さんへと水を向けた。


    「私、あの……あんまりわかりません……ごめんなさいって思います……」


    　柚さんは心底から申し訳なさそうだった。


    　俺は莉り音おんを向く。


    「莉音、どうする？」


    「そうね……」


    　悩ましげな莉音に、恒太が言う。


    「玉虫色の決着だけはやめておけ。アテスミサイルまで総動員した最後の一斉攻撃を敢かん行こうするか、それとも消耗戦を通して外交的な突破口を見いだすのか……ふたつにひとつだ。莉り音おんがいずれの決断をしようとも、俺たちは全力で従おう。もちろん、その決断は過去に俺が授けたものだがな」


    「どちらの意見にも一理あると思う。あとは決断するだけだ」


    「そうね。最大の決断は、やっぱり莉音に決めてほしいわ」


    「莉音部長になら、どんなことだって従おうって思います」


    　俺たちの一致した意見を聞き届けた莉音は、ゆっくりとまぶたを閉じた。


    　爆撃音が続いている。だが俺たちの周囲だけは世界から切り離されたように静まり、莉音の決断を待っている。


    　目を開けた莉音は引き締まった表情で、俺たちを眺め回した。


    「懸かけてみましょう、全力の軍事行動に。『地球の夜明け作戦』の最後に相応ふさわしい一大攻勢に、私たちのすべてを託たくす」


    「よかろう。それもまた一興だ」


    　最初に恒こう太たがそう応じた。


    　もっとも大事なことを俺が確認する。


    「核も、使うか？」


    「妥だ協きようなし。持てるすべての力を使い、最後の一いつ斉せい攻撃を仕掛けましょう」


    　莉音は深くうなずいた。


    　前の二発のように無人地帯に威い嚇かくのために撃つのではなく、敵の軍施設に対して容よう赦しやなく撃ち込むという重大な決断である。


    「全力攻撃で敵に絶望感を与えつつ、同時に硬軟織り交ぜた外交的アプローチも開始しましょう。国土を焦しよう土どにしてまで、私たちとの戦闘を継続することはしないはずよ」


    「どういう外交を想定してる？」


    「軍事行動に入ってすぐ、まずは恒太にスピーチしてもらう。アメリカの主要都市に、これから核を落とすってね。今までのようにブラフじゃなく、本気でよ。同時に、大おお原はら総理にホットラインを繫つないで、アメリカにアプローチしてもらいましょう。『革命部との秘密交こう渉しように乗る意志はあるか』と」


    「なるほど。俺たちとの秘密交渉に同意すれば核攻撃は取りやめるし、同意しなければ攻撃を継続するまでだ」


    　俺の言葉に、恒太も続く。


    「力押しの交渉というわけだ。また俺の活躍が光らざるを得ないというわけか……」


    「いずれ必ず、同意せざるを得なくなるはずよ。……本当は、核を攻撃に使用しないまま世界革命が終わるのがベストだったんだけど……そう易やす々やすと大目標には到達させてくれないってことね」


    「そうと決まれば準備を急ごう。こうしている間にも、米軍の攻撃が続いている。一秒でも早い方がいい」


    「私と沙さ織おりと柚ゆずちゃんは、敵攻撃拠きよ点てんの選定、残存ミサイルの確認、ミサイルのセットを担当しましょう。恒こう太たのスピーチに合わせて発射よ」


    「わかった」


    「わかりました」


    　沙織と柚さんは真剣な表情でうなずいた。


    「巳み継つぐは、大おお原はら総理とホットラインを繫つないで、用件を伝えて。私たちとアメリカ政府の間で、用件を伝言してもらうだけでいいの。積極的に仲を取り持ってもらう必要なんかない。総理という立場で伝言役に徹してもらえれば、それ以上のことは不要だから」


    「簡単だな。すぐにコンタクトするよ」


    　俺は同意した。


    「用件自体は単純だけど、大原総理は私たちに怒いかり心しん頭とうだからね。まともに話を聞いてもらうことが、案外難しいかもしれないわよ」


    「大丈夫さ。任せてくれ」


    「恒太はスピーチの用意ね。ミサイルのセットが完了したら、すぐにでも始めてもらうから。どんな風に世間を煽あおるか、考えておいて」


    　飄ひよう々ひようとした様子の恒太は、サラリと髪をかきあげる。


    「フッ、台本はできている。あらゆる状況をシミュレートしている俺は、常に一〇〇〇万通りのシナリオを想定して動いているのだ。天才だけに許される計算され尽くしたスピーチで、愚ぐ民みんどもに天てん誅ちゆうを喰らわせてやろう」


    「じゃあみんな。最後の最後、世界の未来を賭かけた、乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負──。心してやりましょう！」


    　そう言う莉り音おんの表情はスッキリしたものだった。


    「このメンバーで地球をひっくり返してやろうぜ。根こそぎ覆くつがえして、俺たちの手で新しい世界を創るんだ」


    「いよいよ来るところまで来たのね。もうすぐ決着……」


    「はい！　わかりましたぁ！　決勝戦も延長線に入って、サドンデスの熱戦ですね！」


    「最終決戦だよ諸君。今こそ『人類の敵』春かす日が恒太が、漲みなぎるエネルギーを開放するべきときが来た。地球の愚民ども、俺がパワーを搾さく取しゆしてやる！　世界皇帝だけが発動できる究極奥おう義ぎ──皇帝粒子砲で、全世界を闇黒の炎で燃やし尽くしてくれるわ！」


    　俺たちはそれぞれの言葉で、即座に莉音に同意した。
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    　衛星回線を繫つなぎ、大おお原はら総理を呼び出した。


    　まずは携帯に電話をかけ、テレビ会議システムを立ち上げるよう促したのである。降こう伏ふく文章の調印の際、俺たち独自のテレビ会議システムが入った端末を総理に手渡してあった。


    　コンタクトしてから三分ほどして、総理がアクセスしてきた。画面に現れた総理の顔は、怒りに満ちていた。


    　俺はすかさず挨あい拶さつする。


    「どうも。革命部、羽は月づき巳み継つぐです」


    「……」


    　眉をひそめ、総理は苛いら立だたしげなままだった。


    「音、鳴りませんか？」


    「聞こえてる！　用件はなんだ!?」


    　出し抜けに総理は大声を出した。いきなり喧けん嘩か腰ごしだ。当然だろう。


    「お願いがあります」


    「ふん。丁てい重ちようにお断り申し上げたいところだがな。おまえらとの付き合いまで含めてな！」


    「まぁそう言わず、聞いてください」


    　俺は立場を押しつけるのではなく、あえて謙けん虚きよに総理に訴うつたえた。総理の心情はよく理解できるし、わざわざ火に油を注いでも仕方がない。


    「……」


    　総理は無言だったが、息いき遣づかいから、ひしひしと怒りが伝わってくる。


    　しばし待ったが、ちっとも総理が応じる気配がない。構わず俺は用件を切り出していく。


    「簡単です。ホワイトハウスに、秘密交こう渉しようを持つ用意があるかどうかを打診してもらうだけです」


    「……」


    「……総理？　もう一度、言いましょうか？　ホワイトハウスに、秘密交渉を──」


    「聞こえてると言ってるだろうが！　アメリカがおまえらとの交渉のテーブルなんぞにつくかよ」


    　総理は吐き捨てた。


    「判断するのは総理ではありません。アメリカ政府です。それにアメリカは、日本などと比べものにならないくらい謀ぼう略りやくに関して懐ふところが深いので、この交渉ごとに乗る可能性があるのではないかと考えています。ぼくらへの利用価値を見いだすかもしれません」


    「どうだかな！」


    「総理……大人げないですよ。伝言役をしてもらうだけですから、積極的に後押ししてもらう必要はないんです。子供でもできる仕事ですよ。簡単じゃないですか」


    　俺がため息交じりに言うと、溜ために溜め込んでいた総理の憤いきどおりが、ついに頂点に達したようだった。


    「テロリストどもがぬけぬけと！　おまえらが……おまえらのせいで……！　誇りある我が国が、たかだかテロリスト風ふ情ぜいに降こう伏ふくしなくてはならなかった恥ち辱じよくは、おまえらごときには死んでもわかるまい……！」


    「ぼくらはテロリストじゃありません。正当な国家です」


    「いずれ必ず、貴様らを追い込んでやるぞ……覚悟しておけ……！　この裏切り者が……！」


    　総理は怒りに打ち震ふるえた。


    「総理がどうお考えになっているのかわかりませんが……ぼくらは総理を裏切ったことなどありません。資金援助をしたことならありますが」


    「減らず口を！」


    　総理の憤りに、俺まで便乗していたら肝心の交こう渉しようが進まない。


    　俺は冷静に、切々と訴うつたえていく。


    「いいですか、ぼくらはただ一方的に総理に資金を援助した。それだけの関係です。総理と同志だったこともないし、同じ目的を掲かかげていたわけでもない。お互いに、理想の国家像を深く語り合ったこともない。総理は我われ々われを資金面で利用していたし、我々はお金が余って使いどころがないタイミングだったから、なんとなく総理に資金を手当てして差し上げてもいい気分だった──それが事実です。総理自身がよくわかっているはずじゃないですか？」


    「……俺は絶対に許さんぞ。何があってもだ」


    「そこまで仰おつしやるなら、ぼくらが総理に莫ばく大だいな資金を流していたことを、ご自分で公おおやけにされたらいかがです？」


    「くっ……」


    　総理は唇をかんだ。拳こぶしを握りしめて続ける。


    「俺とて資金を引き出すにあたって、おまえらの身許や経歴は調べたつもりだ。金には色がついている。当然のことだ。だがおまえらは、どこからどう見ても、なに不自由なく暮らしてきた普通の日本人だった。どうしてこんな酷ひどい仕打ちをする!?　それでもおまえらは日本人なのか……!?」


    　総理は攻撃パターンを変えてきた。


    　俺は肩をすくめる。


    「普通の日本人って何でしょうね？」


    「今回のおまえらの残ざん虐ぎやくなテロのせいで、日本の軍事的損失は五〇兆円を優に超えるのだぞ!?　アメリカに次ぐ経済大国になって以来……これだけの軍事力を形成するまでに、営々と四〇年かけてきた！　浅はかな世論から批判を浴び続けながら、必死で政府は世間の歓心を買い続けた果ての四〇年だぞ!?　それを……おまえらはたった一日で……！」


    「ぼくらは一〇〇〇兆円に相当する現物資産を、日本銀行に出資すると申し上げているじゃないですか。そんなに軍備が欲しければ、そこから一〇〇兆円くらい軍備再編に割さいて差し上げますよ。金銭的被害をことさら強調されるのは、お門かど違ちがいというものです」


    「簡単に割り切れることじゃない！　今回のことで日本人が抱いた絶望感を、少しは感じてみたらどうなんだ!?」


    　この議論を繰り返しても、前に進みそうになかった。できることなら強硬に言い聞かすようなことはしたくなかったが、やむを得ない。


    　俺は意図してうんざりした様子を作り、切り出していく。


    「総理……お立場がわかっていないようですね。ぼくもこんな言い回しをしないよう努力したつもりだったんですが……敗戦国の首脳と、長々と議論するつもりはないんですよ。……わかって頂いただけますよね？」


    　俺は「敗戦国」という言葉を、可能な限り強調した。


    「……」


    　総理は顔を歪ゆがめた。怒り、憎しみ、悲しみ、絶望──あらゆるものが渦うず巻まいているに違いない。気持ちは理解できるだけに、これ以上は俺も強く言いたくはなかった。


    「……」


    　未いまだ総理は口を開かず、目は充血し、悲憤で泣き出しそうな表情だった。


    「アメリカに、『大革命部帝国』からコンタクトがあったと、事実の通り伝えてもらうだけです。お願いできますか？」


    「……」


    「……」


    「……打診があったと伝えるだけだ。それ以上のことは言わん」


    　身を打ち震ふるわせながら、総理は小さく口にした。


    「それでＯＫです。アメリカなら十分に意を汲くむはずですから。あとは、向こうさんの判断です」


    　伝えるべきことは伝えたので、俺は回線を切ろうとする。


    「では、用件は終わりです。お手数おかけしますが、よろしくお願いします」


    「海かい胴どう先生は……墓場で泣いているだろうな」


    　最後に、総理は捨てゼリフを吐いた。


    　ふと俺は回線を切ろうとした手を止め、静かに総理を見み据すえる。


    「総理より、ぼくらの方が、海胴総そう次じ郎ろうという男のことを、よくわかっていると思います」


    　そう断言してから、俺は回線を切った。
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    「ミサイルはセット完了。目的は、アメリカ海空軍の攻撃能力に、致命的な打撃を与えることにある。アメリカの主要な海空軍基地を目標に、残りの巡じゆん航こうミサイルと、通常弾頭搭とう載さいのアテスミサイルのすべてを発射」


    　俺たちを前にして莉り音おんは宣言し、続ける。


    「最後に私たちの手元に残すのは、核弾頭を搭載したアテスミサイル七基。だけど、通常攻撃で打撃を与え損そこなった基地に対し、状況により……核攻撃もありえる。最終的に核ミサイルが一基さえ残れば、外交交こう渉しようのためのカードにはなるから……あと六基までは活用できるということよ」


    　それは紛まぎれもなく、六回の核攻撃を想定内に置いておくという意味だった。前回までの二回の核攻撃は、無人の場所にミサイルを投下しただけだ。しかし今度の作戦の想定は大規模な基地に対するものであり、一帯に壊滅的な打撃を与えることになる。ここまで来た以上、俺たちに是非はない。


    　俺も自分の成果を報告する。


    「大おお原はら総理にも話を通したから、政治交こう渉しように繫つなげるためのチャンネルは確保完了だ。総理はずいぶん俺たちに怒いかり心しん頭とうで……まぁ心情を思えば当たり前なんだけどさ、結局、アメリカに俺たちとの接触を伝えてもらえることになった。もしアメリカに俺たちと政治決着を図る意志が少しでもあるなら、大原総理を通してコンタクトしてくるだろう」


    「仕込みも完了ね。アメリカとの政治決着にさえ持ち込めれば、この戦争も実質的に終結するわ。核を見せつけても躊ちゆう躇ちよしなかったアメリカにはずいぶん苦戦したけど……なんとか私たちは、あと一歩までやってこれた……」


    　恒こう太たが得意げに口をはさんでくる。


    「幼少のころから俺が立案していた『地球の夜明け作戦』──最後の総仕上げだよ。そして俺には、勝利のシナリオまで見えている。我が帝国は、アメリカなどという不届きな大国を消し去ることになるだろう。大革命部帝国が地球最強の覇は権けん国家として世界秩ちつ序じよを構築することで、人類は春かす日が恒太の名の下もとに新時代を迎えることになるのだ」


    「たった今、莉音が『政治決着に持ち込めれば』って言ったこと、聞こえてなかったの？」


    　眉をひそめて沙さ織おりが指摘した。


    「政治決着という名の、アメリカの全面降こう伏ふくだよ。帝国の軍事的脅きよう威いを恐れる人類は、俺に降伏したくてたまらないのだ」


    「実はギガスってさ……自分が望むように周りを動かす力じゃなくて、自分に都合よく物事を解釈する力なんだろうな」


    　ふと俺は、思ったことをそのまま口にした。


    「そういえばあんた、私たちが懸けん命めいに仕事してる間にも、ずーっと椅い子すに偉そうに座ってるだけだったわよね？　少しは手伝ってあげようって気持ちはないの？」


    　沙さ織おりの言う通り、莉り音おんら三人が残存ミサイルの状況を把は握あくして目標にセットしたり、俺が総理と交こう渉しようしたりしている間も、恒こう太たは椅い子すに尊大に腰かけてほくそ笑んでいるだけだったのだ。アメリカの攻撃は一段落ついていると言っても、もう少し積極的に何かに取り組む姿勢を見せてくれてもいいような気がするが……。


    　まぁ恒太なら毎度のことなのだが、世界各国からの軍事的脅きよう威いに晒さらされながら、一分一秒を争う作業の間にも、こうまで平静を保たもてる恒太はある意味ですごい。すごすぎる。


    「おやおや、何を言っているのだ沙織は？　この俺は、人類が初めて歴史に産み出した輝かしき世界皇帝なのだぞ。側そつ近きんどもの仕事を手伝ってやるのは、俺の気が向いたときだけだ。俺は気ままな世界皇帝として知られているのだよ」


    「ぜんっぜん知られてないから。……はぁ……もういいわ……。あんたには何を言っても無駄だからね……。でも、こっちが一生懸けん命めいになってるすぐ傍そばで、ニヤニヤしながら胸張って椅子に座ってる恒太が目に入ると、さすがにちょっと苛いらついて仕方ないんだけどね……」


    「恒太くんは気ままで気さくな世界皇帝さんなんですよ。本当は神さまみたいな存在なのに、私たちとも会話してくれるんです」


    　柚ゆずさんはいろいろと誤解しているような気がした。


    　莉音は微笑ほほえむ。


    「まぁ恒太は、全世界を相手にしたスピーチっていう大舞台があるからね。私たちの顔として、どっしり構えてもらっていてもいいんじゃない？」


    「ほう、莉音はよくわかってるじゃないか。この俺こそが、革命部の真の根幹──つまり、世界の中心なのだよ。俺は遠大すぎる役割を全まつとうしている。何をやっても光り輝いてしまうのだ」


    「世界の爆心地の間違いでしょ……」


    　沙織はため息をついた。


    「さて、この俺が命じた任務を諸君ら黒くろ子こがこなした以上、いよいよ次は主役の登場というわけだ。スーパースターの偉大なる仕事ぶりを、とくとその目で拝おがむがいい」


    　そう言って恒太はヒザに手をつき、いかにも大おお御ご所しよといった風に椅子から重い腰を上げた。世界最大の真打ちが、ついに登場である。


    



    　　　　　◇


    



    「地球の新しい秩ちつ序じよを打ち立てる革命家にして世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　沈着なスピーチの出だしは、すっかり恒太に馴な染じんできたようだ。


    「平和をこよなく愛する我が帝国に対し、執しつ拗ように攻撃を加えてくるアメリカは言ごん語ご道どう断だんにして邪じや悪あく……許しがたき非道な行為だ。帝国はやむを得ず、降りかかる火の粉を全力で振り払わなくてはならない」


    　その毅き然ぜんとした態度や言動は、世界第一人者として相応ふさわしいと言わざるを得ない。そんなことを恒こう太たの前で言えば、どこまでも調子に乗るだけなので決して口外することはないけれど。もっとも恒太は、メディアに登場する他には、何一つまともに仕事をやったことがないのだが……。


    「公明正大な行おこないに定評のあるこの俺は、強大な戦力で最終決戦に打って出る前に、こうして最後通つう牒ちようを突きつけることにした。我われ々われは、革命民族としての尊厳と、自主独立を勝ち取るため、これより総攻撃を敢かん行こうする」


    　恒太はカメラを指差し語ってゆく。


    「断言しておく。帝国は核攻撃も辞さない。地球を一〇〇万回破壊し尽くせる量の宇宙核兵器によって、帝国に襲い来る敵を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしてくれよう。決然たる意志を以もつて、帝国の自由と独立を勝ち取るまで我々は戦う！」


    　語調は激しさを増してきた。


    「我が帝国には、新しい世界を構築するために起たち上がる使命がある。そのためにこそ帝国は興おこったのだ。だが、帝国が推おし進めようとする世界革命を快こころよく思わない保守層がいることは百も承知。人類の希望の星である帝国を消し去ろうと、最大限の力で攻撃を仕掛けてくることもわかっていた。だがしかし、この俺は必ずや勝利を収めることだろう。なぜなら帝国には、限りない大義があるからだ」


    『限りない大義』なんて高二病っぽく聞こえるが、おそらくカーチス大統領が掲かかげる『無限大の正義』に対抗したものだろう。


    　とうとうと恒太は演説を続けていたが、ふと、モニタから顔を上げた柚ゆずさんがポツリと口にする。


    「何か……来たって思います」


    　沙さ織おりが訊きく。


    「何かって、何？」


    「恒太くんの演説が始まってすぐ、アメリカさんが何かを宇宙にいっぱい撃ったんです。たぶん、ロケットさんかミサイルさんです」


    「いっぱいって……ＩＣＢＭ？　……ま、まさか猿さる島しまに向けて？　三五〇〇万人を抱かかえる日本首都圏を巻き込むつもりか……？」


    　いささか焦あせって俺は言った。絶対にないと確信していた事態だが……俺たちにも想定しえない政治的思おも惑わくが働いたのだろうか。


    「それはないわね。恒太を大量殺人鬼と呼んで激しく非難してるアメリカが、核攻撃で第三国を巻き込むことはありえない。ましてや日本とアメリカは、数日前まで同どう盟めい国よ。アメリカが何より重視するのは『俺たちが正義！』っていう建前だからね」


    　キッパリと莉り音おんは否定し、続ける。


    「それに、私たちの強みは、人口たった五人の国家が、全世界七〇億人と対たい峙じしてるってことよ。核の撃ち合いになったら、それだけで世界側の負け。だから、私たちに核で攻撃を加えてくる可能性はまずないと考えていい」


    「うーん、じゃあ何だろう？」


    　俺はモニタを見やった。たしかに、いかにもＩＣＢＭっぽいものをアメリカが大量に発射したのが見て取れるのだが……。


    「もう大気圏を突破しています。軌き道どうコースを見ると、アテスミサイルに近い高度に到達しようとしているって思うんです」


    　柚ゆずさんの言葉に、莉音が応じる。


    「衛星破壊ミサイルかしらね……？　まぁ数発はアテスミサイルに当たるかもしれないけど……ピンポイントで二〇〇基を超える宇宙兵器を破壊なんて、そんなに簡単な話じゃないわよ。心配するほどでもないでしょう」


    　俺たちは慌あわただしくモニタを確認し、あらゆる事態を想定して話し合いを始めた。その間も、恒こう太たの演説は続く。


    「愚ぐ昧まいなる国々が帝国に宣戦布告してきた蛮ばん行こうは、大いなる慈じ悲ひをもって目を瞑つぶろう。帝国がこの大戦に勝利した後、賠ばい償しよう金きんを請せい求きゆうしたり、過か酷こくな条件を課したりするつもりはない。情け深い俺は、むしろ行き詰まった各国の財政の面倒を見てやり、再建に尽じん力りよくしてやろうというのだよ。なんという崇すう高こうな隣人愛だろうか」


    　俺たちは何物かのモニタを見続けた。


    　すると、俺が考えていたＩＣＢＭではなさそうなことがはっきりしてきた。なぜならソレは、猿さる島しまに向かっているわけではなかったからだ。宇宙いっぱいに展開している。


    　俺は腕を組む。


    「なんだろう、これ……アメリカのミサイルらしきものが、地球にくまなく広がっていくぞ」


    「猿島には飛んで来ないって思います。でも、私たちのミサイルさんを狙ねらっているわけでもないんです」


    　柚さんも不思議そうだった。


    　沙さ織おりが言う。


    「もしかしたら、アメリカ製のアテスミサイルじゃない？　アメリカも技術は持っているんでしょう？」


    「だが、今さらアメリカがアテスミサイルを打ち上げたって、戦局が動くわけじゃない。何か別のもののはずだ」


    　ふいに、莉音が小さく叫ぶ。


    「──あっ!?　も、もしかして……核!?」


    「さっき莉り音おん自身が、核攻撃はないって言ったばかりじゃないか」


    「ううん、ち、違う。革命部への攻撃じゃなくて……宇宙での……。で、でもまさかね……。圧倒的な宇宙資産を持つアメリカが、自分たちのものまで巻き添えを覚悟してるなんてこと……世界各国の衛星だってあるし……」


    　莉音がそう言った瞬間──。


    　突然すべてのテレビの画面が乱れ、プツリと映像が途切れてしまった。点つけていたテレビは一〇台に及ぶ。それらが一いつ斉せいに消えたのである。テレビの電源はついているのに、モニタは真っ暗だ。


    　ほぼ同時、空が眩まぶしく煌きらめいた。雷かみなりのような瞬またたき。蒼あおい空が、白く染まった。


    　世界が一瞬、光に包み込まれたようだった。太陽は変わりなく空にあるが、何か別の、もっと激しいものが光を産み出したのだ。生まれて初めて体験する異様な空の光だった。


    「そ、そんな……」


    　力無く、莉音がつぶやいた。


    「なんだ？　何があった!?」


    「テ、テレビが、みんな消えたわ……」


    「……沙さ織おり、日本の地上波にチャンネルを合わせてみて」


    　莉音が、テレビの傍そばにいた沙織に言った。

  


  [image: ]



  
    「う、うん」


    　沙さ織おりがチャンネルを回すと、普通に画面が映っていた。


    「どうしてかしら……国際放送が全滅してる……」


    「あの……モニタができなくなりました……。何も映らないんです」


    　柚ゆずさんは悲しげに言った。


    「どうして!?」


    「こちらの機器が壊れてるわけじゃないんです。あの……私たちの監視衛星がぜんぶ……なくなっちゃったんです」


    　その答えで、俺は何があったのかを悟った。莉り音おんが言いかけたことは、このことだったのだ。俺は、今にも全身が崩れ落ちそうな感覚に襲われた。


    「か、核攻撃よ……。全宇宙の衛星や兵器に対する……まさかの無差別核攻撃……」


    　そう莉音は言葉を絞り出した。


    「無差別……核攻撃……？」


    　沙織は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


    　アテスミサイルが展開している高度までロケットを飛ばし、アメリカが核爆発を引き起こしたということだ。大気圏を越えるレベルでの核爆発であれば、衝撃波、熱線、放射線などの地上への影響はあまりない。だが現代は、衛星がさまざまなコンピュータと連動し、重要な社会的インフラとなっている。そのインフラを、アメリカが吹き飛ばす選択をしたりするのだろうか。


    　俺は起たち上がって、演説を続けている恒こう太たの傍そばへ近寄った。そしておもむろに、カメラと恒太の間に立ちはだかる。


    「恒太！　スピーチは終わりだ！」


    「な……に……？　華か麗れいなる演説中だぞ!?　急にどうした？」


    　突とつ如じよとしてスピーチに介かい入にゆうした俺に、恒太は目を見開いた。


    「スピーチは、もう二度と流せない。映像が配信されなくなったんだ。衛星もアテスミサイルも、吹き飛んじまった」


    「なん、だと……？」


    「とにかく演説は打ち切りだ。こっちへ来てくれ」


    　恒太を呼び戻し、俺たちは再びテーブルを囲んだ。


    「無差別宇宙攻撃なんてありえるの？　だって宇宙に浮かんでる衛星は、アメリカだけのものじゃないでしょ？　日本やフランスやカナダの衛星だってあるはずよ……」


    　沙織の疑問に、莉音が応じる。


    「きっと私たちの核攻撃宣言を聞いて、アメリカは決断したのよ。世界中を巻き込んででも、私たちの核を潰つぶすのが最優先だと」


    「そういえば大統領が、俺たちの保有する核ミサイルの数を二万基だと激しく誇こ張ちようしていたが……この攻撃の可能性を視野に入れていたためだったのか……。宇宙核攻撃の大義名分を立たせるために……」


    　俺は、カーチス大統領の演説を思い出していた。それにＣＩＡ長官ウィットロックも、革命部の宇宙核ミサイルは五〇〇〇基だと公言している。


    　革命部側の戦力を誇張して恐怖を煽あおるのは、一般市民を戦争に駆り立てるためだと考えていた。もちろんそれもあるだろう。しかし、こうしたシナリオの布ふ石せきでもあったのだ。


    　すぐに事態を把は握あくした恒こう太たが、柚ゆずさんに視線を向ける。


    「柚、被害状況を報告しろ。残っているアテスミサイルは幾いくつだ？」


    「あの……わかりません……。でも、アテスミサイルとひとつも交信できないので、たぶん残ってないって思います……」


    　俺たちはしばし呆ぼう然ぜんとし、言葉を続けることができなかった。アテスミサイルは俺たちの最後の拠より所どころだ。それがひとつ残らず消え去ってしまったのだとしたら、もはや勝機などない。


    　地上波テレビから、キャスターの苦く渋じゆうに満ちた声が聞こえてくる。


    「さて……どうしたものでしょう……。『人類の敵』春かす日が恒太のジェノサイド宣言が行おこなわれている最中……急に映像が途切れてしまったようですが……？　……大変な演説内容です。どうしてもこれは視聴者に送り届けなくてはなりません。復旧の見込みはまだでしょうか？」


    　俺たちは、唯ゆい一いつ点ついているそのチャンネルを空うつろに眺めることしかできなかった。


    　スタジオでは、キャスターに横から紙が差し入れられるのが見えた。サッと紙に視線を落としたキャスターは、俄が然ぜん張り切り出したように見える。


    「緊急のニュースが飛び込んできました！　『人類の敵』の演説の最中、宇宙で、大量の核爆発が確認されました！　世界各国の衛星が壊滅状態に追いやられた模様です。わかっている状況はそれだけです。どういうことでしょう!?　続報は政府の発表待ちでしょうか」


    　そして映像は、裏方のテレビを並べてある場所へ飛んだ。やはり何も映っていない。衛星を使用した国際回線も通じないようだ。衛星を経由したあらゆるものが使用不能になっているらしかった。テレビ局は混乱し、ざわついている様子もありありと伝わってくる。


    　裏方の映像はそのままに、キャスターが解説を加える。


    「……どうやら衛星放送は全滅しているようですね。皆さん、ご注意ください。携帯、インターネット、カーナビ、船せん舶ぱくや航空機などの各種ナビゲーションシステムなどなど、今やありとあらゆるものに通信衛星が活用されています。くれぐれも事故やトラブルを起こさぬよう、慎しん重ちような行動をお願いします。各国の衛星は壊滅状態であり、その被害の大きさは図り知れません」


    　莉り音おんも沙さ織おりも柚さんも、そして恒太まで半ば悄しよう然ぜんとし、ショックを隠せないようだった。


    　俺は冷静に口にする。


    「アテスミサイルが一いつ掃そうされたと言うことは……俺たちの残存戦力は、巡じゆん航こうミサイルしか残っていないということだ。しかも、著いちじるしく戦力が減少している。ここから現実的に、どんな手が打てるかだが……」


    「本当に、残らず核も消し飛んだということ？」


    　信じたくないといった風に沙さ織おりが言った。


    「そうなる。核は兵器というよりも、政治交こう渉しようのための最大の材料だった。恒こう太たがスピーチで、さんざん核を使用すると脅おどしたのも、相手を政治的妥だ協きように引きずり込むための手段にすぎない。その政治カードが消えてしまったということだ。アメリカ側がやたらに俺たちの宇宙核兵器の量を誇こ張ちようしていたのは……こういうシナリオもあると考えてのことだったに違いない……」


    「宇宙兵器なしでアメリカと決戦なんて、もともとできない。この戦争は──」


    　咄とつ嗟さに莉り音おんの言葉をさえぎり、恒太が口にする。


    「まだいける。残っている巡航ミサイルはいつでも発射できる状態だ。手持ちの巡航ミサイルの幾いくつかに、核弾頭を潜ひそませているということにすればいい。まだ政治決着を図れる可能性はゼロじゃない」


    「でも宇宙兵器なら、恒太のブラフが通じたけれど……私たちの巡航ミサイル群は、すぐ目で確認できるし、大半が壊滅しちゃってる。核弾頭を搭とう載さいしてると言い張ったところで、通用するとは思えない」


    　莉音に俺も同意する。


    「それに衛星回線がなければ、効率よくスピーチできる環境が作れない。今後のスピーチは、ネットで動画配信サイトに投稿するのが関の山だぞ。いくら巡航ミサイルで核を撃つと脅したところで、テレビを通したスピーチとは影響力が格段に違いすぎる」


    「恒太のスピーチは、私たちの立場を世界に訴うつたえる貴重な情報伝達の仕組みだった。それを潰つぶされたということは……これからはアメリカが提供する情報が、すべて事実としてひとり歩きしてしまうでしょうね……」


    　そんな莉音の指摘通り、実はもっとも恐るべき事態は、核兵器を潰されたこと以上に、こちらの自由自在な情報伝達が容よう易いではなくなったことかもしれない。ネット回線などを通して一定範囲で情報を配信することはできるけれども、今までのようにこちらが意図したものを、リアルタイムで一度に全世界へと行き渡らせるのが困難になってしまったのだ。


    　これからは最寄りのテレビ局に繫つなぎ、そこからさらに他局に繫ぐなど何段階か経由させないとならない。その間に、どうしても他人の意志が介かい在ざいしてしまう。せっかく日本との戦後処理で、ごく一部だが「思っていたほど過か酷こくなものではない」という評価が芽生えていたのに、それを丸ごと潰されてしまいかねない事態だ。


    「で、でも、本当にアメリカが、各国の衛星群を壊滅させるなんて……そんなことが許されるのかしら……？」


    　沙さ織おりが食い下がった。


    　莉り音おんが応じる。


    「世界が核の炎で包まれるかもしれないという極限の状況だったから……それを阻そ止しするためと言い張れば、名分は立つでしょう。アメリカに異議を唱となえられる国なんてないからね」


    　それから俺たちは次にどんな方策を打つべきか考えあぐね、口数は少なくなっていった。


    　しばらく不毛な議論を重ねていると、テレビで動きがあったようだ。キャスターが興奮して語っている。


    「世界中の衛星の壊滅という緊急事態に対し、アメリカ大統領が記者会見を開くということです。我われ々われはケーブル回線を通じて記者会見の映像をお届けします」


    　映像は、ホワイトハウスの記者会見場に切り替わった。もちろん俺たちも、テレビに注目する。


    　すでにカーチス大統領が登場していて、周りには他の大臣たちや軍人らが勢揃いしていた。いかにも有事の真っ直ただ中なかといった様相だ。


    「全世界の皆さん、私の映像が届いていますか？　この映像を送り届けられる幸運に、今は胸をなで下ろしている」


    　記者会見は、大統領の呼び掛けから始まった。


    「この映像をライブで中継できない国も、きっと録画放送が届けられるだろう。私たち人類は、この困難に必ずや打ち勝てると確信している。我々は、『人類の敵』の卑ひ劣れつな妨ぼう害がいになど決して屈しない」


    　──妨害？　どういうことだ？　各国の衛星を破壊したのはアメリカじゃないのか？


    　俺は訝いぶかしんだ。


    「すでにご存じの方も多いと思う。『人類の敵』春かす日が恒こう太たの手によって、ほぼすべての衛星が無む慈じ悲ひに破壊されたことを。サディスティックな『人類の敵』は、世界の混乱、世界の破壊を見て楽しんでいるのだ」


    　──!?


    　一瞬、聞き間違えかと思った。


    「およそ一時間前、『人類の敵』は、自みずからが所有する衛星兵器を活用し、宇宙核爆発を引き起こしたことが確認された。これにより、アメリカを始め、各国が所有していた宇宙設備が壊滅的な被害を被こうむることになった。もしも宇宙に活動できる衛星が残っているとしたら、それは奇跡だろう」


    　事態が呑のみ込めてきた。アメリカは、宇宙資産の壊滅を、すべて恒太のせいにしようとしているのだ。


    「『人類の敵』は、ジェノサイドだけでは飽あきたらず、文明そのものを道連れにするつもりなのだ。『人類の敵』の目的はただひとつ──地球文明の終しゆう焉えんにある」


    　いかにもそれが重大な発見であるかのように、大統領は意味深に言った。


    「国防総省は、このような事態に陥おちいる可能性をオプションのひとつとして検討していた。……つまり『人類の敵』が、自みずからが抱かかえ込む二万基の核兵器を乱発し、地球のすべてを巻き込んで恐るべき自爆攻撃を敢かん行こうするという可能性だ。『人類の敵』は核兵器使用宣言と同時に、核弾頭を搭とう載さいしたミサイルを機動させ、地球のあらゆる国へ狙ねらいを定めていた」


    　大統領の語り口はひたむきだった。熱心に、真しん摯しに語り続けてゆく。


    「『人類の敵』の狙いを察知したアメリカ宇宙軍は、なんとか宇宙で敵の核弾頭を破壊しようと、少なくない衛星破壊ミサイルを発射した。祈るような想いを込めてだ。すべてに命中させるのは難しいかもしれない。しかし我われ々われは、この困難なミッションを遂すい行こうしなくてはならなかった。人類文明を次世代に遺のこしていくために」


    　そして大統領はいったん言葉を句切り、ゆっくりと会場を眺め回した。瞳は、うっすらと涙でにじんでいるように見えた。


    「我々は……賭かけに勝った。『人類の敵』が地球に落とそうとした大量の核兵器を、水みず際ぎわで阻そ止しすることに成功したのだ」


    　な、なんという感動的なストーリーだろう。強大極まる敵に対し、知恵と勇気を振り絞って踏み留とどまり、ギリギリのところで逆転して打ち勝つハリウッド方式というヤツだろうか。映画化は確実かと思われた。


    「しかし、アメリカが誇る最新鋭の衛星破壊ミサイルによって、宇宙ミサイルが次々と機能を失ってゆくのを目まの当たりにした『人類の敵』は、代わりに広く宇宙で核を誘爆させた。宇宙設備に壊滅的なダメージを与えることで、文明に致命的なダメージを負おわせようとしたのだ」


    　シナリオがはっきりしてきた。


    　革命部が二万基の核兵器を宇宙に保有していて、それをアメリカの最新兵器が次々と見事に撃ち落とし、アメリカの有能さを目の当たりにした恒こう太たが慌あわてて地球に被害を与える術すべを模索した挙あげ句く、人類の宇宙資産を巻き添えにしたというストーリーだった。


    「事実、現代文明は今、『人類の敵』が宇宙で大量の核を爆発させたことで、重大な岐路に立たされている。『人類の敵』が放った一撃は、社会インフラ網もうに深刻な影響を与えており、ただでさえ危機にある世界経済は、さらなる打撃を被こうむりそうな状況だ。そしてアメリカ軍自身、軍事衛星とは切っても切れない関係にある。数多くの最先端兵器が衛星と密接にリンクし、今やその機能のほとんどを停止状態に追いやられた。そのため軍事行動にも、大幅な制約をかけられることになっている。まさに『人類の敵』が望んだ社会的混乱が出現したと言えるだろう」


    　大統領は毅き然ぜんとした態度で続ける。


    「しかし人類の皆さん、どうか絶望に駆られないでほしい。アメリカは今、決死の思いで軍の再編制に取り組んでいる。軍全体の情報通信網を整備し直し、再稼か働どうさせるのは、たしかにとてつもない難題だ。けれども我々は前進する。世界の人々を『人類の敵』の凶きよう刃じんから救い出すために」


    　この演説は人々の心を打ち、聴き入るアメリカ人たちは団結を強くするに違いない。


    　これがアメリカの強さだ。困難に追いやられれば追いやられるほど、アメリカ人は果か敢かんに立ち向かっていく。なぜなら、その演出技法やマーケティング能力が、常に素晴らしいからだ。市民ひとりひとりがヒロイックに行動できるシナリオを構想できる能力が、アメリカの為い政せい者しやたちには備わっている。


    「だから皆さんも諦あきらめないでほしい。今こそ立ち上がり、一緒に戦ってほしい。兵士たちと共に祈り、共に戦ってほしい。ひとりひとりの自由と正義への情熱が、猿さる島しまへ向けて前進を続ける兵士たちの想いに共鳴し、大きな力になってくれるだろう。人類が想いをひとつにまとめれば、いかなる困難をも覆くつがえすことができる。そのときこそ我われ々われは、地球をこの手に取り戻すことができるはずだ」


    　大統領は瞳を潤うるませ、熱心に、切々と語りかけていた。


    「タフで恐るべき『人類の敵』が支配する猿島を取り戻し、世界に再び自由の旗を打ち立てよう。『人類の敵』をこれ以上、野放しにしてはならない。世界市民が団結して叡えい知ちを出し合えば、『人類の敵』を打ち倒し、必ずや復興を遂とげることができるはずだ」


    　感極まったのだろう、会見場に集つどう記者たちから、自然な拍手のさざ波が巻き起こった。


    　大統領は片手を上げて拍手を制止し、決然と先を続けていく。


    「明朝、アメリカは猿島へ総攻撃を行おこなう予定だ。『人類の敵』が仕掛けた恐るべき罠わなが待っているだろう。手ぐすね引いて、我が軍の兵士たちをなぶり殺そうと待ち構えているだろう。大量のミサイルが我々を殺しに来る。毒ガスがばら撒かれるかもしれない。間違いなく我々は危機の渦か中ちゆうにある。それでもなお人間には、尊厳を守るため戦わなくてはならない瞬間がある──それが今だ」


    　なんてドラマティックな攻撃計画なのだろうか。倒されても倒されても、人類の誇りを守るために命を懸かけ、果敢に前進を続けると言う。誰もが、人間とはかくも美しい存在なのかと思うだろう。


    　ともかく、大統領は攻撃予定を明示した。一進一退の戦況に陥おちいっていた以上、通常なら攻撃計画を敵に知られるような可能性を排除しなくてはならないはずだ。つまりアメリカは、俺たちの宇宙戦力を一いつ掃そうし、有効な戦力がもう残っていないことを知っているに違いない。だからこそ、計画を断言してみせた。


    「猿島を、人類の手に取り戻そう。猿島を、人々の自由と尊厳の象徴にしよう。猿島を取り戻すことから、人類の復興は始まるのだ。世界市民の皆さん、どうか手を貸してほしい。世界市民の皆さん、どうか共に祈ってほしい。明朝に敢行する壮大で困難な作戦計画が成功するように、そして再び世界に平和な日々が訪れるように」


    　今回の大統領には激しさはなく、すぐ傍そばにいる友に親しく語りかけるような優れた演説だった。


    「最後に付け加えさせてほしい。憎ぞう悪おに満ちた『人類の敵』に、力を振り絞って、私はあえて感謝を示したい。なぜなら、『人類の敵』が出現したことで、人類は共に戦う勇気を勝ち取ることができたからだ。団結して恐怖に立ち向かうことで、人類は本当の力を発揮することができたからだ。私たちが共に手を取り合えば、再び光ある世界を取り戻せる。私たちが共に手を取り合えば、今以上に栄はえある未来が開かれていくはずだ」


    　大統領は勇いさましく胸を張る。


    「世界市民の皆さん。共に戦おう。そして共に苦難に打ち勝ち、誉ほまれある世界を創り上げていこう。世界恐きよう慌こうや大戦や『人類の敵』など、私たちの堅い団結の前では敵ではないのだ。さあ、今こそ前に進もう。さあ、勇気をもって一歩を踏み出そう。その一歩が、人類の新しい明日を築き上げてくれるはずだ。戦おう、今こそ全世界が心をひとつにするべき時なのだ」


    　その演説が終わった瞬間、観衆は総立ちとなり、盛大な拍手が巻き起こった。


    　会場にいる者は涙に包まれていた。


    　自分たちが仕掛けた無差別核攻撃を、こんなに華か麗れいな「善ＶＳ悪」のシナリオに転化させてしまえることが驚きだ……。ここまでやられれば、完全にお手上げ状態である……。


    　もはや挽ばん回かいする術すべが俺たちにはなさそうだった。抵抗することもできず、ただ静かに自分が死に行くのを見守っているような気持ち──。


    　俺たちはただテレビに釘くぎ付づけになり、カメラの前で憚はばかることなく大粒の涙を流し続ける人々の様子を、黙って見続けることしかできなかった。


    　しばらくの間、誰も口を開かなかった。


    



    　　　　　◇


    



    　大統領の演説から二〇分ほどして、同じ記者会見室では、大臣や軍人と、記者とのやり取りが行おこなわれていた。大統領はすでに退席している。あとは各担当者に任せるということだろう。テレビはその質疑応答を映し出している。壮麗な大統領の演説のあと、記者も大臣らも視聴者たちも、まだ余よ韻いんを引きずりながらの質疑応答だった。


    　その最中──突然、国防長官が記者会見室に飛び込んできた。血相を変えていて、明らかに何か重大なことが起こったとでも言わんばかりだった。


    　記者たちも、その国防長官の様子に目を丸くして注目している。


    　国防長官は壇上まで進み出て、マイクを取り上げた。


    「質疑応答の最中、割り込んでしまって申し訳ない。たった今……奇跡が確認された」


    　息を切らせながら国防長官は続ける。


    「『人類の敵』春かす日が恒こう太たの邪じや悪あくなる攻撃から逃のがれることに成功した衛星が、たったひとつだけ発見されたのだ。私自身、この奇跡が信じられない……」


    　記者たちから歓声が湧き起こった。居並ぶ大臣や軍人たちも驚きを隠せないようだった。


    「これがその衛星の写真だ。写真は古いものだが、もちろん今でもその姿は変わらない。ＳＡＣＬ16型──非常に古いタイプの軍事衛星で、ＮＳＡが運用している。驚くべきことに、未いまだ通信機能は活きていたのだ」


    　国防長官は写真を掲かかげた。カメラがアップし、その写真をクリアに映し出す。


    「この衛星は、神が人類に残してくれた唯ゆい一いつの希望と言えるのではないだろうか。私にはこれが、何かとてつもない存在が人類に託たくしてきた、貴重なメッセージであるように思えてならない」


    　大統領の演説の直後で興奮冷めやらぬ記者会見場は、再び拍手に包まれた。会見場に集まる誰もがこの奇跡を祝福し、讃さん辞じを送って止まなかった。


    　彼らの反対側に立つ俺には、疑問しか感じなかった。壮大な規模の核爆発のなかで、本当にそんな衛星が残っているのだろうか。そんなものを、一般市民が直接確認できるわけもない。それに、残っていたからどうしたというのだ？


    　だが……実に見事な演出効果であることは認めざるを得なかった。


    　それからこの衛星は、国防長官によって『奇跡の衛星アース・ワン』と名付けられ、人類再興の象徴になったのだった。

  



  
     第四章　希望の果て


    



    　カーチス大統領の決意に満ちた宣言のあと、世界各国の新たな誓ちかいが続いていった。二〇〇の国と地域が団結し、あらゆる犠ぎ牲せいを払ってでも恒こう太たを打ち破ろうと、我われ先さきに宣せん誓せいを繰り広げたのだった。


    　各国は、アメリカを助け、日本を救い出すのだという誓いを、一秒でも早く宣言するレースのようになっていた。


    



    　イギリス首相。


    「我われ々われはアメリカを全面支援し、世界各国と団結して軍事行動を取ることを宣言したい。凶悪で無む慈じ悲ひな『人類の敵』も、地球市民の団結の前では無力なのだ。いかなる犠牲を払おうとも、誇らしく、胸を張って猿さる島しまへと進もう。我々は決して、テロリストには屈しない」


    



    　フランス大統領。


    「フランスは、あらゆる軍事的支援を惜しまない。未だ強大な軍事力を保有する『人類の敵』とて、団結した七〇億の人々の想いに敵かなうわけがない。全軍を以もつてアメリカ軍と協力し、困難に追いやられた日本を助けだそう」


    



    　ドイツ首相。


    「我が国には、世界の平和維持を担になう義務があります。獰どう猛もうなテロリストが世界を恐怖に陥おとしいれ、地球経済が破は綻たんの危機を迎えた今こそ、ドイツは世界のために起たち上がらなくてはなりません。これからも『人類の敵』は、何十万人の勇ゆう敢かんな兵士を殺すでしょう。何百万人の世界市民を人ひと質じちに取るでしょう。それでも私たちは怯ひるまず、猿さる島しまへと進軍しなくてはならないのです」


    



    　イタリア首相。


    「イタリアは破滅の危機にある。世界的な恐きよう慌こうのせいで、我われ々われの財政は行き詰まり、経済活動も大きく収縮してしまった。それもこれもすべて、『人類の敵』のせいなのだ！　このままではイタリアは、そして世界は、『人類の敵』の脅威の前に滅亡してしまうだろう。世界が団結して決起するべきときがきた！　平然と数千万人を虐ぎやく殺さつした『人類の敵』に、私たちの力を高らかに示そう！」


    



    　アメリカが宇宙で行おこなった無差別攻撃は、ほとんど批判を浴びなかった。それどころか、アメリカのありとあらゆる行いが、あっという間に正義の聖戦に転化してしまったのだった。


    　そして、「日本の状況や、その条約を考えてみれば、『人類の敵』春かす日が恒こう太たは、実は言われているほど苛か烈れつな男でもないんじゃないか？」とする一部の意見は、もはや微み塵じんも残らず搔かき消えてしまっていた。この状況で、悠ゆう長ちようにそんな評価を下す人物などいるわけがない。『人類の敵』春日恒太は、一点の曇くもりもない悪そのものとしての評価が、完全に確定したのだ。


    　この間、息を殺していたのはロシアと中国だけ。この二国のみ、国家としてのコメントを控えるという姿勢を取っていた。


    　しかし世界の要人のなかではただひとり、プチロフだけ対応が違っていた。プチロフは、ロシアの有力新聞イズベスチヤ紙に論文を掲載し、アメリカに対する激しい怒りを露あらわにした。それがイズベスチヤ紙のネット記事としても転載されたため、俺たちも確認することができた。


    



    　次がプチロフの論文の書き出しだ。


    「不当なテロリストどもは一いつ掃そうされなくてはならない。そんなことは議論するまでもなく当然のことであり、即刻皆殺しにしてしまえ。『人類の敵』がいかに核兵器によって恫どう喝かつを繰り返したとしても、そこに決して政治的妥だ協きようの余地など持ち込んではならない。ロシアであれば、もっと効率よく的確に、『人類の敵』一味を殲せん滅めつしたことだろう」


    　威勢良い文章だ。しかしプチロフは、他ひ人と事ごとだからこそ言えるのだろう。もし今回の戦争でロシアが矢や面おもてに立っていれば、また別の言葉が並んだことは疑いない。


    　この後もしばらく、プチロフの論文では、俺たちに対する攻撃的な文章が並ぶ。だが次第に、論文は様相を異にしてくる。


    「しかし、もっとも許しがたきはアメリカだ。宇宙核爆発は、『人類の敵』が行おこなったものではない。明らかにアメリカが行ったものであることを、我われ々われの情報機関は突き止めている。アメリカが大量に放ったのは、衛星破壊兵器ではなかった。ＩＣＢＭを改良し、指定のポイントで爆発するように仕向けた弾道ミサイルだ。アメリカは一言の断りもなく、ロシアの宇宙における所有物をメチャクチャに吹き飛ばし、あらゆる宇宙での成果を台無しにしてしまった。アメリカは、ロシアにとって夜や盗とうやギャングの類たぐいなのだ」


    　俺たちを叩たたくのと同じくらいの勢いで、プチロフはアメリカを攻撃していた。情報機関が摑つかんだという具体的な実証データを掲載した上で、さらに論文は続ける。


    「陰いん謀ぼうによってアメリカは世界の信頼を獲得し、恐きよう慌こう後の世界でも覇は権けんを握り続けようと画策しているのだ。アメリカにとってこの大戦は、疲ひ弊へいした諸国を取りまとめ、凋ちよう落らくする基軸通貨ドルを有う耶や無む耶やにしてしまう好機と言っても過言ではない。戦後、アメリカの軍事的および政治的なリーダーシップは倍加するはずだ。悪くすれば、アメリカを中心とした専制的な経済機構が誕生するかもしれない。ロシアはこのような陰謀には与くみしない。アメリカが一刻も早く覇権を返上することだけが、世界に安定をもたらす唯ゆい一いつの方法だろう。断言する、アメリカさえ存在しなければ、『人類の敵』は現れなかったのだと」


    　この凄すさまじい一文で論文は締めくくられていた。こうまでアメリカを名指しでコケにする要人は、世界でもプチロフただ一人に違いない。


    　もっとも、ロシアがアメリカに対して敵意を剝むき出しにするのは今に始まったことではない。プチロフが権力についてからは、その姿勢がエスカレートしていた。だからプチロフの論文が話題に上ることはほとんどなかった。マスコミも政治家も世界世論も、「またロシアが大げさにアメリカをこき下ろそうとしているのか」として、まったく見向きもしなかった。さらにタチの悪い人間になるとプチロフの論文に陰謀論というレッテルを嬉き々きとして貼り付け悦えつに浸ひたり、嘲ちよう笑しようすらしたのだった。


    



    　　　　　◇


    



    　しばらく世界の情勢を確認していた俺たちは、今後の方針を話し合うために簡かん易いテーブルを取り囲んでいた。


    　俺は頭を抱かかえる。


    「こんな攻撃ってあるのか……。プチロフが論文で指摘してるように、あまりに常じよう軌きを逸いつした作戦だ」


    「……おそらく、宇宙への無差別核攻撃は、かなり早い段階で作戦を煮詰めていたはずよ。だけど、宇宙資産を一番膨ぼう大だいに保有しているのはアメリカ自身で、もちろん世界各国の資産もたくさんある。だから、宇宙を壊滅に追い込むこの作戦の発動は見送っていたのでしょう。だけどアメリカは、大量のアテスミサイルが攻撃態勢に入ったことを見届けて、止むにやまれずこの作戦を選択した」


    　今まで集めた情報を元に、そう莉り音おんは状況を整理した。


    「そしてアメリカは世界を救ったヒーローになっちまった。俺たちは世界の宇宙資産を破壊し尽くし、文明を終わらせようと目もく論ろんだ終末主義者だってことだ」


    「軍事衛星なしだと、アメリカ軍の行動には大きな支障が出るでしょうね。それでも私たちから大量破壊兵器を奪い取り、叩たたき合いの勝負に持ち込めば、アメリカが負けるわけもない……」


    「これからどうするの？　もう有効な戦力が残ってないわ」


    　沙さ織おりの疑問に、恒こう太たが強気で応じる。


    「案ずるな。まだ地上のミサイル発射設備が残っている。追い詰められたと見せかけて、今ここから、世界皇帝の華か麗れいなる逆転劇が始まるのだ。俺の縦じゆう横おう無む尽じんな大活劇は、いずれ映画になるだろう」


    　俺は確認してみる。


    「柚ゆずさん、巡じゆん航こうミサイル発射台はどのくらい残ってる？」


    「えっと、最初は二〇〇〇あったんですが……今は四〇〇しか発射台が残ってません。ミサイルさんも残り九〇〇発しか搭とう載さいされていないんです」


    「八〇％以上の戦力喪そう失しつか……。本来なら、すでに敗北していても不思議じゃない状況だな」


    「ううん、私たちの最大戦力だったアテスミサイルが一いつ掃そうされたから……九八％の損失が確定よ……」


    　莉音は唇をかみしめた。


    　沙織が訊きく。


    「私たちは第七艦隊、第五艦隊、第三艦隊に大きな損害を与えたけど、アメリカ自身は攻撃能力を失っていないわよね？」


    「本国やグアムからＢ‐２がここまで飛んでこれるし、ミサイルで直接攻撃も行おこなえる。アテスミサイルがなくなった今、私たちの勝ち目はなくなった……」


    「どうする？　どんな手が打てる？」


    　俺は面々を見渡しながら言った。


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    　皆はうつむきがちで、誰も答えられないようだった。


    　こんな状況のなか、今まで何度も逆転を遂とげてきた俺たちだ。しかし今回だけは、どうやっても可能性が見つからないように思えた。


    「現実を見み据すえよう。この戦争は、俺たちの負けだ。明朝、アメリカ軍の攻撃が最後の戦いになるだろう。それまでに、方針を決めておかなくちゃならない」


    「方針って言っても、戦う他に方法があるの？　私たちは今まで、何度も戦って乗り越えてきたはずよ」


    　沙さ織おりに俺は強くうなずく。


    「そうだ、俺たちは幾いく度ども、命の危機や砲火を潜り抜けてきた。海かい胴どうとの殺し合いでも、日本商業銀行の買収でも、中国のクーデターでも、ロシアとの経済戦争でも、数限りないさまざまなことで命のやり取りをしてきたし、乗り越えてこれた。だけど今回は──」


    「わかってるわ。今回は最後になるんだってこと。だけど私たち、もう覚悟は決めてきたもの。今ここにいるって、そういうことじゃないの？」


    「沙織……」


    「沙織さんの仰おつしやる通りなんです。私たちは最後の最後まで一緒なんだって、誓ちかい合ったんだって思います。どんな結果になっても、悔くいなんてないんです。最高の決勝戦だったって思います」


    「フッ、俺の影響を受けた娘どもも、少しは成長したらしいな。直じき伝でんの弟で子したちに、春かす日が一いつ刀とう流の免めん許きよ皆かい伝でんをくれてやらねばなるまい」


    「あんたの影響なんて受けてないし、弟子でも部下でもないし、なんとか一刀流の免許皆伝もいらないから」


    「おりおりは相も変わらず粗そ暴ぼうな小娘だな。見ろ、柚ゆずは免許皆伝が欲しくて目を輝かせているぞ」


    「ちょっと欲しいなって思います。みんなに自慢できると思うんです」


    「よかろう。柚は今日から、春日一刀流の免許皆伝を名乗るがいい。ついでに春日闇黒流の免許皆伝もオマケで付けてやる。普通の武人なら一〇〇〇年は修行せねば得られんほどの武道の極みに、柚は達したのだぞ。誇りに思え」


    「はい！　とっても嬉うれしいです！」


    「恒こう太たは口先だけの免許皆伝なのよね……」


    　この最大の危機に、いつもと変わらぬやり取りは、むしろ心を落ち着かせてくれる。皆は、何もかもを覚悟しきっているようだった。


    　今一度、俺は念を押す。


    「じゃあ恒太も、徹底抗戦ってことでいいのか？」


    「何を今さら。考えるまでもない。最後の最後まで抗戦するぞ。俺が翌朝の防衛作戦を練ねってやる。大船に乗ったつもりでいるがいい。攻勢に出てきた世界諸国軍は、俺の天才的な戦術に呑のみ込まれることになるだろう」


    「わかった。みんなの意志は固まってるようだな。莉り音おんはどうだ？」


    「……」


    　下を向いて苦く渋じゆうの表情の莉音を、沙さ織おりが優しく覗のぞき込む。


    「莉音？」


    　ゆっくりと、莉音は顔を上げた。


    「……降こう伏ふくしましょう」


    「……え？　今……なんて言ったの？」


    「降伏、しましょう」


    「こ、降伏……だと……？」


    　意外そうに、恒こう太たは半身を椅い子すから浮かせた。


    「外交電報で、連合軍に降伏を申し入れる。そして猿さる島しまの一番高いところに、大革命部帝国の国旗と、白旗を一緒に掲かかげましょう」


    「……そもそも降伏なんて、できるの？」


    「どうやっても、ここから多国籍連合に勝つ見込みはない。だから降伏するしか生き残る方法はないの。みんなの気持ちはわかるけど、それしかないのよ」


    「何を言う莉音。俺たちは世界の頂点を極め、そして地球のすべてを敵に回して世界戦争までしたのだぞ？　無ぶ様ざまな生き残り方をすれば、生しよう涯がいを後悔に苛さいなまれることになるだろう」


    「みんなに無様な生き残り方なんて絶対させないから。お願い、みんなに無駄死にはしてほしくないの。どうか私を信じて」


    　莉音は頼み込むように俺たちを見つめてきた。


    　テーブルにバンと手のひらを打ちつけた恒太は、語調を荒らげる。


    「俺たちは革命家だ。命が惜しくてここに起たっているわけではない。俺は全力で言い切れる、これは素晴らしい人生だったと。価値がある人生だったのだと！　それを、莉音は否定するのか!?」


    「違う、そうじゃない。私たちの生き方を否定してるんじゃないの。私たちなら次に繫つながられる機会が必ずある。だから生き残って、その可能性を追求してみたい」


    「莉音はいつから甘かん言げんを弄ろうするようになったのだ？　俺たちはこの一点にすべてを懸かけてきた。人生のすべてを注ぎ込んできた。世界ナンバーワンの銀行を創ったのも、巨大な証券取引所を支配したのも、何もかも、この革命のための礎いしずえだ。この機会に失敗すれば次などないことを──」


    　話すほど興奮していく恒太を、俺は押し留とどめる。


    「待ってくれ恒太。実は俺も、莉音と同じことを考えていた」


    「なん、だと……？　巳み継つぐまでどうしたと言うのだ？」


    「恒こう太たの言う通り、俺たちは革命家だ。革命家だからこそ、最後の最後まであがいてみようじゃないか。死ぬことがわかっていて、そこに飛び込んでいくよりも、どうやれば世界革命に繫つなげられるのかを、最後の瞬間まで考え抜いてみたい」


    　ひとりひとりの顔を見やり、俺は腹に力を込めて続ける。


    「俺たちは、世界が変わるべきだと信じている。だから今、命を懸かけてここに起たっているんだ。あくまで俺たちは、世界革命を求め続けるべきだと俺は思う。少しくらい無ぶ様ざまでもいいじゃないか。それで革命に繫がる可能性が残るなら、安いものだ」


    　莉り音おんは心から安あん堵どしたような表情で俺を見る。


    「私の伝えたいことを、巳継がそのまま代弁してくれたわね。私たちはただ白旗を掲かかげるんじゃなく、大革命部帝国として停戦を求めるの。日本が私たちに降こう伏ふくしたのと同じようなものだと考えて。国家として正式に降伏するけれど、詳細な降伏条件は交こう渉しよう次第よ。まだ何も決まっていない。水面下での外交交渉次第でしょう」


    「ほう……？　帝国を継続させるための降伏条件を引き出すのも、俺たちの戦いということか……？　だがもし降伏の交渉が決裂すれば、その時はその時だぞ？」


    「そう。降伏を申し入れて、その後どうなるかは何もわからない。残された可能性を追求し、最後まであがいてみましょうってこと」


    　恒太も落ち着きを取り戻したようだった。意味深にアゴに手をやり語り始める。


    「考えようによっては……帝国が降伏を持ちかければ、それだけ連合軍の攻撃を引き延ばせるやもしれぬ……。そこで時間を稼かせげば、また別の予想もしなかったような状況が発生する可能性もある。明朝の、悪の連合との決戦をただ待つよりもアグレッシブな展開だと言えるな。これはまさに幼少のころ、俺が編み出し、莉音と巳継に密ひそかに授けていた極秘作戦のひとつ……」


    「じゃあ恒太も、降伏交渉に懸けてみることに同意してくれたってことでいいな？　沙さ織おりと柚ゆずさんはどうだ？」


    　俺は二人に話を振った。


    「降伏なんて方法が残されてるなんて、ちょっと意外だったわ。私は賛成する」


    「私にとっては、皆さんと一緒に革命することが大切なんです。そのためならば、何だって構わないんです」


    「決まりだ。まずは降伏を申し入れよう。国家として、堂々とな」


    　莉音も追従する。


    「アメリカを始めとした世界各国の外務省へ、メールで降伏文章を配信しましょう。今すぐね」


    「よかろう、降伏交渉に入ることを許可する。巳継と莉音は降伏文章を用意しろ。沙織と柚はメールを配信する準備だ。文章を配信する前に、国家元首たる俺の最終チェックを忘れぬようにな。この俺の華か麗れいなる交渉テクニックで、また地球を引っ搔かき回すことになるだろう」


    「なんでいっつも最後に都合よいところだけ取って、自分が命じるみたいに語るのよ……」


    「わかりましたぁ！　沙さ織おりさんと一緒に、頑張って準備しようって思います！」


    　沙織は呆あきれたが、柚ゆずさんはとにかく嬉うれしそうだった。


    　新たな方針が定まり、俺たちは急いで準備に取りかかった。


    



    　　　　　◇


    



    「莉り音おんと一緒に用意した文章だ。みんなも確認してくれ」


    　俺はテーブル上、ノートパソコンの画面を皆に向けた。


    


    


    



    降こう伏ふく宣言


    



    一、世界皇帝である朕ちんの統治下にある大革命部帝国は、猿さる島しま国連軍への降伏を受け入れる用意がある。


    



    二、朕は、すべての陸海空宇宙軍司令部および大革命部帝国の支配下にある全軍に対し、ただちに作戦行動を停止し、その地点に留とどまるよう命令を発する用意がある。


    



    三、朕は、猿島国連軍総司令部より発せられる指示を帝国臣しん民みんに下か命めいし、その遂すい行こうを確保する用意がある。


    



    四、朕は、日本国に対するあらゆる条約を放ほう棄きし、再び対等な関係を築き上げるために合議の場を設ける用意がある。


    



    五、帝国軍総司令部の支配下にある軍隊が本降伏文章に従って降伏しない場合には、猿島国連軍が妥だ当とうと認める懲ちよう罰ばつ的措そ置ちを受け入れる。


    



    六、大革命部帝国の詳細な降伏条件については、国連が指定する場において、いつでも合議に応じる用意がある。


    



    大革命部帝国


    皇帝　春かす日が恒こう太た


    


    


    



    　文章を確認した恒こう太たは尊大に腕を組み、傲ごう然ぜんとうなずく。


    「うむ。偉大なる帝国としては、下々の者と停戦してやらねばなるまい。我が帝国の天下は目前だが、これ以上の戦せん禍かを広げるわけにはいかんのだ……。ここで大戦を終えようと奮闘する世界皇帝の慈じ悲ひ深さに、人類は心打たれることだろう」


    「私も異存はないわ。やるだけのことはやってきたんだし、これからの外交交こう渉しようも戦いの一環ってことよね」


    「皆さんが良いなら、私も良いって思います！」


    　沙さ織おりと柚ゆずさんも同意した。


    「ＯＫだな。じゃあ俺はこれから全世界の外務省に宛あてて、この文章をメールすることにするよ」


    「同時に、猿さる島しまの頂上に、私たちの国旗と白旗を掲かかげましょう。ミサイルが行き交うのをモノともせずに周辺を飛び回るマスコミのヘリから、なんとか捉えることができるはずよ。これで大革命部帝国が停戦を望んでいることを、世界市民は知ることになる」


    「世界の人たちは、恒太が戦争大好きで、虐ぎやく殺さつマシンみたいに呼んでいるからね。これで少しは違うんだってことを知ってもらえるんじゃないかしら」


    　そんな沙織の言葉に、すかさず恒太が応じる。


    「ククク、『人類の敵』春かす日が恒太はそんなヤワな世界皇帝ではない。この停戦には俺の深しん謀ぼう遠えん慮りよが隠されている。降こう伏ふくしたと見せかけて、実は逆に帝国が世界を取り込んでやろうと企図する広大無辺な作戦なのだよ。まだ俺が生後六か月のころに想定していた秘密作戦を、ついに発動するときが来たのだ」


    「やっぱり報道通り、悪魔みたいな皇帝だったかもしれないわ。たまにはマスメディアも、まともな報道をすることがあるのね……」


    　沙織はまじまじと恒太を見やった。


    「さっそく降伏の準備よ。沙織、柚ちゃん。旗を掲げるのを手伝ってもらえる？」


    「うん。行こう」


    「わかりましたぁ！」


    　莉り音おんに続き、沙織と柚さんも立ち上がった。


    「じゃあ巳み継つぐ、外交文章の配信、お願いね」


    「了解だ。すぐに送っておくよ」


    「諸君らの奮戦に期待する。万一、作戦に狂いが生じた場合、まずは俺へ報告に来るように。皇帝直ちよつ轄かつの予備軍をどこに派は遣けんすべきか、検討せねばならんからな」


    　言いながら、恒太は椅い子すにふんぞり返った。また偉そうに座っているだけで、何もしないのだろう。


    「ちょっとは手伝おうって気持ちにならないのかしら……。態度だけは超一流の世界皇帝よね……態度だけは……」


    　沙さ織おりは頭を抱かかえ、ため息をついた。


    



    　　　　　◇


    



    　俺は各国政府に対し、メールで降こう伏ふく文章を配信していった。全世界の政府窓口がまとまっているウェブサイトがあったため、意外とすぐに作業は済んでしまった。


    　すぐに何らかのアクションがあるはずだと俺は想定していた。なにせこれだけの規模の戦争が大きく動く、重要な分岐点である。


    　だが予想に反し、どこの政府にも動きは見られなかった。マスコミの報道にも注目していたが、政府機関からの発表は何もないようだ。


    　しばらくテレビをチェックしていると、あるチャンネルのヘリが、島で一番高い丘の木の上に括くくりつけられた旗を発見したようだ。遠方を飛び回るヘリに同乗していた特派員が、不思議そうに口にしている。


    「さて……？　猿さる島しまの上空に何か旗のようなものが括りつけられていますが……？　ひとつは大革命部帝国の旗……そしてもうひとつは真っ白ですね……」
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    　ぶつぶつと見たままの解説を加えていた特派員は、急に何かに気づいたように声を荒らげる。


    「し、白……白旗!?　ま、まさか！」


    　カメラが限界までズームアップする。輪りん郭かくがぼやけた映像だが、それでも真っ白の旗を見間違うはずもない。


    「白旗です！　あれは白旗ではないでしょうか！　白旗ですよ!?」


    　世界で初めて大革命部帝国の降こう伏ふくを発見した記者は、興奮を隠しきれないようにヒートアップしてきた。


    「そんなバカな!?　何千基もの核弾頭を持ち、世界の滅亡を望む『人類の敵』が……降伏!?　そんなことがありえるのでしょうか!?　これは何かの見間違えでは!?」


    　エキサイトしすぎた特派員は、「白旗だ白旗だ」と同じ言葉を幾いく度ども連呼し続けた。


    「いやしかし、あれは紛まぎれもなく白旗です。どのような意味が隠されているのでしょうか!?」


    　その映像が送り届けられたスタジオも、にわかに騒然としてきた。


    　スタジオのキャスターも、半信半疑で専門家に問いかける。


    「猿さる島しまに白旗が掲かかげられているという情報ですが、これをどのように受け止めますか？」


    「白旗は戦時国際法に基づき、停戦交こう渉しようや降伏の合図として用います。自分たちが交戦相手ではないと、相手に意思表示するための旗なんです。白旗は使用者を限定しない唯ゆい一いつの旗で、『人類の敵』だからといって使用できないわけではありません」


    　専門家は自分の見解を示さず、白旗の定義を説明した。


    「しかし相手は、『人類の敵』春かす日が恒こう太たですよ？　この史上最悪の独裁者は、人類を殺し尽くそうと企たくらんでいるはず。降伏を申し出る可能性などありうるのでしょうか？」


    「その通りでしょう。うかつに信用してはいけません。何かの作戦である可能性が大きいと思われます。近現代の戦闘でも、白旗を掲げて油断させ、近づいてきた相手に銃火を浴びせるようなケースも実際にありますから」


    「ではやはり、騙だまし討ちのための作戦だと？」


    「断定まではできかねます……しかしアドルフ・ヒトラーも降伏せず、最後は自決を図りました。何百万人もの罪のない人々を平然と虐ぎやく殺さつするような『人類の敵』が、そう易やす々やすと降伏してくるでしょうか」


    　その後、猿島に掲げられた白旗の映像はすぐに世界に広まっていった。しかし、どのマスコミも疑ぎ惑わくを感じているようだった。「『人類の敵』のすべてが噓うそで塗り固められている。白旗は騙し」だと断定する局もあったし、「単に旗の印刷ができず、どんなものでもいいから掲げてみただけだろう。注目に値あたいしない」と受け流す局もあった。


    　俺たちが各国の外務省へ配信した降伏文章は、なかなか話題に上らなかった。どの政府も、取り扱いに困っていたのかもしれない。アメリカの意向を確認したあとでないと、うかつに発表もできかねるのだろう。


    　しかし、白旗の話題が世界を駆け巡ったあと、真しん偽ぎ不明の情報としながらも「大革命部帝国は降こう伏ふくを望んでいる」とするニュースがまことしやかに語られ始めた。二〇〇か国もあれば、フライングする政府はあるはずで、内心はアメリカに敵意を抱く政府もある。幾いくつかの政府からマスメディアにリークが行おこなわれ、その情報が世界を駆け巡めぐっていったのだ。


    　いったん情報が出回ると、堤てい防ぼうが決壊するような勢いで次々とリークが始まっていった。


    



    「緊急速報です。未確認情報ですが、ベネズエラの大統領府の発表によりますと、大革命部帝国から正式な降伏文章が届けられたということです。猿さる島しまに掲かかげられていた白旗は、本当に降伏の意思表示である可能性が浮上して参りました」


    



    「パキスタンのある政府高官の話として、大革命部帝国から外交文章が届いたとのこと。その内容は、『降伏を受け入れる用意がある』というもので、政府として対応を協議しているそうです」


    



    「イラン外相が記者会見に応じ、『大革命部帝国から降伏文章が各国に届いているという[image: ]うわさは本当だ。世界は、この困難な戦いに勝利した』とのコメントを発表しました」


    



    　さらに続々と政府級の情報が漏もれていき、マスメディア各社も、大革命部帝国の降伏を既き成せい事実として報道し始めた。戦争に勝利したはずの人類は、熱狂するよりも戸と惑まどい、どのように対応したらいいのか意見百出したのだった。


    



    　　　　　◇


    



    　俺たちはアメリカの反応を待っていた。どんな政府の発表よりも、決戦の相手であるアメリカの意向が重要だ。


    　それにアメリカは、明朝九時から総攻撃を行うと世界に明言している。何らかの反応はあって然しかるべきだった。


    　夜には交替で眠り、アメリカからの返答があったらすぐ、皆を起こすことになっていた。しかし待てども、何の返答もない。


    　午前七時。


    　すでに俺たちは全員起きて待っていたが、それでもアメリカは、大革命部帝国の降伏に一切触れた形跡はなかった。コンタクトもないし、マスコミに対する発表もない。


    　テーブルを囲み、俺たちは状況を確認し合っていた。


    「どの国からも、まだ何の反応もない。テレビでは、幾いくつかの国からリークされた降伏情報が錯さく綜そうして盛り上がってるんだけど……肝心のアメリカは無反応だ」


    　俺の言葉に、沙さ織おりが首をかしげる。


    「どうしてかしら？　もうすぐ攻撃予告の時間よね」


    「もしかすると……端はなっから降こう伏ふくを受け入れないつもりかもしれない」


    　ポツリと莉り音おんはつぶやいた。


    　俺は訊きく。


    「国家として交こう渉しようするんじゃなく、あくまでテロリストとして処分したいということか？」


    「マスコミ注視の状況で、国際法に基づいて交渉なんて、膨ぼう大だいな時間がかかるからね。だから私たちの存在そのものを消し去るのがベストだと考えてもおかしくはない……」


    「うちには恒こう太たがいるだけに、演説の機会を与えたりすれば、何が飛び出してくるかわからないからな。恒太がコメントする度たびに、全世界のマスメディアは飛びつくように報道するし、民衆の動揺も半はん端ぱじゃない。公然とそんな機会を与えたくないと、アメリカが考えてもおかしくはないか……」


    「クククククク……その通り、俺の名言はいつでも世界を揺さぶってしまう。愚ぐ民みんどもは俺の言葉を待ちわびているのだよ。俺のカリスマが地球を輝かせているといっても過言ではない。偉大なる春かす日が恒太の求心力があまりに強力すぎるから、アメリカは涙目なのだ」


    「こんな危き急きゆう存そん亡ぼうの瞬間に、よくそんな自慢が口から出てくるわよね……」


    　沙織は心底から呆あきれたようだった。


    「恒太、そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合じゃないぞ。このままだと大革命部帝国は、本当に消し去られてしまう。なんとか有効な手を打たないと……」


    「問題は、アメリカを中心とした主要国が、大革命部帝国が通達した降伏文章をスルーしようとしていることにある。そんなものはなかったことにして、予定通りに戦せん端たんを開こうとしているのだ。この俺のあまりの偉大さに、主要国は嫉しつ妬としているのだよ」


    　恒太の言葉に、沙織が応じる。


    「なかったことにって言うけど……幾いくつかの中小国からはリークされているじゃないの。私たちの降伏文章を、すでにマスコミは公然のものとして扱ってるわ」


    「Ｇ７級の主要国が揃って口を閉ざしてしまえば、結局、事態は有う耶や無む耶やに収束する。一か月後、愚民どもは降伏文章の存在など覚えてすらいないだろう。世界とはそういうものだ。そんなことは沙織にも、俺が十分に教育してやったはずだがな」


    　莉音が口にする。


    「急いで全世界のマスコミにも、各国に通達した文章と同じものを流しましょう。降伏するっていう相手に、攻撃する理由なんてないことがわかるはずよ。私たちが白旗を掲かかげたときに、勝負は決まったはずなの」


    「そうだな。アメリカの攻撃まで、まだ二時間近くある。俺たちの立場をきちんと伝えておこう」


    　俺は時計を眺めやった。まだ時間はある。


    　しかし恒こう太たは異議を唱となえる。


    「いや待て。それなら俺がスピーチで、全世界に降こう伏ふくを宣言した方が効率がよかろう。マスコミが文章を読み上げるより、この俺が直接、愚ぐ民みんどもに語りかけてやるべきだ。注目度が段違いだからな」


    「でも衛星がなくなってるわ」


    　沙さ織おりに俺が応える。


    「ネット回線で対応できると思う。俺たちがネットをチェックするために、売店まで通ってあった線をここまで引っ張ってある。映像の質は落ちるけど、これで対応できないことはない。あとはこの動画を、各マスコミが配信してくれるかどうかだ」


    「……そうね、そうしてもらいましょう。恒太、お願いね」


    　莉り音おんもうなずいた。


    「そうと決まれば準備を急ごう。何もかも差し迫ってる。一五分後に配信できるようにするから、恒太は用意していてくれ。柚ゆずさん、手伝ってほしい」


    「はい、わかりましたぁ。皆さん、また恒太くんの演説を聴けて、きっと喜んでくれると思うんです。何度だって聴きたいはずなんです。私まで嬉うれしくなっちゃいます！」


    　柚さんは、世界の人々が心から恒太を待ち望んでいると信じ切っているようだった。


    



    　　　　　◇


    



    「地球の未来を賭けて勇戦を繰り広げる革命家にして世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　ネット回線を通したスピーチでも、いつもと同じような始まりだった。


    「昨日ひとよんさんまる時、大革命部帝国は全世界の外務省に対し、降伏を受け入れる旨むねを文章にて通達した。すでにマスコミ報道によって知っている愚民どもも多いと思う」


    　映像はテレビ局に配信するほか、YouTubeへもアップする。画質の劣化は避けられないし、動画をコンパクトにまとめなくてはならない。だから今回の恒太は気取った言い回しをせず、冒頭からポイントをはっきり明示した。


    「降伏条件については、連合軍と話し合いを重ねたい。大義を追求する我が国は、不毛な戦闘の継続を避けるため、あえて降伏という誇りある決断をすることにしたのだ。だがしかし、誤解しないでもらいたい。帝国軍は、全世界と戦えるだけの戦力を今も保有している事実には変わりない。有史以来、この俺は戦争で一度として敗北したことはなかった。それでも今回だけは、世界に真の平和をもたらすために、戦いを収めることに全力を尽くす」


    　一度も敗北したことがないのは、単に過去に戦争をしたことがないからだと思う。言うまでもないことだが。


    「そして帝国は、日本に対する宗そう主しゆ国こくとしての地位を返上し、日本の独立を全面的に支援してやる方針だ。だが温情豊かな帝国は、日本と締てい結けつした日本銀行に対する膨ぼう大だいな額の拠きよ出しゆつ金きんについて、約やく定じよう通りに実行してやる。降こう伏ふくしてもなお、一方的に支援を継続してやるということだ。日本金きん融ゆうシステムの復活は、破は綻たんしかけている世界経済を建て直す大いなる力となるだろう」


    　恒こう太たは語調を強めていく。


    「繰り返す。帝国には、連合軍に降伏する用意がある。世界に責任を持つならば、今すぐに降伏交こう渉しようの席につくべきだ。交渉は世界に安定をもたらし、地球再生の第一歩となるに違いない。この俺は世界恐きよう慌こうを引き起こし、資本主義にトドメを刺した存在として歴史に名を刻んだが、もともと資本主義は崩ほう壊かいの際きわにあった。この俺は、崩壊のダメージを最小化するため、ほんの少しだけ歴史を早めただけにすぎないのだよ。大丈夫だ、大革命部帝国が新しい世界システムを創り上げ、地球を立て直してやる。そのための豊富な資力も帝国は有しているのだぞ。その富とみを開放し、世界のために活用していくつもりだ」


    　存分に自分の立場をアピールした恒太は、コツンとテーブルを叩たたいて続ける。


    「さあ、我が国の降伏を受け入れよ。帝国は地球の希望。帝国さえ未来へ残すことができるのならば、世界の未来は、必ずや輝かしきものとなるはずだ。光り輝く真の世界は、その日から始まる」


    　得意絶頂といった様子で恒太は言い切った。


    「世界皇帝からの通達は以上だ。帝国は、連合軍が降伏交渉の席につくことを待ってやる。地球市民諸君、また会おう」


    　これ以上ないほどに尊大で横おう柄へいな降伏宣言だった。世界の歴史を見渡しても、恒太ほど高慢な態度で降伏を申し出る国家元首など存在しなかっただろう。


    



    　　　　　◇


    



    　恒太の映像をそのまま配信したテレビ局は討論を重ねていた。


    「やはり白旗は降伏のサインだったようです。我われ々われは、『人類の敵』に勝ったと言えるのでしょうか……」


    　気力が削そがれたような声でキャスターが言った。


    　それを受けて、専門家が首を振る。


    「……わかりません。人類は、取り返しがつかないほどの被害を受けてしまいました……。『人類の敵』春かす日が恒太が意図的に引き起こした世界恐慌によって、世界経済はボロボロにされ、流りゆう通つう網もうにも多大な被害が発生しています。世界大戦で受ける被害より、ずっと大きな富が消え去り、資本主義は荒こう廃はいしてしまいました……。人類はしばらく、『人類の敵』の後遺症に悩まされ続けることでしょう……」


    「どのくらいの間、後遺症に苛さいなまれることになりますか？」


    「おそらく……数十年スパンで考えなくてはならないのではないでしょうか……」


    「す、数十年……」


    　目を見開き、キャスターは絶句した。


    　リーマンショック以降、もともと世界経済は破は綻たんの際きわにあったのだ。金きん融ゆうバブルが弾はじけ、大きすぎて潰つぶせない民間金融機関が抱かかえた天文学的な負ふ債さいを、慌あわてて政府に移し替え、輪転機で大量の札束を刷り目め眩くらましすることで、なんとか問題を先送りさせていただけなのである。


    　すべての問題を国際商業銀行が引き起こしたわけではなく、結果は必然だったのだ。それにもかかわらず、何もかもが恒こう太たのせいになっていた。人類の問題を恒太ひとりが巻き起こしたことにすれば、政府や金融機関のトップは責任を逃のがれられるし、大衆は状況を理解しやすくなるのだろう。


    　ふいに、何か情報が飛び込んできたようで、キャスターが身を乗り出してカメラ外の誰かと言葉を交わした。


    　すぐにキャスターはカメラに向き直り、まくしたてる。


    「さて、ここでワシントンと国際電話が繫つながったようです。『人類の敵』春かす日が恒太の降こう伏ふく宣言に対し、ホワイトハウスがどのような対応をするか世界の注目が集まっているところです。確認してみましょう」


    　衛星が根こそぎ機能不全に陥おちいっているので、電話回線でのやり取りだった。


    　キャスターは電話の相手と会話を始める。


    「どうやら我われ々われ人類の勝利が確定したと考えてよさそうな状況ですが……ホワイトハウスの方針はどうですか？」


    「はい、とりわけ変わった様子は見られません。『人類の敵』春日恒太の降伏声明のあとも、ホワイトハウスは沈黙を貫つらぬいています」


    　ワシントンの記者は、淡たん々たんと応じた。


    「と、申しますと？」


    「この件に関し、ホワイトハウスでは一切のコメントをしない方針のようです。ワシントンに集まる記者たちもホワイトハウスの動向を見守っているところですが、記者会見の予定なども入っておりません」


    「はて……何のリアクションもないのでしょうか？」


    「その通り、ノーリアクションです。ある政府高官は非公式のコメントとして、『我々が歴史上最悪のテロリストの話に耳を傾けたり、交こう渉しようを持ったりすることはない。大統領が決断したことを、ただ黙々と実行するまでだ』と語っています。つまり、『人類の敵』春日恒太がどのような宣言をしようとも、アメリカが一時間後に予定している攻撃計画に一切の変更はないということです」


    「ではもうすぐ、猿さる島しまへの一いつ斉せい攻撃が行おこなわれるということですね？」


    「その模様です」


    　テレビのやり取りを注視していた俺たちは、誰も言葉を発しなかった。


    「ありがとうございました。引き続き取材の継続をお願いします」


    　キャスターは再び、スタジオの専門家とやり取りを始める。


    「意外と言っていいのでしょうか。アメリカは『人類の敵』春かす日が恒こう太たの降こう伏ふく宣言を、完全に黙殺するということですね？」


    「そのようですね……あくまでテロリストとしての扱いを貫つらぬくということでしょう。『人類の敵』春日恒太によって虐ぎやく殺さつされた人々は、明らかになった数だけでも五〇〇万を下らないと言われています。世界の人々の声を背負うアメリカのこの姿勢は、高く評価していいのではないでしょうか」


    　八〇〇〇人からスタートした虐殺数は、ときに一〇〇万人になったり、ときに一〇〇〇万人と断定されたりと激しく上下動を繰り返しつつも、着実に最低人数を切り上げていっているように思えた。もはやどんなに少なくとも、一〇〇万人を下回る数字を公表するマスコミはいない。この変動率の過激さは、まるで急上昇局面に突入する直前の相場のようだった。


    「なるほど。しかし戦争が継続されるとなれば、追い詰められた『人類の敵』春日恒太が、再びジェノサイドを繰り返すということになりませんか？」


    「『人類の敵』は、アメリカが放った衛星破壊兵器の効果を最小限にするため、手持ちの宇宙核兵器を広範囲で自爆させることで、全世界の宇宙資産を粉々にしてしまいました。そのために私たち人類が被こうむった被害は図りしれません。しかしその代償のおかげで、『人類の敵』が持つ大量破壊兵器は、ほぼ無むに帰きしたのではないかと推測されています。だからこそ手詰まりとなった『人類の敵』は、降伏を宣言したのでしょう。仮に『人類の敵』が再びジェノサイドを敢かん行こうしたとしても、今までのような規模にはならないものと推測されます」


    「戦争が継続されたとしても、『人類の敵』はもう効率的にジェノサイドを行えないというわけですね？」


    「その通りです。ただし、それはあくまで何百万、何千万単位の虐殺は困難ということであって……未いまだに『人類の敵』春日恒太は、その気になれば数十万人を消し去る程度の力はあるのではないかとも想定されています。いつ皆さんの真上にミサイルが飛んでくるかわかりません。状況を注視し、決して油断しないようにしなければならないでしょうね」


    　結論がはっきりしたところで、俺はテレビを消した。


    　そして、沈黙している皆と向き合う。


    「あと一時間か。覚悟を決めなくちゃならないみたいだ」


    　事務報告をするように、冷静な口調で俺は言った。


    　真っ先に応じたのは恒こう太ただ。


    「ククク、どうやらアメリカはこの俺を本気にさせたいようだな。いいだろう、『人類の敵』春かす日が恒太の超極・最終神技ファイナルダークパトラッシュをお見舞いしてやる。押し寄せてくる米軍の壊滅はもうすぐだ」


    　珍しく沙さ織おりは恒太に反発せず、微笑ほほえんだ。


    「フフ。最後くらいは、恒太の法ほ螺ら話ばなしが本当になる場面を見てみたいわね」


    「よかろう。奥底に眠りし真の力、今こそ解放してやる。柚ゆず、防戦の準備だ」


    「まだ巡じゆん航こうミサイルさんがたくさん残っているんです。最後まで頑張ろうって思います！」


    　柚さんは明るい口調だった。


    　俺たちが持っている巡航ミサイルは、衛星で照準を合わせるタイプである。軍事衛星との通信が閉ざされた今、最先端ミサイルなど無用の長物だ。率直に言えば、放っても当たらないだろう。それどころか、あらぬ方向へ飛んでいく可能性もある。システムに触っている柚さんは、そのことを十分に理解しているはずだ。それでも、いつものように柚さんは笑顔だった。


    　しかし莉り音おんは唐とう突とつに、沙織と柚さんの袖そでを摑つかんだかと思えば、熱心に語りかける。


    「お願い。沙織と柚ちゃんは逃げなさい。これが本当に本当の、最後の機会だから」


    　莉音は真剣だった。


    　しかし現状、各国軍が島を取り囲んでおり、米軍機も近くまで飛んでくる。宇宙核爆発の影響で、高性能な監視衛星も根こそぎなくなっており、アメリカは偵てい察さつ機による監視に力を入れていた。


    　それに加えて、連合軍の制止も聞かずに飛び込んでくるマスコミのヘリも多数あったりする。マスコミのヘリは、大革命部帝国に降こう伏ふくした日本の国土から飛んでくるので、連合軍には制止が難しいのだ。この事件が勃ぼつ発ぱつしてから、全世界の大手メディアは日本に大量の取材クルーを送り込んできていた。日本の陸地はすぐそこなので、米軍のヘリに追い返されても、隙すきを見てすぐに戻ってきてしまうのである。少しでも他社を出し抜いて一級の情報をスクープしようと、マスコミも必死だ。


    　今やこの小さな島に全世界の視線が集中しすぎており、猿さる島しま周辺のあらゆる情報は筒つつ抜ぬけだった。ネズミ一匹が海を泳いで逃げ出すだけで、即座に世界に知られることだろう。


    　沙織は莉音の手を優しく摑み返し、穏やかに口にする。


    「そんなの無理よ。全世界が猿島を注目してるわ。莉音だって知ってるはずでしょ」


    「私たちに捕らえられていたと言えばいいのよ。猿島大だい虐ぎやく殺さつの被害者で、殺される寸前だったって言ってくれれば──」


    　言いかけた莉音を、珍しく強い語調で沙織がさえぎる。


    「ごめんね莉音。そんなこと、口が裂けても言えないわ。そんな虐殺なんてなかったもの。それに、私の大切な革命部を、たとえ噓うそでも非難するなんて、死ぬより辛つらいことだから」


    「副部長として、革命部をとっても誇りに思ってます。私たちは、ずっとずっと一緒なんだって思います」


    　柚ゆずさんも、莉り音おんの手を取って言った。


    「さ、沙さ織おり……柚ちゃん……」


    　絶句する莉音に、俺が横から口にする。


    「莉音、今度ばかりは言いっこなしだ。ほとんど無む一いち文もんから始めて、一億人が望んでも叶かなわないこの場所まで俺たちはやってきた。誰に強制されたわけでもない、自分でこの道を選び取ったんだ。今さら帰れなんてジョークにもならないぞ」


    　呆あきれた口調で恒こう太たも追従する。


    「やれやれだ。どうやら一番覚悟が足りていないのは莉音だったようだな。部下がそんな軟弱者では、上じよう司しとして実に辛つらいところだよ。いかにこの俺が優れた作戦を立案しても、部下にぶち壊されては、伝説的な参さん謀ぼうとして泣くに泣けない。戦争は、遠足とは違うのだぞ」


    「巳み継つぐ……恒太……」


    　莉音が俺たちを見る目は潤うるんでいた。


    「命より大切なものがある。それが、俺たちの革命部だ」


    　俺の言葉に、沙織、恒太、柚さんは揃ってうなずいた。


    　さらに俺は続ける。


    「俺たちの帝国は世界を変えた。時代が俺たちに追いついてくるときが、きっと来る。革命部には大義があった。そして俺たちの人生は、最上のものだった」


    「充実した人生だったわ。まさかこんな……こんな風になるなんて思いもよらなかったけど……思い返せば何もかも素敵なことばかりだったような気がしてくるから不思議ね。『何度でも今と同じ人生を歩みたい』って言っていた巳継の言葉が、今はすごくよくわかる。巳継、恒太、柚さん……そして莉音。みんなと一緒に歩んでこれて、私は幸せだった」


    「革命部で過ごした時間が、私のとっても大切な宝物だったって思います。莉音部長に誘ってもらえて、巳継くんや沙織さんや恒太くんといっぱいいっぱい楽しい想い出が作れて……人生がこんなに素敵でいいのかなって……ときどき不安になるくらい、とっても幸せなんですよ」


    「フッ、巳継も沙織も柚も、ついに俺と同じクラスにまで到達したようだな。だが、俺の方が遥はるかに充実していたことを指摘しておかねばなるまい。俺こそが宇宙最強のリア充だ」


    「今回ばかりは突っ込まないでおいてあげる。世界の歴史上最高の英雄にして巨悪──偉大なる春日恒太様には敵かなわないからね」


    　沙織のおどけた口調。


    「そうだとも。人類文明ある限り、俺の名は、宇宙史に燦さん然ぜんと輝き続ける。世界は俺の統治下に存在したのだ」


    「どっちかっていうと、凄すさまじい巨悪として名を轟とどろかすと思うぞ」


    　俺も笑って応じた。


    「ククク……『人類の敵』春かす日が恒こう太たを超える巨悪など永遠に現れるわけがない。この俺は世界経済を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめし、世界各国に宣戦布告を突きつけ、泣き叫ぶ愚ぐ民みんども一〇〇億人を殺さつ戮りくし、地球を恐怖のどん底に陥おとしいれた。神にも勝まさる圧倒的な人類文明の破壊者なのだ」


    　胸を張る恒太に、沙さ織おりが微笑ほほえむ。


    「あはは。昔から思ってたけど、恒太って本当は仲間想いだし、意外と優しいのにね。ちょっと言動がアレなだけなのよ。それがわからない人たちは、やっぱり愚民としか言いようがないわ」


    「はい。恒太くんはとっても優しい人だって思います。どうして『人類の敵』ってお名前がついているのか、サッパリわからないって思います」


    　沙織と柚ゆずさんが揃って真顔で言ったことが恒太には意外だったのだろうか、しどろもどろな口調になる。


    「な、なん……だと……？　小娘どもはこの俺を罠わなに嵌はめようとしているのか……？」


    「恒太の場合、言動がアレだからすべてを台無しにしてるだけなんだ」


    　俺も追い打ちをかけた。


    「台無しにしてたらダメじゃない。でもその台無しっぷりが、恒太が恒太である所以ゆえんなのよね」


    「この俺は優しい心を標準搭とう載さいしている好青年であると、一〇億光年の昔に宇宙の意志が決定したことなのだ。当然すぎることを、今さら指摘されるまでもない。そんなことより戦争だよ諸君。大だい元げん帥すいとして定評のある俺が企画立案した『地球の夜明け作戦』によって、地球は業ごう火かに包まれた。我われ々われは作戦を継続中だ。この世界大戦に勝ちきるために、俺たちは最後まで全力で戦わなくてはならない」


    　沙織と柚さんは声を揃える。


    「そうね。最後の一瞬まで、悔くいのないように戦いましょう」


    「皆さんと一緒に、最後まで頑張ろうって思います！」


    　莉り音おんはオロオロした様子で俺たちを見やっていた。言葉を探しているが、かけるべき言葉が見つからないといった様子だ。


    　そんな莉音に向けて俺は言う。


    「と、いうわけだ。莉音、もう悩むことはやめてくれ。俺たちは最さい期ごの瞬間まで一緒だぞ。とっくに以前、決めたことじゃないか」


    「そうよ莉音。もう絶対、逃げろなんて言わないで」


    「はい！　私たちはずっと一緒なんだって思います！」


    「フッ、俺の配下は揃いも揃って優秀だな。認めてやらねばなるまい、俺の立身出世物語を裏で支えた有能な従者たちだったと」


    　俺たちが口々に言うと、ようやく莉音は潤うるんだ目をふいて、小さな声を上げる。


    「うん……みんな、ありがとう。革命部で一緒に世界を変えてきたことを、誇りに思ってる。巳み継つぐ、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずちゃん……こうして今、みんなと共にいれることが、とても嬉うれしい……。私はきっと、世界で一番の幸せ者だった……」


    　沙織が、莉り音おんの手を両手で握りしめて口にする。


    「莉音、最さい期ごまで一緒だったね。子供のころから、こうなる予感はしていたの」


    「ありがとうな、莉音。百億の言葉でも言い尽くせないほど、莉音には感謝してるんだ。本当にありがとう」


    「こんなに毎日を楽しめたのは、莉音部長や巳継くんや沙織さんや恒太くんと一緒に革命ができたからなんです。私、とっても幸せです」


    「うむ。光輝に満ちた生しよう涯がいだった。『人類の敵』春かす日が恒太ここにあり。これぞ、我が人生の本懐──。革命部には光があった！」


    　莉音の手を握りしめる沙織の両手の上に、それぞれ俺たちは手を重ねた。そのせいで潤うるんだ瞳をふけなくなった莉音の頰ほおに、涙がつたう。


    「ありがとう……ありがとう、みんな……」


    　俺たちはお互いに顔を見合わせた。誰もが満ち足りた表情をしていた。


    　恒太が言う。


    「諸君、最後の戦いになるぞ。気を引き締めよ。俺が莉音に、一五年前に授さずけていた作戦でいく。プランＧだ。莉音、報告しろ」


    「あはは。たまには恒太の口から聞いてみたいものね」


    　沙織はクスクスと笑った。


    　莉音が言う。


    「ちょっと待って。その前に、ひとつだけやっておきたいことがあるの」


    「どんなことだ？　やり残したこと、あったか？」


    「うん。巳継、大おお原はら総理にホットラインを繫つないで」


    「大原総理？　そういえばアメリカにコンタクトしているはずだが……俺たちに連絡がないということは、アメリカから何の応答もなかったんだろう」


    　もしアメリカが、俺たちとの秘密交こう渉しように乗っかる可能性があるなら、大原総理を通す可能性があったというだけだ。結局アメリカは俺たちを消し去ることを選択したため、大原総理ルートが無意味だったということである。


    　考えてみれば、アメリカは情報工作を多用し、恒太を史上空前の虐ぎやく殺さつ独裁者に祀まつり上げたのだ。何百万、何千万の人々を虐殺したはずの独裁者が、実は有名無実だったという事実は、恒太本人と共に消し去ってしまうのがベストな成り行きに違いない。アメリカとしては、至し極ごく当然の結論に行き着いたということなのだろう。


    「ううん、違うの。アメリカとの秘密交渉には、もう何の期待も持ってない。そうじゃなくて、大おお原はら総理に賭けてみようかなと思ったから」


    「賭ける？　何を？」


    「世界の未来を」


    　予想だにしなかった莉り音おんの言葉は、俺にとって衝撃でさえあった。


    「そ、そうか……！　なるほど、たしかに大革命部帝国が風ふう前ぜんの灯ともし火びだったとしても……まだ世界革命の線は残ってるんだ！　大原総理なら政治能力もあるし、現状を考えると託たくせるのはあの人だけ……ああ、わかった、賭けるだけの価値はあるじゃないか」


    「どういう、こと？」


    　首をかしげた沙さ織おりに、莉音が説明する。


    「私たちは日本と降こう伏ふく条約を結んだとき、やってきた大原総理にプログラムを託したでしょ。今後、私たちの支配下に入るはずだった日銀に導入するプログラムを。それを、改めて総理に託すということよ」


    「あっ、そういう方法で世界革命を成なし遂とげようっていうのね」


    「そして私たちには、誰にも知られていない巨大な資産の裏付けがある。世界各国は、ここにある艦船は単にミサイル発射台を積んでるだけだと思ってるけど……海に沈んだタンカーのなかに、莫ばく大だいな金銀財宝が眠ってるわ。世界金きん融ゆう経済が破は綻たんした今、地球の一割を超える富とみがここにある。それを大原総理に打ち明けて、世界の未来を預けちゃおうと思ってるの」


    「いずれにしろ人類は、空前絶後の大だい恐きよう慌こうを乗り越えなくちゃならない。そのためにこそ、俺たちのプログラムが活きてくる。その裏付けとしての財産もあるということだな」


    　俺の言葉に恒こう太たも続く。


    「ほほう……大原に後こう事じを託すというわけか。さぞや大原も仰ぎよう天てんすることだろう。ここに至れば悪くない案ではないか。莉音にしてはなかなか……。……い、いや待て。これこそまさに、俺が一五年前の雨の日、この瞬間のためと莉音に授さずけておいたプランＳ！」


    「じゃあ巳み継つぐ。時間は差し迫ってる。大原総理にホットラインを繫つないでちょうだい」


    「了解した。さっそく呼び出そう」


    　急いで俺はノートパソコンを開きテレビ会議システムにアクセスしつつ、携帯で大原総理を呼び出した。


    



    　　　　　◇


    



    　携帯でコンタクトしたときは不満そうだった大原総理は、俺たち全員がテーブルについてテレビ会議に参加しているのを見て、驚きを隠せないようだった。


    「どうも。革命部です」


    　まずは呼び出した俺が改めて挨あい拶さつし、莉音が続く。


    「こんにちは、総理」


    　総理は開口一番、ぞんざいに口にする。


    「アメリカとはコンタクトしたがな。おまえらと交こう渉しようを持つつもりなんざ、サラサラないぞ。いいか、ここだけの話だが、アメリカは決断している。おまえらを殲せん滅めつするということをな」


    「ええ、わかってます。お手間を取らせてしまいました」


    　俺はすぐにうなずいた。


    「……ほう……じゃあ何だ？」


    　総理に莉り音おんが応じる。


    「短い付き合いだったけど、世話になったわね。まぁ私たちは、ちょっとした資金をやり取りしただけの関係だったから、身内ってわけでもなかったけどね」


    「まぁな。最後の挨あい拶さつでもしようと言うのか？」


    「総理を英雄にさせてあげるわ」


    「……英雄？　何を言い出すかと思えばバカなことを」


    「猿さる島しま近海に沈んでいるタンカー群には巨万の富とみがある。資本主義が破は綻たんした今、新しい世界を形作れるほどの富が」


    　莉音に続き俺も説明する。


    「金地金四万一〇〇〇トン、銀地銀五万八〇〇〇トン、プラチナ六七〇〇トン、それから極めてレベルの高い宝石類や美術品……。不動産や原油などを除外すれば、地球の現物資産評価額の一〇～二〇％に相当するほどのものになると思います」


    「な、なんだって……？」


    　瞬時に総理は顔色を変え、息を呑のんだ。


    「フフ。私たちは今、世界ナンバーワンの大金持ちであることは間違いないわね」


    「……」


    　突然の告白に、総理は言葉もないようだった。


    　国家として世界第一位の金準備を誇るアメリカが八〇〇〇トン超、そして世界第九位の金準備を持つ日本はわずかに八四三トンだ。桁けたが違いすぎて、想像の範囲外だろう。驚きよう愕がくするのは無理もない。


    「これを総理に託たくしたい。」


    「……ど、どういう、ことだ？」


    　喘あえぐように総理は言った。


    「私たちに代わって、総理が進めて。私たちが成なし遂とげようとしていたことを」


    　莉音はカメラに身を乗り出し、続ける。


    「ここで降こう伏ふく条約を締てい結けつした際、新しい貨か幣へいシステムのプログラムを総理に渡してあるはずよ。金本位制じゃないけれど、それでもこの新制度の裏付けとして、ここに眠る現物資産は非常に有用なものになる。ううん、この現物資産を裏付けにしないと、なかなか上う手まくはいかないでしょう」


    「ちょっと待て。なぜ俺が代わりを務めなくてはならん？　そもそも俺は、おまえらを何百回ぶちのめしても気が済まないほど憎んでいるのだぞ？」


    「わかってる。だから総理が判断して。ここに億万の富とみが眠っていることと、総理はすでに世界革命のプログラムを持っていること──その二つを、総理に知っておいてもらえれば十分だから」


    「その金銀財宝だけ引き上げて、あとは知らん顔をするかもしれんな」


    「それならそれで仕方ない。今の私たちがこれを託たくせるのは総理しかいなかったから」


    「いずれにしろ……その財産が本当に実在するとするなら、東京湾にあるということだ。明白に我が国の管理下にある」


    　毅き然ぜんとして言い放った総理に、莉り音おんはクスリと微笑ほほえむ。


    「フフフ、降こう伏ふくした国がよく言うわ」


    「な、なんだと!?　お、おまえらが無数の核で脅おどしを……だからおまえらのことは許さない！　絶対にだ！」


    　事実を指摘しただけで総理は逆上し、息巻いた。よほど無念と悔かい恨こんに苛さいなまれていたのだろう。


    「許してもらおうなんて思ってないわよ。端はなっから覚悟してやったことだからね」


    「おまえらはもうすぐ根絶やしにされる。日本にとっても世界にとっても、おまえらは厄やく災さいそのものだった。この史上最悪のテロリストどもが。早く死んでしまえばいい」


    　率直な総理の気持ちだろう。莉音の言う通り、俺たちもすべてを理解していたことだ。いかに激しい言葉を浴びせられようとも、反感は覚えない。


    　総理は容よう赦しやなく続ける。


    「命いのち乞ごいなど無理だぞ。助かる方法はないのだからな」


    「うん、わかってる。私たちは、みんなわかってる」


    　莉音は静かにうなずいた。俺たちは無言だったが、表情を変えずただじっとやり取りを見守ることで、莉音に同意を示していた。


    「……」


    　不思議なことに、今度は総理が押し黙った。


    　カメラを見やる総理の顔は、わずかに歪ゆがむ。総理は恥じ入るように肩を縮ちぢめ、伏し目がちに口にする。


    「す、すまなかった。死にゆくことを悟っている者に、つい気が立って無ぶ粋すいな言葉を吐いてしまった……。本当に、申し訳ない……。俺がおまえらを死ぬほど嫌いなのは事実だが、それとこれとは話が別だ。今の暴言は撤回させてほしい……」


    「いいってば。そんなの気にしてたら、建国も革命もやれっこないからね」


    　総理は額ひたいに手を置いて、困ったように首を振る。


    「感情が高ぶって失言するなど、俺もまだまだ政治家としては二流ということだな……。やれやれだ……。資金援助をしてもらえたことだけは感謝している。ずいぶん役立たせてもらった。その点は、最後に礼を言っておきたい」


    「前も言ったけど、私たちには端はした金がねだった。本当にどうでもいい程度のものだったの。だから気にしないで。それより万一、当時の私たちが総理に献けん金きんしていたことが発覚すれば、無用な政治スキャンダルになるかもしれないわね」


    「ふん。叩たたきたい輩やからには叩かせておけ。それが仕事のヤツもいる。民衆風ふ情ぜいがどう思おうが、俺のやることは変わらない」


    「……やっぱり総理の人選に間違いはなかった。泥どろの上に立つような日本の民主主義を、さすがは四年も沈まず乗り切ってきた政治家ね。きっと大おお原はら総理なら──」


    　莉り音おんの褒ほめ言葉を、とっさに総理はさえぎる。


    「勝手に期待を膨ふくらませるのはやめろ。言っておくが、俺はおまえらの期待通りには動かないだろうな。俺が今、滅ほろびゆくおまえらに暴言を繰り返さないよう、猛烈に自制していることを知っておいた方がいい」


    「私たちが一方的に総理を選び、一方的に後こう事じを託たくしただけだからね。だけど総理なら成なし遂とげてくれるって、密ひそかに期待するくらいは許してくれるでしょ？」


    「妄もう想そうするのは自由だ。勝手にしろ」


    　そう言い放った総理は、カメラを鋭く見み据すえて続ける。


    「せめて最後に言葉をかけてやれるとしたら……おまえらはたしかに世界の巨悪だったが、それでも人生を全力で駆け抜け、全まつとうしたことは間違いない。誰もが望んでも得られない境地に、おまえらは到達したのだろう。それは、この上なく幸運なことだ」


    「そうね。私たちは幸せだった」


    　莉音の言葉に、俺も沙さ織おりも恒こう太たも柚ゆずさんも、揃って大きくうなずいた。


    「総理に託せてよかった。それじゃ切るわ。そろそろ攻撃が始まる時刻だから」


    「永遠にお別れだ。歴史に不滅の名を轟とどろかせたテロリスト諸君。最後まで、その道を全うしてみせてみろ」


    　最後の総理の言葉には、実直な響きがこもっていた。
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    　総理とのコンタクトを終えてすぐ、米軍の無人偵てい察さつ機が猿さる島しまの上空に現れた。攻撃は間近だ。


    　ＧＰＳが使用不能になった今、目視するしか敵の動きを把は握あくできない状況に俺たちは追い詰められていた。一方、アメリカの方には、高高度航空機によって衛星の代用をするシステムがある。薄はく氷ひようの上を歩くように性急に準備しなくてはならなかった俺たちとは、軍としての懐ふところの深さがやはり違う。


    「九時。時間ね」


    　莉り音おんは海を見やりながら、淡たん々たんと言った。


    　俺たちも静かに応じる。


    「そうだな」


    「もうすぐね」


    「見せてやろう。世界皇帝となった者だけがマスターできる究極魔法──インペリアル・ギガスラッシュの絶大なる力を」


    「一生懸けん命めい、頑張ろうって思います」


    「こちらに残されたものは巡じゆん航こうミサイル九〇〇基。最後の大花火ってことだな」


    　俺は皆を見渡して言った。


    　柚ゆずさんが応じる。


    「衛星とのコンタクトを遮しや断だんして、狙ねらった方向に飛ぶようにしました。それが精一杯だって思います」


    　ふと、航空機らしき影が幾いくつも見えた。影はみるみるこちらへと迫ってくる。


    「来た！」


    　俺たちは統合防衛システムに直結したノートパソコンを抱かかえ、すぐ後ろの塹ざん壕ごうに待避した。塹壕内にも電源装置などを設置し、即席の司令部として活用できる機能は整っている。


    　爆撃機の一群が、またたく間に近づいてきた。今上空にいる航空機だけで三〇機ほどだろうか。さらに後続の航空機も次々に現れる。それはもう、言葉を交わしている場合ではないほど一息の時間だった。


    　間近に迫ってきた機体は、残っている艦かん艇てい群やイスカンデルに、次々とミサイルを発射していく。


    　俺たちが白旗と国旗を括くくりつけた猿さる島しまのてっぺんに集中的に投下された炸さく薬やくが、大音響を響かせて爆発した。ここからすぐ傍そばだ。その近辺の発射台はすでに先の攻撃で破壊されていて、旗しかない場所だ。わざわざ狙ったのか、それとも俺たちがいると思ったのか。


    　塹壕から顔を出して見上げれば、旗は木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛び、一面は禿はげ山やまのようになっていた。投下された炸薬量の多さを物語っている。


    　去ったと思えば、またすぐ次の一群が見え、軽い絶望感に苛さいなまれた。たぶんこの爆撃機の波は、俺たちの攻撃能力を完全に奪い去るまで二度と途切れないだろう。


    　焦あせった調子で沙さ織おりが言う。


    「艦隊がいる場所がわからないわ。これじゃどこへミサイルを発射すればいいかわからない」


    　俺たちの艦艇は次々と沈んでゆくので、時が経てば経つほど攻撃力は激減してしまう。急がねばならない。


    「連合国は近辺の海上に終結しているはずだ。そちらの方面に撃つしかなかろう」


    　恒こう太たの言葉に、俺が応じる。


    「やたらに撃つだけじゃ何の戦果も見込めない。せめて敵艦隊の位置を把は握あくしないと」


    「そんなことを言っている間に、発射台がすべて破壊し尽くされてしまうぞ。撃つしかない」


    　ふと気づいたように莉り音おんが言う。


    「テレビ、急いでテレビで情報を収集しましょう。日本のすぐ傍そばに陣取っているなら、マスコミを排除できないはずだからね。猿さる島しま上空域を飛び交うマスコミのヘリだって排除できないんだもの。空母が映し出されたら、そこを狙ねらって一気にミサイルを撃ち放ちましょう」


    「なるほど、そうだ。俺の考えていた通りの戦術だよ。急ぎ手分けしてチャンネルをチェックしていくぞ。艦隊を映し出す映像があったら、即報告せよ」


    　偉そうに命じているのに、恒太は自分で、並んでいるテレビの電源を入れ始めた。


    　衛星放送は映らないが、それに代わってケーブルテレビが幾いくつものニュースを配信している。ケーブルは売店からここまで引っ張ってある。まさか衛星がまとめて破壊されるとは思わなかったが、開戦前に予備としてケーブル類を引き込んでいてよかった。


    　今でも数十のチャンネルは確認できる。そしてテレビはどのチャンネルを回しても、猿島攻撃の速報で持ちきりだ。


    　俺たちは手分けしてチャンネルを確認していく。濛もう々もうと煙が上がる猿島の上空を映し出している局もある。クラブＫに搭とう載さいしているミサイルを直撃され、爆音を響かせて轟ごう沈ちんしていくタンカーを、乱心したようなキャスターの解説と共に放送している局もある。今回のライブ中継には、だいぶタイムラグが発生している局もあるようだ。


    　俺たちは次々と局の映像を確認していった。いつもは胸を反そり返らせて王のように座っているだけだった恒太も、今度ばかりは真剣に取り組んでいた。


    「あったぞ！　空母の映像だ！　ほんの少し、チラと見えただけだが」


    　俺は声を上げた。


    　どこかの陸上から、艦隊を映している映像だ。かなり遠いが、ひときわ大きな艦影は空母そのものだ。レポーターが艦隊を指差し、何やらわめき散らしている。


    「どこかしらね……」


    　莉音は真剣な面おも持もちでつぶやいた。たしかに映像はあっても、その場を見たことがなければ咄とつ嗟さにはわからない。


    　ふとカメラはレポーターに向き直った。身振り手振りを交まじえ、レポーターは状況をまくしたてる。


    　日本の陸地だ。


    「柚ゆず、グーグルマップを用意しろ。確認するぞ」


    　恒こう太たの命令に、柚さんが申し訳なさそうに応じる。


    「あの……衛星がないんです。ごめんなさいって思います……」


    「あっ、伊い豆ず半島！　レポーターの左手に箱はこ根ね、後ろに富士山！」


    　沙さ織おりが声を上げた。


    　莉り音おんもうなずく。


    「間違いない。攻撃拠きよ点てんをそこに決めましょう。急いで！」


    　俺たちはすぐに準備に取りかかった。


    　ターゲットは、伊豆半島の付け根の海域。横よこ浜はまの上空を飛び越え、最後のミサイルの雨を降らせるのだ。


    　本当は、敵の機動艦隊がひとつしかないはずもないし、全世界の艦かん艇ていが一か所だけに固まっているわけでもない。連合軍は二〇〇か国あり、日本の周辺海域に海軍を派は遣けんしている国だけでも三〇を超えていた。俺たちが見つけたのは、たまたま日本近海に陣取っていたせいで、テレビ局が映し出していた運の悪い艦隊というだけにすぎない。


    　そんなことはわかっている。白旗を掲かかげた時点で、どうやっても俺たちに、この戦争に勝つ見込みがなくなってしまったことは。今や戦況は、一〇〇万人で攻め寄せてくる大軍団に対し、数挺ちようの拳銃で対抗するみたいなものだ。


    　それでも俺たちは、発見した艦隊に対してミサイルを撃ち込むしかない。それくらいしか、できることがないのだ。わずかでも有効な攻撃手段を持っていることを示すことで、状況が別の方向へ展開する可能性だって、まったくのゼロじゃない。たとえ覚悟は決めていたとしても、あがける限りあがいてみて、七難八苦に最後まで抵抗し続けることが、悔くいのない生しよう涯がいを送る秘ひ訣けつなのだと今の俺たちは知っている。いつでもあがいて戦ってきたからこそ、数々の試練を乗り越え、俺たちはここまで上ってこれた。最後の一瞬まであがきにあがくからこそ、俺たちの人生は満ち足りたものになってくれたのだ。


    　伊豆半島から機動艦隊を映し出していた局の映像が、突とつ如じよ、猿さる島しまの映像に切り替わった。ミサイルが照準を合わせて持ち上がるのが画面に映っている。


    「み、見てください！　『人類の敵』春かす日が恒太が持つミサイル群が……！」


    　レポーターが叫んだ。


    　柚さんは俺たちを振り向く。


    「発射準備できましたぁ！　あと三五〇基しかありません。これでぜんぶだって思います」


    　米軍機による爆撃が続くなかで、俺たちの戦力は半分以下にまで減らされていたということだ。雪崩なだれを打つような勢いで、俺たちの戦力は激減していた。ここまで来たら何も考えず、残りのミサイルをすべて発射し尽くしてしまった方がいい。


    　テレビからレポーターの声。


    「米英仏軍による空母艦かん載さい機での猛爆撃が続くなか、『人類の敵』のミサイルが発射準備に入っています！　今まさに、『人類の敵』による新たなジェノサイドが、世界に刻まれようとしている瞬間です！」


    　莉り音おんは静かにキーに手を乗せた。


    「私たちの残りの全戦力──これが最後の攻撃になる」


    　俺たちも、莉音の手に手を重ねてゆく。


    「望むところだ。一いつ丁ちようど派手にぶちかましてやろうぜ」


    「私たちが辿たどり着いた、最後の仕事になるわね」


    「俺が編み出した『地球の夜明け作戦』、壮大なるラスト・ミッションだ。親愛なる大革命部帝国市民諸君、気を引き締めたまえ」


    「大革命部帝国の市民として、頑張ってきた甲か斐いがあったって思います！」


    　爆撃音がやまぬなか、俺たちは静かに顔を見合わせ、うなずき合った。


    　同時に、俺たちは手に力を込める。


    『革命部の栄光のために！』


    　万感の思いを込めて、俺たちは声を振り絞った。
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    　期待とは裏腹に、ミサイルはほとんど命中しなかった。想定の使用状況とは異なっており、著いちじるしく命中率が低下していたせいだ。ほとんどのミサイルは艦隊を大きく飛び越えてしまい、何もない海へと消えていった。


    　伊い豆ず沖おきに居合わせたテレビクルーによって確認された命中弾が、わずかに一発。しかも撃沈すらできなかった。日本艦隊やアメリカ艦隊に大きな被害を負おわせたことを考えると、ずいぶん様変わりした状況だ。むしろ一発命中したことが奇跡だったと言えるかもしれない。


    　だが、大革命部帝国の大量のミサイルが再び艦隊へと飛来し、巡じゆん洋よう艦かん一隻せきが炎上し被害が発生したことを、さもそれが大虐ぎやく殺さつであるようにテレビは煽あおりに煽っていた。ミサイルが主砲にヒットしたことよって艦上で大きな火災が発生し、兵士たちが慌あわただしく消火活動に取り組んでいる様は、たしかに視聴者に悲憤を感じさせるものだった。テレビはその被害艦だけをクローズアップしていたこともあり、興奮してテレビに魅入っている大勢の人々は、まるで艦隊が壊滅したかのように錯さつ覚かくするに違いない。


    　もはや俺たちの万策は尽きていた。まともに戦争ができる通常兵器の弾たまが、なくなってしまったのだ。


    　ミサイル発射台の方も継続して爆撃に遭あい、猿さる島しまは焼け野原と化していた。幸さいわいにも米軍の爆撃機は艦船か発射台を狙ねらい、大革命部帝国の攻撃能力をすべて奪い去ることに全力を挙あげていたので、地下深くまで貫通するミサイルで塹ざん壕ごうごと破壊されることはなかった。塹壕がなければ、とうの昔に俺たちも吹き飛んでいただろう。


    　爆撃音が響くなか、なすすべもなくなった俺たちは集まり、円陣を組んだ。


    　点つけっぱなしだったテレビでは、相も変わらずキャスターが興奮して戦争の進展を実況していた。しかしもはや俺たちは、テレビで連合軍の様子を追わなくても、状況を百も理解していた。


    　莉り音おんも沙さ織おりも恒こう太たも柚ゆずさんも、顔つきは澄み渡っていて、少しの不安もないようだった。


    　俺は素直な気持ちを口にする。


    「振り返ってみれば、めちゃめちゃ楽しかったな。苦しかったことも、絶望したことも、死にそうになったことも、殺されかけたことも、ぜんぶぜんぶ楽しい想い出だ。どんなテーマパークへ行ったって、どんな優れた映画を見たって、こんな充実した気持ちは味わえない」


    「本当に、そうね。今まで綱渡りや危険ばっかりだったのに、それを思い返すと、なぜか不思議と気持ちが充足してくるの。でもね、やっぱり楽しいことの方が多かったわ。それも、このメンバーで一緒にやってこれたからだと思う」


    　沙織はゆっくりと皆を見回しながら続ける。


    「やっぱり莉音は困ってるときに手を差し伸べてくれたし、巳み継つぐはいつでもカッコ良かったし、柚さんは天使みたいに優しかったし……それに恒太とか、本当にバカのまま、いつの間にか世界一の偉人になっちゃってたし……」


    　恒太を見やり、沙織はクスリと微笑ほほえんだ。


    「フッ、俺の存在がグローバルすぎたのだよ。ただそこにいるだけで、いついかなるときでも俺は壮大な愛と情熱とエンターテイメントを提供してしまう。俺こそが、人類に生まれついた宇宙最大の英雄だった。ここまで超ちよう弩ど級きゆうの能力を持ちすぎてしまうと、愚ぐ民みんどもには理解が及ばないだろう。未来永えい劫ごう、俺を超える偉人は出てくるまい」


    　莉音も笑う。


    「フフ、恒太はある意味、超一流なんて遥はるかに超越してたわね。国際社会の大舞台で、水を得た魚のように活躍してくれた」


    「本当は何もやっていないのに、あっという間に世界最高のＶＩＰになっちゃってたりとか、人類最悪の独裁者に代わったりとか……途方もなさすぎて、私にはちょっと信じられないわ」


    「恒太くんは地球で一番頭がいい人なんですよ。だって恒太くんが何度もそう言ってたんです。とっても偉大な人なんです」


    　柚さんはすっかり洗脳されていた。


    　肩をすくめて俺もうなずく。


    「恒太が偉大だったことは否定しがたい事実だな。ある日ふと気づいたら、革命部って恒太のことになってたし。革命部が成なし遂とげてきた成果も、すべて恒太がやったことになってた。これから永遠に歴史に残るのも、やっぱり春かす日が恒太の名前だろう」


    「ククク、当然だ。偉大なる春かす日が恒こう太たに与えられた異名──『人類の敵』──これこそ俺の活躍を何よりも雄弁に物語る。愚ぐ民みんどもが唯ゆい一いつまともな仕事をしたのは、この優れた異名を考え出したことだけだった」


    「なんつっても『平和に対する罪』『人道に対する罪』で国際指名手配され、歴史上最大最悪の大量虐ぎやく殺さつ独裁者だからな……。三大巨悪──春日恒太、ヒトラー、スターリン。現代三悪──春日恒太、ビン・ラディン、フセイン。マジ真ま似ねできねぇ……」


    　莉り音おんは笑顔で言う。


    「後世の歴史教科書には、『第三次世界大戦を引き起こした張本人であり、人類の半分を殺さつ戮りくした』くらいの勢いで載りそうよね」


    「私たちの成果を独ひとり占じめされてるのに、ちっとも嫉しつ妬とを感じないのはどうしてかしらね」


    　微笑ほほえみながら沙さ織おりは言った。


    　ふと、爆撃音がやんだ。あれだけ塹ざん壕ごう内にも伝わってきていた爆発の揺れも、すっかり収まっていた。


    　沙織が上を見上げて口にする。


    「音が……やんだわ」


    「きっともう、上には何も残ってないのよ」


    　そう莉音は応じた。


    　テレビを見やると、猿さる島しまの映像が映し出されていた。そこには、木一本すら残ってない、禿はげ山となった猿島の無む惨ざんな姿。数時間のうちに、まったく別の島に変へん貌ぼうを遂とげてしまった。


    　そして、大革命部帝国のすべての軍事施設の破壊が完了したことが確認され、攻撃終了の命令が下されたという速報。続いてアメリカ艦船から、多数の海兵隊が上陸する準備に入っているという報道。海兵隊の兵士たちが小型艦かん艇ていに次々と乗り換え、揚よう陸りく作業をしている模様がライブ中継されていた。


    　それから映像が次々と変わってゆき、米軍艦艇上で勝利を確信しガッツポーズを取る軍人や、世界各国の人々が歓喜の声を上げる様子、抱き合って嬉うれし涙を流す小さな子供たちなどが映し出されてゆく。


    　喜びで咽むせび泣いている老人、歓声を上げる児童、手に手を取って勝利を祝うスーツ姿のビジネスマン、笑顔満面で握手を交わす政府高官たち──彼ら彼女らは、感喜ではちきれんばかりだった。


    　テレビから視線を外した莉音は、俺たちを見やって口にする。


    「乗り込んでくるわね。小火器はあるし、ほんの少しは抵抗できるかしら。無抵抗でもいいけど、結果は決まっているから……」


    「そうだな。ちょっとは抵抗してみようか？」


    　俺もうなずいた。


    「私は無抵抗でいいわ。もう十分にやり遂とげたから」


    「私は、皆さんと一緒にいれるだけで嬉うれしいです」


    　沙さ織おりと柚ゆずさんはこれ以上、銃を持って戦うつもりはないようだった。二人は、そうした方がいい。


    「この俺は玉ぎよく座ざに座り、反逆者どもを迎えることとしよう。世界皇帝に手を掛けようと企たくらむ悪漢どもの顔を拝おがんでやるのも悪くない」


    　玉座というのは目の前にあるパイプ椅い子すだろうか。使い古されていて、なかなか味のある一品だ。


    「わかった。じゃあ私と巳み継つぐは最後まで抵抗してみるから、沙織と恒こう太たと柚ちゃんは後ろにいて。私と巳継なら、そう簡単にはやられないから」


    「了解だ。もしかすると、俺と莉り音おんの二人で、何万人の海兵隊を薙なぎ倒せないとも限らないからな」


    　おどけた調子で俺は言った。


    　大量虐ぎやく殺さつテロリスト扱いをされた人物の最さい期ごなど、相場が決まっている。その場で射殺されるか、爆殺されるかだろう。


    　生かして捕らえるつもりなら、白旗を掲かかげた時点で何らかの交こう渉しようが始まっていたはずだ。第一、アメリカが俺たちの降こう伏ふくを受け入れれば、いずれ時を経へて、恒太が情報操作で史上最悪の殺さつ戮りく独裁者に仕立て上げられたことがばれてしまう可能性があった。俺たちに巨悪を背負わせて存在そのものを消し去ることが、アメリカにとって、もっとも政治的に優れた選択肢なのである。


    　ホワイトハウスは極めて有能で、強力な政治組織だ。彼らは誰に命じられるわけでもなく、官かん僚りよう的思考で、もっとも有用なシナリオを自動的に選び取るようにできている。その組織が、俺たちを生かしたままにしておくシナリオを選択するなど、この状況ならありえないことだった。


    　だから上陸してきた兵士たちに対し、俺たちが無抵抗に徹しようとしても意味はない。シナリオは完成しているはずである。


    　俺たちの人生はここで終わりだ。皆、それを知っている。だが、わずかな心残りもない。


    「最後に、みんなで手、繫つながない？」


    　そう言って、沙織は両手を伸ばしてきた。


    　俺たちは円陣のまま、静かに手を握り合う。


    　連合軍が乗り込んでくるまで、もう少し時間はあるだろう。今はこの最後の一瞬を、大切に過ごしたい。


    　沙織は微ほほ笑えむ。


    「こうして最後の瞬間に、大切なみんなと一緒にいられて、私たちの気持ちがひとつだってことが一番幸せなことだと思う。心の底から言えるわ、私、革命部に入ってよかったって」


    　俺も続く。


    「革命部に入らなければ、きっと幸せも不幸もわからずに一生を過ごすことになったはずだ。いや、もうそんな人生を考えたくもないほど、革命部にどっぷり浸つかりすぎてしまった。革命部でみんなと一緒に世界を動かすことができて、今はとにかく満ち足りた気分だ」


    「親愛なる帝国市民諸君。初代・世界皇帝として礼を言おう。いついかなるときでも目的を忘れず、諸君らが縦じゆう横おう無む尽じんに活躍してくれたからこそ、帝国は永遠の輝きを手に入れることができたのだ。俺たちは強い！」


    「私、皆さんとこうやっていられるだけで、とってもとっても嬉うれしいんです。嬉しくて嬉しくて、なんだか涙が出そうなくらいなんです。こんなに幸せだなんて、なんだか信じられないって思います」


    「今だから打ち明けるとね……革命部がここまで成功して、ここまでのことを成なし遂げてこれるなんて、本当は思ってなかったの。もしかすると人生を懸かければ可能かもしれないと思っていた目標を、一いつ気き呵か成せいにやり遂とげられたのは、何もかもみんなのおかげ。今はもう思い返すこともできないくらい、私たちは一緒に、いろんなことを成なし遂げてきた。巳み継つぐ、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずちゃん。みんなみんな、大好きよ」


    　莉り音おんの言葉に、俺たちは揃ってうなずいた。


    　最後の大戦に勝ちきることはできなかったのに、なんだか不思議と感無量だ。なぜか妙に気分がいい。どうしてだろう。


    　皆も俺と同じ気持ちなのだろう、晴れ晴れとした表情をしていた。


    　握り合う手に力を込め、俺は目を閉じ、すべてを受け入れる覚悟を決めた──。

  



  
     第五章　新世界構想


    



    　テレビには、すっかり丸裸になった猿さる島しまの模様がありありと映し出されていた。爆発によって地表の一部がえぐり取られ、無む惨ざんにゆがんでいる。実に痛ましい光景だ。


    　猿島をあらゆる角度から映しつつ、キャスターと専門家のやり取りが語られている。さまざまな想いに駆られていた俺は、ただ漫然と映像を眺めていた。


    「『人類の敵』春かす日が恒こう太たが自決したことにより、世界は苦難に満ちた戦いに終止符を打つことができました。……それにしても……小型核により島の上半分を吹き飛ばして自爆するなど、虐ぎやく殺さつの限りを尽くした独裁者らしい壮絶な最さい期ごでしたね」


    　キャスターは勝利の感動を抑えきれないといった口調だった。


    　専門家が応じる。


    「『人類の敵』春日恒太は、私たちの世界にとって巨大な厄やく災さいでした。人類史上、最低最悪の人間だったと言っていい。世界はこの戦争に打ち勝つことができましたが、それでも今もまだ私たちの社会は、『人類の敵』が残した数々の後遺症に悩まされています」


    「そうですね……。リーマンショック以降の金きん融ゆう危機を乗り越え、やっとのことで好景気を取り戻したグローバル社会を、『人類の敵』はメチャクチャに破壊してしまいました」


    「金融機能は壊滅し、流通は止まり、多くの国で食料は配給制を取らざるを得なくなっています。また、各国で暴動も頻ひん発ぱつし、政権が倒れつつある国もある。財政が破は綻たんし、グローバルにインフレが加速し、食料の輸入にも苦心する国が続出している現状……私たちは本当に勝ったと言えるでしょうか……。これこそまさに、『人類の敵』が望んだカオスなのかもしれません……」


    「強大な敵を前に、戦争によって世界は一時団結しましたが……いざ戦争が終わってみれば、実態経済は著いちじるしく冷え込み、失業率はどの国も数十％に達し、息も絶え絶えの状況という現実に直面しています。たった一人の巨大な悪の出現によって、世界がこのような奈な落らくに突き落とされるのは、なんとも恐ろしいことです。戦いは始まったばかりだと言えるのではないでしょうか」


    「団結していた世界が、一転して反目し合い始めました。二つや三つの陣営に分かれ、第三次世界大戦に発展する可能性まで危き惧ぐされています。このようなときこそ、強いリーダーシップで世界をまとめる人物の登場が待ち望まれるところです……。そう……ある意味で言えば……春日恒太のような強いリーダーの出現……」


    　そこまで言って、専門家はハッとして口を閉ざした。自分が大変な失言をしかけたことを理解したのだろう。


    　慌あわててキャスターが話題を変える。


    「さて、皆さんは覚えていらっしゃるでしょうか。猿さる島しま核爆発の直前の場面を。ＣＯＸの記者が、かなり強引に猿島へ飛び込み取材を試こころみようとしたことは、皆さんも目撃されていると思います。終戦直前、その記者が、『人類の敵』春かす日が恒こう太たの姿を目撃した最後の人物となりました。その彼にインタビューした非常に興味深い映像があります。ここでそれを皆さんにご覧に入れたいと思います」


    　映像が、猿島からホテルの一室へと飛んだ。


    　軍服のようにピリッと整えられたスーツ姿の、中年の男が椅い子すに座っている。やたらとガタイがよく、一見しただけでは記者と想像することは難しい。まるで軍人のような男だった。保守系メディアとして名高いＣＯＸニュースの記者だけに、元軍人がいても不思議ではないだろう。ペンタゴンとＣＯＸは仲がいい。


    　男は切々と、目にした光景を語り始めた。


    「私はＣＯＸの腕章を付け、ヘリで無理やり降り立ち、『人類の敵』春日恒太のいた塹ざん壕ごうに入っていきました。インタビューをしようと思ったのです。なぜか塹壕からは、濛もう々もうとした白煙が立ち込めてきていた。慎しん重ちように歩を進めると、出入り口からほど近い場所で、私は彼を発見したのです。しかし彼は、私を警戒した風もなかった。私はたった一人でしたし、記者であることはすぐにわかったのでしょう。挨あい拶さつも交わしませんでした。彼はただ黙々と地面にヒザをつけ、煙を[image: ]たく怪しげな儀ぎ式しきのようなものを行おこないながら、何かを懸けん命めいにセットしていたのです。そこで私は尋たずねた──『それは何ですか？』と。これが私の、彼に対するインタビューの、最初で最後の一言になりました」


    　そこでＣＯＸの記者は大きく息を吐き出し間を置いた。


    　厳しい顔つきになり、記者は続ける。


    「『人類の敵』春日恒太は顔を上げ、私に向けてニッと笑いかけました。そして……『最後の核兵器だ。もうすぐこれが爆発する』と応えたのです。その瞬間、私は全身が総毛立ち、狼ろう狽ばいしてヘリへと取って返し、その場を飛び立ったのです」


    　記者は両手で顔を覆おおい、心底から口くち惜おしげに首を振る。


    「私は取り乱してしまいました。かなりアクティブなインタビューを敢かん行こうしようと興奮していたこともあり、冷静に思考できない状態だったのでしょう。ですが今にして思えば、本当に間かん一いつ髪ぱつ、ギリギリのところでした。その数分のちに、猿島で核爆発が起きたのですから。私が生きているのは奇跡です」


    　記者の瞳は潤うるみ、出来事を振り返るように何度か小さくうなずいた。


    「たとえ一言であったとしても、最後に『人類の敵』春日恒太と言葉を交わせたことは、私の記者人生にとって大きな意味がありました」


    　かみしめるように記者は言った。


    　そのとき──トントンと扉がノックされた。最後の場面を詳しく知りたかったが、あとで確認すればいい。


    　ノックの主に、俺は入るようにと促した。


    　入ってきたのは、被害状況の試算に当たっていた官房付きの防衛官かん僚りようと、防衛大臣の二人だ。彼らは軽く会え釈しやくをし、テーブルにつく。俺はテレビを消し、自分の机を立って、彼らの真向かいに腰かけた。


    「ご苦労。世話をかけるな。しかし世界は今、大変な状況だ。政府要員一同、しばらく不眠不休が続くだろう」


    　最初に俺はねぎらいの言葉をかけた。


    　俺とは古い付き合いの防衛大臣が肩をすくめる。


    「総理、日本はこれでも十分にマシですよ。大阪で暴動が一件記録されましたが……国民の大半は、淡たん々たんと苦難をかみしめ押し黙っています。各国が大暴動や革命に悩まされるなか、日本のような国の方が驚異的です。何にしても、ありがたいこと……」


    「猿さる島しまの接収は万全か？　アメリカにわずかでも付け入る隙すきを与えるな。猿島の戦後処理は、何があっても日本単独で行おこなう」


    　猿島周辺海域には、莫ばく大だいな富とみがある可能性が高い。なんとしても日本単独で管理する必要があるのだ。
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    　防衛官かん僚りようが事務的に応じる。


    「陸上自衛隊の一個中隊を駐ちゆう屯とんさせる計画です。今はまだ核爆発の直後なので、その処理に少々のお時間を頂いただきます」


    「報道されているように、本当にアレは核なのか？　アメリカに落とされたものと比較すれば、格段に小規模な威力だが……」


    「間違いなく核爆発が確認されました。旧ソ連で製造され、闇やみに消えていた小型核です」


    　俺は腕を組む。


    「ふうむ……。我が国も、宇宙施設は壊滅したな。ＪＡＸＡにも予算を回したいところだが、今はそれどころじゃない」


    「これは内々のお話ですが……防衛省としては、アメリカ政府発表とは違い、アメリカ自身が破壊したものだと考えています」


    　防衛官僚は、いかにも秘め事を打ち明けるといった風に、身を乗り出して小声で言った。


    　俺はうなずく。


    「そうか……まぁ、そうなんだろうな」


    「……おや、驚かないのですね？」


    「……仕方ないだろう。国民には極秘にしておいてくれ。今、アメリカとの関係を少しでも傷つけるのはマイナス以外の何物でもない」


    「防衛省としても……大局的な見地から判断して、アメリカの戦略は正しかったと思います」


    「うむ」


    「とはいえ、アメリカに感心ばかりしてもいられません。日本の海空軍は空白の状態です。いざ不測の事態となれば、陸上自衛隊だけで国土を防衛することになります。やることは山さん積せきしています。猿さる島しま戦争後、ロシアと中国がしきりに我が国の領空を侵しん犯ぱんしていますが、スクランブル出動ができず、関係者一同はしきりに臍ほぞをかんでいます……」


    「連中に、いちいち他国にちょっかいを出しているヒマなどあるのか？　ロシアや中国の内情は、日本より遥はるかに酷ひどいだろう？」


    　俺の言葉に、防衛官僚は語気を強める。


    「だからこそです。対外的な緊張を煽あおることで、国民の不満のはけ口を探すしかありません。とりわけ中国は収しゆう拾しゆうがつかないほど地方での暴動が活発化していて、共産党政権は崩れ落ちる寸前にあります。彼らが現行の政権を守るには、もはや対外戦争しかないかもしれない。その彼らにとって、海空軍がほぼ消滅した日本は、もっとも与くみしやすい相手なのです。南シナ海で起こる紛ふん争そうの方が早いと想定していたのですが、よもやこちらに……」


    　防衛大臣も続く。


    「軍備を……早急に一からやり直すつもりでなくては……。目下、経済混乱が激しくなっておりますが、可能な限り防衛予算を先に回して頂いただければと……」


    「それは無理だ。状況は十分に理解できるが、防衛予算は後回しにせざるを得ない。しばらくの間、ロシアと中国を黙らせる役割は、アメリカに担になってもらうしかあるまい」


    　有う無むを言わせぬ口調で俺は言った。


    「……」


    「……」


    　やってきた二人は顔を見合わせた。俺の断固とした姿勢に、何を言っても変わらないという空気を感じ取ったのだろう。俺とて防衛予算は優先したいところだが、まずは経済混乱を収めるのが先決だ。それ以外の選択肢などあろうか？


    　俺はテーブルに両りよう肘ひじをついて手を組み、防衛官かん僚りように視線を向ける。


    「その上でだ。可能な防衛政策はどんなものがある？」


    「そうですね……手持ちの戦闘部隊が陸上自衛隊しかない状況ですので……敵対国に対する揚よう陸りく能力を拡充し、いざ有事には逆に敵地へと上陸を図ることで、陸上部隊によるカウンター能力を上げることでしょうか。陸自の戦闘力なら、航空支援に期待できない現状でも、一定の抑よく止し効果になると考えます。……それから……やはり……今すぐにでも利用できる形で、手持ちの核弾頭を用意しておくことかと……少なくとも二〇は……」


    「弾頭の運用手段は？」


    「陸自にあります。また、海自で残留している艦船や潜水艦にも、対応できる短距離ミサイルがあります」


    「……わかった。急ぎ防衛省に立ち戻り、幹部を集め、この海空軍の空白に対応した防衛政策を取りまとめてくれ。報告書には、いかなる手段を盛り込んでも構わん。タブーはなしだ。どの手法をどのような形で採用するかは、内閣で速すみやかに審議しよう」


    「わかりました」


    　やってきた二人はひとまず納得し、引き下がっていった。


    　俺はひとりになりネクタイを緩ゆるめ、背もたれに身体を預けて目を閉じた。


    　懸けん案あん事項は山積みだ。だが、今もっとも重要な問題は、猿さる島しま近海に眠るという富とみである。本当に存在するのだろうか。望んでも得られなかった、巨大な富が……。
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    　俺は、マーク・カーチス──アメリカ大統領と時間を調整し、ホットラインを繫つないだ。


    　もう四年にもなる関係だ。別に仲が良いわけじゃないし、お互いにツーカーというわけでもない。そもそも二人だけの話し合いで物事をすべて回せるわけでもない。俺たちの後ろには膨ぼう大だいな関係者が控えている。


    　だが少なくとも俺は、マークにちょっとした戦友のような感情を持っていた。言葉にしなくても、マークが乗り越えてきた複雑怪奇な政治的困難は、我が事のように理解できる。


    　モニタに姿を見せたマークは、いささかやつれているように見えた。


    　開口一番、俺は儀ぎ礼れい的に、讃さん辞じの言葉を口にする。


    「まずはおめでとうを言わせてもらいたい、マーク。日本がヒザを屈せざるを得なかったテロリストたちを、よくぞ打ち破ってくれた」


    「ほとほと参まいったよ……。この戦争では、アメリカがもっともダメージを被こうむってしまった。これほどの打撃を受けたのは、アメリカ建国史上初めての事態だよ。そしてこのぼくも、アメリカを恐きよう慌こうに追いやった大統領として名を刻むのだろうな」


    「いや、それは違う。アメリカは手に入れた。やはり世界を守るのは、今後もアメリカしかないという名声を。この戦争や恐慌で俺の支持率はダダ下がりだが、君は世界とアメリカを救った大統領として絶賛されているじゃないか。どうにも日本は、いつも悲ひ愴そう感と鬱うつ屈くつに満ちていていけない。こういうどん底では本当にアメリカが羨うらやましくなるよ」


    　本心から俺は言ったが、マークは首を振る。


    「他人の芝生が青く見えるだけさ。こっちは暴動を抑え込むために懸けん命めいだ。自みずからが築き上げてきた資産が消滅し、今日のメシにありつけるかどうかという危機に、落ち着き払った日本人はどうかしている」


    「落ち着いてなんかいない。不満ばかりさ。途方に暮れているだけなんだよ。国土が狭い分、物資も行き渡る。なんとか現状を維持できるかどうかは、今後の政策に懸かかっている。この危機に、日米が今まで以上に団結することが、グローバル社会を崩ほう壊かいの淵ふちから救う唯ゆい一いつの方法だと思う」


    「同感だ。我われ々われは団結を必要としている」


    　即座にマークは同意した。


    「ＥＵを加え、アメリカを中心にした危機対応委員会を早急に創りたいのだが……どうだろうか？」


    「ＥＵはもうダメだ。この危機で半分の国が財政破は綻たんし、数多くの金きん融ゆう機関が吹き飛び、波乱の真っ直ただ中なかだ。余力が残っているドイツも、大混乱の波に呑のみ込まれてしまっている。あそこには触らない方がいい。ゾンビみたいなものだからな。まずは太平洋地域を中心にして、経済を再生させることが重要だ」


    　アメリカは、すでに青写真を描き始めているようだった。


    「なるほど……。では、この状況でも比較的安定しているカナダとオーストラリアを加えてか……」


    「実はもう我々は、太平洋諸国が新たな地域経済協定を結び、金融経済を再生させていくプランを内々に練ねり始めている。凄すさまじく困難な戦いになるが、やり遂とげるしか道はない」


    「さすが、アメリカには敵かなわないな……。敵に回せない唯一にして最大の国だ」


    　思わず本音を漏もらしてしまった。


    　たしかにアメリカは急速に衰おとろえているが、だからといってアメリカに取って代われる覇は権けん国は今のところ存在しないのだ。一九二九年の世界大恐きよう慌こうのときには、すでにアメリカは大国化しており、いつでも覇権を担になえる状態だった。だからこそスムーズに、ヨーロッパからアメリカへと世界の中心を移すことができたのである。だが今回、世界の重心を移そうとすれば、混乱が深まるばかりに違いない。


    　中国は不動産や公共事業で無理やり経済を膨ふくらませているだけだし、インドは全国的なインフラ整備がほとんど進んでおらず、カーストが根強く残っていてまだまだ脆ぜい弱じやくだ。日本は構造改革に着手すらできず、失われた時代をさらに続けようとしている。ＥＵは危険な綱渡りのなか、崩ほう壊かいの淵ふちを彷徨さまよっている。


    　いずれ数十年後には、中国とインドが真に台たい頭とうする時代が来るだろう。歴史を鑑かんがみれば、それは否定しがたい未来だ。しかしやはり当面は、消去法で、アメリカ中心の世界を選択するしか方法がなさそうだった。


    　俺は話題を切り替える。


    「太平洋地域の再生プランは早急に練ねり上げていくとして……ところでだ、日本の海空軍も壊滅的な被害を受けてしまっている。東アジアの軍事バランスが一変してしまった。この機会に乗じ、我われ々われが中国やロシアからの圧力に晒さらされていることは、アメリカも把は握あくしていると思う」


    「そうみたいだな。ヤツらは、そんなことをしている場合じゃないのだが」


    　マークは苦笑した。


    「今我々が受けている圧力は、海上保安庁の手に負おえないレベルのものだ。何があるかわからない。向こうさんの軍部の暴走で、突発的に、不測の事態に発展する可能性は大いにある。そこで、沖縄と横よこ須す賀かに、日本の空白を埋うめる軍を派は遣けんしてもらえないだろうか。頼めるのはアメリカしかない」


    「いいよ。そうするしかないだろう。ヤツらは封じ込めておけば、勝手に国内崩ほう壊かいを起こすから、それを待っていればいい。大きな被害を受けた第七艦隊を再編成し、ただちに横須賀に入らせる。しばらくは老ろう朽きゆう艦が中心になるだろうが、それで凌しのごう」


    　まるで予期していたかのようにあっさりマークが請うけ負おったので、俺はいささか驚いた。もともとアメリカが方針として検討していたものを、俺が都合よく提案したということだろうか。まぁそれならそれで、お互いにとって好都合ということだ。


    　いずれにせよ日本は、中ちゆう露ろと二正面作戦を採るわけにはいかない。今はアメリカに寄りかかり、その間に中国かロシアのどちらかと、友好的な状況を作りだす必要がある。アメリカの艦隊でシーレーンを守りつつ、劉りゆう立りつ昌しようかプチロフと、近いうちに交こう渉しようを持たなくてはならない。


    　マークは意味深な面おも持もちで問いかけてくる。


    「ところで、ＣＩＡの調査によるとだ……君は戦前、大革命部帝国のテロリスト連中と親しい間柄にあったらしいね？」


    「察しの通り。おそらく、ＣＩＡの報告書通りだろうな」


    　すぐに俺は一切の否定をせず、明言した。弁明などしようものなら醜みにくいだけだ。


    　これにはマークの方が驚いたようだった。


    「ずいぶん率直じゃないか」


    「事実だから仕方がない」


    「わかってるよ。別に君が何かを企たくらんだわけじゃないことくらいはな。さっき上がってきた報告書で読んだばかりだから、言ってみただけだ。マスコミには注意した方がいい」


    　一見、遠回しに脅おどしている風にも聞こえるマークの言葉だが、裏はないだろう。もし政治上の裏があるなら、こうして手持ちの情報を開示してしまうほど愚おろかしいことはない。つまりマークは、あえて情報を開示してみせることで、『アメリカがこの情報を政治カードに使うことはない』ということを俺に伝え、『安心してアメリカに身を委ゆだねろ』ということを仄ほのめかしているのである。そこまで、すべて理解した。


    　それから、双そう方ほうがどのような経済再生プランを進められるかを検討し、可能な限り早急に日米首脳会談を開くことで合意した。
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    「引き揚げに成功しました。現物資産が高こう騰とうしている現状において、凄すさまじい評価額になります。一京けい円を優に超えるかと……」


    　テーブルを挟はさみ、内調の担当者が報告してきた。


    　俺は念を押す。


    「繰り返し確認するが、すべての指揮を執とったのは、ここにいるメンバーのみだな？」


    「はい。情報の取り扱いには万全の態勢で臨のぞんでいます。現在、引き揚げ資産の方は、コンテナに詰め込まれたまま、横浜港にて自衛隊が管理していますが……これより日本銀行地下金庫に運び入れる手はずとなっています」


    　ここにいるのは内閣情報調査室から二人、公安調査庁から一人、警視庁公安部から一人、防衛省情報本部から二人……そしてこの俺の七名だ。俺が官邸に入ってから長年にわたり築き上げてきた信頼関係のある、選えりすぐった情報官かん僚りようたちだった。


    　俺は一同をゆっくりと眺めやり、断言する。


    「心してほしい。ここに集つどう者たちが、真の日本再生メンバーだ」


    　一同の顔つきはいっそう引きしまった。


    　警視庁公安部の担当者が、おそるおそるといった風に口にする。


    「私もこの国難に、命を懸かける所存です。その上で、言いづらいことですが、ひとつお伺うかがいさせてください」


    「なんだ？　遠慮などいらない。ぜひとも言ってくれ」


    「世界的に人々の生活は窮迫し、日本もその例外ではありません。日々の生活の糧かてを得るため、国民はあらゆる困難を強しいられています。そのためもあってか……誠まことに遺い憾かんながら……総理の支持率は日増しに落ち込み、内閣がいつ転てん覆ぷくしてもおかしくない状況になっております……」


    「誰がやってもおんなじだ。いや……率直に言うが、俺がやるのがもっとも良い結果を生むだろう」


    「それはその通りですが……国民はそう考えないものです。目下、ポピュリズムを謳うたう政治家に人気が集中し始めています。一方、権力を集中して事に当たろうとする総理は、国民の激しい反発を生んでいる……。総理を中心に日本の再生計画を進めていくのであれば、強い内閣を取り戻すことが必要不可欠な要件であります」


    「……わかっている。当面、俺への権力の集中が必要だ。そのための態勢を創り上げなくてはならない」


    　公安調査庁の担当者が口にする。


    「ここに集つどうメンバーはすべてを理解しています。大おお原はら総理の独裁があってこそ、日本再生が成なし遂とげられる。それしか道はない。いかなる謀ぼう略りやくでも命じてください。我われ々われはやり遂げる」


    　血気に逸はやる一同に、俺は冷静になるように促す。


    「いや、君たちはまず、引き揚げ資産の確保と情報統制だ。そこがすべての基点になる。それから、革命部から引き継いだプログラムの検証も急いでくれ。日銀役員や財務官かん僚りようや学者連中を総動員し、プログラムの妥だ当とう性を調査させ、至急報告書にまとめてほしい。俺は俺で、挙国一致体制を創るため、全力を尽くすつもりだ」


    　そこまで言って間を置き、俺は一番大事なことを確認する。


    「ここで知った出来事は、すべてを墓場まで持っていってほしい。よろしいな？」


    　目の前にするメンバーは、全員、同意の言葉を口にした。
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    　国民の間では不満が噴出していた。


    　食料品を中心にして物価が上昇し、庶しよ民みんの生活は厳しさを増している。米などの基本的な生活物資は、配給制を検討せざるを得ない状況だった。「日本は生産力が過か剰じようであり、インフレの可能性はない」と言われていたのに、食料品の値段と呼応するように、現実には物価が激しい上昇を記録していた。


    　景気も最悪の状態であり、失業率は増加の一途を辿たどっている。リストラの嵐あらしが吹きまくり、社会には怨えん嗟さの声が満ちていた。


    「外国では暴動が頻ひん発ぱつしているというのに、どうして日本人はいつも耐たえ忍しのぶのか？」


    「世界の諸国は、この状態でも日本人が何も発言しないことを奇異の目で見ている。日本人はどこかおかしい」


    「もっと日本人は声を上げるべきだ。政治家の責任を追及しなくては、政治はよくならない」


    　こんな論調を大新聞までが掲かかげ始めているというのは、たしかに末期的状況なのだろう。


    　世論調査では、現内閣の支持率は五％を割り込むほどに低迷し、「無能で最悪の長期政権」というレッテルが定着していた。そして自じ友ゆう民みん政せい党が政権から降りるのを、ほとんどの国民が望んでいる状況だ。


    　一方で、対立政党だった民みん政せい党が左傾化し、大衆の支持を大いに集め始めていた。問題は、民政党の若き党主──柊ひいらぎ尚なお人とだ。まだ四三歳ながら、熟達した手腕を持ち、大衆の心理を操あやつることに長たけている。


    　民政党も自友民政党も、本来は同じ穴の狢むじなのようなものであり、掲げる政策や指針は実のところあまり変わらない政党だった。もともと自友民政党の議員だった者が民政党の議員に転じたり、その逆もあったりなど、人的にも思想的にも多くの点で根幹を同じくしていた。


    　それがこの世界的波乱のなか、異彩を放つ柊尚人を中心に左傾化することで、急激に力を増し始めたというわけである。まぁ俺が柊尚人の立場でも、同じような方針を掲げて政権を奪取することを目指しただろうから、あまり文句は言えない。


    　俺は国会議事堂の執務室から窓の外を見やり、デモを行おこなう老ろう若にやく男なん女によのシュプレヒコールを眺めていた。連日にわたって、飽あきもせずわめき散らしている者たちだ。挙あげ句くの果てに、俺が無能だ木で偶くの坊ぼうだとこき下ろし、どうでもいい枝葉の発言の揚あげ足あしを取って嘲ちよう笑しようしさえする。


    　あの連中は、いったい誰がやればこの状況を一気に打開できると言うのか。俺ほど相応ふさわしい首相がいるはずがない。


    　──クソッ……愚ぐ民みんどもが……。


    　ふと、『人類の敵』春かす日が恒こう太たのような物言いで考え事をしている自分に気づき、俺はハッとした。


    　これはいけない。万一の場合、地が出るようなことがあれば大変なことになる。もっと不感症になるか、あるいは怒りをコントロールする術すべを身につけなくては……。


    　認めざるを得まい、『人類の敵』春日恒太──あの男は凄かったと。俺などより遥はるかに上の知名度と権力を握り、世界人類の批判を一身に浴びながらも、少しも動じる様子を表に見せることはなかった。自分には、とうてい無理なことだ。


    　コンコン、とノックが鳴った。


    　俺が一言も応えないうちに、ずけずけと高たか橋はし幹事長が入ってきた。自友民政党のキーマンだ。党内きっての多数派を抱かかえる派は閥ばつの主宰者でもある。高橋が消極的に支持したからこそ、俺に首相の座が転がり込んできたわけで、主要閣かく僚りようには高橋派がもっとも多く入閣していた。


    　事を穏おん便びんに運ぶためには、まず高たか橋はしに謀はからねばならない。


    　高橋は勝手にソファに腰かけながら、窓の傍そばに佇たたずむ俺を見上げてくる。


    「やあ大おお原はらくん、健勝で何よりだ」


    　この男のいつもの挨あい拶さつだ。


    　俺もソファに腰かけながら声をかける。


    「高橋先生も、旺おう盛せいに活動されておられますね。昨日は夜遅くまで派は閥ばつのメンバーを率ひきいて勉強会を開いていたのだとか」


    「まぁ、朝までな。徹夜だよ。なにせ最大級の国難だ。もたもたしてはいられない」


    「それはそれは。ぜひとも先生のような優秀な政治家には、この混迷を切り開く力になってほしいものです。……ところで先生、今こそ権力の集中が必要な時期じゃありませんか？　私としては民みん政せい党との大連立を実現し、強い権力を持って国政の舵かじを取ることが重要だと考えています」


    　端たん的てきに、俺は直球勝負を持ちかけた。


    　ズイと身を乗り出して続ける。


    「そこで先生……先生には、民政党でも頭が上がらない連中が多い。先生に、大連立構想の取りまとめ役をお願いすることはできないでしょうか。お忙いそがしい先生に頼むのは気が引けますが、それでも構想の実現に、先生ほど相応ふさわしい人材がいないことはわかりきっています。いや、先生でないと不可能なことと言っていい」


    　俺はしきりに高橋を持ち上げた。あからさまなお世辞だが、俺と高橋の間はいつもこんな調子である。まぁ、狸たぬきと狐きつねの化かし合いみたいなものだ。


    　すぐに高橋は応えなかった。ソファにもたれかかり、ゆっくりと間を置いて、ため息をつくように語り出す。


    「大原くん……君はもう四年も総理総裁を務めたろう？」


    「は？　はい」


    「もうすぐ内閣を変える時期だと思わんか？」


    　俺は少なからぬショックを覚え、身体がくずおれてしまいそうな気分だった。


    　不覚にも、想定していなかったのだ。大だい恐きよう慌こうを上回る金きん融ゆう経済の崩ほう壊かいに突入したばかりのタイミングで、まさか総理総裁を入れ替えることなど、まともなら考えるはずもない。現状のグローバルな崩壊の規模と状況が整理できてから、そういう話が出てくるかもしれないとは思っていたが……権力の空白を生むのに、これほど不適切な時期があろうか。華はな々ばなしく宣戦布告をした直後に、突とつ如じよとして内閣が総辞職するようなものだ。


    　徹夜までしたという派閥ミーティングは、そのための話し合いだったに違いない。


    　真剣に俺は首を振る。


    「思いません。今日現時点、とてもそんなことを考えられる状況にはない」


    「君とて、自分の支持率は理解しているだろう。もうすぐ四％を割り込むぞ。歴代内閣のなかでもピカイチの支持率の低さだよ」


    「自分の不徳を棚に上げ、あえて言わせて頂いただきます。支持率が低いのは、外部環境によるせいだ。今なら、誰がやっても支持率は急落するでしょう」


    「それはそうだ。この国は、総理の支持率はどこまでも下がっていく一方で、なかなか上がらないようにできているんだ。だから一度支持率が底辺までいった総理は、次々と代えていかねばならん」


    　高たか橋はしも歴戦の政治家だ。日本の国情は、俺よりも骨身に染みているだろう。


    　俺が言葉に窮きゆうしていると、高橋は先を続ける。


    「民みん政せい党の党首、柊ひいらぎへの支持が凄すさまじい勢いで広がっておる。典型的なポピュリズム政治家だが、こういうときには脅きよう威いだよ。君では次の選挙には勝てん。このままでは、自じ友ゆう民みん政せい党は歴史的大敗を喫きつすることになるだろう。今のうちに手を打たねばな」


    「口先だけは華か麗れいな柊が総理総裁になれば、現実にはまったく身動きが取れず、日本は機能不全に陥おちいるでしょうね」


    「だからこそだ。自友民政党は勝たねばならん。日本のために。……だがそれが、君では無理だ」


    「私で無理なら、他の者でも無理でしょう」


    「やってみなければわからん。ならば、やってみるしかなかろう」


    「変えてダメだったら、また別の者に入れ替えていくとでも言うのですか？」


    「……そうなるだろう。愚おろかしいことだがな」


    　高橋は、うんざりしたように口にした。


    「バカな。愚かしいとわかっているなら、無責任な話だ。今は私が総理を務めるのが相応ふさわしい」


    　俺は語気を強め、高橋を詰なじった。譲ゆずるつもりは毛頭なかった。高橋と事を構えることになっても、今ここで降りるつもりは俺にはない。


    　口調を変えて喧けん嘩か腰ごしの俺に、高橋は苛いら立だち始める。


    「バカはそっちだ。無責任なのは、民政党の力が増すのを放置する君だ！　仮に大連立をするとしても、大連立の主体は自友民政党でなくてはならん。それが日本のためだ」


    「日本のためと言いながら、その実、あなたが言っているのは単なる政争だ。過去の常識に縛られて意志決定するような場合じゃない。戦争よりも、ずっと困難な状況に我われ々われは立っている」


    「君がゴネたところで何も変わらんよ。私が責任を持ってやり通さねばならんのは、自友民政党を勝たせることだけだ」


    「私は党ではなく、日本を背負っている。私は党を支配したい一心で言っているのではない。私が総理を務めることが日本にとってベストだから、腹を括くくって主張しているんだ」


    　高橋は大おお仰ぎように顔を逸そらす。


    「ふん、負けた人間が言いそうなことだな。いいか、君は負けたのだよ」


    「勝ち負けなど些さ末まつなこと。高たか橋はし先生、どうかわかってほしい。ほかならぬ私でなければ背負えないことがあるんだ」


    　興奮を抑え、俺は頭を下げた。


    「これは決定事項だ。この方針は、何があっても変わらんよ」


    　そう言い残し、高橋は立ち上がって足早に執務室を去っていってしまった。


    　高橋が去ったあとの扉を呆ぼう然ぜんと眺めながら、さまざまな想いが渦うず巻まいた。もう少し冷静に議論すれば、高橋も聞く耳をもってくれただろうか。


    　このようなときこそ海かい胴どうが生きていれば、きっと自分を支持してくれただろう。高橋の方が海胴とずっと近い仲だったが、それでも海胴なら大局的な視野に立ち、危機の大きさを理解できたはずだ。こういうときに、あのような権力中ちゆう枢すうがいなくなってしまったことが口くち惜おしい……。


    　そこでふと、俺は悩みの本質に気づいた。


    　──待て……そもそも力の根こん源げんとは何だ……？


    　海胴には、なぜ力があったのか。俺には、なぜ力がなかったのか。どうして俺が、高橋にいいように振り回されなくてはならないのか。


    　そうだ……バカげてる。どうして俺は、過去の延長線上で思考しているのだろう。俺を取り巻くあらゆる世界が、あの時点で、劇的に変わったはずなのだ。そう、自爆して果てた革命部の者たちが、俺に財産を託たくしてきたその瞬間から──。


    　ひょっとすれば今の俺には、海胴を超える力があるのかもしれない。


    



    　　　　　◇


    



    　官邸までやってきた警視総監は、相対して座るなりうんざりして口にする。


    「とてつもない状況だな。こっちは全警察官がフル稼か働どうで厳戒態勢だよ」


    　お互い東京大学法学部を同じ年に出て官界に進んだ旧知の仲だ。当時は会話を交わしたこともなく、顔見知りにすぎない相手だった。しかし俺が政界に進み一定の地位を得たころに、気づけばこいつは警察官かん僚りようの出しゆ世つせ頭がしらとして、次期警視総監の出世レースに乗っていた。それから政府の委員会などを通じて会話を交わすようになり、出身や経歴がなんとなく似通っていたという気安さもあって、比較的本心を吐と露ろしやすい相手になった。


    　ちなみに、激しい出世レースが繰り広げられていたなか、こいつを警視総監に猛プッシュしたのはほかならぬ俺である。警察官僚の二つの究極のポスト──警察庁長官か警視総監になるには、内閣総理大臣の承しよう認にんを得なくてはならない。


    「何があっても押さえつけておいてくれ。多少、強硬な手段でもいい。どこかが少し崩れただけで、最悪の事態に発展しかねない」


    「そのためにも頼みがある。警察予算だけは手をつけないでくれ。ピリピリしている今やられると、全体の士気に大きく関わってしまう」


    　総監は切々と訴うつたえてきた。


    「そうしたいところだが、税収は急減だ。どこかで適切な手を打たないとならん」


    「そりゃ警察だけ聖域ってわけにはいかないだろうからな。いずれは覚悟しているが、最後にしてくれと頼んでいるんだ。頼む。この通りだ」


    　ついに総監は両手をテーブルに乗せ、頭を下げ始めた。よほど切せつ羽ぱ詰つまっているのだろう。


    「……わかってるよ。今は治安が最優先ということで、閣かく僚りようの意見は一致している。君に迷惑をかけることにはならんだろう」


    「そうか……そいつはありがたい……。ずっと懸けん案あん事項だったから、心底ホッとしたよ……」


    　安あん堵どした表情を見せつつ、総監はおずおずとバッグから書類を取り出した。


    「ところで、こいつが頼まれていた報告書だ。目を通してみてくれ」


    　俺は差し出された書類を受け取り、めくっていった。


    　報告書は、民みん政せい党代表、柊ひいらぎ尚なお人との個人プロファイルだ。柊の個人財産はもとより、日々の行動状況から性せい癖へきまで、ありとあらゆる情報を盛り込んである。


    　逸はやる気持ちで、俺は次々とページをめくる。しかし、期待していたような成果はひとつもない。


    「とくに驚くようなことは……何も……ないな。多少、女癖が悪いくらいか？」


    「女の問題は若いころの話だ。それに、複数の女と付き合っていたというだけで……そのくらいのやんちゃは、まぁ珍しいわけじゃないだろう。金銭面については真っ白だ。柊のオヤジは結構あくどい手法で財を成なしたヤツでさ、巨額の脱税でパクられたことはある。だけど息子の方はお坊っちゃんだよ。この路線からの仕掛けは諦あきらめるんだな」


    「ふうむ……」


    　俺はアゴに手をやり、うなった。党首になるほどの政治家なら、警察が総力を挙あげて過去にまでさかのぼり徹底して調べ上げれば、きっと何か見つかるとは思っていたんだが……。


    「民政党の勢いを抑えることは難しかろう。自じ友ゆう民みん政せい党は保もつのか？　党の分裂すら[image: ]うわさされているぞ。俺の耳にも、いくつかの動きが入ってきている」


    　党の分裂の可能性などという情報は初耳だったが、俺は能面でうなずく。


    「まぁ、こういうときだ。いろいろとあるだろう」


    「何を他ひ人と事ごとみたいに言っている？　このままじゃ、次の選挙で民政党に大敗するのは明らかじゃないか。世の中の柊人気はすごいもんだぞ」


    「次の選挙はしない。法改正で対応する」


    　俺の断固とした口調に、総監は目を見開き、半ば腰を上げるほど驚いているようだった。


    「な、な……なんて言った……？　おいおい……そいつは本気なのか……？　それこそ政権が保もたないだろう……。そんな法案の提出は、自じ友ゆう民みん政せい党の首を絞めるだけだぞ……？　民みん政せい党の力はさらに増大するはずだ……」


    「今日はそのために来てもらったんだ。今から言うことは、俺とおまえだけの生しよう涯がいの秘密としてほしい。聞いてくれ──」


    　とうとうと、俺は構想を話していった。


    　黙りこくって聞いていた総監は、構想を伝え終えても沈黙したままだった。


    「……」


    「……」


    　お互い無言の時間が続いた。


    　俺は急せかさず、返事をただ待った。


    　ついに沈黙に耐えられなくなったのか、総監はうなるように口にする。


    「……即答はしかねる」


    「ダメだ。即答してもらう。持ち帰って頭を巡めぐらせたところで、何か新しい閃ひらめきが生まれるような話でもなかろう」


    　断固として俺は、この場で返事を要求した。


    「……」


    「この国難にこそ、強きよう靱じんな政権を創らなくてはならない。その責任を、俺たちは背負っている」


    　俺は、とくに「俺たち」という部分を強調した。


    　渋々、総監は口にする。


    「わかってるよ……。だが、その辺の男を罠わなに嵌はめるって話じゃないんだ。こいつは……そんじょそこらの山じゃないぞ……」


    「俺は命を懸かけている。政治生命じゃない。文字通り、命をだ。この俺の残りの人生のすべてを、日本再興のために捧ささげると誓ちかおう」


    　背筋を伸ばし、俺は毅き然ぜんとして言い切った。もとより一点の曇くもりもない、俺の心の真実だ。


    「……俺にも、その覚悟を背負えっていうのか」


    「ああ。背負ってもらおう」


    「……こっちは下の娘が、ようやっと高校に入ったばかりなんだ」


    「嫌いやなら引退しろ」


    　そっけなく突き放すと、総監は顔をしかめて押し黙る。


    「……」


    「……」


    　またもやお互い言葉を発せず、相対して座っているだけの時間が続いた。


    　総監は額ひたいに手をやり、弱り切った表情だ。


    　だがやがて、ため息をつき、諦あきらめきった表情で顔を上げた。


    「……しゃあないな。御国のためってやつか」


    　その言葉を聞き届けた俺は、足下に用意していたアタッシュケースを両手でテーブルの上に乗せた。それを総監の方へと押しやる。


    「なんだこれは？」


    「やる。協力してくれる礼だ」


    　俺が言うと、総監はぞんざいにアタッシュケースを開け放った。


    　ありありと表情が変わり、総監は目を見開いた。


    　気楽さを装って俺は言う。


    「とんでもなく重いぞ。持ち帰るのも大変だろう」


    　すると総監は、俺を睨にらむように見やってきた。


    「金きん塊かいか。おい大おお原はら、おまえがこれだけのものを大おお盤ばん振ぶる舞まいできる資力をどこから手に入れたか知らんが……俺を見くびってもらっちゃ困る。俺はおまえと、日本国家のために協力を約束したんであって、自みずからの私し腹ふくを肥こやすためじゃない。こいつは引っ込めてくれ」


    「損にはなるまい。持っていってくれ」


    「断る。受け取らんよ」


    　そう言いつつ、総監はアタッシュケースを勢いよく閉め、テーブル上、俺の方へと押し返してきた。


    　俺はアタッシュケースに手を置く。


    「……わかった。なら、こいつは今の話の礼として渡すんじゃない。単なる友情だ」


    「だったら、別の機会にでも渡してくれ。今日は受け取らずに帰りたい」


    「そうか……。ならば、そうしよう」


    　再び俺は、足下へとケースを戻した。ゴトンと重々しい音が響く。


    「この金塊、どこから手に入れた？　俺にこれだけ渡そうとしてきたってことは、まだまだ、とんでもない量があるんだろう？」


    「官房機密費だ」


    「噓うそをつけ。どこにこんな巨万の官房機密費があるっていうんだ」


    「追及しないでおいてくれ。いずれ、何らかの形で返事をしよう」


    「……いいだろう。詮せん索さくはしないでやる。その代わり、国家の危機を担になうのはおまえの役目だ。何があっても成なし遂とげろよ。俺も、おまえに乗っかってやるんだからな」


    　それから俺たちは計画を話し合ったのち、総監は足早に官邸をあとにした。


    　結局、総監はこいつを受け取らず仕舞いだった。力の根こん源げんだと思っていたものが、あっさりと無む下げにされ、俺は不思議な気持ちになった。俺は何か誤解しているのかもしれない。


    



    　　　　　◇


    



    　赤あか坂さかの料亭。


    　昔ときどき利用していた馴な染じみの料亭だ。総理に就任して以来、あまり利用する機会はなくなっていた。久々に訪れたら、女将おかみや従業員一同は盛んに懐かしがってくれた。


    　店はひっそりと静まりかえっている。聞こえてくるのは、竹と石がときどきぶつかり合う鹿しし威おどしの音だけだ。今日は俺以外、他の客はいないようだった。俺がそう指示したわけではない。単純に客がいないのだ。経済混乱で記録的な食料品の高こう騰とうが続いており、一時閉店に追い込まれた店が多いなか、こうして営業を続けているのは高級料亭としての矜きよう持じだけだろう。


    　出された前菜をつまんで待っていると、やがて剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを醸かもし出す一人の男がやってきた。フスマを開けるなり、男は両りよう膝ひざをつき深々と頭こうべを垂たれる。


    「お待たせ致しました。会長の遣つかいで参上しました、宮みや本もとと申します」


    　細いメガネに、仕立てのいい濃紺のスーツ。姿だけならエリートビジネスマンにしか見えないが、周囲を取り巻く空気が違う。その筋では相当な男なのだろう。


    　顔を上げた宮本は続ける。


    「一昨日より京きよう武ぶ会かいの執行部にて、若わか頭がしらを務めさせて頂いただいております。会長のお言葉を預かって参まいりました」
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    　京きよう武ぶ会かいナンバー二をわざわざ寄越したということか……。


    　俺はしげしげと宮みや本もとを見やった。やはり姿だけだとヤクザ者だとは思えない。


    「じゃあ神こう戸べから……。伝言のためだけに手間をかけてしまった」


    「とんでもございません。会長も、直接ここに参上できないことを悔くやんでおります。ただし総理のために、目立つことは控えるべきだと認識しており、代わりに自分が遣つかわされることになった次第です。力不足かとは存じますが、平ひらにご容よう赦しやください」


    「そんなことはない。さあ、テーブルについてくれ。料理はできている」


    「お心遣い切に感謝致しますが……自分は伝言をするだけの役目。総理にお会いしたら、神戸に取って返さなくてはなりません。すぐに退席させて頂いただきます」


    　宮本は毅き然ぜんとして、フスマの前から動く様子もなかった。


    「わかった。伝言を聞こう」


    「お伝え致します──『委い細さい、了解しました。今は国家大事のとき。このようなときこそ、中道の、強い政権が必要です。この難局を切り抜けるのに、大おお原はら総理ほど相応ふさわしい人物はいないと認識しています。これからのことは私が個人的に行おこなうことですから、くれぐれもお気遣いなきように』──以上です」


    　話を請うけたということだ。


    　あまりにあっさりしたものだったので、俺は面食らってしまう。


    「それだけか……？」


    「それだけです」


    　宮本は断言した。


    「他には何も？」


    「ええ、何も」


    「了解した。感謝する」


    　俺は横に置いてあるアタッシュケースを、畳の上をすべらせるようにして、宮本の前へと押しやった。


    「お礼だ。会長へ渡してほしい」


    　宮本はアタッシュケースの中身を確かめもせず、口にする。


    「いかなる謝礼も受け取りを拒否するよう、重々申しつけられております。会長のお言葉にもありましたが……これは会長が個人的に行うこと以外の何物でもありません。総理には、何一つ無関係なことなのです」


    「……しかしそれでは……」


    「会長が自分の意志で行うことに、他人から謝礼を頂ちよう戴だいする謂いわれはないということです。そしてこれから何があっても、総理には微み塵じんも関係のない出来事であって……未来永えい劫ごう、総理が私どもに気を遣う必要など絶無です」


    　宮みや本もとは淡たん々たんと、しかし有う無むを言わせない口調で言った。


    「……では君の足代だ。持っていってくれないか？」


    「丁てい重ちようにお断り申し上げます」


    「……」


    　押しても引いても、礼を受け取るつもりはないらしい。


    　俺はうなずく。


    「……わかった。会長には礼を伝えてほしい」


    「礼を言われる筋合いもありません。会長が個人として国家のためにする小さな行為に礼を言われたとしたならば……私たちはこれから総理に、毎日礼を言わなくてはならなくなる。ですが、そんな国民はいないでしょう」


    　宮本の言葉に、俺は考えを巡めぐらせてから口にする。


    「ならば……『承しよう知ちした』と伝えてもらいたい」


    「承うけたまわりました。それでは私の役目は終わりです。これにて失礼致します」


    　宮本は、来たときと同じように頭こうべを垂たれてから、静かに部屋をあとにしていった。


    　驚いた。莫ばく大だいな富とみが裏付けとなって、初めて権力を行使できると思っていた。それなのに……必要だと思っていたものを、誰からも求められなかった。望めば、権力はこんなにも近くにあったなんて。初めて俺は、本当の権力というものの正体を覗のぞき見た気がした。


    　細い綱の上を渡っている感覚。ふと冷静になれば、恐怖感すら覚える。


    　自分には実力があると思っていた。だがそれは、表層的な世界でのことだ。


    　本当の権力を担になうとは、かくも重大な決断を、朝起きて顔を洗うがごとく、ごくごく自然なこととしてやらなくてはならない。人よりもほんの少しだけ成績が良かっただけで、普通に育ち、普通の範囲内で生きてきた自分は、そんな帝王学を学んできたわけではなかった。俺が凡ぼん人じんにすぎないことを、つくづく痛感させられる。


    　果たして自分は、どこまで到達することができるのだろうか。


    



    　　　　　◇


    



    　数日後。


    　国民から高い支持を集めていた民みん政せい党党首・柊ひいらぎ尚なお人とが、児童買春の現行犯として逮たい捕ほされたことが、世間の話題をかっさらった。テレビも新聞も恐きよう慌こうの話題ばかりだったのが、その日は柊容疑者の話題一色に染まったのだった。


    


    


    



    　警視庁少年育成課は七日、女子高校生（一五）に淫みだらな行為をしたとして、東京都青少年健全育成条例違反の疑いで、民政党党首、柊ひいらぎ尚なお人と議員（四三）を現行犯逮捕した。


    　柊容疑者は六日午後一〇時半ごろ、世せ田た谷がや区の運動公園駐車場に止めた車のなかで、女子生徒に淫みだらな行為を強要した疑い。


    　警視庁の捜査によると、柊容疑者は、未成年を専門に扱う売春斡あつ旋せん業者の常連客であったことが発覚した。警視庁は、未成年売春斡旋の実態解明も併あわせて急ぐ方針。


    　国会議員は日本国憲法第五〇条で不逮たい捕ほ特権を保障されている。しかし、この権利は国会の会期中のみに限定されており、また現行犯の場合はこの限りではない。


    　柊容疑者は民政党の党首として極めて高い人気を誇っていただけに、国民の間では強い失望感が広がっている。


    



    （旭きよく日じつ新聞）


    


    


    



    　柊容疑者は逮捕後も無実を訴うつたえ続けたようだが、まるで用意されていたかのように完かん璧ぺきなＤＮＡの痕こん跡せきが現場から見つかり、過去に買春の被害に遭った児童生徒らも一様に具体的で理路整然とした証言をしたことで、マスコミ各社は柊容疑者を手厳しく責めた。


    「国民を裏切った性犯罪者」「世紀の破は廉れん恥ち党主」などの煽あおり文句が新聞や週刊誌を賑にぎわせた。知名度が高い政治家だっただけに、性犯罪による逮捕は、民衆のショックを倍加させた。仮に柊議員が数年後に無実を勝ち得たとしても、政治家に復帰する道は閉ざされたのは間違いなさそうだった。


    　一方で、一部では「この逮捕は不自然じゃないか？」とする声も上がった。しかし、警察・検察が総力を挙あげた捜査協力態勢を敷き、次々と柊容疑者に不利な証しよう拠こが発見されていったことで、「不自然だと考えることが異常」という雰ふん囲い気きが出来上がっていった。


    　次の選挙では大勝が確実視されていた民みん政せい党は、カリスマ党主の逮捕により求心力を失い、次期党主争いの内部闘争へと突入していった。


    　海外の謀ぼう略りやくなら、レイプ犯として社会的に制裁された元ＩＭＦ理事ストロスカーン（のちに無実）や、幼児性犯罪者として逮捕された機密情報告発サイト・ウィキリークスのアサンジなど、被かぶせられる罪も激しいものになる。しかし日本なら、民衆が目を背そむけたくなるような強烈な罪よりも、わいせつ罪や青少年健全育成条例など柔らかいものの方が話題になりやすい。


    　こうした罪は、単純な暗殺よりも効果的な側面がある。なぜなら、普通なら当人が死んだ後にも言葉や業績は残るものだが、社会的に蔑さげすまれ卑いやしめられた人間は、過去の行為の一切が綺き麗れいに否定されてしまうからである。最大のネックは、いささか際きわ立だつ手法なため、暗殺ほど多用できないところだろう。民衆が前のニュースをすっかり忘れたころ──せいぜい二、三年に一度が限度だ。


    



    　この事件は、柊ひいらぎ尚なお人との逮たい捕ほだけには留とどまらなかった。


    　翌週から、五〇万部を誇る週刊誌『週刊タイムズ』が、民みん政せい党議員と暴力団との深い関係を暴あばくスクープを大々的に取り上げた。そこでターゲットになった民政党議員の数……実に四五名。民政党の議員が目下二五〇人ほどいるから、その五分の一近くが、驚くべきことに暴力団と何なに某がしかの関係を持っていたというスクープだった。


    　週刊誌紙面ではさまざまな金の流れが提示され、国民を騒然とさせた。この記事を元に、警察までが全面的な捜査に乗り出すことを決定し、民政党本部までガサ入れの対象になり、ニュースの波紋はさらに広がっていった。


    　記事に否定の声を激しく上げる議員もいたし、何百人・何百社もの献けん金きん相手のなかの一人が暴力団関係者だとわかるはずもないと訴うつたえる議員もいたし、『週刊タイムズ』に対し民事訴そ訟しようを起こすと主張する議員もいたし、言葉を濁にごして逃げ回る議員もいた。それでも、いったん燃え上がった疑ぎ惑わくの火種はどこまでも大きく広がっていったのだった。


    　告発されたのがすべて民政党議員だったので、「これはおかしい。自じ友ゆう民みん政せい党が仕掛けたのではないか？」とする意見も多く見られた。その疑問はまったくその通りで、民政党も自友民政党も、議員の活動方針に何か違いがあるわけではない。そもそも民政党は政権を取るためだけに今はポピュリズム的な政策に走っているだけであって、議員の考え方やスタンスに根本的な違いがある党ではないのだ。


    　完かん璧ぺきな証しよう拠こで固められた柊尚人逮捕のときと違い、この民政党と暴力団の癒ゆ着ちやくについては、根強く「自友民政党の謀ぼう略りやく」と断定する論者は消えなかった。ネットや書籍を中心にして、激しい疑惑が渦うず巻まいていた。スクープの対象にされた議員も、この論を主張してやまなかった。


    　しかしテレビや新聞が主流から外れる意見を採用することはなかったし、柊尚人に対する諦てい観かんが広がっていた時期だけに、国民全体として民政党を敬遠する雰囲気が崩れることはなかった。ネットや書籍でいかなる論を展開しようとも、大メディアの論調の前では空むなしい抵抗だ。大半の人々は、わざわざ自分で詳細を調査して判断を下すことなど決してしない。


    　こうして民政党がガタガタになってしまったせいで、消去法で「売国政党よりも無能政党の方がマシ。やはり自友民政党しかないんだろう……」という厭えん世せい気分が大勢を占めつつあった。


    



    　　　　　◇


    



    　民政党のニュースが未いまだ冷めやらぬころ──。


    　日本再建に共同で取り組む内調のメンバーが、血相を変えて飛び込んできた。


    「そ、総理……！　自友民政党の幹事長、高たか橋はし氏が自決を図ったようです……！」


    「……高橋先生が？」


    　俺は机から立ち上がり、血相を変えたように装った。


    　息を切らせて内調担当者は口にする。


    「都内ホテルで、首を吊っているのが発見されました。遺書もあるようです。ただいま、警察からもたらされたばかりの情報です。あと何時間かしたら、公おおやけの知るところとなるでしょう」


    「発見された遺書には何と書いてあった？」


    「『経済混乱で莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえてしまった』というようなことが書き記してあったそうです。酔いつぶれながら書いたようで、ずいぶん筆は乱れており……発見されたとき、部屋のなかはアルコールのビンが散乱していたらしく……」


    「ううむ……優れた政治家だったが……経済崩ほう壊かいの嵐あらしには勝てなかったのだろう……。お悔くやみ申し上げたいところだ。通つ夜やには出向こう」


    　口調を変え、内調担当者は俺を覗のぞき込むように見やる。


    「死者に無礼なことは承しよう知ちしていますが……党内において、総理はだいぶ有利になりましたね。我われ々われとしても、今後の方針を立てやすくなったところです」


    　疑っているのかもしれない。彼も情報官だ。しかし疑った通りだとして、それがどうしたというのだ。彼とてそれは理解しているはずだし、詮せん索さくしないのはルールである。


    　俺は応えず、無言で椅い子すに腰かけると、内調担当者は進み出てくる。


    「……総理。ひとつ申し上げます」


    「なんだ？」


    「我々は総理の同志です。現政権を強化するためになら、いかなる仕事でも我々が引き受けます。総理だけが背負い込む必要はないのですよ？」


    「……うん、そうか」


    　俺は小さくうなずいた。


    「そうです」


    　しばらくお互い、沈黙した。彼は、命じられれば、それが道義に反することでも動くという。


    　思えば俺が総理になった理由は、自じ友ゆう民みん政せい党内の派は閥ばつ間における、愚ぐ劣れつ極まる勢力均きん衡こうが唯ゆい一いつの要因だった。当時どこの勉強会にも深入りせず、多くの議員とつかず離れずの距離を保たもっていた俺が、派閥の争いを均きん衡こうさせるのに妥だ当とうなポジションにあっただけだ。嫌いや々いやながらも、消極的に支持されたにすぎない。


    　しかし今回は、周りが俺をどこまでも祀まつり上げようとしてくる。それも、積極的に。喜ぶべきなのか、それとも一歩留とどまって考えを巡めぐらせるべきなのか……。本当の権力を創り上げていく過程とは、こういうものなのかもしれない。


    「そうだ、ひとつ頼まれてくれないか」


    「どんなことでも」


    「今後、危険な綱を渡らなくてはいけないこともある。そのため、官邸の護衛を強化してほしい。防衛省とも協力態勢を敷き、特殊部隊員を五〇名は常駐させておく必要があるだろう」


    「現行のＳＰはどうします？」


    「もちろんＳＰも増員だよ。配置する人選については、思想や資産や家族構成まで、今までにも増してチェックをかけてくれ。あらゆる有事を想定し、万全の態勢で事に当たりたい」


    「了解しました。至急、そのように手配します」


    　それから官邸の新しい護衛計画の話し合いを済ませ、担当者は執務室をあとにした。


    　民政党スキャンダルとはまったく違い、高たか橋はし議員自殺のニュースはひっそりとしたものだった。テレビでは三〇秒ほど淡たん々たんとニュースが読み上げられて終わったし、新聞では政治面に小さな記事が載っただけである。高橋は大物議員だったが、恐きよう慌こうやインフレ、治安の悪化や自殺者の急増、そして民政党の大スキャンダルなど、ショッキングなニュースの津つ波なみの前に、すぐに押し流され、消え去ってしまったのだった。


    



    　　　　　◇


    



    「プログラムの評価が完了しました。新しい管理通貨制度ですが……かなりの制度改革と、人々の意識改革を要します。しかし個人的には、試こころみる価値があるのではないかと考えています」


    　テーブルを囲んだ担当者のひとりが、報告書を手渡してきた。


    　俺以外の六人の担当者が、息せき切ったように議論を始めていく。


    「私も非常に面白い試みであると思いますね。金きん融ゆうシステムの革命と言えるでしょう。グローバルな金融経済が壊滅した今だからこそ、この革命を成なし遂とげられる絶好のタイミングであることは間違いありません。ただ、管理通貨制度ですが……やはり何らかの経済的な裏付けが必要でしょうね」


    「四万トンを超える金きん塊かいがあるだろう。金本位制じゃないのに矛む盾じゆんしているようだが……それを新制度に対する信用の裏付けにするしかないよ」


    「いずれにしろ、現行の管理通貨制度は変えなくては……。生産能力には十分な余力があるのに、穀こく物もつ相場に引っ張られて物価上昇が留とどまるところを知らない……」


    「それは世界的に、政府や通貨に対する信用が落ちてるからだよ。手持ちの現金をなんとか現物に換えようとして、恐慌の序盤では大暴落した一等地の不動産が、今度は逆に暴ぼう騰とうしている。こんな短期間で、かつてない変動率だ」


    　彼らが議論するのを横目に、俺は報告書を読み込んでいく。


    　学者や日銀関係者らの悲鳴に似た現状分析が続き、その上で、革命部が残した金融制度プログラムに対する深い興味と疑ぎ心しん暗あん鬼きが綴つづられている。だが、一刻も早く民衆に何らかの新制度を提示し、この経済的破は綻たんに終止符を打たなくてはならないということで意見は一致していた。


    　議論は続いている。


    「これでも、日本はかなりマシな方ですよ。まだ円通貨には一定の価値が残っていて、それなりに流通できている。物々交換の話もあまり聞かない。しかし多くの国では、政府紙し幣へいほど価値のない紙はありません。店頭に紙幣を持っていっても何も買えず、人々はなけなしのゴールドを差し出すか、物々交換することで飢うえを凌しのいでいるような国まであります」


    「ＥＵは連れん邦ぽう制を推おし進め、連邦の通貨制度として金本位制を重要な検討対象にしていると発表しましたね」


    「まぁあっちは、なんだかんだ言っても金準備が多いから……。ドイツ、フランス、イタリアを合わせれば、八〇〇〇トンはある。この三国だけでアメリカに対抗できるよね。ＥＵ諸国全体だとさらに大きい」


    「向こうの大使館にも確認したけど、まだ具体的な仕組みは何も決まってないようだぞ。とにかく民衆をなだめることを優先して、いささかフライング気味の発表だったと思うよ。現行のユーロに金本位制が連動するのか、それともまったく別の金きん融ゆう制度としてスタートするのか憶おく測そくが飛び交い、ユーロの猛烈な乱らん高こう下げが止まらない。朝は紙幣で不動産が買えたのに、昼には喫茶店でコーヒー一杯飲めないような……言葉で言い尽くせないとてつもない状況だ」


    「あそこまでいくと、中央銀行の信任やゴールドなんて関係なくて、ウワサ本位制みたいなものですね。だけど日本も他ひ人と事ごとじゃない……」


    　俺は議論に割って入り、断定的な調子で言う。


    「日本国としては、このプログラムを元にアレンジしたものを、世界再興プランとして国連に提出しよう。その裏付けとしての資金も、世界安定化基金という形で、日本には拠きよ出しゆつする用意がある。それで、どうだ？」


    　俺に視線を向けたメンバーたちは、ぽつぽつと口にしていく。


    「……いいんじゃないでしょうか」


    「私は賛成です」


    「了解しました。賛成です」


    「現状を放置すると、第三次世界大戦になりかねませんからね……」


    　いささか拍ひよう子し抜けするほど、メンバーたちは気安く言った。ここに来る前に、個々人で方針は決めていたのかもしれない。


    「まずはアメリカに図ろう。この世界システム再編を実現するには、アメリカの協力なくして難しいからな。勝手に提出して、あとになってからアメリカに因いん縁ねんをつけられちゃ敵かなわない。新構想はアメリカが率先して取り組むという形にして、向こうに華はなを持たせてやることが重要だ」


    　俺の言葉に、メンバーのひとりが口をはさむ。


    「……ちょっとお待ちください。裏付けとしての資金というのは……我われ々われが引き揚げて管理する、ゴールドやプラチナですよね？」


    「それしかなかろう。いくらなんでも日本経済単独で、世界を背負い込むことはできない」


    「ですが問題は、それだけの財宝を、どうやって表に出すのですか？　実は日本がそれだけのモノを持っていたなど、容よう易いに納得してもらえるとは思えません。下へ手たに勘かんぐられ、『人類の敵』春かす日が恒こう太たが残した財宝だということが知られればいろいろと面倒に……」


    　メンバーらは沈黙した。


    　たしかにその点は検討を要する。しかし、大方針さえ決めてしまえば、あとは枝葉のことであるように俺には思えた。物語をどう作るかだけの問題だ。


    　ふと、いかにも言いづらそうに、ひとりが口にする。


    「ひとつご提案ですが……これだけの財宝を、日本だけで奪取するという選択肢も……当然あります。そうすれば、表に出す必要すらありません。『人類の敵』が経営していた国際商業銀行は、日本企業と言えないこともありません。日本企業の財産なら、我が国で管理するのは自然なことです」


    「……」


    　俺は沈黙した。


    　すると、他のメンバーも続く。


    「私も賛成です……。新制度の提案を国連にすることには、先に申し上げたように大いに賛成しますが……かといって日本がその裏付けとなる資産を供出する必要はまったくありません。それとこれとは話が別だと思えます」


    「私も……」


    「その意見に賛成です」


    「この財宝は、日本のみで管理できるなら、そうするべきです」


    「他国に渡す必要はないと思います」


    「……私も、正当に日本が受け取るものだと考えます。まずは日本の再生を果たし、その国力をもって世界に手を差し伸べるという方法もありえるかと」


    　目の前の六人をゆっくりと眺めやり、俺は静かに口にする。


    「全員、そっちか」


    　ひとり残らず即座にうなずいた。


    　俺はキッパリと言う。


    「いや、それは選択外としよう」


    「ど、どうしてです？」


    「一部を我が国の隠し財産にしておくことには賛成だ。しかし大部分は世界に拠きよ出しゆつしよう。何も博愛や正義を掲かかげたいわけじゃない。この世界破は綻たんの機会に、日本がグローバル社会の危機を救ったという物語の方が重要だ」


    　切々と俺は続ける。


    「諸しよ行ぎようは無む常じよう。いくら巨万の金銀財宝を溜ため込んだところで、なくなるときは一瞬だ。ここにいるメンバーが永遠に生きて財宝を管理できるわけでもなし、いずれは誰かに引き継がねばならん。一国だけ飛び抜けた安定した生活は、やがて為い政せい者しやも日本国民をも堕だ落らくさせることになるだろう。適度に危機や挫ざ折せつを経験してこそ強くなれるのは、人間も国家国民もおんなじだ」


    　俺には信念があった。歴史は必ず巡めぐりゆく。わずかな刹せつ那なの安定を勝ち得ようとも、現在の安定が五〇年後の国家の行く末を保証してくれるはずもない。ときには出血に喘あえぎ、ときには苦痛にうめくことがあっても、それを乗り越えた力と経験だけが、未来を保証してくれるものなのだ。


    　俺は言葉に熱を込める。


    「それより、人類史に燦さん然ぜんと輝く記き念ねん碑ひの方が、遥はるかに国家の力となるだろう。国民のマインドを支え、国家に活力を生む基盤となってくれるはずだ。今こそ我が国が、世界のために立ち上がる瞬間なんだ」


    　メンバーたちは顔を見合わせたのち、それぞれ口にしていく。


    「……わかりました。そこまでお考えのことであれば……」


    「うーん……大おお原はら総理の裏方を務められたことを、今ほど嬉うれしく思ったことはありません……」


    「自分の了りよう見けんの狭さを、恥じ入りたくなってしまいますね……」


    　全員の同意は得られそうだった。その上で、俺は言う。


    「だが先ほどの指摘はもっともだ。どうやって、日本が拠きよ出しゆつする財宝を表に出すかというな」


    「……たとえばですが……御所の隠し財産というのはいかがですか……？」


    　ひとりが、おそるおそるといった風に提案した。


    　俺は一いつ笑しように付ふす。


    「御所では皆、慎つつましい生活をしておられる。資産も明示されている。それがいきなり一京けい円を超える財宝？　そんなものは、どこかの占い師が語る胡う散さん臭くさい与よ太た話だ」


    「しかし、与太話を押し通すしかありません」


    「私も通しやすい案かと思います。神話を創るには、それに相応ふさわしい説得材料が必要です。御所に協力を仰ぐのが最善かと」


    　何人かは案に乗ったが、反論する者もいる。


    「御所を持ち出すのは憚はばかられる。御所の政治利用だ」


    「ならば、他にどんな案が？　数万トンの金塊を表に出すなど、これくらい突とつ飛ぴな話を創り上げないと」


    「御所を利用しようとする前提は排除して論ずるべきだろう。他に案はあるはずだ」


    「ないよそんなものは。日本の国庫から突然そんな資産が飛び出したら、今後、誰も日本政府の財政に関する発表を信じなくなるだろう。特別会計を切り崩したら三兆円の埋まい蔵ぞう金きんが出てきましたなんてレベルじゃない。日本政府の負ふ債さいやＧＤＰすら遥はるかに超えるものなんだぞ？」


    　それからメンバーたちは顔を突き合わせ、議論を交わし始めた。


    　飛び交う意見を聞きながら、腕を組んで俺は目を瞑つぶった。


    　これは意外とやっかいな難題だ。密ひそかに民間に投資する基金にするなら、公おおやけにする必要はまったくない。すでに過去の遺物となったＭ資金のように運用すればいい話だ。しかしこれは世界に公に拠きよ出しゆつし、各国政府を支えようとする性質の、透明度の高い資金になる。多少こじつけにするしかないことは承しよう知ちしているが、それでも、最低限の説得材料になりえる言い訳は必要だった。ポンと金だけ出して終わりというわけにはいかない。


    　俺は目を開け、終わらない議論に口をはさむ。


    「こうしよう。御所ではなく、宮きゆう廷てい庁ちように協力させる。真の国難のときのために、宮廷庁が管理し、長らく秘蔵されてきた財宝だ。あくまで矢や面おもては宮廷庁だ」


    　全員の注目が俺に集まった。なるほどといった風に、うなずいている者もいる。


    　俺は続けてゆく。


    「公表に際し、万が一、疑念や批判が持ち上がるようなことがあれば、すべて宮廷庁に受け止めさせろ。そして何らかの問題が発生した場合、責任を取って辞任できる宮廷庁の役人を三人は用意しておいてもらいたい」


    「いいですね、それでいきましょう」


    「総理がそう仰おつしやるのならば……」


    　積極的に賛成する者もいたし、消極的に受け入れる者もいた。しかし、他に案がなさそうなことは明らかだった。


    「方針は決まりだな。我われ々われが管理する金地金四万一〇〇〇トンのうち、三万六〇〇〇トンを世界再生基金として拠出。残り五〇〇〇トンは、本当に宮廷庁にぶち込んでおいてくれ。これこそ、正しよう真しん正しよう銘めいの埋まい蔵ぞう金きんだ」


    「徳とく川がわ埋蔵金ならぬ、大おお原はら埋蔵金といったところですね。一〇〇年後、この埋蔵金を掘り当てた政治家は度ど肝ぎもを抜かすことになるでしょう」


    　そんなジョークを言うメンバーがいて、一同は笑いに包まれた。


    「ここで決まった方針は、御所に類が及ばない範囲内で、俺から御所にもお伝え申し上げておく。世界再建のためにならと、きっとご理解くださることだろう」


    　最後にそう言って、俺は会議を締め括くくった。


    



    　　　　　◇


    



    　ホットラインを繫つないですぐ、マークはポーカーフェイスで口にする。


    「……アメリカとしては、日本が国連に提出する世界再建案をバックアップする用意がある。……ただしだ……ホワイトハウスも再建案を練ねり直す作業に参加させてもらう。よろしいな？」


    　すでにホワイトハウスに対しては、構想の正確な青写真を打診していた。世界構想を実現するには、どうしてもアメリカのバックアップが欠かせない。


    「日本としては、日米の共同提案にしてもいいと思っている。アメリカが望むなら、そうしようと思うのだが……」


    「それは再建案の修正次第だ。だが個人的には……ぜひとも日米共同提案でいきたいところだな」


    「個人的には……？　ずいぶん不思議な言い回しをするものだな。俺たちに個人などあるものか」


    　訝いぶかしげに俺はマークを見やった。


    「わかってるよ。それでもあえて言わせてもらおう。個人的には……あくまで個人的にはだが……この再建案は世界にとって必要なものだと考える。アメリカからこのような提案が生まれてこないことを、残念に思っているよ」


    「……」


    「革命的な変革になる。ありとあらゆる妨ぼう害がい工作が行おこなわれるだろう。進めるならば、相応の覚悟を決めねばならん」


    　マークは沈ちん鬱うつな表情で口にした。


    　その一言で、俺はおおよその事情を把は握あくした。おそらくマークは、この再建案を進めることで、幾いくつかの権力グループと真っ正面からぶつかることを危き惧ぐし、その困難さに立ち尽くしているに違いない。だからこそ、日米共同提案というアメリカにとって良い話に、飛び乗ってこないのだ。


    「力になってやれればいいのだが……。こっちとしては、ホワイトハウスが側面支援してくれるだけでも助かるよ」


    　できるだけマークに選択を押し付けないよう、俺は慎しん重ちような言い回しを試こころみた。


    　数十年前まで、大統領は権力から独立した立場を取ることが多かった。しかし任期途上で殺されることもあったし、数々のスキャンダルにまみれて身動きが取れなくなることも少なくなかった。


    　予あらかじめ権力と結託しておかないと、安心して大統領など務められるわけもない。いや、現在においては、権力の代弁者となることが、大統領に当選するための最低ラインだ。その上で、さまざまな権力者たちと政治ゲームを演じながら、ときには結託し、ときにはスキャンダルをぶつけられつつ、波は濤とうを乗り越えていかなくてはならないのである。


    　世間の認識とは違い、俺と同じくマークもまた万能な存在ではない。日本国首相には首相の悩みがあるが、アメリカ大統領にもまた別の悩みがある。いかに第一級と世間では目されていようと、政治家など、しょせんはその程度の存在だ。秀ひいでた政治家が人々の心を動かして世界を変えていくような世間のドラマは、これ以上ないくらいの幻想だ。長年にわたって首相を引き受けているだけに、俺は強い自戒を込めて、そんな揺るがない認識を持つに至っていた。


    　マークは、意味ありげな面おも持もちで俺を見やってくる。


    「たしかに困難な革命だが……本音を言わせてもらえばだ、この栄光は、自分のものにしておきたい。私自身が率先して人類の先導役を務めたい気持ちが湧き上がるのを抑えきれないんだ。君なら、理解できるのではないか？」


    「なるほどな。理解できるよ」


    　思わず俺は苦笑した。個人的な栄達なら誰にでもある。ましてや大統領や首相を務めるような人間ならば、人並み以上にそういう想いは持っている。


    　国民から事あるごとにコケにされ続けてきた俺は、今ではそんな気持ちはだいぶ薄らいでしまった。それでも政治家を志こころざした当時は、間違いなく個人的な名めい誉よを追い求めていたことは自認しておかねばならない。


    「問題は、この栄光に浴するために、命を懸かけてもいいかどうかだ。実に悩ましい検討課題だよ」


    　マークがおどけて言ったので、俺たちはお互いに笑い合った。言葉に内在する含みも何もかも、俺には自分のことのように理解できる。


    　ひとしきり笑ったあと、マークは話を切り替える。


    「ところで、宮きゆう廷てい庁ちようの隠し財宝というのは本当なのか……？　ＧＨＱがくまなく調べ尽くしているはずだぞ」


    「江戸幕府や、それ以前の遥はるか古来より引き継いできたものに、なぜＧＨＱが絡まなくてはならん。日本のありとあらゆる場所をＧＨＱが調べ尽くしたわけじゃない」


    　そう俺は応じたが、実際にはマークの指摘通り、戦後、ＧＨＱの後押しによって隠いん退たい蔵物資等処理委員会が設置され、日本国内のあらゆる隠いん匿とく物資が調査の対象になった。そこで押おう収しゆうした大量のゴールドやダイヤモンドがＣＩＡや政界、産業界に回り、戦後日本の秘められた歴史の一部になっている。そして、ＣＩＡが創設した隠退蔵物資等処理委員会は、のちの東京地検特捜部に発展していくのだ。


    　やはりマークは納得しきれないように俺を見み据すえてくる。


    「新しい金きん融ゆうシステムの裏付けとして、金地金三万六〇〇〇トンの拠きよ出しゆつか……。ならば、御所には一〇万トンの金きん塊かいがあるということだ。まだ少なくとも数万トン、どこかに秘匿しているんだろう？」


    「バカな。何を根拠に。この資産は、宮廷庁が隠し通してきたものだと伝えてあるはずだ」


    　俺は有う無むを言わせぬ語調で言った。


    「ただの勘かんだよ。だが確信に近いものがある」


    「思いたければ思うがいい。仮に本当にそんなものがあったとしても、俺ごときが知る立場にあるはずがない」


    「……ふぅむ。この問題は、また別の機会に話し合いを持ちたいところだ」


    　マークはどこまで本気で言ったのか。ジョークなようにも聞こえるが、表情は真剣だった。


    「勝手に問題化するな。……これだからアメリカってやつは忌いま々いましい。ところで、構想を煮詰めるための日米合議を、至急始めていかなくてはならないが──」


    　冗じよう談だん交じりにアメリカを詰なじり、俺は話を打ち切った。


    　なんとかアメリカには、用意したシナリオで納得しておいてもらいたい。たとえ疑念を感じていても、国際関係上、口をつぐむのは珍しいことじゃない。アメリカが、他の国よりちょっぴり常じよう軌きを逸いつしているだけなのだ。


    　マークは俺の話を受け、提案してくる。


    「大おお枠わくとしてはだ……まずは日本がまとめたものを、アメリカが修正する形でどうだろうか。その進め方が手早いはずだ」


    　俺は心のなかで毒づいた。


    　この関係性においては、あとで修正を加える役目の方が自由が利きき、メリットが大きい。アメリカが修正したものを、再度日本が修正することは、不可能ではないが容よう易いなことではないはずだ。


    　しかし、やはりアメリカが率先して協調してくれようとしているのに、口やかましく言いたくはない。アメリカの協力は、不可欠な要素なのだ。それに日本の防衛も、今は完全にアメリカが担になっていることが、非常に大きな負い目になっている。


    　そこまで素早く頭を巡めぐらし、俺は決断した。


    「了りよう解かいした。さっそく進めようじゃないか」


    　それから、二週間後に俺が訪米し、構想の最終確認をすることを決めてホットラインを切った。


    



    　　　　　◇


    



    　国連総会。


    　今日この場は、危機的な状況を打開する方針が打ち出されるだろうと、今までにも増して全世界の注目が集まっていた。


    　そしてつい今しがた行おこなわれたばかりのマークの演説は、世界から大だい喝かつ采さいをもって迎えられることになった。


    　マークに続き、今度は俺の演説だ。


    　俺は原稿を手に、ゆっくりと壇上へと上がってゆく。


    　国連でのスピーチはすでに何度かあるが、今回は注目度が段違いである。これほどまでに世界の視線が一心に降り注がれるなかでスピーチする機会など、めったにあることではない。


    　ステージの上から眺めた各国代表は、期待に胸を膨ふくらませて俺の演説を待っていた。


    　ゆっくりと原稿を演台に広げ、俺は静かなトーンで切り出してゆく。


    「世界市民の皆さん。日本国内ない閣かく総理大臣、大おお原はら英えい士じです。今日はここで、スピーチの機会を与えられて嬉うれしい」


    　俺は両手を壇上に載せ、マークの方を見やる。絶賛されたばかりの彼は気分が良さそうに、背もたれに身体を預けていた。


    「先ほどカーチス大統領から発表のあった『新世界構想』実現のために、日本は提案者としての責任を積極的に担になっていくつもりだ。人的な支援、財政的な協力は言うに及ばず、日本が国家大事のときのために長年所有していた金地金のすべて──三万六〇〇〇トンを、『新世界構想』の資金的な裏付けとして拠きよ出しゆつする用意がある。我われ々われは本気だ」


    　会場はどよめいた。


    　驚くのは当然だろう。それだけの金きん塊かいを隠し持っていたというだけでも寝耳に水のことなのに、それを自国のためでなく、世界のために使うという話だ。一般市民はともかく、政治家ならば余計に理解しがたいことに違いない。


    「いま私たちの社会は、あらゆる経済活動の崩ほう壊かいにより、重大な危機に陥おちいっている。『人類の敵』春かす日が恒こう太たが望んだ地球の破滅──その絶望の淵ふちに、私たちは立っている。大だい恐きよう慌こうと猿さる島しま大戦を引き起こし、歴史上最大の巨悪として名を轟とどろかせた『人類の敵』春日恒太は、私たちが右往左往する様を見て、あの世で笑っているだろう」


    　うなずいている各国代表が多かった。何度も何度も、しつこいくらいにうなずいている人もいる。


    「外ほかならぬ我が国も、先の猿島大戦において、有史以来もっとも悲ひ惨さんな危機に直面した。憎むべき『人類の敵』一味によって、国土は蹂じゆう躙りんされ、多くの女性や子供までもが無む惨ざんに虐ぎやく殺さつされ、人々の心は切り裂かれた。『人類の敵』一味の行為は、あらゆる歴史に照らし合わせても、かつてないほど残ざん虐ぎやく非ひ道どうなものだった。国民は悲嘆し、再興は困難かと思われた」


    　チラと原稿を確認し、先を続けてゆく。


    「それでも、危機に瀕ひんすれば瀕するほど、起たち上がろうとする人々はいるものだ。幸さいわいなことに、日本は世界でもっとも早く流通網や治安を回復させ、すべての国民に食を行き渡らせることができている。たしかに大恐慌以前の状態に戻るにはまだ道程は遠いかもしれないが……それでも、人々の堅実かつ前向きな姿勢は、人類に未来を信じさせてくれる灯ともし火びであると私は信じる。助け合い、団結して苦難に立ち向かう決意こそが、復興を約束する唯ゆい一いつにして最大の源みなもとなのだと私は信じる。この場を借りて、国民には感謝を示したい」


    　そこで俺は原稿をめくった。


    　顔を上げ、会場を見渡す。


    「だが私たち政治家は、市民の努力に期待するのは間違いだ。ここに集つどう各国代表者は、輝かしい未来へと続く行程を、指し示す義務がある。たとえそれが天険の山道でも、たとえそれが果てしない距離にあっても、そこから目を逸そらしてはいけない。甘かん言げんを弄ろうしてはいけない。美び辞じ麗れい句くに逃げてはいけない。今この世界的事変の真っ直ただ中なかであるからこそ、いつわりのない、本当の世界の現実を見つめよう。私たちが真しん摯しに現実を語りかけ、未来の構想を示すことができたのならば、必ずや市民の理解が期待できると私は信じる」


    　冷静なトーンを貫つらぬこうと心がけているのに、自分に熱が入り始めたことを感じていた。


    「私たちの資本主義は今、変わるべきときにある。この崩ほう壊かいは、決して誰かの責任に擦り付けられるものではない。なぜなら崩壊は、資本主義システムが最初から持ち得た不備によるものだったからだ。資本主義が行き着いたその先に、この崩壊が訪れるのは必然だった」


    　俺は拳こぶしを強く握りしめ、壇上に身を乗り出す。


    「しかし私たちは、嘆なげき悲しんでばかりはいられない。崩壊があるからこそ、次の新しいシステムを創り出すキッカケになるのだと前向きに捉えよう。使い古された旧システムは、徐々に歪ゆがみを大きくし、私たちを不自然な状態に閉じ込めるに至っていた。その歪いびつな殻からを打ち破るために、破は綻たんはなくてはならないものだったのだ。私たちの社会は、変わり続けるからこそ価値がある。変わり続けるからこそ未来が開ける。国際社会が『新世界構想』に出会うことができたのは、崩壊によって、大変革が求められたからこそなのだ」


    　なぜか逸はやる気持ちを抑えられない。こんなことは初めてのことだった。


    「終わりがあれば始まりがある。『新世界構想』は、次の時代の始まりなのだ。人類が共に手を取り合って推おし進める『新世界構想』は、世界システムを、新しい次元に導みちびいてくれるものだと私は信じる」


    　すでに原稿に視線を落とすこともなくなっていた。原稿は漠然と記憶しているが、自分の想いが入り交じり、もはや即興に近い状態になりつつあった。それでも言葉が、次々と[image: ]あふれ出る。


    「私たちがいま直面している危機こそが、『新世界構想』を実現し、よりよい未来を創り出す最大の原動力になってくれる。この地球的破局は、世界が素晴らしいものに生まれ変わるために、必要不可欠な試練だったのだと私は信じる」


    　俺は会場をゆっくりと眺めやった。各国代表は一心にこちらに集中し、真剣な面おも持もちで聴き入っている。余よ裕ゆうぶって腰かけていたマークすら、今や身を乗り出していた。


    「やがて、『新世界構想』が古び、行き詰まる時代が来るだろう。人類社会はそれを受け入れ、変革への決意を持ち続けなければならない。そして、そのときはまた、世界を導みちびく次世代の英雄が、再び現れてくれるであろうと私は信じる」


    　思わず口をすべらせたことを知覚し、ハッとした。俺は焦あせって会場を見回す。革命部のメンバーらを英雄と結びつけるようなニュアンスは危険だ。原稿からすっかり逸れ、完全に感情の赴おもむくままに語り始めていた。


    　しかし見渡す限り、誰も気づいていない風だった。完全に俺の杞き憂ゆうだったかもしれない。それどころか、ここに集つどう一流の政治家たちが、目を輝かせて聞き入ってくれているようだった。素直なスピーチが、人々の心に届いたのだろう。


    　俺は自分の気持ちと真っ正面から向き合うことにしようと決めた。


    「最後にひとつだけ、個人的な話をさせてほしい。私は、ある政策研究チームを抱かかえていた。私が推進する政策の少なくない部分に、そのチームの研究結果が影響している。私が今ここにあるのは、私をバックアップしてくれたそのチームのおかげである」


    　しばし、俺はまぶたを閉じた。あの連中の決意に満ちた表情が、ありありと蘇よみがえってくる。


    　俺は大きく息を吸い込んだ。そして目を開け、切々と口にしていく。


    「政策チームには血気盛んな連中を集めただけに、生意気で、なんて口うるさい連中だと思っていた。しかし今だから言える。彼ら彼女らの存在があったから、私は世界に貢こう献けんする立場を担になうことができたのだ」


    　自分の声に、これほどの感情を込められるとは驚きだ。


    「その政策研究チームは、少し前に解散してしまった。病気や事故で亡くなってしまったメンバーがいたからだ。しかし、その想いは常に私と共にある。先ほどカーチス大統領が、『新世界構想』の最初の発案者は私だと称たたえてくれた。しかし正しくは私ではなく、そのチームが称せられるべき栄光である」


    　俺は改めて心を引き締め、声にすべての気持ちを込める。


    「だからこそ、地球人類の注目が集まるこの場所に、今私が代表して立つことには意味がある。世界七〇億の人々を代表し、君たちに、ありったけの、想いを集めて届けたい。ありがとう。君たちがいたからこそ、世界は新しく生まれ変わる」


    　ゆっくり間を置き、会場を眺め回した。


    　一語一句も聞き漏もらすまいとしている各国代表の姿勢が、ここから眺める俺にはよくわかった。


    「今後、国際社会は一致団結し、『新世界構想』の実現に向けて着実な一歩を踏み出していく。この場に集つどいし政治家の皆さん、この映像をご覧になっている世界市民の皆さん、この道程を、どうか共に歩んでほしい。さまざまな困難があるだろう。数えきれぬ障害があるだろう。だがしかし、『新世界構想』ならば、この破局を打開できると私は信じる。この時代に、世界的革命が必要とされていたのだと私は信じる。世界はひとつの目標へ向けて、共に歩んでいけるのだと私は信じる。この道程が、人類が望んでも辿たどり着けなかった見果てぬゴールへと我われ々われを誘いざなってくれるのだと、私には信じられる」


    　もはや俺は完全に、想いに身を委ゆだねていた。


    「新しい時代への第一歩を、今日ここから踏み出そう。この旅路は、きっと晴れやかなものになる。立ちはだかる万難にも、ふいに訪れる厄やく災さいにも、恐れることは何もない。お互いを気に懸かけ、いつでも私たちは助け合える。私たちはこの道を共に歩む友だからだ。どうか手を取り合って、歩みは遅くとも着実に、未来へと前進を始めよう。人々の団結の先にこそ輝かしい未来があるのだと、私は強く信じている」


    　俺は少し身を引き、真まっ直すぐ前を見み据すえた。


    「各国代表者の皆さん、国連関係者の皆さん、世界市民の皆さん、そして今は亡なき尊敬するチームのメンバーたちに、心からの感謝を申し上げ、スピーチの締めくくりとさせて頂いただきたい。ご静せい聴ちよう、ありがとうございました」


    　最後の礼を述べたとたん、国連総会会議場は一いつ斉せいに総立ちとなった。


    　会場は万ばん雷らいの拍手に包まれ、いつ果てるともない人々の喝かつ采さいで世界はひとつにまとまったのだった。


    　ふと気づけば、なぜだろう、俺は涙を流していた。いつからか記憶にない。長い政治家人生のなかで、こんなことは初めてだ。しかし不思議な激情に揺さぶられ、自分の席へと戻っても、身み震ぶるいが止まらないのだった。


    



    　　　　　◇


    



    　国連にて、日米共同提案として発表した『新世界構想』は、世界各国から絶賛をもって迎えられた。


    　当然と言えば当然だ。なにせ新システムの裏付けとなる資産を、日本が負担するというのである。それがひとつの驚異であろう。経済システムに絶望していた学者たちも、「この状況を打開するための非常に優れた試こころみである可能性がある」と評価をする者が多かった。


    　あらゆる新聞でもテレビでも、連日にわたり俺のスピーチが繰り返し取り上げられ、『新世界構想』は喝采を浴びた。絶望的な未来しか想像できなかった人々に、たったひとつの、大きな光になったからだ。


    　多くの国で、人々は日本とアメリカの国旗を掲かかげ、街へと繰り出した。『新世界構想』を歓迎するデモ行進が各国で行おこなわれ、荒こう廃はいしかけていた秩ちつ序じよを、再び取り戻す力になったのだった。反米だった国々まで、アメリカ国旗を誇らしげに抱かかえているから驚きだ。


    　世界は変わる。よりよい未来へ。その手触りを、人々は実感したのだ。


    　だが俺は、演説の場面が映し出されたらテレビを消すようにしていた。もう二度と見たくない。スピーチの途中で感情が高ぶり泣き始めるなど、後にも先にも今回だけにしてほしいものだ……。大舞台でのスピーチは何度となく行ってきたし、俺ほど手慣れた人間もいないと思っていたのに……いったいどうしたことだろう……。


    



    　　　　　◇


    



    　執務室で、防衛省が検討した防衛政策草案を読み込んでいると、コンコンとノックの音がした。


    　俺は顔を上げ、声をかける。


    「入ってくれ」


    「失礼します。最後のご挨あい拶さつで参上しました」


    　官邸にも出入りしていた総務官かん僚りよう──春かす日が官房参事官だった。あの『人類の敵』春日恒こう太たの父親である。


    　猿さる島しま大戦の一時期、彼の動向は常に公安の監視の対象だった。その間、政府としても彼の処遇には苦慮し、一定期間、謹きん慎しんしてもらわざるを得なかった。まさか『人類の敵』の父親が、政府で仕事をしているとマスコミに面白可お笑かしく書かれることにでもなれば、お互いにとってマイナス以外の何物でもなかったからだ。


    　猿島大戦後、公安は彼を監視対象から外し、彼の謹慎は解かれ、仕事に復帰することになった。彼は事件について一言も語らず、黙々と仕事をこなし、政府界かい隈わいでのちょっとした話題になっていたものだ。


    「春日くんか……。今回のことでは、ずいぶん色々あったろう。座ってくれ」


    　俺は応接に座るよう促し、その対面に俺も腰かけた。


    　春日参事官は頭を下げる。


    「本日付で総務省に辞表を提出致しました。関係者には、すべての引き継ぎと挨拶を済ませてきました。ですからこうして最後に、総理にご挨拶をさせて頂きたくやって参まいりました」


    　その表情には微み塵じんも悔かい恨こんの色はなく、見ているこちらの気分が晴れるほどスッキリしたものだった。


    「留意しても、端はなっから聞き届けるつもりはなさそうな表情をしているな。意志は固いか……」


    「息子がしでかしたことに対し、早いうちにケジメをつけるべきだと考えておりました」


    「日本は文明社会だ。君が事件を引き起こしたわけじゃなかろう。まともな人間なら、君の責任まで追及しまい」


    「幸さいわいなことに、政府の関係諸氏から咎とがめ立てを受けるようなことはありませんでした。ありがたいことです。息子を知る近所の人々からは、卵を投げつけられたり、暴言を吐かれたり、家に落書きされたりしたこともありましたが……。親しくお付き合いをしていた方々なので、最初のころはずいぶん戸と惑まどったものです……」


    　春日参事官は苦笑し、少しばかりうなだれた。


    「そいつは辛つらかろう。なんとかしてやれればいいのだが……」


    「いえ……昔は、息子がなかなか普通の子に育ってくれないことに無念さを感じていたこともありましたが……今では後悔や苦痛はまったくありません。息子が素晴らしい友人たちと出会い、自みずからが信じる道を貫つらぬいてくれたことを、父親としてこれ以上にないくらい嬉うれしく思っています」


    　俺を見み据すえた春かす日が参事官は、切々と続ける。


    「総理ならば、きっとわかって下さると信じ、こうして心の内を打ち明けています。国連でのスピーチを拝聴し、私は確信しました。総理はすべてをわかっていて下さるのだと……」


    　あのスピーチの真意は、きちんと届くべき相手に届いてくれたということだ。


    「そう言ってもらえると俺も嬉うれしい。できることなら先のスピーチは、あの五人に直接聞き届けてほしかった。亡なくなったのは残念だったな……。上う手まく匿かくまってやれれば良かったのだが……」


    「……じ、実は……」


    「うん？」


    「……い、いえ、なんでもありません。はい……その点は、残念です……」


    　春日参事官はわずかに視線を逸そらした。


    　残念だと言う割りに、あまり悲しくなさそうだった。すでに十分に苦悩し、気持ちの整理はできているのだろう。わざわざ俺の前で悲嘆にくれるようなことを繰り返すまい。


    　俺は訊きく。


    「それで、辞めてどうするんだ？　次の仕事のアテはあるのか？」


    「とくに決まっていないのですが、革命部が私たち家族に、にわかに信じがたいほどの金きん塊かいを残してくれました。一家につき、現在の価値で二〇兆円ほどになりますでしょうか……。あまりに途方もない額なので、逆に困るほどのものです。大半はイギリスのＲＢＢ地下金庫に保管してあり、その権利を譲ゆずり受けました」


    「そうか……そうだろうな……。それなら、本当に良かった」


    　実感を込めて、俺はうなずいた。


    「今後は箱はこ根ねにでも別荘を購入して移り住み、世界の姿を追いながら、静かに暮らそうと思っています。それに、息子の親友の家族の方々とは、家族を超えた生しよう涯がいのお付き合いができる仲になりました。一度は官界の片隅に身を置いた者として、国民が苦難に耐たえ忍しのんでいる時期に、私だけがこれほど幸せを享きよう受じゆして良いのかと自問自答してしまうほどです……」


    　春日参事官は、すがるような視線を俺に向けて続ける。


    「もし不当だと仰おつしやるのであれば……息子たちから私の一家が預かった二〇兆円分の金塊は、国庫に提供する所存です。私の退職金や残りの資産だけでも、なんとか生活していける程度にはありますから。大切な息子たちが残してくれたものですが……正直な気持ちを打ち明けますと……この金塊は、率先して政府に供出すべきではないかという悩みも捨てきれません」


    　なんて生き真ま面じ目めな男だ。


    　俺は強く否定する。


    「いや、それは君のものだ。万一、春日くんらの生活に支障をきたすような事態になっていれば、俺が何らかの手を打ってやるところだった」


    「総理……ありがたいお言葉です……」


    　そう言う春かす日が参事官の目は潤うるんでいた。


    「不ふ肖しようながら私は、幾いく人にんもの総理に仕つかえてきました。権力の亡もう者じやのような方もいましたし、あまり頭が良いとは言えない方も少なくなかった。ですが、大おお原はら総理は飛び抜けています。総理が政権を維持して下さるなら、日本はきっと素晴らしい未来を描いていけるに違いありません」


    「国民には嫌われっぱなしの総理だがな。君の息子のように、マスコミ前でもっと上う手まく振る舞わねばならんのだが……どうやっても俺では役者不足みたいだ。どうにも心のどこかで、演技するのを卑いやしむ気持ちが捨てきれない……。せめて赤ん坊を相手にするのだと割り切れたら、小こ泉いずみ純じゆん一いち郎ろうくんくらいの支持は保てたかもしれんが……。自分の無能さを、つくづく感じる要素だよ」


    「いいえ、総理は素晴らしく有能な方です。私は、総理の下もとで仕事ができたことを誇りに思います」


    　確として言い切り、春日参事官は両りよう膝ひざに手をついて頭こうべを垂たれた。


    「最後にお礼を言わせて下さい。息子たちをわかって下さることも、『新世界構想』を創り上げて下さったことも、何もかも、本当にありがとうございました。私は今、感無量な気持ちでいっぱいです」


    　それから春日参事官は、晴れ晴れとした表情で執務室をあとにしていった。


    　最初は彼の行く末を案じていたが、それはまったくの杞き憂ゆうだったようだ。普通は中年にもなれば、大半は人生を見切り、死んだような目をしている男が多いものである。だが彼は、希望に満ちているように俺には見えた。あんなに幸福そうな中年男を見るのは珍しい。


    　心底から思った。なんて羨うらやましい男なんだろうと。


    



    　　　　　◇


    



    「今年度のノーベル平和賞の受賞者は、アメリカ合衆国大統領──マーク・カーチス、日本国内閣総理大臣──大原英えい士じの二名に決定致しました」


    　発表はテレビで見ていた。事前に、受賞の連絡はもらっていたのだ。


    　テーブルを囲み、一緒にテレビに注目していた秘密チームのメンバーたちも、口々に声をかけてくる。


    「総理、おめでとうございます」


    「おめでとうございます」


    「我われ々われも嬉うれしいですよ」


    　俺はテーブルに向き直る。


    「受賞決定はすでに知っていることだ。今さら褒ほめられても、どうということはない」


    「それはそうですが……やっぱり嬉うれしいじゃないですか。我われ々われの成なし遂とげてきた成果が、成績表となって公表されたということですから」


    「そうか、その意味では、君らにとってひとつのゴールになるのだな」


    　考えてみれば、この受賞は俺ひとりの成果ではないのだ。ここに集まるメンバーや、構想実現に奔ほん走そうしてくれたさまざまな関係者たちを代表しての受賞──。


    　メンバーのひとりが嬉き々きとして語る。


    「総理が世界で絶大な評価を得たことで、低迷していた支持率は、一転して急上昇を記録しています。歴代総理のなかでも極めて珍しい支持率の急上昇です。崩ほう壊かいしたグローバル社会を立て直せるのは総理しかいないというのが、世間の共通した認識ですよ」


    「ふん。自分の意志のない風かざ見み鶏どりどもめ。いい気なものだ」


    　俺は鼻で笑った。


    「総理が世間を嘲あざけるのはわかりますが、都合のよいムードは利用すべきですよ。危機の収しゆう束そくに向けて、今まで以上に総理に権力を集中させねばなりませんから」


    「ああ、わかっているさ……」


    　ため息交じりにうなずき、俺は話を切り替える。


    「ところで、依頼した記き念ねん碑ひは完成しているか？」


    「あの横よこ須す賀かの……。ええ、出来上がっています。写真を取り寄せていますので、確認は少々お待ちください」


    「いや、写真で確認する必要はない。行こう。今すぐだ。ヘリを飛ばしてくれ」


    「しかしこのあと、各省庁の予算編成の打ち合わせがあるはずでは……？」


    「取るに足らない仕事だ。大臣たちに任せておけばいい」


    　俺は立ち上がり、さっさと執務室を出た。


    　後を追いかけてきた担当者は、慌あわててヘリ準備のための連絡を入れ始めた。


    



    　　　　　◇


    



    　ヘリを手配してくれた内調の担当者だけを従え、俺は横須賀まで飛んだ。秘密チームの面々にはそれぞれ任せている仕事があるから、ここまで付き合わせるわけにはいかない。それに彼らには、何の義理もないことだ。あの五人の家族以外では、世界でただひとり、俺だけが知っていればいいことである。


    　ヘリが到着するのを、機動隊の一部隊が並んで待っていた。警護のためにと、担当者が急いで手配しておいたものだろう。


    　パイロットに待つように告げてヘリを降り、整然と左右に並ぶ機動隊員たちに手を掲かかげて挨あい拶さつをした。機動隊員たちはここで待機し、俺が往き来するのを待つだけの役目である。ご苦労なことだ。


    　そして担当者の案内の下もと、小高い丘へと上っていく。


    　やがて、海が開けた。今日は陽気がいい。海洋は雅みやびやかに波打ち、涼しい風が吹き渡っている。


    　猿さる島しまを遠望できるその丘に、記き念ねん碑ひはあった。決して大きくはないが、それでも毅き然ぜんとした佇たたずまいだ。依頼した通りの立派な出で来き映ばえに、俺は満足してうなずいた。


    　記念碑の前に立ち、俺は猿島を見やった。禿はげ山やまとなった猿島には、自衛隊が仮設の施設を建設し、作業員風の人々が忙いそがしく立ち働いている。猿島の周囲は、海上自衛隊や海上保安庁の艦船が取り巻いている。


    　俺は記念碑に視線を落とす。そして静かにまぶたを閉じて、黙もく祷とうを捧ささげた。


    　海かい胴どう総そう次じ郎ろうの葬そう儀ぎで連中と出会って以来、さまざまなことがあった。短い付き合いだったが、誰かとこれほど濃密な関係を持つことは二度とあるまい。その存在自体が、俺にとってはショックであり、驚嘆すべきものだった。


    　どのくらいの時間、そうしていただろうか──。


    　思考が途切れたころ、俺は目を開け顔を上げた。俺の少し後ろに控えていた内調の担当者が、待ちかねたように口にする。
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    「総理、そろそろ教えてくれてもいいのでは？」


    「何をだ？」


    　俺は彼を振り向いて応じた。


    「この記き念ねん碑ひは何なのです？」


    　もう一度、俺は記念碑に視線を戻した。まったく言葉が刻まれていない、のっぺりした不思議な記念碑だ。普通の人が見たら、何のためにここに存在するのかわからないだろう。


    　視線を戻した俺は、猿さる島しまと、彼方かなたまで続く海を見やりながら口にする。


    「悪くない場所だろう。東京湾が一望できる。やはり猿島は日本の要よう衝しようだな」


    「猿島大戦の戦勝記念碑ですか？　その割りには、何も書かれていませんが……」


    「戦勝記念碑？　まさか！　誰が誰に勝利したと言うんだ」


    　俺は目前に広がる海を見み据すえ、かみしめるように続ける。


    「本当に世界を変えた、ある革命家五人の墓ぼ標ひようだよ。希け有うな決意と才能を持ちながら、道半ばで命を散らせてしまった者たちだ。しかし彼らが残した遺産は、これからもずっと、人類が引き継いでいくだろう」

  



  
     エピローグ①


    



    　明日、俺たちが滞在するロッジに、ローザとジリヤが訪ねて来る予定になっている。ここは臨時の革命部の部室だ。広いリビングは、暖炉と白熱電球の明かりでオレンジ色に照らされていた。


    　俺はソファーに腰掛け、皆を見渡した。こうして平穏無事に一緒にいられるだけで胸が一杯になる。


    　莉り音おんと沙さ織おりと柚ゆずさんは三人でテーブルを囲み、モノポリーに興じていた。参加者は土地や企業の売買などで資産を増やし、最終的に他の参加者たちを破産させた者が勝者となるゲームだ。さっきまで俺もゲームに参加していたが、笑っちゃうほど桁が少なすぎるように感じた。


    　恒こう太たは窓際で一人、ワイングラス片手に窓の外に視線を向けている。ずっと尊大に胸を張りながらも、なぜだかニヤついていた。ちなみにグラスに入っているのはフルーツジュースである。アイツはいったいどんな妄想を膨らませているのか……。い、いや、触れない方が良さそうだ。


    　ふいに睡魔に襲われ、俺はソファーに深々と腰を沈める。


    　ぼんやりと皆の姿を眺めやりながら、このまま寝入ってしまうことにした。寝入る直前は、この世で一番幸せな瞬間だ。混濁する意識のなか、猿さる島しま大戦で追い詰められたギリギリの状況を俺は振り返った──。


    



    　　　　　◇


    



    　握り合う手に力を込め、俺は目を閉じ、すべてを受け入れる覚悟を決めた──。


    



    　突然、キャスターのひときわ甲かん高だかい声が聞こえ、俺たちはテレビを振り向いた。


    「なんだあれは!?　ブ、ブラックホーク!?」


    　カーキ色のブラックホークが、猿島へと一直線に、颯さつ爽そうと空を駆けてくるのが映し出されていた。普通のマスコミのヘリより、一回り大きく見える。そのスピードには、躊ちゆう躇ちよする様子は微み塵じんも感じられない。日本本土の方向から飛来してきたようなので、連合軍だと断定できなかった。


    　猿島を遠くから取り巻くようにマスコミのヘリはたくさんいたが、ずいぶん遠方から取り巻いて、連合軍が乗り込むのを待っているだけだ。しかしブラックホークは、それらのヘリの遥はるか後方からやってきて、群れを突き抜け、迷いなく猿島へと向かってきたのである。爆撃は止まっているとはいえ、未いまだ戦争は継続中であり、猿島は戦場の真っ直ただ中なかなのにだ！


    「軍ではありません！　ヘリの腹部にはＣＯＸの文字！　ＣＯＸ！　ＣＯＸのヘリです！」


    　キャスターは叫んだ。


    　ＣＯＸは、アメリカの大手保守系ニュースメディアである。果か敢かんにも一台で乗り込んできたのだ。よもやスクープでも狙ねらってのことなのだろうか？　まさか！


    　ＣＮＭなど大手メディアはリベラルが主流のなかにあって、保守的なスタンスで、少なくない知識層から好評を得ているのがＣＯＸだった。ＣＯＸは基本、ホワイトハウスや権力者層のスポークスマン的な役割を持っている。だからこそＣＯＸは、もっとも政府に従順なメディアのひとつとして知られていた。その彼らが、政府や軍の意向などものともせず、一社だけ飛び抜けて無理な取材を敢かん行こうすることなどありえるのだろうか？


    「海兵隊の上陸直前なため攻撃が止まっているのをいいことに、ＣＯＸが抜け駆けで取材でしょうか!?　この大戦の最中、だとしたら許されざることです！」


    　キャスターの声には怒りと戸と惑まどいが入り交じっていた。


    「まさかＣＯＸが『人類の敵』に独占取材……？　戦場の真っ直中に!?　そ、そんな！　とと、とてつもないスクープじゃないか！　許されません、許されませんがしかし……もしこんな行為が許容されるなら、我が社も続くべきです！」


    　この放送を流しているテレビ局は騒然としだした。


    　映像は、今や猿さる島しま上空まで辿たどり着いたブラックホークを映し出していた。無理やり着陸を図ろうとしているのか、ここから傍そばの、俺たちが白旗を立てた辺りを旋回している。プロペラ音が響いてくる。


    「ただのマスコミだとは思えない。こんなことするわけないもの。しかもブラックホーク……特殊部隊の可能性が高いわ。みんな、警戒して」


    　そう言って、莉り音おんは握っていた手を離して坑こう道どうの出入り口まで行き、外へと顔を覗のぞかせた。


    　するとブラックホークは、激しい音を響かせ、坑道の傍へ猛然と近づいてくる。風圧が外から押し寄せてきた。今の猿島で、動く影など俺たち以外ほかにない。莉音がすぐ発見されたのだ。


    　テレビの映像も、このブラックホークに注目していた。しかし相当に遠方からの撮影なのでヘリは小粒に見え、影が揺らめいている。


    　莉音はすぐさま駆け戻り、慌あわただしく指示を出す。


    「来るわ！　沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずちゃんは奥にいて。巳み継つぐ、戦いましょう」


    「了解した。ヘリがたった一機か。敵は思ってたよりかなり少ないな」


    　俺は自動小銃を取り上げ、ひとつを莉音に渡し、もうひとつをがっちりと握りしめた。


    　坑道には隠れる岩陰などはない。それでも身を伏せて銃撃すれば、そうそう簡単にヒットはされないはずだ。


    　崖がけにプロペラがかするのではないかと思えるほど、この坑道のギリギリにまでヘリは迫ってきていた。


    　そしてヘリは着地直前、ドアを押し開けたかと思うと、迷彩服の人影がドアから発煙筒のようなものを幾いくつも放り投げた。


    　辺り一面はたちまち煙に包まれてゆく。


    「何だッ!?」


    　予想外のことに俺は声を上げた。


    　手しゆ榴りゆう弾だんでもなければ、化学兵器でもなさそうだ。毒ガスなら、こんなにわざとらしい煙は発しない。だが、なぜ煙えん幕まくなのか？


    　立ちかけた俺を、莉音が片手で摑つかんで引き戻す。


    「警戒を解かないで」


    　そして俺と莉音は地面に伏せたまま、前方へ銃口を向け、息を殺した。


    　煙のせいでまともに前が見えなかったが、もやもやとした人影なら見える。誰かが近づいてくれば、狙ねらいをつけるくらいはなんとかできそうだ。


    　ヘリから二つの人影が飛び降り、こちらへ向けて走ってくる。俺は引き金に手をかけ、狙いをつけた。


    「莉音！　巳継くん！　無事か!?」


    　声の主は──一かず馬まおじさんだった。


    　続いてジリヤの声。


    「撃つなよ！　偵てい察さつ機やマスコミへの目め眩くらましの煙だ。安心しろ」


    「お父さん！　ジリヤ！」


    　莉り音おんの声がうわずった。


    　俺は一気に肩から力が抜けた。


    　迷彩服を着た人影が、俺のすぐ傍そばまで来てしゃがみ込む。一馬おじさんだ。なぜかおじさんは、硬質のスーツケースを抱かかえていた。


    「やあ巳み継つぐくん。みんなを集めてヘリに乗ってくれ」


    　すかさず俺は立ち上がり、うなずいた。


    　ジリヤはまくしたてる。


    「私らに焦あせった軍やマスコミの連中も追っかけてきてる。急ぎ撤退するぞ！　早く乗れ！」


    「沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずちゃん！　急いで！」


    　煙が渦うず巻まくなか、莉音が奥にいる三人に声をかけた。皆はジリヤの誘導で、ヘリへと向かっていく。しかしなぜか一馬おじさんが坑こう道どうの奥へと向かったので、俺は声をかける。


    「どこへ行くんです？」


    「ちょっとこいつを仕掛けるのさ。最後の仕上げだ」
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    　一かず馬まおじさんはスーツケースを掲かかげた。


    「大丈夫。すぐ行くから、巳み継つぐくんは乗っていてくれ」


    　スーツケースを地面に降ろした一馬おじさんは、フタを押し開いて何かの作業を始めた。


    　俺は自動小銃を投げ捨て、指示された通りヘリに転がり込んだ。


    　沙さ織おりと柚ゆずさんが腰を抜かしたように尻しり餅もちをつき、二人で抱き合っているところだった。呆ぼう然ぜんとし、グッタリしていて、言葉もないようだ。


    　俺を迎え、莉り音おんは笑顔で口にする。


    「おつかれ、巳継」


    「おつかれさん。おまえらが無事で何よりだ」


    　気楽にそう言ったジリヤに、俺は感謝の気持ちを伝える。


    「ジリヤさん……皆を救ってくれて、本当にありがとうございました……」


    「いいんだよ。釣りが出るくらい、十分なお代はもらってるからな」


    　だが恒こう太ただけは、腕を組んで偉そうに突っ立っていた。しかし、よくよく見やると、わずかにヒザが震ふるえているように見えた。


    　俺は恒太に声をかける。


    「まさか、こうなるとは思わなかったな」


    「フッ、シナリオ通りだ。何もかもギガスの予定の範囲内。ちなみに今後の予定では、この俺は宇宙まで支配することになっている。手始めに太陽系を植民地にするぞ。来週には冥めい王おう星せいへと向かう。巳継、準備しておけ」


    　恒太は相も変わらず、言葉だけは尊大だった。


    「ったく……しょうがないから準備だけはしといてやるよ」


    　俺は苦笑しながらそう言った。


    　パイロット席を覗のぞき込んだジリヤは指示を出す。


    「ジョージ、出発の準備をしてくれ。米軍に追われても構うな。日本の奥地にまで行けば勝ちだ。それにこのヘリなら、マスコミは撒まける」


    「わかってるよ、ジリヤ。ちゃんと守ってやるさ。なんせ可愛かわいい教え子たちだからな」


    　ジョージ──俺たちに四日間の厳しい軍事訓練を施ほどこした、懐かしい教官！


    「きょ、教官!?」


    「教官……だと!?」


    　沙織は目を見開き、恒太の声はうわずった。


    　ジョージは席から身を乗り出し、俺たちを向いてニヤッと笑う。


    「見事な革命劇だった。まさか本当に、おまえらが革命をおっぱじめるなんて思っちゃいなかったぜ」


    「ちなみにジョージは、もうブラックフォースワンの社員じゃないぞ」


    　ジリヤの言葉に、ジョージは肩をすくめる。


    「ジリヤに解かい雇こされたんだ。身みを粉こにして働いていたってのに、酷ひどい話だろ？　仕方なく再就職した身でね」


    「今はＣＯＸの記者ってわけさ。マジ本物のＣＯＸ社員だぞ。ちなみに再就職の世話をしてやったのは私だ。今日が初仕事……たぶん、最初で最後の初仕事になるだろう。ほとぼりが冷めたら、私の関連会社の社長をやってもらうことになってる」


    　そしてジリヤは俺たちを見やって続ける。


    「表からはわからないが、ＣＯＸの本当の持ち主はスタインバーグなんだ。私がローザに頼み込んで、名前を使わせてもらったってわけさ。ローザには何の目的に使うか話してないけど、何も言わずに貸してくれたよ。……ま、予想はできてるんだろうがな」


    　そんな話を交わすうちに、一かず馬まおじさんがヘリへと飛び込んできた。


    「準備ＯＫだ。行ってくれ」


    「ジョージ、出るぞ！」


    「いえっさー」


    　たちまちブラックホークは、空高く舞い上がった。


    　煙に覆おおわれた状況から、晴れ上がった空と、どこまでも続く煌きらめく海が一気に開け、そのギャップに目眩めまいを覚えた。世界が、輝いて見えた。


    　俺は一馬おじさんにも礼を言う。


    「一馬おじさん、ありがとうございました」


    「いいんだ。前に言ったろう？　俺にできるのは、身体を張って君たちを守ることだけだって」


    「坑こう道どう内で何をしていたんですか？」


    「あのスーツケースは小型核なんだ」


    「か、核……!?」


    　自分たちも核を運用していたことを棚に上げ、俺は驚きよう愕がくした。莉り音おんも沙さ織おりも恒こう太たも柚ゆずさんも、意表を衝つかれたように一馬おじさんを見やっている。


    「ソ連崩ほう壊かい後のどさくさで、世界に散らばり闇やみに消えたスーツケース型の小型核が幾いくつかある。天てん地ち会かいが確保していたものをひとつ、徐じよ先生から譲ゆずり受けてきた。核としての威力は弱いが、それでも島を半分吹き飛ばすくらいのことはしてくれるだろう」


    「おまえらは、最後に手元に残った核兵器で自決を図ったことになる。革命家の行き着く先としては、相応ふさわしい結末のひとつだな」


    　ジリヤは笑い、そして棒読み口調になって続ける。


    「ＣＯＸに転職したばかりの勇ゆう敢かんなる記者ジョージは、いち早く記者としての地位を確保したいと切望し、軍歴を活かして単身ヘリを駆り、独占取材を試こころみようと猿さる島しまへと乗り込んだ。しかしその試みも空むなしく、核を使用した自決直前の場面を目撃したＣＯＸ記者ジョージは、自身の危機を感じて慌あわててヘリで空へと舞い戻った。その直後、ドカン」


    「時間だ」


    　一かず馬まおじさんはそれだけ口にして、外へと視線を向けた。


    　俺たちも窓から猿さる島しまを見やった。


    　その瞬間、つい今しがたまで俺たちがいた坑こう道どうの上の土が大きく盛り上がったかと思うと、島が粉々に弾はじけ飛んだように見えた。スローモーションを見ているようだった。


    　ほぼ同時、強烈な閃せん光こう。あまりの眩まぶしさに、俺は思わず目を逸そらした。さらに続いて、地面を揺さぶる轟ごう音おんがヘリにまで届き、機体がガクンと揺れたような気がした。


    　おそるおそる視線を戻すと、猿島から土煙と噴煙が高々と舞い上がり、島を丸ごと包み込んでいた。島が消えたわけじゃないが、真ん中が窪くぼんで、火山口が空いているように見えた。禿はげ山になっていた猿島が、歪いびつに変形していた。


    　俺たちに向き直ったジリヤは、荘そう厳ごんに告げる。


    「これで社会的に、おまえらは死んだことになる。さあ、新しい人生の始まりだ」


    「何もかも突然のことで、これからどうしていけばいいか……」


    　死を覚悟しきっていた状況からの急転劇に、俺は落ち着かない気分だった。


    　一馬おじさんは優しく口にする。


    「なに、世界は狭いようで案外広いものだ。君たちがやるべきことはまだまだたくさんあるさ」


    　沙さ織おりは戸と惑まどいの声を上げる。


    「なんだか……生きている心地がしないわ」


    「不思議な気持ちでいっぱいだって思います」


    　柚ゆずさんも目を白黒させていた。


    「これで『人類の敵』が使用した核は三発になるわね。ひとりでこんなに核を使った人物は、後にも先にも存在しないわよ」


    　そんな莉り音おんの言葉に、恒こう太たは完全にいつもの調子を取り戻したようだ。


    「ククク……いいぞ、なかなか悪くないではないか。だがしかし……三発では、いささか少なすぎやしないか？　ここは景気良く、三万発の核を使用したことにするべきだ。それでこそ我が名声が、地球史に燦さん然ぜんと光り輝くことだろう」


    「これから考えることがいっぱいね。時間はたくさんあるんだし、みんなで次の革命部の作戦を練ねりましょう」


    　莉音はそう言いながら俺たちを見やり、クスリと微笑ほほえんだ。


    「そうだな。考えてみれば……今この自分の能力と知識でもう一度人生を最初から歩めるなんて、ものすごく得した気分だ。なんだかワクワクしてしょうがない」


    「次も楽しい部活にしたいわね。莉音、巳み継つぐ、恒太、柚さん……また私たち五人で、まずは部室を再建することから始めましょう」


    「もう一度ジュース販売をしようって思います！　少しでも部費を稼かせいで、皆さんに喜んでほしいんです！」


    「新しい部室での帝前会議というわけか……うむ、よかろう。人類で唯ゆい一いつ無む二にの世界皇帝が、特別に話を聞いてやる。そして次に俺が上り詰めるのは……大宇宙皇帝だ」


    　一かず馬まおじさんが俺たちに、温かく言う。


    「兄さんたちには、俺から君たちが無事だと伝えておこう。あとで手紙でも書いてもらえれば預かるよ」


    「ありがとうございます……。父さんたちには迷惑をかけてしまいました……」


    　俺が言うと、一馬おじさんは大きく首を振る。


    「彼らはそんなことを思っちゃいない。実は昨日、一度地元に戻ったんだが……君たちの気持ちは十分に伝わっているよ。今後もしばらくは、俺が伝言役を担になわせてもらおう」


    　俺たちのやり取りを見守っていたジリヤは、急にビジネスマン然とした表情になり、莉り音おんを向いて口にする。


    「これで莉音との貸し借りはなしだ。次はきちんとソロバンを弾はじいて、正当なビジネスといこうじゃないか」


    「了りよう解かい。今度ブツを仕入れるときは、めいっぱい値切ってやるからね。覚悟しなさいよ」


    　莉音とジリヤは顔を見合わせて笑い合った。

  



  
     エピローグ②


    



    　飛行機のなか、いつもなら、ぼんやりと大西洋を見下ろす機会はあまりない。どこまでも続く一面の真っ青なキャンバスは綺き麗れいだが、眺めるほどに眠くなってくるのは、私に詩的感性がない証しよう拠こだろうか。


    　──あー、暇ひまだ。


    　私はプライベートジェットの応接ソファーで両腕を大きく伸ばし、あくびをした。


    　ほとんど毎日のように空の上に滞在する時間帯のある私でも、相場をチェックしたり、メールの返信を書いたりと意外と忙いそがしい。だが今は株式市し場じようは開いていないし、仕事も滞とどこおっている。小火器の発注は相変わらずあるのだが、海運が混乱していて、思うように先方まで運べないのだ。まぁその混乱も、近々収まることだろう。さまざまな政治的努力によって人心の安定が回復しつつあり、世界はずいぶん落ち着きを取り戻してきた。


    　かく言う私も、実は既き存ぞんの商売に飽あきてきた。せせこましい商売を何十年と重ねて得る利り益えきよりも、遥はるかに莫ばく大だいな資産が、今や私の手元にあるからだ。ものすごい勢いで富とみが流入してくるものだから、いちいち日々の収益を確認するのも面倒になってきたほどである。


    　することもなく、私は丁てい寧ねいに整せい頓とんされた雑誌ラックに手を伸ばした。あまり読むことはないのだが、乗務スタッフが毎日最新の新聞や雑誌に入れ替えてくれている。


    　幾いくつかの雑誌を手に取りテーブルに並べると、どれも似たような内容ばかりだ。新しい世界システムの未来とか、猿さる島しま大戦の総括など、大々的にページを割さいて特集が組まれている。


    　そのなかで、『人類の敵』に関する特集が組まれている雑誌があった。知識人から高い評価を得ている言論系の雑誌だ。


    　タイトルは「『人類の敵』春かす日が恒こう太たとは何者だったのか？」。


    　興味をそそられ、私はその雑誌を開いて読み進めていった。


    


    


    



    言葉を覚えたばかりの子供が一番最初に覚える独裁者の名前──それは『人類の敵』春日恒太である。


    私たちが大量虐ぎやく殺さつ者と聞いて咄とつ嗟さに頭に浮かぶのは、『人類の敵』春日恒太のことだ。世界の破滅がもっとも近づいた瞬間は、言うまでもなく『人類の敵』春日恒太が存在した刹せつ那なのことである。


    地球の歴史上、『人類の敵』春日恒太ほど強烈な人物は、過去にも未来にも存在することはないだろう。


    



    なぜ現代は、これほど極悪で猟りよう奇き的な人物を生むことになったのか？


    『人類の敵』によって思わず目を背そむけたくなるほど卑ひ劣れつな行為が繰り返されたが、それでも私たちは、この事実から目を背けてはならない。『人類の敵』もまた人間であったという現実に、私たちは向き合わなくてはならない。世界は一時、あまりに『人類の敵』と表ひよう裏り一いつ体たいの関係になってしまっていた。ゆえに、『人類の敵』の人間性のなかに内在する何物かを解明しない限り、私たちはこの時代を解き明かすことはできないのだから。


    その答えを紐ひも解とくために、まずは『人類の敵』がたどってきた道をさかのぼってみよう。


    


    


    



    　私は記事を追っていった。


    　東京の外れにあるボロ小屋で、『人類の敵』が脅おどしや騙だましによって手下を集め、いかにして会社を立ち上げていったのかが淡々と書いてある。目をつけた者を罠わなにはめ、弱みを握り支配していったことになっていた。莉り音おんも『人類の敵』の罠にはまったとでも言うのだろうか。


    　創業時の拠きよ点てんとなったボロ小屋の写真も大きく掲載されてあった。この今にも崩れ落ちそうな古びた一軒家から、一息で世界的銀行が誕生したことを、記事ではしきりに驚いている。


    　インパクト十分な写真だ。私は東京大おお手て町まちの国際商業銀行本社ビルにしか行ったことがないから直接ボロ屋を見たのは初めてだが、たしかにひどい物件だ。


    　そういえば以前、ローザがこのボロ小屋のことを、「信じられないものを見た」と語っていたのを思い出す。聞きしに勝まさるオンボロだった。


    


    


    



    過去に担任を務めた教師によれば、『人類の敵』には、目にした映像を、そのままの形で、鮮明に記憶できる才能があったのだと言う。


    意外に思われるかもしれないが、こういった才能は、この世に生を受けた時点で、少なくない赤ん坊に備わっているものだ。多くは成長するにつれ、能力が減退していってしまう。


    しかしなかには、これらの才能が残ったまま成長する人もごく稀まれに存在し、そのひとりが『人類の敵』だったのが世界の不幸の始まりだった。なぜならこの才能によって、『人類の敵』は、世紀の天才であると誤解されることになったからだ。


    国際商業銀行の頭とう取どりとなった『人類の敵』は、その果か敢かんな弁べん舌ぜつによって、たちまち多くの人々を魅了した。私たち市民から見た『人類の敵』は、今まで巡めぐり合ったことのないタイプの著名人だ。この出会いは衝撃的であり、電撃的でさえあった。


    私たちを「愚ぐ民みん」扱いして憚はばからなかった『人類の敵』は、反発を呼びつつも、着実に多くの支持を広げていった。裏と表が使い分けられる世の中にあって、『人類の敵』は、常に本音で世界にチャレンジする、裏表のない逸いつ材ざいであるという可能性を、私たちは感じ取っていたのだ。


    


    


    



    　ふぅん……。


    　私も知らなかった情報もある。イメージのまま記憶することなら、私にも覚えがあった。小さなころ、与えられた世界地図を丸ごと記憶もできたっけ。いつの間にかできなくなっていたことに気づいたけれど、とくに驚きもなく、そんなものかと思ったものだ。


    　意外と悪くない記事じゃないか。


    　私は記事を読み進んでいった。


    　国際商業銀行が急激に支店網を拡張していく様子や、ＫＫネクストが姿を現したときの驚きよう愕がくを、余すところなく書いている。やがて記事は、世界の破は綻たんに差し掛かってゆく。


    


    


    



    国際商業銀行の破綻宣言によって、世界に激げき震しんが走ることになった。『人類の敵』は、私たちの期待を、無む惨ざんにも粉々に打ち砕いたのだ。


    『人類の敵』が引き起こした資本主義の崩ほう壊かいによって、国際社会は取り返しがつかないほどの巨大なダメージを被こうむることになる。世界各国で数多くの金きん融ゆう機関が連れん鎖さ倒産し、貿易や流通は滞とどこおり、経済は機能不全に陥おちいった。市し場じようには疑ぎ心しん暗あん鬼きが渦うず巻まき、通貨決済が成立しないことすらあった。紙し幣へいの価値は音を立てて崩れ去ったのだ。世界の政治経済は麻ま痺ひ状態に突入してゆく。


    コロンビア大学のバウマイスター教授は言う。


    「この瞬間を以もつて、人類が営々と築き上げてきた資本主義は崩ほう壊かいを遂とげた。リーマンショック以降、見る間まに巨額の政府債さい務むが膨ふくれあがっていくにつれ、幾いく人にんかの識者が、資本主義の自壊の可能性を示し唆さするようになっていた。だが資本主義は自みずからの重みで行き詰まったわけではなかった。驚くべきことに、たった一人が企くわだてた陰いん謀ぼうによって、計画的に粉ふん砕さいされてしまったのだ」


    


    


    



    　たった一人の犯行かよ……。ありえねー。


    　私の認識では、どっちみち、一度は資本主義が行き詰まるのは確実だった。その責任を負おってきた連中などまるで無関係であるかのように、たった一人の責任になすり付けられるなら、こんなに楽なことはない。本当の世界はもっとずっと複雑で、遥はるかに奥深いのに……。


    　読むのをやめようかと思ったが、他にすることもない。もう少しだけ読み進めてみることにした。


    


    


    



    『人類の敵』による虐ぎやく殺さつ行為を列挙してみると、恐怖で足がすくみ上がるほどだ。


    



    猿さる島しま大虐殺


    太平洋大虐殺（核による）


    フォートスミス大虐殺（核による）


    ミサイル乱発による大量殺さつ戮りく


    



    民間人の犠ぎ牲せい者は、わかっているだけで四〇〇〇万人に及ぶと試算されている。アメリカではすでに政府機関が主導して犠牲者の合同葬そう儀ぎが開かれ、会場は悲しみで包まれることになった。


    『人類の敵』は、世界でもっとも多くの核兵器を使用した男であり、大量破壊兵器の恐怖によって国際社会を脅おどしつけた最初のテロリストでもあった。多くの人々が、核の業ごう火かの犠ぎ牲せいとなったことを、私たちは決して忘れてはならない。


    


    


    



    「おいおい……フォートスミスの連中……みんな生きてるだろ……」


    　私は思わずつぶやいた。


    　今まで読んだ数あるクソ記事のなかじゃ、書き出しはそんなに悪くないと思っていたのに。


    　さすがにここで、私は雑誌を投げ出した。この分なら、『人類の敵』が世界各国の教科書に載るころには、虐ぎやく殺さつ数は一億人を超えているはずだ。間違いない。


    　これほど人数が膨ふくらむ前は、幾いく人にんかの学者が次のように主張していたこともある。


    「虐殺数は一〇〇〇万ではなく、せいぜい三〇〇万人ではないか？」


    「いや、本当は一〇〇万人もいないはず」


    「数々の事件直後に発表された数字──猿さる島しま八〇〇〇人（ＣＩＡ発表）、太平洋五〇〇〇人（アメリカ国防省発表）、フォートスミス二六万人（ＣＩＡ発表）、日本各地五〇万人（ＣＩＡ発表）、このうち、フォートスミスの二六万人と、巡じゆん航こうミサイルによる五〇万人はいささか誇こ張ちようが含まれている。都市が攻撃を受けた形跡がないのだ。確実だと言えるのは、猿島虐殺と太平洋虐殺の一万三〇〇〇人だけではないか？」


    「民間人の本当の犠ぎ牲せい者数を、ゼロから洗い直す必要がある」


    　しかし、虐殺犠牲者の家族のために莫ばく大だいな寄付金を集める多くの人権擁よう護ご団体の過激な抗議行動と涙の訴うつたえによって、人でなしと貶けなされて学会を追われたり、プラカードを持ったプロ市民らに取り囲まれて追及されたり、政府機関の評判を貶おとしめようと企たくらむ陰いん謀ぼう論者というレッテルを貼られたりするうちに、そんな声を上げる人々はいつの間にか搔かき消えてしまっていた。そりゃそうだろう、『人類の敵』を擁護するようなことを言って、何かメリットがあることなど微み塵じんもない。当の学者たちとて憎む気持ちは変わらないのだから、自分が『人類の敵』一味だと指摘を受けるようなことは耐えがたい苦痛だろう。結局、声を上げる学者はいなくなり、数千万の虐殺が既き成せい事実として語られ、人数が留とどまるところを知らずに拡大し始めたというわけである。言ったもん勝ちのような雰ふん囲い気きで、もう上限がどこで落ち着くかわからないほどの虐殺のハイパーインフレだった。


    　私は雑誌の代わりにテレビを点つけてみた。


    　ＢＢＣにチャンネルを切り替えると、群衆が妙な国旗を掲かかげ、シュプレヒコールを上げている映像だ。群衆は、まるでサッカーのフーリガンのように頰ほおに何かのマークを描いたり、奇き抜ばつな格好で街を練ねり歩いている。


    「ご覧ください。ワシントンの街中を、ひときわ異彩を放った若者たちがデモ行進している様子です。彼らが目指す場所はホワイトハウス！」


    　レポーターまでが興奮していた。


    　さて何だろうか。アメリカと日本が共同して掲げた『新世界構想』が形を帯びてきたことで、各国で頻ひん発ぱつしていた暴動もだいぶ収まってきたはずである。私はテレビに注目した。


    「彼らは、自爆して果てた『人類の敵』春かす日が恒こう太たの復活を信じ、やがて世界はハルマゲドンによって滅ほろびるだろうと熱烈に主張する集団です！　彼らは自みずからを『ネオＫＫ』と自称し、今から三年後に転生を遂とげる『人類の敵』春日恒太によって、世界は新しい境地へと辿たどり着くだろうと予言しているのです！」


    　アメリカでは、ハルマゲドンを信じる連中は特段珍しくもない。巨大なキリスト教原理主義大国でもあるアメリカは、数千万単位の人々が、来たるべき世界最終戦争を信じ切っている。おそらくその連中の一部が、こっちに流れ込んできたのだろう。


    「この手の運動は世界各地に広がっており、人々の心理を揺さぶっています。『新世界構想』へ向けて着実な一歩を踏み出した世界は、確実に落ち着きを取り戻しつつありますが……しかし、未いまだこうした不安要素も懸け念ねんされています」


    　レポーターは群衆を追いながら、激しくまくしたてた。


    「はいはい、ハルマゲドンね……。ったく……こいつら意味わかってやってんのか？」


    　そう独り言をつぶやき、私はガックリ肩を落とした。


    　革命部のヤツらを『人類の敵』呼ばわりする世間一般の連中といい、この意味不明な方向の信者どもといい……まったく、世界は阿あ呆ほうばっかりだ。どいつもこいつも、本当にどうしようもない。


    　やっぱり莉り音おんみたいに世界のことに注力するよりも、自分の城を築き上げ、自分自身と親しい仲間のためだけに全力を挙あげよう──改めて、そう私は誓ちかいを立てた。


    



    　　　　　◇


    



    　時間に少しだけ遅れてスタインバーグ邸に着くと、ローザが邸宅前で待ち構えていた。


    　スタインバーグが用意してくれた車を降りて、私はいつものように軽く手を上げる。


    「よっ、お嬢様」


    「……」


    　ローザはご立りつ腹ぷくのようだ。


    　長い付き合いだからわかる。時間通りに到着しなかったことを怒っているのだ。


    　いちおう理由があって、空港でスタインバーグの車を見つけるのに、少し手間取ってしまったのである。そのせいで三分、ローザを待たせることになったというわけだ。ローザは並なみの兵士よりもずっとかっちりしていて、一分、一秒の遅れすら許さない。


    　まさに鬼軍ぐん曹そう。それを口に出せば火に油を注いでしまい、ローザが無言でいる時間は一〇倍増しになってしまうだろう。


    　ローザは私の横をすり抜け、無言で車に乗り込んでしまった。


    　仕方なく私も乗り直すと、車は静かに走り出す。


    　無表情で隣に座っているローザに再び声をかける。


    「久しぶりだし、マットにも挨あい拶さつしていきたいんだがなぁ。ちょっとだけ時間くれない？」


    「……」


    　ローザはプイと窓の外を向いてしまった。


    「お嬢様。今日もお綺き麗れいであらせられます」


    　冗じよう談だん半分な口調で言うと、ローザはキッと私を振り向き、鋭く口にする。


    「今日は邸宅に泊まるのでしょう？　ならば、その時でいいはずです」


    「そうなんだけど、すぐそこにいるのに無視して通り過ぎるのもなぁ」


    「お父様など後回しで結構です」


    　有う無むを言わせない口調でローザは言った。


    「……わかったよ。そうする」


    「ところでジリヤ。お兄様との結婚の件、どうするのです？」


    「あぁ……うーん、突然持ち上がった話だからな。もう少し時間をもらいたいところだ」


    　曖あい昧まいに私は応じた。


    　マイルズ・スタインバーグ。二九歳。私と同い年だ。


    　カッコいい男だし、頭もいい。しかし私から見れば、いささか弱々しいところがある。切った張ったのビジネス界に向いてはいないだろう。実際、スタインバーグの一切はローザが取り仕切っていて、マイルズは出る幕もない状況だ。無法者のような私とでは、根本的な部分で違いがある。その辺を、どう折り合いを付けられるかが焦点だった。


    　ローザは横目で問いかけてくる。
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    「お兄様はそのつもりらしいですが？」


    「ローザは望んでるのか？」


    「嫌いやならば、とっくに反対しています」


    　私は、スタインバーグのお眼鏡めがねに適かなったということだろう。


    　実際問題、スタインバーグと釣り合うような結婚相手などそうそう見つかるものじゃない。だからこそ、親族間での結婚が自然多くなり、どんどん血族の血が濃くなっていく。それがスタインバーグの泣き所でもあり、やがて衰すい退たいに繫つながる可能性を秘めている。当然彼ら彼女らとてそれを十分に知っているからこそ、優秀な人間を外部から迎える機会があれば、諸もろ手てを挙あげて、寛大に迎え入れるのだ。


    　ふと私は、ある重大な事実に気づき、まじまじとローザを見やる。


    「ち、ちょっと待て……もしこの話が進めば……私がローザのお義姉様ってわけじゃん……？　マ、マジ……？　なら、これからは私を尊敬してもらわないとな。……そうだ！　まずは私を『お姉様』と呼んでもらうことから始めよう。私の心構えはＯＫだ。可愛かわいい妹よ、さあ、恥ずかしがらずに呼んでくれ」


    　一瞬、ローザは呆あつ気けに取られたように表情を崩して私を見た。しかしすぐに眉をひそめ、無言でプイッと窓の外へと顔を向けてしまった。


    「お嬢様？」


    「……」


    「お、怒らないでくれよ……。ジョークに決まってるだろ……」


    「……」


    　ローザは許してくれそうになかった。なんて可愛らしい妹だろう。いや、もちろんまだ結婚が決まったわけではないが……。


    　ふと私はイタズラしてやりたい気持ちになり、ローザに少し近づいた。


    　そしてローザの頰ほおを人差し指で、プニュプニュと何度もつつきながら口にする。


    「おッ嬢様」


    　するとローザはピシャリと私の手をはねのけ、忌いま々いましげに私を睨にらみつけてきた。


    「許してくれって。じゃないとまたイタズラしちまうんだぞ？」


    　そう言うと、ローザは呆あきれたように息を吐き、無言で正面を向いて腰かけ直した。


    　すかさず私は、再びローザが機き嫌げんを悪くしないうちに口にする。


    「どうだ、景気の方は？　上々か？」


    「良い状況、悪い状況が混在しています。徒と手しゆ空くう拳けんの莉り音おんらがパラダイムシフトをもたらせるはずもないとタカを括くくっていた私でさえ、一時は焦らされました。……しかも、ゴールドがここまで暴ぼう騰とうを演じるとは想定外だったので、六〇〇〇トンの現物を、いささか早い時期に処分してしまいました。その点は、莉音にしてやられたということでしょう。スタインバーグが売っていたものを、莉り音おんたちが買っていた。人々の恐怖心理を甘く見たことを、私は大いに反省しています」


    　ローザは生き真ま面じ目めすぎる。いったい誰が誰に反省しなければならないというのか。


    「なんだ、たったの六〇〇〇トンぽっちか。ローザがその気になりゃ、地球のすべてのゴールドを買い集めることだってできるだろう？」


    「それはいけませんね。私たちが地上のゴールドをすべて手に入れたとしたならば──ゴールドという金属が存在しないのと同じこと。五〇〇〇年続いたゴールドに対する幻想は、たちまち消滅してしまうでしょう。一定量が、人々の手を循じゆん環かんするからこそいいのです。我われ々われの身内が持つゴールドの総量は、全体の三割を超えることがあってはならない」


    「ふぅむ……帝王学もそこまでいくと、もはや同じ人間だとは思えないな。ずいぶん口くち惜おしそうだが、スタインバーグも今回ばかりはダメージを喰らったのか？」


    「どうでしょうか……。ゴールドは惜しいことをしましたが、損失を出したわけでもない。全体としてみれば、それほど悪いわけではありませんね」


    　ローザはほんの少しでも物事を誇こ張ちようするようなことは言わない。むしろ控え目な発言が彼女のスタンダードだし、私が面食らってしまうほど正直で、率直かつ素直なのだ。彼女のような人種は、世間一般の人々が日常的に行おこなう駆け引きや虚勢は無縁なのである。そんなローザが「悪くない」というなら、今回の激動のなかにあっても、それなりに利益を引き出しているということだ。


    「しかしホワイトハウスの野郎どもが衛星を吹き飛ばしたろ。資金を出してる宇宙関連企業は、苦境に陥おちいってるんじゃないのか？　突っ走りやがった連中に、よく言い聞かせてやった方がいい」


    「ですがその分、アメリカ政府から最優先で予算が付きます。その確証は取っている。どのみち、古くなっていた衛星ばかり。騙だまし騙し使っていた衛星まで、連れん邦ぽう政府の予算で一気に入れ替えられる好機です」


    　そこでコホンと咳せき払ばらいし、ポーカーフェイスでローザは続ける。


    「人々は宇宙関連企業に絶望して株をなげうち、その株価は地に落ちている。しかし宇宙関連企業はもうすぐ、空前の好景気を迎えることになるでしょう。需じゆ要ようが、マグマのように煮えたぎっている。私は当面、宇宙産業の育成に腰を据すえて取り組むつもりです。ジリヤ、あなたも証券取引所が機能を回復したら、真っ先に宇宙関連企業へと資金を振り向けておいた方がいい」


    「しかしさ、『新世界構想』のせいで、これから世界システムは激しく動く。私らに対する風当たりも強くなるだろうし、しばらくはゆったり構えて状況を見極めた方がよくないか？」


    「最先端テクノロジーを保有する企業の価値は、いかなる状況にあっても長く残るものです。今この瞬間は、ゴールドやシルバーなどの現物資産が有利になっていますが、そんなものはまやかし。遠からず、ゴールドは暴落しますよ。世界が安定を取り戻せば、今後二〇年はダラダラと下げ落らくを演じ続けることになるでしょう。テクノロジーの方が遥はるかに価値があると私は思う」


    「へぇ……ゴールドをしこたま溜ため込んでいるスタインバーグがそれを言うかねぇ」


    「多量を保有しているからこそ実像がわかる──そういうものです」


    「なるほど……。格の違いをしみじみ感じるな」


    　改めて、追いつくまでの道程は遠そうだと思い、私は首を振った。


    　ローザは私を見やってくる。


    「ジリヤ。来週、ちょっとしたお茶会があります。時間を空けておいてください」


    「そりゃ、ローザの誘いとあっちゃ断らないけど……場所は？」


    「ニューヨークです。親族や友人たちを集めた親しん睦ぼく会かいのようなもの。これからは、あなたにも参加してもらいます」


    　そこまで言ってローザはわずかに視線を逸そらし、言葉を濁にごす。


    「それから……お茶会にはカルヴァートにも声をかけることにしました……。『新世界構想』への対応や、主要国政府にどのような働きかけをしていくか、検討すべき事柄が数多ありますから……。あの堅物の老人に、参加する意志があるのかどうかわかりませんが……」


    「なんだ、仲直りでもしたのか？」


    　意外なこともあるものだ。スタインバーグとカルヴァートは、根深いところで、さんざん争い合ってきた二つの巨大資本である。この二家の闘争は、もはや修復不可能なレベルだと私は思っていた。


    「……。……キャスがうるさく言うので、仕方なかったのです」


    　キャスとは、キャシアス・セルベル。私も面識がある。この世界の住人なら、誰もが一目置く第一級の資本家だ。


    　スタインバーグとセルベルの力関係はほぼ対等だろうし、どちらかが嫌いやだと主張すれば、そんな話にはならないはずだ。


    「そんなにローザが嫌なのに、ミスター・セルベルが無む理り強じいするなんてあるのか？　スタインバーグに対抗してまで、ミスター・セルベルがカルヴァート公こう爵しやくを誘う理由もわからん。ちょっと考えられんけどな……」


    「……た、たまには私も、ロンドンへ顔を出してあげねばならないと思っていましたから……。ならば、呼びつけた方がいいでしょう」


    　それだけ言って、ローザは窓の外へと視線を向けてしまった。それ以上は突っ込むなというオーラが滲み出ていた。


    　それから幾いく度どかローザに同じような質問を投げかけてみたが、今度こそローザは無言を押し通し、まるで応えるつもりがないようだった。


    　私たちはそのまま車に揺られ、目的の場所へと向かったのだった。


    



    　　　　　◇


    



    　見渡す限り、どこまでも続く小麦畑。もうすぐ収穫時期で、波打つ小麦の稲いな穂ほは黄金色に輝いている。


    　この農地のど真ん中、一〇〇台は停まれそうなほどの、異質なコンクリート敷きの駐車場があった。意味不明な広さで、私たちの車以外には一台も停まっていない。おそらく、ヘリの離着陸をするために整備した場所だろう。


    　運転手を待たせ、ローザと私はバタバタと扉を閉めて車を降り立った。


    　駐車場から続く農道の先には、ひときわ小高い丘がある。その中央には、堂々としたロッジが聳そびえ立っていた。あそこからなら、一帯を見渡すことができるだろう。


    　この近隣の広大な農地は、スタインバーグやセルベルの関連企業が所有している。丘を下って三〇分も歩けば、ハイウェイ沿いに、二〇〇〇人ほどのこぢんまりとした集落もあった。いかにもアメリカの超がつくド田舎いなかといった風で、そこで暮らす農民たちは世相をあまり気にしない。郵便局とガソリンスタンドと、スーパーも兼ねている小さな日用雑貨店が一店舗あるだけの、本当に何もない集落だった。世界がどれほど激動の波にもまれていようとも、ここでの生活や顔ぶれは変わらず、牧歌的な暮らしが連綿と続いてゆく場所なのだ。


    　私とローザは、農道と呼ぶには少しばかり上等なレンガ造りの道を、丘へ向けて上っていく。


    　やがて小麦畑が途切れると、なだらかな丘には草原が開けていた。丘の一番高いところに、ぽつねんと二階建てのロッジが建っている。


    　ロッジの横で何人かが忙いそがしく立ち働いているのが見え、銀色に輝く丸みを帯びた物体が、堂々とした姿を晒さらしていた。


    　私はローザに問いかける。


    「何やってんだ、あいつら？」


    「さあ……何かを準備しているようですが……。飛行船……？」


    　私たちはロッジへと歩を進めた。


    　こちらに気づいた女の子が、片手を高々と掲かかげる。


    「ローザ！　ジリヤ！」


    　莉り音おんだ。


    　サッパリした笑顔で、莉音は掲げた手を振った。


    　革命部一行をローザに預けてから、私が莉音に会うのは三か月ぶりになる。


    　莉音が大声を上げたからだろうか、他のメンバーらも私たちに気づき、集まってきた。


    「ローザさん、ジリヤさん、ようこそ！」


    　羽は月づき巳み継つぐが私たちにサッパリした笑顔を向けてきた。それにしても、ずいぶん精せい悍かんな男になったものだ。


    　丁てい寧ねいに折おり原はら沙さ織おりが挨あい拶さつしてくる。


    「お世話になっています。みんなにいろいろ良くしてくれて、本当に、本当にありがとうございます」


    「こんにちは！　ここでみんなと一緒に暮らせて、毎日とっても楽しいんです！」


    　どこか抜けた感じがするのは泉せん堂どう柚ゆずだ。超一流のエンジニアだと聞いているが、超が付くヤツはどこの世界でも少し常じよう軌きを逸いつしている。


    「歓迎しよう。かつて地球上の二〇〇の国と地域をあまねく統治した、世界皇帝の新しい居城に」


    　かの有名な『人類の敵』春かす日が恒こう太たが、私たちに向けて尊大に両手を広げた。まったく、どこでも変わらぬ恐るべき男である。人類史上に名を轟とどろかせる男はやはり違う。


    　たまらず沙織が『人類の敵』を睨にらみつける。


    「あんたねぇ……私たちは居い候そうろうなんだから、ちょっとは礼れい儀ぎ正しくできないの？」


    「住み心地が良いのなら何よりです。本来ならもっときちんとした住まいをあてがいたいところですが、あなた方は目立ちすぎていけない」


    　ローザは全員を見回して声をかけた。


    　莉り音おんが応じる。


    「ううん、いいの。すごく開放的な場所だし、とても楽しんでるわよ。感謝しないとね」


    「下にある街まで買い出しに行っても、誰もぼくらのことなんて知らないですよ。アメリカのような先進国に、こんな世間から隔かく絶ぜつされた場所があるなんて……世界はまだまだ広いことを知りました。おかげで生活には困りません」


    　巳み継つぐの言葉に、『人類の敵』が首を振る。


    「だが俺だけは街に行かせてもらえない。配下を引き連れて物もの見み遊ゆ山さんもできない世界皇帝など、あってはならないことなのだ」


    「いくらあの山村でも、さすがに恒太が行けば一瞬でわかるだろう……」


    「絶対許可しないからね。ローザさんやジリヤさんに迷惑をかけるだけなんだから」


    　ここにいる全員は死を遂とげたという情報が、事実として世間的には確定している。『人類の敵』本人ならともかく、他の四人なら、下の集落の住人は想像しないだろう。


    「足りない生活物資があったら言ってくれよ。次に来るときはどんなものでも持ってきてやるから」


    　私は気楽に口にした。元気そうで何よりだが、地球を舞台に波乱を巻き起こした連中にとって、この場所はいささか手て狭ぜますぎるだろう。


    　申し訳なさそうな様子で、柚が私に申し出てくる。


    「えっと……下の街にはギャラクシードリンクが置いていないんです。毎日かかさず飲んでいたのに、悲しいって思います。どうやったら手に入るんでしょうか……」


    　莉り音おんが戸と惑まどった声を上げる。


    「ゆ、柚ゆずちゃん……それは生活物資と違う……」


    「そ、それは……」


    　巳み継つぐは絶句した。


    　ローザがうなずく。


    「そんなに大切な飲み物だったのですか。ではさっそく、ケース単位で手配しておきます。これからは全員、毎日飲めるように致しましょう。あなたが気に入っているその飲料は、スタインバーグの関連企業ＧＢＣボトラーズが製造したものですよ」


    「な、ん……だと……？」


    『人類の敵』は目を見開き、何歩か後じさった。


    「ＧＢＣボトラーズのラボラトリーで、味覚の研究のために産み出された副産物だと聞いています。人の味覚にとって、もっとも厳しい成分をピックアップして研究し、調合したドリンクのようですね。普通の人は、一滴でノックダウンされるそうです。世界で一番きつい飲み物として、ギネスに登録も検討しているとか……」


    「あれ……猿さる島しまでコップ一杯、まるまる飲み干したんですが……。健康には問題ないんでしょうか……？」


    　巳継は血相を変えていた。


    「私が成分を分析したわけではないので又また聞ぎきになりますが……マウスに液体を投与した実験では、死亡例は報告されなかったと聞いています。ただちに健康に影響はないでしょう」


    「た、ただちに……」


    　呆あつ気けに取られる革命部のメンバーを前に、私も口にする。


    「良かったな。少なくとも数年間は、命に別状はないだろう。たぶん」


    　それからローザが語ったところによると……ＧＢＣボトラーズは調査レポートを集めるため、研究の内容を十分に説明した上で、興味がある人に対してのみ一般販売をしていたそうだ。ローザ自身が詳しく把は握あくしているわけではないので、詳細は不明らしいが。


    　ローザは説明を続ける。


    「受け入れられる人がいるのは、極めて興味深い結果らしいです。研究者が、このジュースが美お味いしいと感じる人にぜひ会いたいと言っているようですが……止めておいた方がいいでしょう。妙な研究に協力させられるかもしれません」


    「詳しいお話は難しくてあまりわからなかったんですが……あの……これからは毎日飲めるってことでしょうか……？」


    　おそるおそる、しかしどこか期待に満ちた表情で、柚が訊きいてきた。


    「ええ。明日から、そのように手配します」


    「とっても……とっても嬉うれしいです……。またあの子に出会えるなら、ありがとうって思います」


    　柚ゆずは革命部員らを振り向き、満面の笑顔で口にする。


    「莉り音おん部長、巳み継つぐくん、沙さ織おりさん、恒こう太たくん！　これで毎日、ギャラクシードリンクが飲めますよ！　食後の楽しみにしましょうね！」


    　巳継が冷や汗をふきながら、震ふるえる声で言う。


    「け、計画を前倒しして、今すぐ出発することを提案したい」


    「私も……賛成……」


    　沙織が息を呑のんで同意した。


    「そ、そうだな……出発を早めた方がいい。いや、今すぐだ。世界皇帝の行ぎよう幸こうを、今か今かと地球市民どもが待ち望んでいるぞ」


    『人類の敵』の声は震えていた。


    　莉音も応じる。


    「い、急ぎましょう。残りの荷物を、超特急で飛行船に運び込まないと……」


    「飛行船って……こいつもう完成してるのか？　暇ひまつぶしなのかと思ってたら、どこかへ行くつもりで作ってたのかよ？」


    　私は呆あつ気けに取られた。


    「うん。いつまでもここで居い候そうろうってわけにもいかないからね。短い間だけど、お世話になった。ありがとう、ローザ、ジリヤ」


    　莉音は私たちを交互に見つめ、真しん摯しに言った。


    「何を言うのです。気にせず、いつまでだっていてくれてもいいのですよ。数年間はここで過ごしてもらい、そのうちほとぼりが冷めたら別の名義をプレゼントしましょう。状況を見ながら、徐々に社会に復活していける。関連企業の役職も用意して差し上げます」


    　ローザは押し留とどめようとしたが、莉音はメンバーらを振り向きながら口にする。


    「気持ちはとても嬉しい。でも、話し合って決めたことなの。ね、みんな？」


    「ええ、もう決めてしまったことなんで。ローザさん、ジリヤさん。世話になった借りは、何倍にもして、いつかきっと返します」


    「お世話になりました。この場所でお会いするのは、きっと今日が最後だと思います」


    「ギャラクシードリンクが毎日飲めないのは残念ですが……みなさんが行くなら私はどこにだって行きます。でも出発前に、少し分けてもらいたいって思います」


    「この飛行船には、時空歪わい曲きよくワープ航法機能が搭とう載さいしてある。アンドロメダ銀河までほんの三分で到着するのだ。さっそく出発するぞ、広大無辺な宇宙の極点へ。初代・大宇宙皇帝としての光り輝く王座が、この俺を待っている」


    　全員、意志は堅いようだった。


    　ローザは名な残ごり惜しそうに息を吐く。


    「そこまで言うなら止めはしませんが……残念ですね。莉り音おんたちとは、もっといろんなことを話してみたいと思っていました」


    「もちろんまた何か、おっぱじめようってつもりなんだろ？　これからの計画を聞かせていってくれよ」


    　私は訊きいてみた。どうせ莉音たちのことだ、とんでもなく壮大な計画を練ねっているに違いない。


    　クスクスと莉音は含み笑いを漏もらし、子供がイタズラをするような目をして私たちを見やってきた。


    「そうね、世話になったお礼に、二人には教えておいてあげる。内緒の話よ。次はこんな革命を考えてるんだけど、どう思う──？」

  


  [image: ]


  [image: ]



  
    　この作品はフィクションです。実在の国家、人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。


    　特定の思想信条、国家を支持、批判、推奨する意図は著者にはありません。また、軍事技術および武力行使について肯定する意図もありません。


    　なお、現在そして将来の事件、事故、報道と重なっているように受けとられる可能性のある事案、記述については偶然の一致であることをお断り申し上げます。

  



  
     あとがき


    



    　多くを語るのはやめておきましょう。


    　若い人たちの未来は確実にしぼんでいます。未来は暗い。その多くは、いわゆる負け組と呼ばれることになる。そんななか、若い世代に属する方が個人として希望を見いだせるとしたら、徹底して世間と距離を置き、不断の勉強を積み重ねることだけです。もちろん勉強とは、学校や受験のことを指しているわけではないですよ。学ぶことはたくさんある。現実の世界は、実はとても広いんです。


    　一〇年後二〇年後、本シリーズを通して読んだ方とそうでない方との間で、人生の結果が大きな差となって現れてくれるものになれば満足です。


    　あなたの未来に栄光がありますように！
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    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    洞察力に富む読者の方は早い段階で気づいたかもしれませんが、本シリーズの構想段階で最初に決まったキャラは春日恒太でした。実は、終始なにもしない彼こそ、本シリーズを貫く基軸なのです。あなたは何巻の段階で気づきましたか？


    １～３巻なら神レベル。４～６巻なら合格ライン。な、に……それ以降だと？　おお同志よ、喜びたまえ。貴殿に再教育を受ける栄誉を与える。今すぐシベリア送りだ！
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